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本き は、 て com が 1 が PRO, が K ver2.0j 似 下、 XC コンパイラと 菱 記します） でプ ログ 
ラム 開発を 巧う ときに 必要と なる C ライブラリ の 巧を とが 用 方を、 小义字 巧を リ フ アレ 
ンスじ W して 紀 ぶして います。 

大文芋 聞 巧の リファレンスに 巧して は、 rC ライブラリ マニュアル VO し 2」 を ごを く// を 


なゎ、 が 化の 「C ューザ ー ダ マニュアル J じ XC コンパイラの 巧な 度ぶ、 巧 作 巧 境の 作ぶ 
おな、 を マニュアルの 巧を が说 巧され ています。 

かめて 本 プログラムを ご 巧 用 じむる 方は、 必ず rc ユー ザー ダ マニュアル」 を ホに ごちく 
ださい。 

本 巧は、 C 言 蘇 じついて 一を じ1 上の お] まを ちし、 プログラミング 糕 なの々 る ユーザー カ 1、 
C ライブ ラ リの なおと 使用方を を 巧 解して X68000 の 9 •さむな 能を フル じ 活用で き るよう 
じなる こと、 さらに 進んで ユー ザー が 自分 白々 でら ライブラリ を 作 ホで き るよう じなる こ 
とを 目的と して 巧 かれて います。 


なわ、 C ま藉 のさぶ •义法 じついて は rc リファレンス マニュアル J 、 稱薄環 巧の 巧を や 
閒巧 ホが など じついて は rc ユーザーズ マニュアル J を參照 •してく ださい。 



c ライブラリの 概要 

Huma が 8 k の C ランタイム ライブラリは、 C 薑 語で プログラム 明 舞を 巧う 巧に 必要と な 
る I 巧& ぉよび マクロで 巧ぶ されて います。 

C 言 龍では、 デー タの入 化 力な ど ハー ドウ ユアに 依存す る巧理 は、 言語 仕 巧からは ずし. 
これを 巧を と して 提供して います。 

まむ、 义 夕列揀 作、 ぉよび サーチ や ソート といった、 が 用 お あのない 化 巧 的な 化 巧 じつい 
て も I 巧な と して 巧 供し、 C プログラマの タカを 轻 がして います。 

Human が k の C ランタイム ライブラリでは、 上記の ような C 巧 準 ライブラリの 化に、 日 
本能 巧 巧を サポー ト する 閒 なや 、 IOCS コール ライ ブ ラリ 、 DOS コール ライブラリ、 
BASIC ライブラリと いった、 Human が k 固 巧の 巧を がな さじ 用 巧され、 をの 巧理 能力は 
きわめて 強力な {> のと なって います A 

むと 文 ば 、 IOCS コール ライブラリ じよ ク て、 キーボ ードや プリンタと いづた 巧が 的な 入 
化 力锭 を だけでなく、 ジョイスティック、 RS づお C 、 ADPCM 、 FM ま 巧、 マウス、 グラ 
フィック、 ス ブライト « 能と いづむ、 多 巧な 入 化 力 巧 作が 可 おとなります。 

また、 DOS コール ライブラリに よって、 H 本裙巧 巧.、 H が ♦時が のが 巧!、 巧 巧 巧を の 操 か 
などの、 Huma が 8 k オペ レー ティ ング システムの 巧 能を あ 効 じが 巧す る こ とがで きます。 
BASIC ライブラリは、 BASTOC じ わいて が 用し、 BASIC 含 錠から C 富 語への 巧 巧を を 
おにして います。 

また、 これらの 閒 をを ホ ポートす るむ めに、 巧 巧の インク ルー ド ファイルが 用を されて い 
ます。 


C ランタイム ライブ ラ リの巧 fj 削の 分 巧、 ぉよびを の 巧 目に 属する 閲 巧の お 節と 巧 おじつ 
いては、 「巧 3 巧 巧 y が ランタイム ルーチン J を 葵 照し でく だるい。 


本書の 構成 



本 巧は ia 下の 巧容か ら 保ぶ されて います。 


第 1 章 ライブ ラ リルー チンの 使い かた 

ライブ ラ リル ー チンのを 本 的な 巧い 方、 ぉよび 聞を と マクロの るい、 ライブラリ とともに 
が 用す る インク ルー ド ファイル、 エラーた 理 など、 ろ ライブラリ じ 共通す る 巧 目について 
述べます。 


第 2 章 インク ル ー ド ファイル 

ライブ ラ リ便用 時に 必要 となる イ ン クルー ドフ ァイ ルの 巧ち、 およびを の 巧 用ぶ じついて 
ぶべ ます。 

また、 C ライブラリで 巧 用す る おと マクロ、 グローバル 巧を および、 巧が おの 巧を 体 じつ 
いてらぶ ベます。 


第 3 章 項 目 別 ランタイム ルーチン 

C ライブラリ を 巧 肖が じかけ て、 ライ ブラ リの巧 巧と その* おじつ いて 说巧 します。 


第 4 章 リファレンス （小文字) 

る ライブ ラ リのリ ファ レンスで あり、 美 巧に ライブラリ をが 用ず ると き じが 用 手引と して 
利用して ください。 


付録 

ユー ザー ライブ ラ リの 作ぶ 方 巧を、 具が のな 例 じを クて说 巧し ます。 






インクルード ファイル 


イ ン クルー ドフ アイ ル じついて 9 

巧と マ ク〇の 51 義 じ 

グローバルを 巧 巧 

巧が 巧! « なが お 16 

イン クルー ドフ アイ ルの 符巧 17 

• 5. 1 assert, h 19 

• ご， 2 audio, h 19 

D. 3 basic, h 巧 

5. 4 basicO. h 19 

5. 5 class, h 19 

5. 6 conio. h 20 

5. 7 ctype. h 20 

5. 8 direct, h 20 

5. 9 doslib. h 20 

5. 10 error, h 20 

5.11 fcntl. h 20 

5. 12 fctype. h 21 

5. 13 む oat. h 21 

5. 14 graph, h 21 

5. 15 image, 21 

5. 16 io, h 21 

5. 17 iocsiib. h 21 

5. 18 が ctype. h 22 

5. 19 jstring. h 22 

5. 20 limi じ • h 22 

5. 21 math, h 22 

5. 22 mouse, h 22 

5. 23 music, h 22 





cox ri ： xi's 


2.5. 24 music2. h の 

2. 5, 25 process, h 23 

2. 5. 26 setjmp. h 23 

2. 5 •の お gna し h 23 

2. 5. 28 sprite, h 23 

2.5.29 s は t. h な 

2. 5. 30 stdarg. h 24 

2. 5. 31 stddef. h 24 

2. 5 •犯 か dio . h 24 

2. 5 •お が dlib. h 25 

2. 5. 34 stick, h 25 

2. 5. 35 string, h 25 

2. 5. 36 time, h 26 

2. 5. 37 timeb. h が 

2. 5. 38 utime. h 26 


第 3 章 項目 别 ランタイム ルーチン 

义 1 バッファが 作 29 

3.2 メモリが りみ て 31 

义 3 义ず のか 巧と 巧 巧 お 

3.4 データ 巧み が 

义 5 ディレクトリ 刺が 37 

义 6 ファイル 操作 38 

义 7 スト リーム 入 ホ, 力 が 

3.8 低 ホが 入 化 /J が 

3.9 コンソール 入 化 力 50 

え 10 を 化 お 巧 51 

3.11 プロ 七 スが巧 53 

义じ サーチと ソート が 

义 13 义字 列が 作 57 

义 14 が 問 59 

3.15 自本語 ライブラリ 61 

3.15.1 义ネ分 巧 巧を が 

3.15.2 巧 字 巧: 理 巧を 61 

义 16 BASIC ライブラリ 64 

义 17 IOCS コール 72 




covrKvrs 


3.18 DOS コール の 

3.19 その他 92 


第 4 章 リファレンス ： 

93 

が録 ユーザー ライブラリ のかり 方 

1. ソー スフ アイ ルの 作が 5 が 

2. コンパイル 5 が 

义 ライブラリ ファイル 5 が 

ん ライブラリの ホが な, 570 

5. リンク 571 

索 引 

が 巧® 573 

アルフ ア ベット が 580 

阳数お 引 

584 

♦ 

なお 别 M 巧 索引 


597 








ライブラリ ルー チンの 

使い方 


明 数と マクロ 
イ ン クルー ド ファイル 
エラー ハンドり ング 
ライブラリ ファイル 


本 そでは、 C ランタイム ライブラリ をが W ずるに々 たって 化を しなければ な 
らな いこと、 ライブラリの 使 川 現 巧、 ライブラリの なをぶ まな どじつ いて 化 
明し i す。 




第 1 章 ライブラリ ルーチンの 巧い かた 


関数と マクロ 


C ランタイム ライブラリは、 C 言語、 々るいは ァ七ン ブラで 作ぶ された 巧を 
であり、 一 おの 巧 a と 同じよう じ プログラムの 中から 呼び出す こ とがで きま 
す。 

M がに、 これらの ライブラリ のうちの い < つかは、 マクロと してら 用 ホ をれ 
ています。 

マクロとは、 プリプロセッサ 命令# かが ne で克 巧ず る、 化 やぶを 爱 すを 別 子 
のこ とです。 

巧なら々 クロ も 引を を まったく とらない ホ，、 よたは、 マクロを 巧で 化 引を じ 
おき ホえ 巧 化な 引を をを おする こ とがで きます。 

いいかえれば、 マクロ 巧 もと 村 じよう じ、 引を をと り、 化を 返す こ とがで 
きます。 

巧を と マ ク〇の 違いは、 ミ 巧ぶ がと メそリ サイ ダと いう 点じあります。 

た とえば、 マクロ は コンパイル 前に プリ プロ 七 ッホ じよ クて 媒峭 をれ るの 
で、 【巧を げび 化しの 巧 じみられ るよう な オーバーへ ッ ドは るり i せん。 

しかし、 マクロは 一が しかを 巧され ない 閱を とはち なり、 呼び 化される たび 
にお 明され るので、 么が めじ メモリ サイ ザが 大き くなります。 

このため、 C ランタイム ライブラリ では 特 tt じな じて ぶが でき るよ ラに、 巧 
巧を 巧と マクロを おの 巧 おを もつ ライブ ラ リルー チンが い くつ かあります。 
なわ、 マクロの 中には、 toupper ルー チンの ようじ、 引 巧を 2 圓 W 上 評 化す 
る 巧を、 削 作用が なをし で お果が 正しく 返らない もの もみり まずので を ホし 
てく ださい （ toup が r ルー ナンの 巧 巧 上のを ホ じついて は、 广 3. 3 义 字の 分 
巧と 巧が」 ぉよび toup が r ルー チンの リファレンスを 參 照して 〈ださい 9 
また、 使 巧に みた 〇 てを をが 么巧 となる もの じついて は、 をのつ ど说 明し ま 
す）。 
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c ランタイム ライブラリの 巧を、 
れらの 閱巧ゃ マクロを 外 巧言 羣し 
号を なをを 巧して いる イ ン クルー 


必を となる イン クルー ド ファイル 


または、 广巧 4 巧 リファレンスが 


include プリ プロ セ ツサな々 を巧っ 
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第 1 章 ライブラリ ルーチンの 巧い かた 


エラー/ \ン ド リング 


C ランタイム ライブラリ の 巧を の ほとんど は 戻り 化を 退 します ホ*、 この 戾ウ 
化 じよって、 巧: 巧が 正を じか f した々 \ みるい は舆 おか 了した かが 判を でき 
るよ うじな 〇 ています。 

巧を をが び 化した ときは 必ず 戾ゥ 化の 判を を 巧うよ うじして 〈だるい。 

巧を が 巧が が 了 したじら かかわらず、 戻り 化の がまを 斤わず じ 巧: 巧を 巧 巧し 
た鴻 合、 プログラムが 振を する こと もみり ます。 

C ランタイム ライブ ラ リの 巧を の 中 じは、 エラーが ち ホした 巧を じ グロー バ 
ル 巧 もが mo じ エラーの 謀 巧 コードを 没を してく れる ものら みり ます。 
このよう む 巧を: を 化 用す るに あたって は、 インクルード フ ァイ ルげ ror . h を 
ソースファイル じと り 込む こ とじよ々、 が mo をき 照し、 エラー コー ドの チ 
エックを 巧う ことができ ます。 

また、 C ランタイム ライプ ラ リの 中には、 エラー 巧 巧を 巧う 閲 なが あり ます 
ので、 これを に I 下に 示します。 


perror 巧を エラー メ ツ セージを 巧が エラ ー 出力 （std が r ) 

じを 示します。 

m が he び 闽を を 俄が 巧で 巧 生し む エラーの 化 巧を 巧う むめ 


をが 巧 巧 巧を 自 みが 呼び出します。 


また、 ユーザー 自 みで m が heir 閱 をを 作ぶ 
し、 巧 用す る ことができます。 

その 媒 をには 、 m が herr 閒 なの リ ファレン 
スじ 明記して々 る なみじ 従づ てく ださい。 

terror 巧を ス トリ ーム入 お 力に わける エラーを チェック 

します。 

cle が err 閲 を ス トリ ームの エラー イ ンジ ケー タ わよ び エン 

ドオブ ファイル インジケータを クリアし ま 




ライブラリ ファイル じは、 オブジェクト ファイル、 ライブラリ ファイル、 わ 
よび アーカイブ ファイル という 3 つの ファイル おぶ が あり ます。 

オブジェ ク トフ ァイ ルは、 C コンパイラ じよ クて化 力され る 1 個の オブジェ 
クト コー ドを かがして わく ファイル であ ウ、 おおかよ 0 です。 

これ じがして ライブラリ ファイル、 ぉよび ァーカイブ ファイルとは、 巧を 個 
の オブジェ ク トフ ァイ ル、 または ソースファイルを 1 俩の ファ イ ルに まとめ 
て 巧 おしむ もので あり、 おお 子は 1 または a となります （ただし、 1 倘のァ 
—カ イブ ファイルに、 オ ブジェク トフ ァイ ルと ソー スフ ァイ ルを おぶ をせ て 
巧が す る こと はでき ません。 ライブラリ ファイル やアー カイ ブ ファイルの 詳 
細 じついて は、 「アセンブラ マニュアル J の广萊 1 が 第 8 を ライブラリ 
ァン J と 「巧 1 が 巧 7 巧 ァーカイバ J を をれ ダれ 爹照 しでく ださい。 な 
わ、 オブジ A ク トフ ァイ ルは、 ライブラリアン （ UB ) を 巧け！ して ライブ ラ 
リフ ァイ ル （が お丫 1) へ、 ソー スフ ァイ ルは ア ーカ イノ 《 （ AR ) を 巧 用して 
ァーカイブ ファイル （がが fa ) へが がします。 

なわ、 XC の 巧が ライブラリの なが ファイル 名は CUB . 1 でず。 
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インク ルー ド ファイル 


イ ン クルー ド ファイル じついて 
型と マクロの 定巧 
グローバル 巧 数 

巧を 型 

イ ン クルー ド ファイルの 種類 


本 かでは、 イ ン クルー ド ファイル じついて 说 明し ます。 

フ ォー マッ ト のぶ まぅた 巧な や « ぶ 化が、 々ら かじめ ぶ おされで いる フ ァイ 
ルを イン クルー ド ファイルと いいます。 

XC で 巧ぶ されて いる、 この インクルード ファイル じ わける、 グロー バルタ 
なと 呼ばれる がを、 巧が おと 巧 ばれる «适 14 ： お、 ならびに インクルード ファ 
イル のが 巧に つい てらが 化します。 


第 2 章 インク ルー ド ファイル 


インク ルー ド ファイル じついて _ 


C の プログラムを 作 巧す るに々 たって、 ユーザーは 么爱な 巧: 現キ W 、 'をを 等 
を コーディングし なければ なりません々 f 、 たとえば、 プログラム 閒で 共述じ 
巧 用され る （フ オー マットの 定ま ク む） « な 化 や、 夕 なを ユー ザープ ログ ラ 
ムで ぃちぃ もを をし なければ ならなぃ としたら、 プログラム 關 なの 化を 性々 f 
化 ドず る だけでなく、 コー グ イング ミスの 多 獲、 と ぃづた ホ おら 避けられ ま 
甘ん。 

このよう な わずらわ しぃが 策から、 プログラマ をが « す るた めじ XC では、 
h ； k ! のよ うな «を作 や、 '隻 なをみら かじめ 特 をの ファイル 中 じを 巧して みり 
i す。 

このような ファイルの ことを、 インクルードファイルとぃぃ^卞。 

なわ、 イン クルー ドフ ァイ ルの が 張子は が 巧のに h じします， 

ユーザーは、 巧を の « ながや' 隻 をが 必巧 になった がな で これを コーディ ング 
する 代わり じ、 巧ち の « をが や 巧を が 迄 巧 をれ てぃる インク ルー ド ファイル 
を、 ソース プログラムから 呼び 化します。 

また、 ライブラリの 中には、 これを 巧び 化す じあた 〇 て 持を の インクルード 
フ ァイ ルが 必愛 とな るら のら々 ります。 

C ランタイム ライブ ラ リ閣 をの 寶 まじは 引 巧 巧 リスト をを むらのと、 含まな 
ぃらの の 2 が 巧が あ ります。 

閱 なのを 基は、 プリプロセッサの# け か f 、 または# け りかい こ 含まれて ぃま 
す。 

XC は デフ オルトでは、 則を 巧 リストを 含 レ I 巧を 宣薑が 生ぶ、 コン ハ •イル さ 
れ、 引な 巧 チ ユックが 巧 われます。 

( STDC 法が 子が 1 にを II されて ぃます） 




2.1 イ ン クルー ド ファイル じついて 


引を 巧の チ ユックを 巧わない よ うにす るには、 みの 方ぶ が あり ます。 

し CC コマンド ラインの X スイ ッチを 使用して、 __ STDC __ 巧が 子を 
ぶ 送を にします。 

2. ソース プログラム 中で、 #imdef プリ プロ セ ブサ 命令を 化 用して 
__ STDC __ のを おを 化 り 消します。 

この 巧な、 #undef は# mclude の 前になければ なり ま せん。 

インク ルー ド ファイルの 巧び 化しは、 # include プリ プロ セ ッサ 命令 じより 
けいます。 

ロタ •び 化しす がを 切’ ド じ 巧し ます。 

① # include < フ アイ ル 名 > 

な # include •ファイル 名 • 

CD の 場な は W ドの がで おお します。 

巧 巧 巧を inclu かが おす ディレクトリ 

1 

カレント ドライブの カレント デイ レクト リ ドの include サブ デイ レクト リ 

i 

カレント ドライブの カレン ト ディレクトリ 
©の媒 なは 

カレント ドライブの カレン ト ディレクトリ 

1 

巧 巧' をを indu かが おず ディ レクト リ 

i 

カレント ドライブの カレント デイ レクト リ 下の include サブ デ イ レクト リ 
主た、 ファイル おは 乂义夕 •小 义ぞを 区別し ません。 

なわ、 ユーザ ー所の イ ン クルー ド ファイルを ユーザー 自み でか 席ず る こと も 
できます （作 おは エディタ じよって 巧い ますし 
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ン クルー ド ファイルの 呼び 化し 例を じ I 下に: 


# include < がか o. h> 

# include <ctype. h> 

# include "mylib. h" 

main り nt ar が， char * argv [] ) 




型と マクロの 定義 


ン クル— ドフ アイ ルには が おに 化) リクれ る fl なや、 姑 作 巧 巧 やお 神に がが 
るよ うながを ぶぶ して あり よす。 


こで ぶぶ して ある 巧 や マクロ を化リ I す ると、 ソー スフ アイ ルを 化の C 
イ ラに 巧が; した 嘴な で {)、 巧が は么巧 ムな 小 限で 巧 レよ うじな り ます。 

ぶされ ている で! の W 巧と をの i ん J がは じ I ドの 诚〇 です。 


ファイル 


Idiv 


ptrdiff 



• OKI ) 


I stddef . h I im のが ホを 水め る div 脚む のぶり たがを か 供で きる 巧 
> — 一 ^ • • 一—— 

std か (• h long のか 糸を ぶめ る Idiv 明な の お Of かを 化 おで S るが 



が ddef. 


がが ef. 


がが が 


stddef- 


が ddef. 


cl がん 



<イ トむや si が of のぶす f かが 





H 利 i リか imelWft な どの おす W( が i たしく 化 が1 で 


かな や clocklW むな どの 化す 化が 


制 rt で 


な etposi 均むな ど 




ルの 化; 巧を ぶす もな をぶ しく がが で 




unsigned 





unsigned short 1'! 


cha け!! 


unsigned c 


void 巧 



























巧 2 章 インクルード ファ 




BOOLEAN 


LONG 


ULONG 


buf 






， h unsigned long?! 


setjmp* I が tjmp 閱 を や longjm が W 投で 化片 J 




ム巧 巧を 巧納 できる 




sldarg. 



FILE 


かが 0* 



va_sta け マクロ 閒れや va_arg マクロ [巧 もで 化 Hi する、 け r 交' 引 巧を おし ボ 
す 交れのを！ 


—ム入 化が H の 巧ぶ 化を ぶす お 



ぶぶ さ 



マクロ の 巧技 (とを の!^ 巧は じ I 下の ぶり です 












































クロのを 義 



NFILE 


FOP 巨 N MAX 




FILENAME MAX がぶ a 


フ アイ ル 入 化 如 巧 I の 巧 這 化 のが 巧の 愛ぶを 

巧带で 5 つの スト リーム が オープン されて いるので ユー ザー が柯 
がに オープン でき るス トリ ームの 偶を はこの 化から 5 を 引いた 個 
をに なり ます 


フ アイ ル 入出力 巧! の 巧を がの が 列の 祭 糸を 

巧が で 5 つの スト リーム が オープン されて いるので ユーザ ーが W 
がに オープン でき るス トリ ームの 個な はこの 化から 5 を 引いた 仙 
教 じな ウ ます 


tmpfile 巧な などで がぶ で 


tmpname 明を などで 作 化さ 



の 姑 人む 




などを がか J 


ル おの お 人 
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バル 変数 


インク ルー ド ファイル じは、 グ曰 • 

お 地に (お fH される 巧 をが 外部な 各 : 
グローバル 巧 巧の 快が と その内な I 


い レを a 


daylight 


[ 2 ] 


: n じ 


n [] 


unsigned char 
environ 


fmode 


unsigned 





ファイル 




が dlib. 




が dlib. h 


がか ib. 


'リニ ッ シ ながが と 化が がの がぶ かげを で 格が: 
本では一 32400 (— 9 時間） になって いる 


ぶげ 削を 採 HI し ている 化 巧では 非 0 が m 納: 
! 1 本では 0 がか おされて いる 


が 《|| が! 域 おと ながが! y, をぶ す 义夕 列への ポ インタ のが 別 
义夕 列の おを は 3 义夕 

II 本では tzname 〔 0 〕 は" JST"、 tzname [ 1 ] は，… がをお さ 

れ ている 


げ 《リ化 试 おがが 納さ J 


だげ 1 !! け, が 巧が: 


巧 巧 父ぶ 別の fid 列へ 



ファイルの 巧 お モードの; 


。かむ 4 **のプロ 
れ ている 




ン タの义 巧の ア 


スが 巧が 



か dlib. 


一の 株 巧を ぶすな f かが 化が されて 


• nerr 

が dlib. 


_ が rli かが 列のを ぶを がか 納さ れて 1 



errli がり が dlib. 


. doserrno が dlib. 



セージ 义夕 列の が 列 



がな ホし た媒合 



一のを 






















標準型 構造体 名 


インク ルー ドフ アイ ルでは 巧が おと けばれ る 坊^ぶ体を 
これらの 巧ぶ 作 おと その 化 明を じ I ド じ 巧し ます。 


樣夕型 


exception 


utimbuf 


timeb 


com かが 巧 逆 作は math, h で i 
をのぶ お: が と 化を がを 化がず る 

が cef>tion がぶ 体は math, h でな し 
が タルー ナンの エラーが がを が 納す 


、 巧 装 


、 を もな 


が at 倩な 作は がが. h で だ； 
fstatl 巧を がぶ す フ アイ ルの が 細が 法を かがす 


加 俄を 化は t ミ m た h でな 苗して みり 、 asctime 
gmtim も localtime の悄 ft が B を リリの が 報を 統み 
きする むめに が! W する 


utimbuf 巧な 化は utime. hf> む：！ して あり 
J 巧を: で ファイルを 化 正したり 化を 巧 だす 
化 W する 


tim か 冷ぶ 化は timeb. わで 
をで が 川す る 


、 ftimelW 
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インクルード ファイルの 


1 


XC で お供 


audio. 


ba お C. 


basicO. 


conio. 


c け pe. 


direct. 


doslib. 


ぶりが チ 玉 ック マクロの ぶ豁 


ADPCM の 制御 阳 ぶの 閑を の 
(BAS に 一 C の义み 時に 化け 0 


X - BASK 本が 組み込みの 悄 をのな f 
(BASK： 一 C の 义换げ じ 化 W) 


师が巧 巧 巧 な 化の 閲 巧の 
(BASK： 一 C の 巧 巧 時に 任 


巧ぶ のぶぶ 


/ 入 化 人を 巧う I 巧 ft のな 苗 


ブ よび 义夕 巧が の マ クロぶ 巧 


/ クト リ 巧 作の 巧を な 


Human68k の ファ ンク シヨ ン コールの I 巧を 苗 ま 


お 水が 入出力 閒を 用を をの 宮薑 


たけが . 


な ype. h でを 耗さ 


(ザが 


マクロの 脚を 版の 宣爲 


の） 巧 勤 小 ft がぶ 巧 用を 巧の 賓 


が aph. 


image. 


iocslib. 


グラフ イ ック 制が 閱 ぶの 閲 をのな 註 
ぶ AS に 一 C のを おが じが 用） 


ィ メー ジ制 巧) 聞遵の 巧を の 宣言 
(BASIC 一 C の 巧 おがに 使用） 


ルが 作と 化 水準 入 化 力! 巧を の 


X68000 の IOCS コール の閣 なち 言 





















ルの 覆 巧 




ータ おぶ のリ 


巧 術 


リ片 I 閒 をの 宮 


マウスの が 卿 巧 速の 巧巧 のを 苗 
(BASK 一 C の' 隻 巧 B をに 使り 1) 


FM 巧が の 制御 閱 ぶの 閒 なのな J； 
(BASIC 一 C の 巧 かがに 化 用） 


MID け かが FM 巧が のが 卿 脚ぶ の閒 をのな a 
( B ASK>-C の' 集 かがに 化 巧 1 ) 


stddet. 


が dio. 


が dlib. 


timeb. 


が tjmp 巧 巧が 保を 化な 


お gnal 巧 巧が を S などの な, 


ス プライ トの 制が 巧ぶ の 閒 をのな 話 
(BASIC 一 C の巧衡 皆に がリ J) 


がが および fstat 期を 用を をな 


"r 巧 引を を ホつ 


クロを ぶ 


化 用 データ 聖!、 化 用 マクロを を 


巧舉 入出力 悼) をな どの 直 富 


巧 準 


リ 巧を の宣含 


ジョイス テイ ック 入ん 用の 巧を の •宣诗 
(BAS に 一 C の巧衡 がに 使用》 


义字列 I 巧を 用义ぞ 列が 作销 をの 宣富 


timeW 致 用 巧を 体な どの 宣言 


fUme 巧を 巧! 巧 造 ホな どの 直言 


utimeW を 用 巧 造 体な どの 宣言 
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2.5 インク ルー ド ファイルの « 巧 



assert, h 


論 巧. エラーの ナ ユック を 巧う asse け マクロ をを おします。 
a がが t を 使 うとき は 必ず イン クルー ドし ます。 

らし、 NDEBUG がを ぶされ ていないと き assert には asse け 巧を が マクロ お 
糊され ます。 

NDEBUG 々 f ' 去 おされ ますと asse けは 巧 となります。 

すなわち、 ソースファイルから asse けを 化り 除いた のとが J じじな ります。 



ADPCM の 結 巧 およびが 牛 •のが 能を ぶむ する IW をを 巧 違して います。 
なわ、 この インクルード フ アイ ルは BASIC 一 C の 《ホ 時に 化 用し ます。 




asic. h 


X - BASIC み f 本組み 么 みの 巧を のな 含を し てい i す。 

おらな 内が は ファイル 巧: 巧、 な 化が 巧、 义ネ 列な: 巧な どです。 

なわ、 この インクルード フ アイ ルは BASIC 一 C の 巧が がに 化 用 します ク 



basico. h 


X ， BASK ： のがが 巧: 巧. 閱な 化の 閱 をのな S を しています。 

主な 的が は 牌が の クリア、 が 1 が サイダの 巧 送、 キー 入 打な どです。 

なわ、 この イ ン クルー ド ファイルは BASIC 一 C の 巧 お 時 じが 用し ます。 


^^^^class. h 

デー タ おぶ （ char 、 i が 等） を 示す シンボル をを 巧して います。 

この シンボル をが ラ こ とじより、 化の C コンパイ ラで 起 巧 ホ じよって 舆 なる 
巧 準の おのる い りが 薇ち など） を 吸収し、 な 巧 巧の よい プログラムが 作ぶ 
でき ます。 


19 













2.5 インク ルー ド ファイルの 覆 巧 



コンソール 入 化 知を 斤う 閣 なをを 嵩して います。 



义タナ ユック や义 字のを 巧を 巧う マクロ、 および これらの マクロで 使用す る 
フラグを ぶ 巧して います。 



デイ レクト リ操 かを 巧う 閱巧 をな 窝 しています。 



doslib. h 


Huma が 8 k の フアン クシ 3 ン コ ー ルの 明を の 算爲を しています。 

これら の I 巧を は、 Human が k の フアン クシ ョンコ ー ルを 巧び 化す も ので、 C 
の ライブラリで 下から 2 ホ U (IOCS の. 1.) にれ 巧す る悄 なです A 
よつ て、 I ••化の 悄&と 組み合わせて 化う 場な、 ホる しないと 上 化の 閒 をのが 
かが わかしく なるお それが あ ります。 



エラー ナンバーのを 疮。 

ANSI 化かの が rno . h と 問 じ を 味で 使用 されます。 



巧; 水 常 入 ホ/パ 巧を （0 が n 、 clo が 等） を宣替 すると とらじ、 これらの 巧を を 
巧び 化すと きじ 巧闲 する フラグ や、 ファイル 稱 が、 マクロな どを ま義 してい 
ます。 
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•12 


fctype， h 


ctyp も h でぶ ぶし て 



刊 oat. h 


巧 •が 小を 点 データの 巧 M など をぶ お しています。 



•14 


graph, h 



ぃ表 卞。 


BASK：-C のをが 時に 化 巧! します。 



.15 


image, h 


:ージ 巧 巧を 巧う とき じ么 をと なる [巧な をな 蒼して います。 

この インク ルー ド ファイルは 、 BASIC 一 C への 巧みが に 化 用し ます。 


io, h 


低 ホが 入 化が おがの 閒巧 をな zl : しています。 




が 8000 の IOCS コー ルの 閒 をを 立 富して います。 

C 富 無で これらの 閒 をを 呼び 化す ことじより、 が 8000 の ハー ドウ ュア を、 が 
椿を りが する こ とがで き ます。 

これらの 牌な は、 C ライブラリで もっと ら下 化に 化 庚す る 巧を です ので 上は 
の 巧を とがみな わ 甘て がう 巧な、 ホを しないと _卜 •化の 閒 をのが 作が わかしく 
なるお それが あウ ます。 
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2.5 インク ルー ド ファイルの aus 



•18 


り 本能が 化 版义夕 々巧 I 冯 を、 わよ び 文字 巧み 脚な を宣薑 しています。 



澳ザ をを レ 文ず 列を が 作す る 巧む を宣 萬して い i す。 



較を 巧と 义夕 巧の データの お糾ナ エックを 巧うた めじ、 これらの おの お 火 値 
と 化 小 化を をみ しています。 



巧 ザ ライブラリを K / i ずると とらじ、 マクロ および、 これらの ライブラリで 
化片 j する シンボルを 定 おしてい ます。 

ぶぶ された シンボルは 夕 がして はいけ ません。 



マウスを が 州 するとき じ必 をと なる I 巧を をな 含して います。 

なわ、 この インクルード ファイルは 、 BASIC 一 C の 巧が 時に 使用し it - 



FM を 殺の 制 卿に 巧して 必要と なる I 巧を を宣蓄 しています。 

なわ、 この インク ルー ド ファイルは、 BAS に 一 C のず 巧 時に 使用し ます。 
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第 2 章 インク ルー ド ファイル 




MID け ホ 化 FM 音源の 制が じ 巧して 么 ちとなる 閒 をを 宣言して います。 

なわ、 この インク ルー ド ファイルは. BAS に 一 C の 巧 お 巧に 使用し ます。 



プロセス まリ 巧! がな （si の al を 除く） をを 言して い ます。 



がり mp 巧な を 化 用 するとき じ 必要な » をが のぶ 楚や閲 をの 宮薑 をして I 
ず。 



signal 巧を を 化が すると きじ 必 をな シンボルを ミ 巧して います. 
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ス プライ ト がが にわいて が 用す る閱 巧を 宣言して います。 

なわ、 この インク ルー ド ファイルは、 BASIC 一 C への 巧 お 時 じが 用し ます 


• 5,29 


sta し わ tatW なでぶ される 巧を ホのを を、 ファイルの ステータス 巧 報の フラ 
グ を お、 およびが が、 fstat の 巧を 宣富 をして います。 
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2.5 インク ルー ド ファイルの 巧 巧 



primf 閒を などの ようじ、 引を のをが 不を俩 の 巧 ft を 作 おした ときに、 ミ I を 
の 取りけ I , しを 巧うた めの マクロ （ va _ ながし va _ a 巧 、 va end など） をを お 
しています。 



stdaef. h 


が おに 化リ けれる f 的 や、 が 作 巧 巧 や 巧 媒で教 なる がかを 化収 する ための シン 
ボルな どを ぶ 巧して いまず。 


こ こで ぶみ された シンボルを 化う ことじよ ウ、 がが 巧の よ ぃプ D グラム ジか 
化で きます。 


EOF 

フ アイ ルの おわり、 らしく は エラーが 乂 つか クむ とき この f ぶが おされよ す。 


NULL 

スル ポイ ンタの 化を ぶします。 



ストリーム 入け WJ のさい に 化 用す る 巧 造が （ FILE )、 シンボル （ NULL 、 

巨 OF な ど）、 マクロ （が tchar 、 putchar 、 お rror な ど）、 バッファ サイ ダむ ど 
をぶ 巧して います。 

がが 0. h フ アイ ル 中で 定お している ミを は、 を プログラム 中で お 迸に 巧 用で 
きます 力 f 、 ぶ 巧され た 化を 巧を しては いけ ま サん。 

iU ’ ドに、 よく 使われる をを のち 前と をの 内容を 说明 します。 

BUFSI 2 

スト リーム I / O で 傑 用す るバッ ファの サイ ズをお します。 

この 化は、 システム カ: クタ ツフア をが がする とき、 らしく はが tbufW をで 別の 
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2.5 インク ルー ド ファイルの 種 巧 


パッ ファを 巧 保す ると きじ 参照され ます。 

NRLE 

1 度に オープン でき るフ ァイ ルのを を 塞し i す。 

がが n 、 stdout 、 std が r 、 がか ux 、 stdprn の 5 巧の フ アイ ルは つねに 才 ープン 
されて いまず。 

FILEWI ながは、 がか 0. h でを 巧され てい よす。 

スト リーム ル— チンは、 スト リーム を アクセスす るのに F1 し 巨 供を がの ポイ 
ンタを 化い ます。 



巧が ライブラリ をな 貧して います。 

この インクルード フ アイ ルに hH されて い る ライブラリ をな 能が じみけ ると 
U •ドの よ うじな り ます， 

♦メモリ 削り々 て 
♦ソート 巧 能 
•データ 巧 後 
♦をの 化 



ジョイス テイ ック入 A がに 必を となる 阳 ft ( stick 、 が ri がを 窝き しています。 



• 35 


义夕列 お作閣 なや メモリ 操作 閱 をを 宣言す る とともに、 これらの 巧を を 使用 
するとき じ 必要と むる シンボル をを おしてい i す。 
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2.5 インク ルー ド ファイルの 種 巧 



time, h 


timel 巧を をな 只す ると と I じ、 こ れら のがを をが 片! 卞 ると き じ么變 となる 
俄を f 本 や シンボルを 巧 I ミして います。 
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む imel 巧を をな レ i •するとと ら じ、 tim み 巧ぶ 作を な;？ しています。 



utime 閲 なをぶ 巧 するとと ら じ、 utimbufW 避 体を ミ ‘〇 ミして います。 
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項目 別 ランタイム 

ルー チン 


バッファ 操作/メモリ 割り あ て/文字の々 類と 巧換 

デー タを換 / ディ レクト リ 制御 
ファイル 操作/スト リ ーム 入出力 
低 水を 入出力/コン ソール 入出力 
数値 演算/プロセス制御 
サー チと ソート/文字列 操作 
時 間/日本語 ライブラリ 
BASIC ライブ ラ リ / IOCS コール 
DOS コー ル/その他 


本 巧では、 巧 H がに ライ タイ ム ルーチン じついて 说明 します。 

BASIC ライブラリ、 IOCS コー ル、 DOS コー ルな どは、 牌を おとを の 機 お 
をを 化み で々 か り やす < 解が し i す。 


巧 3 章 巧目别 ランタイム ルーチン 


:ッ ファ 操 か 


バッファ 投か悄 むは、 バッファ とげ ばれる 巧ぶ の メモリ ブロック、 または メ 
モリ ブロ ッ ク けりに わいて、 义 •ドの 検 尖、 デー タ のコビ ー- 比の などを りい ます。 
バッファ おか 悄 をのな •:; は、 インクルード フ ァイ ルが rin が h でけ h れ ています。 
この 階を じは、 バッファ 巧か悄 をと おが バッファ 巧作閒 なの 2 がが が あり、 
バッファ がか 悄 もは (也の G コンパイ ラで t 化 HI でき るけ; がの な悄 むで あり、 
が张 バッファ 化か 悄 わは XC で 把が された 階を です。 

のがは を れぞれ rr ドの 姐り です。 


バッファ 巧け 扣致 


扣 巧を 


m だ mchr 


memcmp 


memcuv 


memmove 


memset 


巧 能 

巧ぶ された バイ ト もの バッファ 内から、 巧ぶ され 
た义 ぶを 検お寸 る 

2 つの バッファを 化 如から がぶ 义ぶ なか 比が する 

わる バッファから 化の バッファへ、 巧ぶ したな の 
义ぶ 列を コビーす る 

ホる バッファから 化の バッファへ、 がぶ した 父ぶ 
むかを コピー する 

バッファの たがから 巧ぶ バイ トを 分、 がぶ した 义 
•ドで かが 化する 


お 巧 バッファ « 巧 
聞なる 
memccpy 


memicmp 


m 能 

巧ぶ クれ た义 ぶが み! れる まで バッ ファ 内の 文ぶ 列 
を 化の バッファ じ コピーす る 

バッファを 人文ぶ/小 义 y の K がな しでえ 
i から 橋ぶ 义夕を 分 比が する 

2 つの バッファを 人义 字/小 义 ザの K がな しで •化 
如から 巧ぶ 义 7: を か 比較す る 










ッ ファ* 作 






第 3 章 項目 別 ランタイム ルーチン 


リ 割り あて 


ミリ 削りみ て 巧を は、 メモリ 領姨の 巧が、 解か、 巧 剤り あてを けいます。 

ブ、 これらの 巧を のう も ホ rk は 巧; 水が メモリ 剤り みて ルー チンで、 剤り 
r られ ていない メモリが 巧を が稱可 おと します。 

ミ リがウ あて 巧を にはに I 下 のらの が あり、 これらの 閒 なは すべて イ ン クル 
、 ' ファイル stdlib. h で 蒼 苗 されて います。 



bldmem 


chkml 


■ T ななす 



V を 巧 化す 



が 位で 巧が す 




だ 列の が 试を巧 I 



、 姑 火の ものの サ 



calloc 、 malloc、 realloc で辆ウ 
リブ 曰 ックを 解な する 



橫克 されむ 


おを を 



.リ巧 读を巧 化す 


巧が を 巧 化す 




ックを 巧 J 


ーク がを 巧 巧が 巧 じ戾す 



1 1 

realloc 

削り あて 巧みの メモリ ブロ ックの サイ ズを义 巧す 


る 



で 巧が 


getml で 巧が 



: リ巧读 をが なす 


リ領 鍵を おかす 




ク 化を そ 乃 巧が 巧 じちす 












巧り ホて 


巧 致を 

i 巧 能 

• 

1 ホ rk 

ブ レー ク 侦を隻 がする （ヒープが W をが: 娘す る） 

1 

\ 

1 

sizmem 

1 

1 : 

化 おな メモリ ブロックの サイ グ をワー ドで 姐 1 

かする 1 

1 

% 

swab ! 

1 

1 

ウー ド データ 列を 1 ••化/ ド 化を 入れ 巧え てが ぶす 

る 

1 

swaw 1 

1 

1 

1 ロング ワード グータを h 化/ド 化を 入れ 巧え て わ 

ぶす る 


ホ •： ホ rkiW わは 化の メモリ 測り々 て [均れ と •がに 化う ベタ ら のでは ありま 
せん。 


巧に、 S か k で サイズを 小さく し、 化の メモリ 削 0 あて 閒 をを 化り j しむ 
よ おな、 がかは まったく 化祉 され ま せん。 

また 、 Ark IW む も 化の メモリ 削り ホて 閱 むと 一 •がに 化っ てはいけ 主 甘 
ん。 
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ま 3 章 巧 目 別 ランタイム ルーチン 


文字の み 類と 変換 


字 リリの 巧 後な どを けう マ 
アイ ル ctype. h と f な ype. 



isspace 


に upper 


isxcJi ぶ t 


toascii 


巧む 义字 のがを を 巧 •う 


巧大义 すの がを を 斤 


16 進を のがを を巧’ 





、•义 芋を ASCII コードへ 巧 かす 


文字を 巧を し、 大义夕 ならば 小义 






















3.3 文ず のみ 巧と 巧み 


聞 巧を 

な 巧 

toupper 

义ネを 約ぶ し、 小义夕 ならば: A: 义 ザへ 巧が する 

tolower 

乂义 字を 小ズタ へぶ 巧す る （A — Z U 外は 不 を） 

toupper 

小义 羊を 乂义 ぶへ 巧みず る （a — Z la ホは 不 を） 


これらは、 マクロと I 蝴 巧の 巧夕が HL をされ ています。 

ctype . h をイ ン クルー ドす る と マクロ々 !、 たけが. h を インクルード すると 
悄 ながが 巧! されまず。 

これらの うち、 isod がし iscsym 、 iscsymf , tolow が、 to 叩 per を [巧を とし 
て 使 川す る媒 なは ない のです が、 マクロと してが 用す る 巧には、 化を が必憂 
となりまず。 

U - i ••の 5 つは、 マクロで 化 W しむ 場な じ 引を を 巧を W が 化します ので、 卽か 
巧! をが う 引む を おぶ しむよ « なのみ、 お 来が 化しく がられない 巧な が ありま 
す 6 


化の 义 半分 巧、 义 みが おを 明を としてが び 化して らおい 場な じは、 たけ pe.h 
をイ ン クルー ドして、 すべてを 閒 をと して 査賽 してく ださい。 

削がけ J をが わない が 巧を 衔を している ものは マクロ として、 削 か 巧! をが う 引 
巧を 巧を している ら のは I 巧 巧と してな 诗 したい 巧を は、 に1下 のよ うじして く 
ださい。 

が nclu か 〈たけが. h > •• 副作用の ホる ものを 巧を と して 宣言す るた め 

fctype . h を インク ルー ドす る。 

お nckKle <c けが. h > —息、 すべてを マクロと して 贊蓄 する。 

か ndef to ! ow が 蝴 巧と し て 呼び 化す も のの みマク ロの 其: 含を 無効 

じする。 

こ の 方法の ようじ な ype . h と fctype . h の 巧 方を イ ン クルー ドす る 巧 合は、 
必ず た type , h を 先に インク ルー ドして < ださい。 

らし、 ごけが. h をイ ン クルー ド したな でた けが. h をイ ン クルー ドす ると、 
f な ype . h は 無 巧 じなる ので 注意して く ださい。 
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第 3 章 巧目别 ランタイム ルーチン 


デ— 夕 変換 


データ 《が 間を は、 を 化〜 义芋列 間の 巧 おを 巧う I 巧な であり、 以下のような 
場合に 使ぶ します。 

♦义夕 列を、 コンピュータ 内が でが 巧 ザ おな 炎％ おぶ に 巧 巧したい とき 
♦コンピュータ の なのを 化を i おおぶ を、 巧が じぶ 示 可能な、 または プリンタ 
じがず-口 T 能な 义字 列に 巧 おしたい とき 

データ 巧 巧 牌を には U ド のらの がみり、 すべて インクルード ファイル 
stdiib. h でが 3 されて います。 


阳 巧を 

f 

m 化 

atof 

巧 化を ぶず 义ザ 列を 巧 巧が の 巧 •勤 小を 点 化に 巧 巧す る 

atoi 

ftf かを ぶす 义夕 列を 巧を 化に 巧 かする 

atol 

を Wt をぶ す义ザ 列を long 敢 巧を 攸じ 巧が する 

atow 

を侦 をぶ す义夕 列を sho けが 巧を 化に 夕み する 

ecvt 

倍 巧が の 巧が 小を 点 化を 》 化を ぶす 义字 列に 巧がず る 

た vt 

巧衍 巧の 巧が 小を 点が をを 化を おす 义夕 列に 巧 おする 

gcvt 

巧 がが の 巧 •か 小 お: 点 化を を 化を おす 文夕 列に 巧みす る 

itoa 

をを を义字 列に 巧みす る 

Itoa 

long おを をを 义夕列 じ 巧 巧す る 

がけ od 

を 化を 袭す义 字 列を 巧 動 小を 点 値に 巧換 する 

がれ 0] 

巧を がけいても おいな 化を おす 义ぞ 列を long 巧 巧を 
化に' ぶが する 

がけ 〇山 

巧 号が がかない を 値を をす 义ぞ 巧を unsigned long S 
をを おじ 巧みす る 

uitoa 

巧 号な しを をを 义字 列に 巧みす る 
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第 3 摩 巧 目 則 ランタイム ルーチン 


レクト リ 制御 


ディ レクト リ 削が 悄 をは、 ディレクトリ じ 巧す るが がを 巧い ます。 

デイ レクト リ が抑閒 をには に1 下の ものが みウ、 すべて イ ン クルー ド ファイル 
か rect . h でな 冥され てい よす。 


阳 数を 


樣 巧 






ファイルが 作 [巧を は、 パス 名 や ファイル ハン ドルで 巧ました ファイル のず 巧- 
が 報の ぶかと 复 、お、 ファイル サイダの ぶかと 変ち、 ファイル 名の 巧を、 ファ 
イ ルの 削除な どを 巧い ます。 

これらの 脚を にはに I ドの ものが々 り、 た 化し が at 閒 をは インクルード ファ 
イル stat . h で、 こ れ la 外の 閱 をは インクルード ファイル io . h でを 言 さ れて 
います。 




















第 3 章 項目 別 ランタイム ルーチン 


3,6 ファイル ホ 作 


閒 巧る 

m 能 1 

1 

is が ty 

义宇デ バイ スで みる かど うかを 期べ る i 

mktemp 


rename 

ファイル y , を 巧 化する 

setmode 

ファイルの 巧 巧 モードを 鼓ぶ する 

s は t 

ファイル « から ファイルの ステータスが 媒を 得る 

unlink 

ファイルを か] 除す る 


iU ドの 悄 巧を 化 Hi すると きは、 ファイルは パス お i むは ファイル おじよ つで 
がぶ し えず。 


access 
ch が a 
chmode 
Hies 
がけ a 
n む les 
rename 
remove 

が at 

unlink 



ir ドの 悄む では、 ファイルの 巧ぶ は ファイル ハンドルで 巧い ます。 


かが t 
chsize 
filelenglh 
fstat 
がけ t 
isat け 
が tmo か 
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ストり- ム 入出力 


スト リーム 入 化力悄 をは、 C がが ライブ ラ リの入 化み ルー チンのう ちの 1 r 
です が、 化の 人 化 如 ルー チンと 比べむ 巧な、 じ1 •ドの ような 巧を があります。 

♦データファイルを 化な した 义夕 のス ト リームと して 鉛う 
• デー タ のバ ッフ ァリン グが坤 能 となる 
•データを フォー マッ ト 化して 入出力を 巧う ことができる 
•フ ァイ ルのを 巧は FILE が 追 作 じ よ クて巧 われる 

これらの が 細 じついて は、 この おでぶ ベる？ V ぶ U がの ぶ 本 '1 いなの 中で ふれ ま 


スト リーム 人 化み 悄 をには じ1 ドの ものが あり、 これらの 悄 を および これら 巧 
I 巧を を化リ j する じ々 むって 必巧 とする をな、 巧、 係ぶ 作な どは、 すべて イン 
クルー ド ファイル がぶ o . h でを ぶされ ています。 




fcloseall 


オー プ 




オープン 




ー ムの入 化 力が の エラー を 巧 


fflush 






章 項目 别 ランタイム ルーチン 


ーム 入出力 


fg が C 


1 义ネ統 み 込 レ （巧を) 


巧 学 入力から 1 义字窥 み 込む （閱 を) 


巧を の ファ 


ンタ のな 装を 巧る 


fsetpos 


を 所を の 化 星へ 巧 勤す 


: 列を 說み込 レ 


flushali 


(mode 


の 巧 お モードを 《がず 


こ 巧き 


义芋 巧き 込 レ （閱 を) 


巧が 化 力へ 1 义字 巧き 込 レ U 巧な） 


ーム へ义夕 列を さき 


fread 


ら闲を お データ 巧 日を 


freopen 


ンタを 巧 利 りつ 


ス トリー ム から デー タを フオー マットに I たがつ 


て 筑み么 も、 


ンタを 巧を のか •おへが かす 


巧 化の ファ 


の 化 巧を 得 


ムへ 巧を お データ 巧 H を ミ 


义ず說 み 込む 《マクロ 


巧 準 入力から 1 スタ 說み 込む 


: 型の データを 錠み 込む 


樣準 入力から 1 巧 誘み 込。 




































第 3 を 項目 別 ランタイム ルーチン 


3.7 ス トリ ー ム乂お 力 


化 ：ス トリ ーム入 か, 山間な と 化小带 入 かん 悄巧 は- •かじ//; お 性がない ので 1 
牌の フ アイ ル じけ して 脚 巧を 化 HI しては なり ません。 


たと えぶ、 スト リーム 人？ I ' lJjl 巧を は バッファ リ ング をけ うのに がして、 
化かが 人; IWj 悄む はこれ をけ わない ので、 I 山 j 巧を 併 Hj して アクセス する 
と、 バッファ 内の データが 失われる こ とがみり ます。 

getc 、 pulCv getchar 、 putchar 、 （かん ferror 、 fileno、 clearerr の 8 つの 閑 
をは、 マクロ と I 巧 おの I みがが Hj ぶされ ています。 

マクロ を 化 川ず る 場な じは、 かぶ 0. h を インク ルー ドす る 前に W ドの ように 
してく ださい。 


さ define MACRO 


悄 をを 化 Hj する ょみな じは、 か dio . h を インクルード する 机に U ドの ようじし 
てく だない。 

さ undef ^4A じ R0 

スト リームの オープン 

スト リームの 人 か Jj をけ うじ 化 化って、 スト リームを オープンし なければ な 
り ません。 

ス トリー ムの才 ープン は、 fopen 、 fdopen , freopen [均 巧に よぅて 巧い ます。 
これ もの [均な は 、 FILE W ぶ ホと げばれ る、 ファイルの 巧 巧に 么巧 ながが を 
化 おしてい る愤 ぶ 作への ポインタを おしてき ま すので、 じ I 後 この ポイ ンタを 
化って ス トリ ーム への アクセス がが 文る ようじなります。 

を 巧 巧みの ス トリ ーム ポインタ 

ス トリー ム ポインタの 中には、 むか 的に 才ー プン される ため、 卜 .記の 閒 をに 
よ る ォープン 巧 巧を 么 おと しない ものら あります。 

このような ストリーム ポインタ をに I ドの ぶに がし ます， 
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3.7 ストり ーム 入出力 




が din 


stdout 

巧が 化 力 （廣 巧》 

麵 

がかけ 

1 

巧が エラー 化 力 {巧 面） 

1 

stdaux 

巧が が 助 入 化 如 （ RS づぉ C ) 

stdprn 



なゎ、 巧 が 人 巧 力の 入力 化、 ぉよび 化 力を は、 入 化み リ ダイレク シ 3 ン巧お 
により '寒がす る こ とがで さ ます。 

ただし、 入 巧ん リダイレクトされ ている ときに た lose やた joseall I 巧を など 
じよっ て クロー ズ してし まう と、 人 化み リダイレクト は 無効 じな クて しまう 
ので 化を してく ださい。 

が 細に ついては、 rc ユー ザー マニュアル J をを 照して ください。 

スト リーム バッファの 制 巧 

スト リーム 人かん 阴 なじよ づて才 ープン した ファイルは、 むかのに バッファ 
リング、 すなわち バッファを 巧 化し、 この バッファを おかして 入 化ん がけ わ 
れ るよう じなり ます。 

ただし、 才 ープン 巧みの ストリーム かか n や stdout などは この かぎりでは 
々り ません。 

これらの スト リームは ライン バッファ 化され、 な 巧を 入力す る と フラッシュ 
されます。 

が tbuf [巧を: じよって、 U ドの ような、 バッファに がする 特 巧な がな) を 巧う 
こ とがで き ます。 

♦スト リーム の パ クフ アリ ングを 抑止す る 

•パ、 ッフ ァリ ング をれ ていない スト リーム と パ、 ッ ファ を お 会す る 
♦ (が tbuH 巧を によって 剤り つけられた） シス ナム バッファを ユーザー が 
命名し、 アクセス できる ようじす る 

バ ッファ サイズは、 インクルード ファイル がが 0. h の 中で、 記号 まを BUF 
SIZ でを をされ わり、 バッファの アクセス じ 巧して は、 この サイダを 使用し 
ます。 


44 









ま 3 章 項目 別 ランタイム ルーチン 


3.7 スト リーム 入出力 


プログラムで スト リーム からの 入力を けうと、 デー タ はぃ 〇 たん バッファへ 
泌み 込まれ、 次 じ ューザー おがへ おぶされます。 

次に スト リーム のぶみ 込みを ぶを 巧 うと、 デー タは ファイル デ バイ ス からで 
はなく、 この バッファから 統み 込まれます。 

バッファから すべての デー タが統 みと まれる と、 與びフ ァイ ル デ バイ ス から 
データ々 f ハ* ッ ファに 統み 込まれます。 

これ じがして、 ストリームの 化 力を 巧う と、 データは ホ々 じ 化 カ バッファへ 
巧き 込まれ i す。 

を して リ Wj バッファが フル じなる と、 むがのに ファイル デ バイ ス への 巧き 化 
しが 行われます。 

また、 化ん バッファが フルに なって ぃなくても、 ファイルが クローズ される 
と、 。かのに •巧き 化しが 行われます。 

これを、 バッファの フラッシュ とぃぃ i す。 

し ミ じで 述べた ように、 姐が > バッファの フラッシュは。 かのに 巧 われます 
力 f 、 け lu か、 flushall 悄 を じより、 強制のに フラッシュ する ことら できます。 

ファイル ポインタ じよる スト リームの アクセス 

ストリームへの アクセス、 すな わ も ストリームの データの ぶみ 込み、 および 
スト リーム への データの 巧き 込みは、 ファイル ポインタ じよ り 巧ぃ ます。 
ファイル ポインタは、 油な、 システム じよって 没を とが 巧が 巧 われます。 
たとえば、 

♦スト リームを ぶみ 么み モー ドで 才 ープン したと きじは、 ファイル ポインタ 
は ファイルの 化が に 巧ぶ され、 1 义ネ 錠み 込む たびじ、 みに 節み 込むべき 
化 巧を 巧す よ うじが 巧され る。 

♦ス トリ ーム を, 巧き 込み モー ドで 才ー プン した とき じは、 ファイル ポインタ 
は ファイルの 化が じ 疑を され、 1 义半 巧き 么 。たびじ、 ホに 带き 込い べき 
化; 巧を 巧す ようにが 巧され る。 

♦ス トリー ムを 出か （アペンド） モードで オープンした とき じは、 ファイル 
ポイ ンタは ファイル のの 故が データの 次の な 巧に ホを をれ、 1 义字 巧き 込 
いたび じ、 かに 巧き 么 t / べき 化 巧を おすよ うじ お 薪され る 

これ じがして、 が雜な ファイル 巧 巧が 么巧 となり、 ユーザー ちみが ファイル 
ポイ ンタを お 作す るむ めに、 U 下の 巧を が 用を されて います。 
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3.7 スト リーム 入出力 


f が ek ファイル ポインタを 巧 まの な 巧に 錠を する 

rewind •• フ ァイ ルポ イ ンタを ファイル のた 巧に 設 まする 

ftell フ ァイ ルポ イ ン タの規 をのな S を 道な する 

feof フ アイ ルポ イ ン タの瑞 をのな 置が エン ドオブ ファイル である 

かを かぶ 知す る 


を： fseek 供な をが 用す る 巧な、 テキス トモー ドで オープンした ファイルの 
フ アイ ルポ イ ンタを 巧 おする 鴻 合には、 W 下の いずれ かのを が じ 合わな 
いの; ぶに' 变 おしては いけ i せん， 


♦ファイルの 化 巧の 化 K 
♦ ftell 巧な でぶ された 化 巧 
♦フ ァイ ルの おお デー タ の 次の な 巧 

エラー の巧兒 

スト リームの 入 化 九 じよって エラー が 巧 生した 巧な、 スト リーム . h のエ ラー 
イ ン ジケー タが セット されます。 

エラー がな $ しむ か 巧 かは、 ferrorl 巧を じよ ウが连 する こ とがで き ます。 

エラー インジケータが セットされ ると、 la ドの 巧 環を 巧わない かぎ ゥ エラー 
イ ン ジケ ータ は％ なのが 巧を 保が します。 

♦スト リームを クロー ダす る 

• rewind 明を じより、 ファイルを リワインド する 

♦ cle が err 閲 をに より、 エラー イン ジケー タを クリアす る 

ス トリ ームの クロ ーズ 

フ ァイ ルの 巧: 巧が が f しむら、 た lose 、 た loseall 巧を じより、 ファイルを ク 
ローズし ます。 

た 1〇 が all (巧を は、 媒在巧 巧 中の ファイル だけでなく、 才 ープン をれ ている 
フ ァイ ルを すべて クロー ズ します。 

なわ、 ス トリー ム がぶ n 、 がか ut などは クローズ する 必要はありません。 
プログラム がか 了 すれば、 オープン 巧みの ファイルは すべて クローズ をれ ま 
すが、 才 —プン できる ファイルのを じ おりが ある 巧 合 もあります ので、 オー 
プン しむ フ アイ ルは 必ず ク D — ズす るよ うじし よしょう。 
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低水準 入出力 


低 水が 人 化 力悄 なは、 オペ レー ティ ング システムの 入 化 力が 能を が 巧げ びか 
す もので、 化の 入 化 カルー チンと 比較した 場な、 a ドの よう な 巧を が ホウ まん 

•データの バッファリングと フォー マッ ト化 はけ われない 
•オ ープン された ファイルは、 ファイル ハン ドル じよ 〇 て參照 される 

化 水 学 人 化刀閱 むには UF のらの が あウ、 これらの 巧 巧は すべて イ ン クルー 
ド ファイル io . h で宣苗 されて います。 


明 巧を 

機 巧 

close 

フ ァイ ルを クロー ザす る 

ere が 

フ ァイ ルを 巧が じげ ホす る 

1 

dup 

ファイル ハンドルを 巧 おする 

dup 2 

フ ァイ ルハン ドルを 強がめ じが 刑 りつけ する 

eof 

フ ァイ ルが エン ド オブフ アイ ルで々 る かを か 判を ずる 

Iseek 

フ ァイ ルポ インタ を 巧定化 巧へ 巧 かする 

open 

フ ァイ ルを オープン する 

read 

1 

ファイルから データを 統 み这。 

tell 

i おな のフ ァイ ルポ インタの 位 巧を 得る 

write 

ファイルに データを るき 込む 


ファイルの オープン 

フ ァイ ルの 乂化 力を 巧う じ 先 なって、 ファイルを オープンして わかなければ 
なり ま サん。 

ファイルの 才 ープン は、 0 が n 、 ere が I 巧を によ 〇 て 巧い ます。 

これらの 巧を は、 ファイル ハンドル （ファイル 裴述 子） を 返して きます の 
で、 W みこれ を 使って フ ァイ ルを アクセス する ことができます。 

ファイルは 說み 込み、 ぎき 么 み、 々るいは をの お 方の モー ドで、 また テキス 
トモー ド でら バイ ナリ モー ドで も オープン する こ とがで き ます。 
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化 水 ホ 入出力 


を義 巧みの ファイル ハン ドル 

じ I ドの ぶに ある 5 つの ファイル ハン ドルは む 勤のに 才 ープン される ので、 フ 
ァイ ルを 才ー プン する こ となく、 化 水が 入 化 如悄 巧から 化 W する こ とがで き 
ます。 

まむ、 ストリーム 入 ホカ悄 をと レ;] 巧に、 巧 准 入 化 力の リダイレクションを 巧 
うこ とがで きます。 



データの 読み出し/害さ 么み 

グータの 入け Wj は、 read および write という 2 つの 莊本 のな 閱 もじよ ゥ巧 
います。 

ファイルの 巧み 化しと 巧き 化み は、 ストリーム 入 化 力閒 をと M 巧に、 ファ イ 
ルポ イ ンタ じよって けいます。 

ファイル ポインタは 巧み 巧き のつ ど、 むかの じが 巧され まず々 !、 じ1 ドの I 巧を 
じより、 ファイル ポインタの がかを けう ことができます。 


Is が k ファイル ポインタを ななの 化 巧に なをす る 

tell ファイル ポインタ のが 在の 化; K をぶ かする 

eof フ アイ ルポ インタの がを の 化 巧が エン ド オブフ アイ ルで ある 

か 巧か述 かする 


ミ 主 ： Iseek I 蝴 なを 化 川す る 場な、 テキス トモー ドで オープン しむ ファイルの 
フ アイ ルポ インタを 巧が する 媒 なじは、 じ I ドの いずれ かのを 件に なわな 
い 化 おに 巧ぶ しては いけ ま 甘ん。 
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♦ファイル のた 巧の 化琪 
♦ tell I 巧を で おされた 位 黄 
♦フ ァイ ルの 姑 か データ のかの 化 黄 




巧目别 ランタイム ルーチン 



の クローズ 

の クローズは、 do が閱 をを 化 がして むいます。 

ム がが 了 ずれば、 オープン をれ ていた フ ァイ ルは すべてむ 勤のに ク 
れ ます々 《、 才 ープン できる ファイル のをが 股ら れ ている 場み も ある 
、 才 ープン した フ アイ ルは 必ず クローズす るよう じし ましよう。 
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ン ソール 入出力 


の悄 をは、 コン ソー ルと が 巧 入 化 力を 巧 うらので す 力 :、 コマンド 巧で 
のリ ダイ レ クシ ヨンを 巧う こと も 口 f 能です。 

ー ル 人 化 山悄 をには W •ドの ものが あり、 これらは すべて インクルード 
ル conio . h でな n されて います。 


コンソールから 义ぶ 列を ぶみ と レ 






コン ソールへ 文ぶ 


ら データを フ オー マット してぶ み 込 


が tche 


义夕統 み 込む 


义夕統 み 込み、 エコ 


kbhit 


一入 如の が 無を 巧 




ungetcn 


ぶみ 么ん だ义 ぶを、 次の 銷み 込み 
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3.10 


数値 演算 


これらの 階を は、 一 おのな を 化が す をけ います。 

を 値ぶ 巧 牌を では、 巧 •が 小を なを 役う ので、 巧が 小な 点ず ポートが 么 寒と な 
り ます。 

を 化が 巧 脚を には U ド のらの が ホウ、 div 、 Idiv 間を が インクルード フ アイ 
ル か dlib . h でな J されて いるは かは、 すべて m が h . h でな J されて います。 
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これらの 閒 をは プロセスの 制が をが います。 

「プロセス J とは、 オペ レーナ イング システム にわけ るぶな のがな であり、 
プログラムの コー ド、 デー タ、 おが、 わよ び これらに 脚す る 制 卿が がな どか 
ら 成ります。 

プロセス 弟り 御悄 をは、 な 伴が J じは、 じ1 •ドの ことを 巧い ます。 

♦プロセス をが 丫 させる 
♦シグナル 削り 込みの 制御を けう 
♦巧し い プロセスを おがす る 


プロセス 制が 视 わじは ia •ド のらの がみり 、 signal rai が 牌 おは インク ル 
ド ファイル signa し h で 巧 されて い よす。 

まむ、 abo け、 atexi し exit 、 exi し s が tem の巧閱 をは、 インクルード フ 










スが御 


阳 巧を 


がを が 列と 皆; 
ぶけす る 


こよって 子 プロ 


引を がが と P が h 夕 をに よってす プロセスを 巧 巧 
する 


引を が 列、 P が h 巧を、 および 引を 
プロセスを ぶけす る 


こよ 




ID をが 


をぶ る 


り 込みの ための おがを 巧 




引を リスト とみ えられた 巧 巧 じよ りす プロセスを 
ぶれす る 


引を リストと P が h 巧を 
けす る 


ミ IScRd 列 


引を が 列と みえられた 巧 巧に よって 子 プロセスを 
尖む する 


かを が 列と path 巧を 


スを 菜れ 


する 


Human 68 k 


‘をミ 巧す る 


ス のが 了 コードを 得る 


t ス を 起 かする ための path 吏' をの 設定の 有無、 

- かた、 丫 プロ 七ス のま 巧 巧 巧 （の 錠を 方法） の 
こ々 けられる ので、 これを か 貢のを じ 示します。 
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3.13 


文字列 操 か 


れらの f 巧を は、 ヌル 义ぞ でが f する 义夕 列の が 作を むいます。 
ル义ぞ でが f しない 义亨列 じついて は、 バッファ 操が 巧を を 巧 用 


字 列 後作 巧な < 


卜 'のらの が あり、 これらは すべて インク ル 


扣 巧を 


strcat 


i*: 別を 追 かす 


义字列 


れむ义 ぶの 化 初の 化 おを 


つの 义ぞ 列を 比 巧す 


つの 义ザ 列を 乂义 ザ/小 义ネの K がな しで 比 校 


strcpy 


义义 列を 指を された 鴻 がへ コ 


こわいて、 巧を 文字 セットの おかの 文字を 


strdup 


义夕 列を 巧 1 / す 


2 つの 义ぞ 列を 大义 ず/小 义 をの 区別な しで 比 申 交 


义宇 列の お 


义夕列 中の 大义夕 をす ベて 小义 字に 巧 おす 




先 巧から n 文す々、 化の 义字列 


S け ncpy 


たさ 負から n 义 宇み、 2 つの 文を 列を 比較す 


文す 列 中の n 文字を 化の 文字列 















义 字 タリみ 巧 


义芋 列の 义巧 n . 
化する 


れ た义夕 でれ 期 


strpbrk 


化の 义ず 列の 巧ぶ 义 ずを、 衔ぶ 义夕列 中で 巧す 


义 ぶが 中で、 巧ぶ された 文 すがお 後に がれる 化 お 
を 巧す 


れた义 ぶで おき 


义ぶ 列の 义夕の 並びを ぶ 


芋 列のを 义夕 を、 • 


アイ ル おを ドライ 
、 が: 张イ •じか 解す 


スタが 中から、 巧を 义タ セッ ト U ホの 义 ぶの 化 お 
を 巧す 


义ぞ 別の 中から 巧を した 义夕 列と 一致す る 部 かを 
巧 来す る 


义夕 列の かの トークンを 巧す 


中の 小义 字を すべて 乂义ぞ に 巧みす. 


义字 がを、 化の 义夕 列の 


名のが 张イ •を 巧き み 


、 技: おす々 


を 作を す 


名を 作ぶ す 


らが 巧す をと々 化 


が rbol 


こ 列の 並び をら と 


夕お 刈を 作 


おを と 


が 巧け 


义字 列の 配列を ASCII 
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がけり 巧を は、 システム 時 削から 瑞 化の 時間を 得る とと むじ、 么髮 にが じて を 
れを巧 巧し、 格が します。 

たとえば、 tim も ftime 閒 をは、 グリニッジ 巧 学 時の 1970 ザ 1 H 1 H から 
おかま で 巧ぶ し むが 間を かが 化で ぶ します。 

まむ、 .1.记 の 巧を で 巧た が閒 は、 ascUm も な ime、 gmtim も loca じ ime 閱 
をを 化 W する こ とに より、 さ まざ まな 致に' 隻 みする こ とがで き ます。 

時 リリ 【巧な で 化 用す る インクルード フ アイ ルは U ドの 姐り です。 

• ftim も uUmeiU 外 time, h (脚を な 诗》 

• ftime timeb.h (閒 をな 这》 

• utime utime. h (閱を 巧 詩） 


ftim も localtime の 化ぶ がが 巧には、 グロー バル 《を cJayli かし timezone 
が娶 照され ます。 

これらは、 H 本での 化で かが 化されて います。 

I ••紀 の $ もじつ いては、 r 第 2 巧 2.3 グローバル 巧を」 の おがげ t、 tim た 
zone を そ れ ぞれ參 照して < ださい。 


時閒を time t 受! を 化から 义ネ 列に 交' おす 


ム時 K けを tm 供を 化で 得 


時間を 


致を 化から tm 巧 造が に 巧みす 




巧 在の 


ムが阳 J を 


巧 境が 削 巧をから ホが 時 問 $ をを 設 をず 


ムが 起が してから のが 間を 得 








がが I のをを 巧 勤 小を 点 化で が 
おかの 化 ぶげ をが る 
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3.15 


日本語 ライブラリ 


本能 ライ ブ ラリ には、 H 本强巧 巧. にわいて 入み される 义夕 のか 巧を 巧う 間 
と、 がぶ 巧巧閒 をが ホり ます。 



文字み 類 関数 


ぶ 分が 閲 をには u ド のらの が あり、 すべて インク ルー ドフ アイ ルが C けが • h 
ぶちされ てい it . 



iskpun 


isalkana 


isainmkana 


isprkana 


isgrkana 


ナん J 巧 点の がまを 巧う 







漢字 処理 関数 



ナ 知ぶ おのが をを 巧 


カナ 义夕 のがぶ を巧 


ち义夕 または カナ 义字 のがを を 巧う 


ち 句 筑 おまたは カナ 句窥 なのが ぶ をれ 


巧を •が i たは々 ナ义ネ のがを をけ 


ぶ おが 能义ぶ く 巧む を 


墓み 可能 义夕 （巧 fj を 除く》 の 判を をれ 


巧 羊の 1 バイ ト白 のがを を 巧 


巧孚の 2 


漢字な 巧. 閱 をには、 漢字を 含い 义ぞ 列の お 作を 巧う 脚を と、 を 巧 文字の 分 
巧、 およびを 巧 义卒〜 ザ 角 文ず の变 おを 巧う 閣 をの 2 揉 巧が あり ます。 


獲ぞ をを む义夕 列の 操作を 巧う 閱 をには、 じ I 下の も のがあります。 
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で宣 暑され ています。 


が rncmpra なの 巧 羊が あ 版で、 巧う 
の义夕 別を 先 巧から n 义字か 比較す, 


な rchr 脚を の 巧 字が が 版で、 巧夕 をを レ 义ザ列 
にわいて、 指を 义 字が お 巧に 瑞れる 化 a を筑 ベる 

A • 


げ巧巧 の 巧 字が 化が で、 が 羊を をむ 文字列 
、て、 おぶ 义ネ が始 をに* 乂れる 化 おを 調べる 


な rcmp 似 巧の 巧ず が おおで、 巧す を^ 
义ネ 列の 比較を がう 


よびを 巧 义ぞ〜 ホ 巧 义ぞの 巧 巧を 巧う 閣 巧には la 下 のら 


クルー ド ファイル jfctype . h で宜替 されて います。 


をち 文字の 判を を 巧 


を 巧 空白 义 芋; 
を 巧う 


JIS 巧 一木 準の 紀 号の 判 


JIS 第一 水が 巧 芋の 巧を を; 


JIS 巧 二 水が 巧 字の がを をけ 


を 角ち 义 字の がまを 巧 


を 巧 袭大义 芋の 判を を; 


をち 夕小义 宇の 判を を 巧- 


を 角を 字の がを を 巧 


全角 カタ カナ 义ぞの 巧を を 巧 







ま 3 章 巧目别 ランタイム ルーチン 


3 •け 日本 R ライブラリ 


明 巧る 

巧 能 

j わ hira 

を 巧 ひらがな 义 すの tr 志を 巧う 

jiskigou 

を 巧ん J 窥 ，だ义 宇の がを を 巧う 

jisspace 

を 巧 巧む 义 字の對 をを 巧う 

hantozen 

半ち 义夕 をを 巧义夕 にを ホ 

2 州 tohan 

余巧义 ずを 半角 义夕に 巧み 
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BASIC ライブラリは、 BASTOC 、 すなわち BASIC から C への' 隻ホ 巧: 巧に 
ゎいて 化 川し ます。 

BASIC ライブラリ には U ドの ものが々 ウ、 これらは ずべ てイ ン クルー ドフ 
ア 1 ノレ audio , h 、 basic , h 、 ま たは basicO ， h . graph , h . image - h 、 mouse , h 、 
music * h 、 i むは music 2. h 、 sp かも h 、 か ick , h で 營ミさ れ てい i す。 



















項目 別 ランタイム ルーチン 


BASKS 


た loseall 


巧を された ファ 


义み說 み么む 


指を された ファイルを オープン 


fread 


freads 


おぶされた ファ 


ータ を 说み么 レ 


fseek 


のか •巧を おかす 


中, す 


を 巧き け 


randomize 


のれ 期 化を け 


巧 か 小を 点を 巧を に 巧 かす 


巧 か 小を 点を 侦の« 化な をを 巧 化 : 


义夕 列の 中から 巧を の 文ぞの おびを 巧し 化す 


le む S 


文字列を 切り 化す 


midS 


义字 列を 切り 化す 


义字 列の 並びを なおす 


nghtS 


•列を 切り 化す 


が rchr 


文字列 中の 坡れ 


たおぶ 义 ずは 谋を 返す 


S け mgS 


文字列 中の 1 文字を 巧を 俏 並べた 义夕 列を 返す 


strrchr 


ぞ列 中の お 後 じみつ かった 指定 义字位 おを おす 


おを 义 字を 文字列から 探す 


dates 


巧を 义ぞ 列に 巧みして 迸な す 


む meS 


時刻を 义夕 列に 巧 おして 通知す 







































ン タイム ルーチン 


BA 幻 C ラ 




を 値を プ 


を 化を プリ 


こ 化 力す る 




screen 


おぶ 脚が の サイ ザ、 を モー ド、 《 f かおむ ど をな ぶず 


setdate 


ドり 巧 ザ ； r 


の 間 ホ； r の 巧を をぶ す 


がを なぶす 


巧が をを をす 


1 


ー ソルを ON /OFF 


をを なをす 


S け ncpy 


stradd 


fdel が e 


apage 


ご 列を 比 巧す < 


つの 义夕列 のぶおを が^ 


BASIC の 初期化を お 巧す 


/ おを 荣 'がす. 


をが 除す 


'を 指を す 


ッ クスを 設 をす 


Wit を 描く 


contrast 


ストを 装ます 













BASIC 


home 


point 


ッ クスを 描きむ が 
ぶす 


ッ ト をで をの 中を ホウ 


ック 巧が の I お I 化 データを が 列 


ッ ク两 がの 表 巧に 巧を 錠を する 


を 知、 巧 さ、 


ー ドを 返す 


線を 


れた镇 がを パ 


たでを りつ 


コードを 刹り 


ック 脚が の 巧ぶ 巧 巧の パ 


symbol 


vpage 




国 


ッ ク峭が 1 ••じ 点を 搞 


ッ ク 脚が じ 脚 化 データを ぶぶ す • 


•コードを おす 


こ义羊 列を 装ぶ す 


フイ ック 脚が のみ ページの ぶ 水が 巧! をけ 


ッ ク がが のク 


ング 巧が の 煤 巧を 没 




ッ ク 巧 拥をク 


曲がと ウ么 みのおを を 巧 


脚が と ウ 込みの 設を をが 


脚 化と ウ 么 みがの 巧が 水平 か •巧を 補正す < 


: ウ 込み 脚が のを 諷補 化を 巧 


ー ダが の テレビ 巧が の 表示を が 巧) 


\ ビグ ォ 巧 面の 巧り 




















柏なる 


安 巧目别 ランタイム ルーチン 


BAS に ラ 


ッ ク 脚が と テ レ ビ脚 がの ザ 透 口)! 制御を 巧 


save 


グラフ イ ック 脚が の デー タを 巧ぶ ファイル じ 巧き 
化す 


img load 


ッ ク闽 麻の データ を抬ぶ ファ 


ック 脚が の モードな をを む 


こ 巧 W されむ データを グラフ イ ック 


一入 力 のれ 無を 巧 をし、 化を おす 


ック脚 怖’ の 表ボ位 巧を がかす 


ス のがが を 巧’ 


msarea 


のがが 巧 M を設 ぶす 


のかれ 


ンが 措ぶ しむが 巧 


までのが リリを 


mspos 


ソルの が 標を义 をに 化 巧す 


mss は t 


マウスの が 巧を 巧を じ悅 おす 


の 化 巧を 没を す 


ツ ファを 巧 化し、 それを クリアす る 


FM 巧 務のナ 


を 巧け み 


cont 


が 中が していた なをを お 明す 


free 


ウを かを ぶみ する 


源を かが 化す 


お ミした • 
を おを す 


こ 都り 


—夕 


ルの が 巧を ぶな す 



















国 


BASIC 


ルの が 癸を 一巧 中が す 


を 指を す 


MML 


榮 巧 データを 


BB 


苗を データを がが に統 みぶ む 


^ を データを 衔 をした 巧を を 


こなが 


cont 


md play 


が 中が し 


、•なおを が满 する （ MIDI がが》 


を かが 化する （ MIDI ザ 用） 


> ルの 化 刀の 巧 ム （ MIDr 舞 用） 


/ の 化 力の 明始 （ MIDI が 用） 


•ヤン 永 ルに 荆り あてた トラ ツク データ 
• ( M の I が あ） 


MIDI コント ロー ラの レジスタから データを 巧む' 

( MIDI 巧 巧） 


MIDI 3 ン ト 曰ー ラの レジスタ じ デー タを 巧く 
( MIDI 巧 用） 


MIDI チヤン ネルの 出力の 祭 止 巧 可が 巧を 得る 
( MIDI 邱規） 


指ました チヤン ネルの 演 をを 一時 中が する 
( MIDI 村が） 


^ ー タを化 力す る （ MIDI 薄 用） 


SD def 


をを なをす 


''ー タ をを をす 


卜 面のを 示が 巧を 巧 


ン のま 示な 置を 錠を す 
















聞を を 


0 が 


ン タイム ルーチン 


己 ASIC ライ 


イ ト のぶぶ を OFF にす る 


卜 のぶぶ を ON 


'ータ をが 列に 娩み达 む 


ンをネ 刀 期 化す 


bg_get 


巧ぶ 5 れたス プライ ト のが おを ぶかす 






'のが 巧を ぶみ 化す 


—夕で 巧め つ 


因 


こがき 込 ?/ 


をぶ み 化す 


ック のが おを 巧 




ン のが 巧を 退す 










3.17 


I0CS3 


ル 


IOCS コールは、 ROM にがみ 込まれむ IOCS ルー ナンを 巧び 化す シス ナム 
コー ルで ず。 

IOCS コー ルの わらな 機能は じ I ドの ぶりです。 


參キー ボード 制 抑 

♦ TV のぶが がが 
♦テキスト の袭 ぶか 1 卿 

♦ RS -232 C 制 卿 
♦ジョイス テイ ッ ク制抑 
♦プリ ンタけ パ J 削 抑 
♦デイ スクの 人 化み 制 卿 

♦ II が、 アラームが 御 

♦ ADPCM 削 卿 

♦ FM 巧が 制御 
•削り 込み 刺 卿 
♦マウス 削 削 

♦ DMA お 送が 御 
♦り 本 棘 巧 巧 
♦グラフ イ ック削 抑 
♦ス プライ ト削削 


IOCS コールの 閒 をには w ドの ものが あり、 これらは すべて イ ン クルー ドフ 
アイ ル iocslib . h でな^|されてぃ ま ず。 


怕巧を 

m 巧 

TRAP 15 

レジスタ をが 巧 巧ぶ し IOCS コー ルを 巧う 

B KEYINP 

キー データの 說み 化しを 巧う 

B KEYSNS 

キー デー タ バッファ 状 巧の センスを 巧う 

B SFTSNS 

シフ トキ ーの 巧 ドが 巧を 調べる 

BITSNS 

キーの 押 ドが 巧を 巧べ る 
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ン タイム ルーチン 




























の cs 


的 巧を 


DOWN 






ソルが がす 


ドり の とき ス クロ 


ソル 巧が す 


DOWN 


RIGHT 


n かん 


ソルが 勤す 


ソルが がす 


ソル 巧が す 




I 


价 ぶへ カー ソ 


らも i がけん 巧まで W がを ク 


B C し 民 ST 


化 如け か 巧から カーソル 化 お i で I 叫が をク 


1 邮 がを 作を ク 


ERA ED 


けの イ 1 •巧まで み I かりを ク 


ERA ST 


ERA AL 


ん 巧々 




ソ ル 位 巧 ま で お 4 


おなけを 体を ク 


がぶ 


巧 神人 


DEL 


け 削除 


CONSOL 


巧 I がをおぶ す 




ぶ 术义ネ 巧を 巧を 


SET 232 C 


LOF 232 C 


INP の 2 C 


RS -232 C 


RS 、2 お C のを 信 バッファ 内の データ もを 


RS - な 2 C のま 侣 •デー タを統 みとむ 




























章 項目 別 ランタイム ルーチン 


に CS 


聞 巧を 


ISNS の 2 C 


OSNS 232 C 


0 UT 2 おじ 


JOYGET 


PRN 


SNSFRN 


OUTL 


OUTPRN 


SEE 


VERIFY 


READDI 


DSKINl 


DRVSNS 


WRITE 


READ 


RECALI 


WRITED 


BADFMT 


民 EADD し 


FORMAT 


DRVCHK 


EJECT 


BINDAT 巨 BCD 


RS -2 の C の' を 侣デー 


民 S -の 2 C へのぶ イ I 


RS -232 C へのぶ 心; をれ 


み 込む 


卜 を かが 化す 


夕 化 如が W 能 か 巧 か チェック 


4 ータぶ 巧） 




データの 比 巧 チェック 


诊が のた 


じ HD のみ》 


i 


スク のれ 巧 化を け 


こ データを 巧き 


4 ー タを說 み 込む 


削除 ゲー 


じ HD のみ） 


ックを 化け 1 不 W お 


削除 デ ー 


巧 巧. フ 


じ HD のみ） 


ブ のが 巧ナユ ックと が態設 をを 


I 


がを 時計の がぶ じ 巧みす 


























IOCS 


阳 巧を 


BINDATESET 


がを 時 かに 設ぷす 


TIMEBCD 


が 刻を が 針の がぶ にを ホす 


TIMES 巨 T 


時刻を がが じ 鼓ます 


BINDATEGET 


けを 娩み么 レ 


DATEBIN 


かを BCD 


2 ii ぶ おに 巧 巧す 


TIMEGET 


時が からが 刻を 巧み 达む 


TIMEBIN 


時刻を BCD ホ 巧から 2 進 おがに がみす 


DATECNV 


かを ぶす 义ぶ 列を 2 進 データに 巧が す 


TIM 巨 CNV 


が剑 をぶ す义 


こを ホす 


DATEASC 


2 進 デー タ を、 りかを ぶす 义ぶ 列に 巧みす 


T 1 MEASC 


、 がが をぶ す义夕 列に ぶかす 


DAYASC 


2 進 デ ー 


を矣 す义ぞ 列に 巧が す 


ALARMMOD 


ーム のな 止/が ザを 設定す 


ALARMSET 


ムの 時刻と 巧巧ア ドレスを 铁 ホす 


A し A 民 MGET 


ームの 時刻と 巧巧ア ドレス を 說み么 レ 


ADPCMOUT 


ADPCM へ データを 出力す 


ADPCMINP 


ADPCM から データを 入力す 


ADPCMAOT 


ADPCM へ データを 出力す る （アレイ チェー ン 

モード》 


ADPCMA 1 N 


ータを 入力す る 


ADPCMLOT 


ADPCMLIN 


ADPCM へ デー タ をが 力す る （リンク アレイ チ 

ェ ーンモ ー ド） 


ADPCM から データを 入力す る （リンク アレイ 

ナエー ン モード） 


ADPCMSNS 


ADPCM のちれ モード 
































站 巧を 


ADPCMMOD 

OPMSET 

OPMSNS 


OPMINTST 


TIMERDST 


VDISPST 

CRTCRAS 


HSYNCST 

PRNINTST 


MS 一 INn 、 
MS CURON 
MS CUROF 
MS 一 STAT 
MS_GETDT 
MS 一 CURGT 
MS_CU 民 ST 
MS LIMIT 


MS OFFTM 


MS.ONTM 
MS_PATST 
MS SEL 


MS S 巨し 2 


SK 巨 Y MOD 


そ 項目 別 ランタイム ルーチン 






























IOCS 


阳 おを 


DENSNS 


ONTIME 


INTVCS 


の CS がおか してから おがま での 時 I ! リ を 得る 


クタの 設 をを 巧 


技 PEEK 


WPEEK 


L!)EEK 


MEMSTR 


BPOKE 


WPOKE 


B LPOKE 


iMSET 


DMAMOVE 


DMAMOV A 


DMAMOV 


DMAMODE 


BOOTINF 


ROMVER 


巧を ア ドレスから デー タを热 みと シ 
化） 


M 卜 




を アドレスから デー タを統 み 込 レ （ロング ワ 
が 化） 


ー タを統 み 込む レ 《'ィ ト を 巧 




が 做 


を 巧き 込 レ （ウー ドが 化) 


—夕を 巧 




を 巧 


DMA わ 送 をれ 


DMA te ぶを 巧 


DMA わ をを な 
る） 


BSHHSB 


DMA の 菜れ モー ドみ 


> 'ート 巧 がをお 参 


ROM 




と 作ぶ 年月 




















ン タイム ルーチン 


に CS 


曲 》 を 


C し 民 ON 


GPALET 


SFTJIS 


J に SFT 






フト JIS 3 — ドに 义 みず 


AKCONV 


JIS ヴードじ巧がする 


RMACNV 


ぶが おを 


じ AKJOB 


を約义 ぶの 巧ぶ 巧 巧 •を 


HANJOB 


を 所 义义の ザ 巧ぶ 巧: 巧を り 


0S CURON 


0S CUROF 


APAGE 


VPAGE 


/ をが す 

ッ ク |1 巧が の 巧 さ < 

とみべ 

^ ージを 彼ぶ する 


ッ ク I が I 脯 のぶぶ ぺ 


HOME 


WINDOW 


WIPE 


フイ ッ ク I が I がの ぶぶ 化 おを 




ッ ク I がりが をク 


PS 巨 T 


をぶ 示す 


POINT 


ッ ク脚が 1; の, 


LINE 


ッ ク I 叫が に 


BOX 


ッ ク峭 がに ボックスを 裕く 


FILL 


ッ クスを 描き をの 中を あり 


CIRCLE 


ック I 由) が 


を 箱く 


PAINT 


ッ ク闕 面を 


SYMBOL 


ッ ク I 巧衙 





































の cs 


PUTGRM 


ON 


ック I 山) 化の 統み 込みを 巧 


ッ ク闲 がに 巧き 达 みを 


卜 化 のれ 巧 化を 


卜 がのを ぶを ON 


SP CGCL 


を OFF じ 


DEFCG 


) GTPCG 


SP KEGST 


REGGT 


BGSCRLST 


BGSCRLGT 


BGCTRLST 


区 GCTR し GT 


BGTEXTCL 


BGTEXTST 


BGTEXTGT 


SPALET 


TXXLINE 


TXY し IN 巨 


TXBOX 


TXFI しし 


PCG をな ぶす 


巨 G 




のがぶ をけ 


7 のぶみ 化し をれ; 


/ ジ スタの なぶを 


ン •スタの ぶみ 化しを け’ 


のな ぶ をれ 


/ ジ スタの 娩み 化し をれ う 


ス トを 巧を の コードで 巧め. 


スト をな をす. 


のぶみ 化しを 


のな 去と 




•ス ト两 がに ボックス を お 




:ツ クスを 巧き をの 中を をり つ 


TXREV 


筑 おの 反 te を 巧 























巧目别 ランタイム ルーチン 












DOS コー ルは、 Human が k の サブルーチン を 巧び？ じす システム コールの こ 
とで あり、 ゎら な 巧 おはじ I ドの 姐り です。 

♦ KS - な 2 C 1"1 紛の入 出み 制が 
♦キー ボード 人 如 刺 抑 
♦巧ぶ ぶが けの 制 削 
♦コンソール I がが 人 化 乃 

♦ II 仆、 時 判の が 抑 
♦ファイルの 入, り Wj 制 抑 
♦デバイス ドラ イバ のか 巧 乂化乃 
♦フ ログ ラムの ロード とぶ け 
•巧 巧 巧む の 制 抑 


DOS コールの 悄软 にはに I ド のら のが あり、 これらは すべて インク ルー ドフ 
アイ ル cioslib . h でな， y されて い i す。 








ン タイム ルーチン 



U 巧を 



KEYSNS 


KFLUSHGP 


，、し USUK ) 


KFLUSmN 


KFLUSHGC 


し USHGS 


、F し USIl 


CHGDKV 


DKVCTR し 


CONSNS 


PRNSNS 


CINSNS 



COUTSNS 


PATCH K 


FATCHK 2 


DOS 



HENDSPMO 


HENDSPMP 


HENDSPMR 


キーの 人力が 態 


光り 入力を がて て キー ボード 入 九 






化け 人力を がて 



を 




ブを がぶ する 




咖 がへの; iWj が" rf をで々 る 


の 化 如が" fflg でみ る 




口 r 能で ある々 




( RS -232 C ) への 化ん が ザ 化で あるか 在、々 




{巧 •戸 巧が りの 制 抑 （モードぶ 
プン） 



ォ— 


1 

HENDSPMC ' 

巧ぶ を おりの 制 卿 ィ 


-ズ） 


巧す 巧 おけの が 御 （モー ドぶ 小の ウイン ドウへの 
•マル 炭が） 


澳 半を' おけの 制御 （モード 装 ホ ウインドウへの リ 
バース をが） 


巧ぶ を おりの 制 抑 < モードぶ 































DOS 


HENDSPIO 


HENDSPIP 


HENDSPIR 


HENDSPIC 


HENDSPSO 


HENDSPSP 


H 巨 NDSPSR 


HENDSPSC 


CURORV 


GETSS 


FGETC 


FGETS 


FPUTC 


I 巧 字 巧み 巧の がが 


巧ず 巧みむ のが 巧! 
巧） 


す 巧 巧け のま けが 


の オープン） 




巧 タタが けの 制が （入 如， 


巧 タタ 汝 けの 刺 抑 （お 補 ゥ< 


巧 字 巧 巧 の 削 抑 （候補 ウィ 
ぶ ホ） 


巧ぶ 巧 巧け のが 抑 （おが ウ / 
ぶ 水） 


巧 羊 巧み ii •のが 抑 <ぉ 補ウ, 


ブを稱 




1 义夕 入力を 巧 


、•义 ぶ コードを ファ 


ら义半 列を 入力す 


•ルへ 化 九す 


FPUTS 


A しし CLOSE 


SUPER 


化み す 




*/ ユー ザー モードの 切りが 


'NCKEYGT 


FNCKEYST 


PUTC 


巧を お ザ 能 キーの 筑み化 しを けう 


巧を 巧" 了 お キーの 設を をれ 


コンソール 族 巧 か 力 （おましむ 1 バイト デー タの 
策 ホ） 



















項目 別 ランタイム ルーチン 


DOS 


PRINT 


が お 化 力 （おを した 义 ザみ 1 データのを 


COLOR 


LOCATE 


DOWN 


UP s 


がが 出力 （巧を した 城 巧の 鼓を) 


ソルは 巧の 毁克) 


'ソール 魚 巧 ftWj (li 
ド 巧の とき スク ロー ル 




巧 ㈱ 


ソル 移が) 


お 動） 


C DOWN 


' RIGHT 


LEFT 


C し S 巨 D 


CLS ST 


'れ巧 化 力 


'がおか Jj ( n がわへ 


3 ン ソール が 巧 化片 （ n がかへ 


巧が) 


お 助） 


コンソールが 巧 化 九 
送まで クリア） 


ソル 化 巧から 化が けん 


C ERA ED 


'ぶ 巧 化片 くた 巧れ か 巧から カーソル 化 
I ア） 


コンソールが お 化 力 （ I 苗 I がを かを ク 


'がおか 力 （カーソル 化 巧から 巧のを 巧 


ERA ST 


E 民 A A し 


DEL 


コンソール 巧 巧 ホ, 刀 （巧の 化 巧 か 
主で クリア） 


ソル 化 巧 


コン ソールが 巧 
リア） 


ソルの々 る 巧を がを ク 


コンソールが 孩化力 （々ー ソルの みる 巧に n 巧 
神 入） 


コン ソー ルが 巧 化 力 （力ー ソルの ある 巧から n 
巧 削除） 
















DOS 


明なる 


' FNKMOD 


コン ソー ルが 巧け •• わ 

ー ドな ぶ） 


•IDTH 


CURON 


コン ソー ルめ: お •化 如 


が お 化 


ス クロールな 抑の なを） 


グ のぶを） 


CUKOFF 


コン ソー ルぶ 巧け '1 知 （々ー ソ 
ぷ） 


KEYINP 


KEYSNS 


SFTSNS 


KEYBI 


3 ン ソールが 巧 入 




がが 入 如 


の •たぶ み) 


コンソールめ; 巧 入 知 （シフ トキー かおの- 


コンソールが 巧 入 乃 （キー3— ドグループのがお 
ぶみ） 




(挿入 モー ドの ON /OFF 


ス をな ぶす 


巧 pstr 


GETTIM 2 


SEmM2 


NAMESTS 


GETDATE 


SETDATE 


GETTIME 


ス巧 巧が 稱を 


み! A のげ 纠をポ め 




が 報を が 




おかの が 别を术 め 


時刻を なぶす 














項目 削 ランタイム ルーチン 






















































章 巧目别 ランタイム ルーチン 

































































章 巧目别 ランタイム ルー 












その他 


の I 均を は、 化の 力 
な; ミされ ている イ 


一には 分が できない ものです。 巧 能の カツ 
—ド ファイル 名です。 





: 巧 おむ 化の おが 化を 


labs 




おながの おが f がを ボ める （が dl 化 


ホ on 巧技な 化の おん け なを; 
(stdlib. h) 




asse け 




巧 巧 巧 巧の 攸 をな} る （stdlib. 



Ion の mp 



ク巧 巧を リス 





つの 巧の 火き いぶを 术 める （が dlib. 




つのな の 



(stdlib. 



ofis が of 



巧ぶ 化の メンバの 化 巧を がる （がが ef. 


(がか 0 . 





strerror 


putenv 




rand 



巧 巧ぶ をの 値を 化ぶ/ぶ 加す . 
(stdlib. h) 


な 似 乳な を か 期 化する （stdlib. 


が 化 礼を をが る （stdlib. 


スタ ッ ク巧 巧を 


叫变イ I をの 内を を 取り i r (な darg. 








•T 夕が 担: の 化り 



(がか 巧. 



ザ 《引を のかり 化しを 始める （なお rg.h) 















4 章 



このを では、 XC コンパイラが サ ポート する ライプ ラリ 巧を （小文字） を、 

リ フ ァレンス お 巧で アルフ ァベ ッ ト w に 化 巧して いまず。 

閒 をには、 レベルが をを るれ ています。 

これは、 C 當錯で 一 かが J じい われて いる 入 化かの レベルとは 连 い、 XC コン 
パイ ラ 独 封の ものです。 

レベルが ぶす を 味は、 次の ぶりです。 

レベル 3 : BASIC 巧选 の間软 （ライブラリ ファイル BASLIB . L にを ま 
れ る） のうち、 化の レベルの 巧を と 沿み: させて がう とき じは、 
ホ ••巧し なければ な らな いもの。 

レベル 2 : ライブラリ ファイル CUB . L じを まれる すべての 巧を、 わよ 

び、 これらの 巧を とおを •させて が W できる もの。 

レベル 1 : DOS コール 閒 速の 巧な （ライブラリ ファイル DOSLIB . L じ 
を i れ る） のうち、 化の レベルの 閣 巧と 诞在 させて 使う ときに 
は、 ホ ホし なければ ならない もの。 

レベル 0 : IOCS コールが ぶの 巧を （ライブラリ ファイル IOCSLIB . L じ 
を まれる） のうち、 化の レベルの 巧を とお 化させて 化う ときに 
は、 ホ# しむければ ならない もの。 

レベル 2 じ I かの 閒 をを 巧 用す ると きは、 なるべく 同ー レベルの 巧を だけで プ 
ログ ラムを 記ぶ してく ださい。 



第 4 章 リファレンス 


レベル 2 


書 ま）# include < が dl 化 •い 


void abort ( ) ; 


な _ 能) が ホ实巧 中の プロセス をが f し、 がび 化し 亢のプ 〇 セス （通が オペ レー テ イング 

シス ナム） じ 房り ます。 

このと き、 巧び 化し 元の プロセス じは お 了 ステータス 3 が おされます。 

まむ、 ホの メッセージを 巧が エラー 【中, 力 （std が r ) じか 力し ます。 


abort 


Abnormal program termination 

なお、 abort を 崎び 化して らス トリ ーム バッファの 巧 巧は フラ ッシュ をれ ませ 
ん . 


:* り 化 ； 若り 化は ホウ ま 甘ん。 


ジ颗抽 巧 


exit , exit 


プログラム 巧 


tinelude 

♦include 


<stdio, h> 

< 急 tdlib,h> 


Dftin( int aric i char *ar<v【]) 

{ 

char 拿 nAM ; 

FILE ifp; 

naae s (artfc > 1) ? argv い ] 
if い f p s f open (name ^ "r")) 
perror (name) ; 
abort < ) ; 

) 

printf < "open secc^^dedYn" > ; 
( void)fclo が < fp ) ； 


"fiU" 
:* NULL) 
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abs, labs, 


[VH 



レベル 



ま# include な tdlib •い 




int abs ( n ) : /* int 巧の 巧を 化の がが 値を ホめ る*/ 
int n ; /* i が S の 巧を f お*/ 


long labs < n ) ; /* long おのを を 化の 巧が 化を ホめ る 
long n ; / ♦ long 巧の おを 化*/ 


ホ ort wabs ( n ) ; /♦ ホ 〇 け おの 巧を 化の おが 化を ホめ 
ホ ort n ; /♦ ホ 〇け 巧の® を 化*/ 


植 化 I 巧 ft n の おが 化を 求めます 
巧り 值 I 巧 an の 佑が 侦を ぶします 
夕 巧扣巧 cabs , fabs 


tdlc*h> 

tdlib ， h> 



<s 10; !♦♦) 

abs(%d) s Xd¥n", 
<s 1 化： 1 ♦り 
labB(Xld) s XldVn 


か…））； 

し labfl(l) 




第 4 章 リファレンス 


「access 


レベル 2 


ft ま# include < io . h > 


mt access ( p が hnam も mode ) ; 

ch が * p が hname こ /* ファイルの パス 名*/ 

int mode ; /* ファイルの アクセス モード*/ 


m を ] pathname で おまされた ファイルが mode で 指 ミした モードで アクセス できる々 

どうかを 巧べ ます。 

mode の 化と その 巧を を U 下 じ 示し I す。 


mode の 値 

, rt 容 

06 

請み 込み、 巧き 込み とらじ ザ おか どうかを 巧べ る 

04 

巧み 込み 巧が かどう かを 巧べ る 

02 

巧き 込み 巧 おか どうかを 巧べ る 

00 

ファイルが 存 なする かどう かを 巧べ る 


Human が k では、 ファイル として 巧を すれば 必ず 统 むこと がで きます ので、 〇〇 
と 04 は 同じ 結 まに な ります。 

间 巧に 02 と 06 も 巧 じお果 じな々 ます。 


m り 値) ファイルが 巧 ミした アクセス モード をら つと きじは 0 をぶ します。 

ファイル がな 在 しないと き、 または おました モードでは アクセス できない ときに 
は一 1 が おされ、 同時 じ ermo じみの 化のう ちの いずれ かが セ ット されます。 


errno の隹 

巧 を 

EACCES 

mode で 指を した アクセス はでき ない 

ENOENT 

ファイル 名 または パス 名が みつからない 


参 巧扣巧 chmod , おは t , open , がが 
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d« 

de 


char 
if い ACC 
else ( 


) 



第 4 章 リファレンス 


「 a— cont 



# include <audio, h> 


レべ j レ 3 


void a cont( ) ; 


概 化 中が されて いた PCM のか 作を 媒閱し ± す。 


巧り 值 お 0 化は ホウ ません 


ク 巧扣数 a 6 〇ん a が a ん a rec, a が at, a が op 


ブロ グラムの 


vinclud* <fitdio • 

•い 

tinclude <audio 

>h> 

#def ine 

KHz3 9 

0 

♦ む fine 

KKz5 2 

1 

♦define 

KHz7 8 

2 

審 define 

KHzlO 4 

3 

#d«f ine 

KHzl5 6 

4 

#def ine 

H CUT 

0 

参 define 

M LEFT 

1 

♦ む fine 

M RIGHT 

2 

tdef ine 

M STEREO 

3 

•define 

SIZE 

32732 

#def i ne 

A SIZE 

65536 

♦ か fine 

NASI 

'NASI 

tdef ine 

ST NON 

e 

tdef ine 

ST OUT 

2 

善 define 

ST^INP 

4 

irdef inA 

ST ACT 

12 

«def ine 

ST AIN 

14 

•define 

ST LOT 

22 

♦define 

ST し IN 

24 


static char aca{ A SIZE] ; 


/* 何も 実 巧して いない */ 

/% 化 力 中 {ADPCMOUT, a^play } */ 
ft 乂 わ 中 JADPCMIS’P, a rgc> »/ 
/* 出た 中 （ ADPCMAOT > 拿 / 

/« 乂わ中 （ ADPCMAIN) «/ 

/» 出 わ 中 MDPCMLOTJ »/ 

/» 入々 中 （ ADPCMLIN> »/ 


ma 1 打 I ) 


a_r が Uca, い I2E, KHz 15.6, NASI); 
while <a_stat い ! r ST_NON ) 

puts ( ''recording ぃ ，ぃい 

a_play<aca, A 一 SIZE, KH 之 15^6, M^STEREO, SIZE}; 
if (a^stat ( ) !2 ST^NON) ( 

puts( "playing ， ••，•）； 
a— stop < 》 ； 

puts ( •• paused •，•••）； 
a_cont い； 

puts ( •con tune, ， . 一）； 
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ま # include < m が h . h > 


double acos ( x ) ; 
double X ; 

X (-1 ミ xSl) のアー クコ サインを か # します。 

ちり fill X のアー クコ サインの 化 （0 —な） を 返します。 

X が一 1 よ り 小を いか 1 よ り 大きい 巧 合は 0 を おし、 errno に EDOM が セット 
をれ ます。 

エラー 巧: 巧は m が heir ルー チンで 巧う こ と 力 ( できます， 



参 巧扣致 が in, a は n, atan ん co ら m が h が r • お n, tan 
プ D グラム 巧 




書 巧# indu か な udio . い 


void a endi ) ; 

な 化 I PCM の 巧 作を 強 削 か 了 します。 

R り 値 I 戾り 化は あり i せん。 

# 巧扣巧 a_cono, a_ がが ， a rec, a が at, a な op 
プログラム 巧 


# include 

< stdio , h> 




♦include 

< audio ， h> 




•define 

KKz3 9 

0 




#def ine 

KKz5 2 

1 




« か fine 

KKz7 8 

2 




♦define 

KKzlO 4 

3 




♦define 

K むけ 6 

4 




9def in* 

M CUT 

e 




♦define 

M LEFT 

1 




#def i ne 

M RIGHT 

2 




♦define 

M STEREO 3 




♦define 

SIZE 

32732 




♦define 

A SIZE 

65536 




♦define 

NASI 

•NASr 




♦define 

ST NON 

0 

/» 

« も 実 巧して いない 

♦ / 

•def ine 

ST OUT 

2 

/* 

出力 中 UDPCMOUT, 

a 一 piay > »/ 

♦def ine 

ST INP 

4 

/♦ 

入力 中 （ ADPCMI 化 

a rec) */ 

♦む fine 

ST AOT 

12 

It 

出力 中 （ ADPCMAOT) 


9 か fine 

STRAIN 

14 

/♦ 

入力 中 （ ADPCI1AIN> 

韋 / 

♦def ine 

ST LOT 

22 

/* 

出 わ 中 lADPCMLOT> 

韋 / 

♦def i ne 

ST LIN 

24 

/* 

入力 中 （ ADPCMLIN) 

*/ 

static char 

aca( A SIZE); 





a^recUca, A.SIZB, KH2I い， NAS い； 
while (a_ 8 tat( ) !s ST_NON) 

puta( ♦•recording >>•"); 

ft_play(AC ろ , ASSIZE, KH 玄 15^6, M_STEREO, SIZE ) ； 
if (ぃ tat!) !2 ST^NON ) { 

puts ( "playing ♦♦•••い 
a_«nd( > j 

puts ( "Aborted， • • •• ） ； 








書 ま# include な raph ， h > 


void apageipa が） ; 

char pa が；/* アク テイ ブ ページ*/ 


\m 化| グラフィック 锅 面の アクティブ ページを 設 をし ミす< 

なわ、 ぺージをは巧がのモードじよってちなウ^す< 

* リ 値 （ り 化は ホウ よせん。 

夕 巧阳巧 screen， vpage 



t け）； 








ま 4 章 リファレンス 


「3 ■が ay 



# include 〈 audio , h > 


レベル 3 


void a _ play ( buf , size , cl ， md ， length ) ; 

void ♦ buf : /* PCM データな 巧 板 列への ポ インタ*/ 

int おが；/* buf の バイ ト 十イズ ♦/ 

intcl ; /* サンプリング 巧 波を */ 

int md ; / * 化 如 モード * / 

int length ; /* が 巧 バイ ト な*/ 


樣 化 I PCM 絲 巧の 巧 ホを か、 ます。 

buf には PCM デー タ悅 供が 別の ア ドレスを 衔 をし ます。 
size じは buf の バイ ト をを 巧ぶ します。 
cl じは サン プリ ング询 i を 巧を 巧ぶ します。 

0 : 3.9 KHZ 
1 : 5.2 KHZ 

2 : 7 ぶ KHz 

3 : 10.4 KHZ 

4 : 15 ぶ KHz 


md じは 化 カ モードを おを します。 

0 : ヵット 

I こ 左 
2 :も 

3 : ステレオく 左 も 脚ぶ） 

length じ はが 幼 バイト をを 指を します。 衔 ぶした ところ ま でが 巧 ホ されます。 


ちり 値 W ウ 化は あり ま サん。 
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♦include 
4 include 
f include 


<8t4io ， h> 


<conio i h> 
<audio *h> 


♦define KH23.9 0 

♦ か fine KHz5_2 1 

♦define Kttz7_8 2 

tdefine KKzl6_4 3 

♦define KHzl5^6 4 

♦define M^CUT 0 

♦define N LEFT 1 

tdeflne M^RIGHT 2 

♦define M^STBREO 3 

fdefine SIZE 32732 

♦define A.SIZE 65536 

参 define NASI 'NASI' 

static char aca(A 一 SI 之 E] ; 



hit_any_key ( "PCM r ろ cord ブ " > ; 

a_r が Uca> A.SIZB, KHz ん 6, NASI); 

hit any key ("PCM play? ••い 

a playCaca, A ぶ 2B, KHzl い， い TBRBO, SIZE) ; 


hi し A 打 y_key ! chair *8tr) 

{ 

printf ( ">8 hit any keyVn" , str ) ; 

( void)getch ( 》 I 

) 



ま 4 章 リファレンス 


asc 


ま 


# include < basic . n ) 


レベル 3 


mt asc ( s ) ; 

char * s ; /* 义字 列*/ 


援 

お 


ち 

り 巧 


义夕列 s のえ が 1 バイ トの义 芋 コードを ぶします。 
文す 列 S の 化が U バイ トの义 み コードを ぶし ます。 
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「a 国 rec 


レベル 3 



# include < audio . h > 


void a _ rec ( buf , size , cL length ) ; 

void * buf ; /* PCM データ 悅 が} が 列への ポインタ*/ 
int おが；/* buf の バイ ト サイズ*/ 
intcl; /* 十ン プリング 巧 波を*/ 
int length ; /* お 巧 バイ トを ♦/ 


m お 1 巧を けい、 をの データを w 列に 巧 納 します。 

buf じは PCM データ を かがす る W 列の ア ドレス を 巧 お します。 
おがには buf の バイ トを をが ぶします。 
cl には サン プリ ング间 化を を 巧を します。 


0 : 3 ぶ KHz 
1 : 5,2 KH 之 

2 : 7 ぶ KHz 

3 : 10.4 KHZ 

4 : 15 ぶ KHz 


len が h じは かの バイ ト をを 巧ぶ し i す。 
巧ぶ したと ころ ま でな 巧 します。 


ちり 化 ! ぶり i かは わり ません， 
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2 

3 

32732 

65536 

>NASI> 


fdefine KHs い 
♦define KHz5_2 
#define KHzTIs 
« defin« KHzl0.4 
♦define KMzl5_6 
♦define M^CUT 
♦define M—LEPT 
*defi れ e M^RIGHT 
参 define H.STBREO 
♦define SIZE 
fdefine A.SI 之 E 
♦define NASI 


static char aca[ A SIZE] ; 


mai 打 （ ） 

( 

hit_Any_keyl "PCM r 夕 cord ク"） ； 
a^rec(acai ASSIZE, KMsl い， NASI); 

hit_&ny— k«y( "PCM play? け >; 

a.play(Aca, ASSIZE, KH 之 15 6, N_STEREO, SIZE ) ； 

) 


hit ftny key (char »8tr ) 


linclude 
# include 
♦ include 


<8 tdio > h> 
<conio > h> 
<audio A h> 


9 12 3 4 0 


printf ( "X* hit any k«y¥n" , str } ; 
( void)getch( ) : 




を include <tim も h> 


char *ascUme(time); 

struct tm ♦ time : / * tm 巧选 体を おす ポインタ*/ 

tm 俄 造作に お納 されて ぃるが 削が 法を、 义 ぶかい こを 巧し ます。 
がられる 义夕 刈は 26 义 半で、 フォー マツ トは U ドの よ うじな < 

wed Oct の 13 :ほ ： 30 19 が おが 

なゎ、 がが は 24 が I! リぶ ぶです。 

asctime は、 のがの がの ながが への ポイ ンタを 送し ますので、 
がが すが 嫂を 巧き 义え てはぃけ ません。 

また、 削 1【，) の 巧び 化しで おされむ 义夕 列は 失ゎれます。 

巧換 された 义’ド 列への ポインタを おします。 










ち 4 章 リファレンス 


asm 


レぺ J レ 2 














LL 

¥6 


heck 

heck 

heck 

heck 


in が c 

ssert 

ssert 

ssert 


•ud 
• ud 


# include < asse け. h > 

# include < が dio . h > 

void assert ( expression ) ; /♦ expression : 論 巧ぶ 幸/ 

a がが t マクロは、 express わ n が 偽 （0) の 城を じ、 珍が メッセー ジを化 力し、 フ 
ロ セスを 終 f します。 

终がメ ッ セージは-ド 記の おぶ です。 

Assertion failed : expression , file filename , line linenumber 

が pre が ion は 論 巧ぶ、 む lename は ソースファイル おで 、 lin 州 umber はが pres 
お on が倘じ なぅた 巧 ホ 皆です。 

が pression が 巧 （〇じ1 外） のとき は、 何ら U い よせん。 

油が ass が t は、 デバッグ がに ブロ グラムの 論 巧! エラー のがを のために 化 片！ しま 
す。 

デバ ッ グ のが/" 後、 NDEBUG を 化 クて assert を プロ グラ ム から 巧え ゥ 除き ます。 
NDEBUG を コマン ド 巧の オプシ 3 ン / D で衔 まする々 >、 # define プリ プロ セッ 
サ かなを 化つ てを 巧す ると、 コンパイ ルが じ プリ プロセッサ じよ りすべ ての 
a がが t 呼び 化しが ソース プログラムから 化り 除かれます。 

; 的り flft はあり 主 せん A 











ま 4 S リファレンス 


「a 


が at 


ま 


# include く audio, h> 


レベル 3 


int a stat( ) ; 


機 お おかの PCM のか 作が み ! を满 ベ、 W りが として おします。 


ちり 値 PCM の おけ 状 巧を U ドに ぶす 化で ぶ しまず * 


0x00 : おけ 業 巧して いない 

0x02 : 化 力 中 (ADPCMOUT ， a_play をぶ 巧 小 ) 
0x04 : 入力 中 （ ADPCMIN じ a_rec をぶ 巧 中） 
Ox じ： 化み 中 (ADPCMAOT を夕巧 • 中） 

0x14 : 人力 ^(ADPCMAIN をぶ 巧 中） 

Ox の： 化ん 中 {ADPCMLOT を 菜れ 中） 

0x24 : 入 か WADPCMLIN をぶ け 中） 


なわ、 a ながの W り 化は、 ADPCMSNS 悄 をの W り 化と 问 じです。 


夕巧闲 巧 


a cont, a end a play, a rec, a が op, ADPCMSNS 
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パ nclude 
♦include 


< stale ♦ h> 
<audio ， h> 


32732 

65536 

*NASI> 

0 /» M ち 実 巧して いない*/ 

2 /» 化 々 中 < ADPCMOUT ♦ A 一 play) */ 

4 ft 入力 中 {ADPCMINP, a rec ) »/ 

12 !t 出力 中 UDPCMAOT) */ 

14 !t 入力 中 <ADPCMAIN) »/ 

22 /* 化 力 中 （ ADPCMLOT 》 */ 

24 /» 入力 中け DPCMLIN) い 


tderine 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
#def ine 
♦define 
#def ine 
♦define 
#def ine 
♦define 
参 define 
♦define 
#def ine 
♦ define 


Static char aca[ A SIZE ] ； 



a.recUca, い I 之 E, KHzlS 一 6 , NASI 》； 
while <a^stat< ) \ = ST_NON 》 

puts ( "recording •••"); 

a_play(ftca, A 一 SIZE, KH 2 lS_ 6 , MASTERED, SIZE ) ； 
while (a_ 8 tat ( ) !* ST_NON) 

puts( ，，plftying •>•，•）； 


4 6 


9 2 8 


II 了 HR E NTPTNTN 
05TFGE z ひ UNOIOI 
35711 UBITBIINOIAALL 
z 之 ZZZCLRSZSS t I I I I I I 
H H H H H こ - II -ATTTTTTT 
KKKKKMMHMSANSSSSSSS 


0 12 3 4 0 



第 4 章 リファレンス 



書 ま I # include な udio . い 

V か d a stop ( ) ; 

PCM のが) かを 中が します。 
a coot 悄 なでが 1»1 する こ とがで き ます， 







#lnclude 
# include 

♦define 
«def ine 
♦ か fine 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
Idef ine 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
♦define 
#def ine 
Idef ine 
♦define 
参 define 
♦define 


KHz い 

KHz5>2 

KHz7_8 

KHzl い 

KHzlS 一 6 

M_CUT 

M^LBFT 

M^RIGHT 

MgSTEREO 

S ミな 

A.SIZE 

NASI 

ST NON 

ST_OUT 

ST.INP 

ST.AOT 

STRAIN 

ST^LOT 

ST し IN 


<8t4io*h> 

<audio«h> 

9 


char 


2 

3 

4 
0 
1 
2 
さ 

32732 

65536 

'NASI 

ら 

2 

4 

12 

14 

22 

24 

(A SIZE] ; 


/* 何も 実行して いない 
/* 出力 中 （ ADPCMOUT , 
/» 入々 中 （ ADPCMINP ， 
/» 化 力 中 { ADPCMAOT > 
ft 人力 中 （ADPCMAIhM 
/# お々 中 （ ADPCMLOT > 
ft 乂力や （AOPCM し IN> 


a • が ay い / 
a rec) */ 

tl 

韋 / 

*/ 

«/ 


whi le 


ん A_SI 之 E , K わ 15 6, NASI) ； 

> 墨 statt) ST 一 NON) 

puts ( ''recording ♦♦•••い 


a_play ( aca , A 一 SIZE , KHz け _6 , 
if (a_8tat< ) !s ST— NON) ( 

puts ( "pl&ying ••• パ）； 
a_*top い； 

puts ( "paused •••">; 
accent ( ) ; 

puts ( "contune ••，"）； 


M STEREO • SIZE) 


) 







♦ ま# include 〈m が h. h> 


double atan(x) ; 
double X ; 

double a は n2(x， y) : 
double X ; 
double y ; 


« 能 I atan は X の アーク タンジュン トをか 巧し ます。 

a はがは x / y の アーク タン ジェン ト をが 巧 します。 

巧り 巧 atan は X の アーク タン ジェン ト のが； （一な/ 2 —巧/のを、 a は n 2 は x / y のア- 

タン ジェン トの化 （一 巧〜; r ) を それぞれ 追し よす。 

引を がが される 巧 W にない* みなは、 おり 化は 不 をと なり、 errno じ EDOM 力 
ット されます。 

ェラー 化 巧 •は m が he び悄 をを 化 〇 て 巧う ことができます。 

# 巧闲 を acos , が in , cos ， m が h げ r ， お n ， は n 


プ D グラム 巧 


f include 
♦include 


<8tdio I h> 
<Dath > h> 


mainf 


double 

double 


X 

ゲ 


for ( i 


• -32; i <s 32; i ♦ 今 > ( 
X = (double ) i / 16 . 0 ; 
printf ( "Atan け *4 . If) 




X, atan(x) 


for 


•32: 
for (j 


<= 32 ; いり { 

: -32; j <5 32; 

X s <double>i / 10.0 
y = (double) j / 10，0 
printf ( "atan 2 け + 4 , If 
y , X • atan2(7i x) ) ; 


X+4.1f ) ： XgVn 


) 








第 4 章 リ フ アレンス 


atexit 

塞 ま 1 # include 〈 stdlib •い 


レベル 2 


int atexit (void ( * func )( )) ; 

void (* funcH ) ; /* が f 時に 巧び かされる 閒 をへの ポインタ */ 


な _ 化 J func で おぶ した 閒巧 を、 プログラム お f がに 巧び 化す [均を として 巧が します。 

exit じよって プログラムが jH おお f すると、 げび 化した のが プロセス じ M る 前 
に （* funcM ) を 巧び 化し i す。 

呼び fh をれ る 明を は、 引を なしで、 おり 攸を锭 むない 巧な です。 
atexit が ザび 化される たびに、 新たむ 巧を を 追加 •巧 がします。 

巧を の悄 ながなが された 鴻 合、 が f 巧に 菜な される 版が はなが されむ 脱 ホと 逆の 
敗 ホです。 

巧な でき る悄 をの 化を は化乂 お 個までで す。 


巧り 化 ぶかす ると 0 を、 た! 技ず ると （32 倘を趕 えた 場を など） 0に1 ホを おします。 


[^み 巧 明 数 i exit 


プログラム 巧 







atof, atoi, atol, atow 


レベル 2 


書 ホ# include <st 加 b . h > 


double ato いが ring) ; 
int atoi (string) ; 
long atol (Sirin が； 
sho け が ow ( が Hn が； 

か ar * string; /♦ '变 がされる 义夕 列への ポインタ 幸 / 


推 _ 能 I atof は义芋 列が ring を 倍 巧が （ double 巧） の 巧が 小な が 侦じ巧 おします。 

atoi は 义字列 な ring を おお ( ft なじ 架か します。 

atol は 义夕列 が ring を long 捏 おも 化 じ 《がし ます。 

atow は义 •卜: 列 S け ing を ホ ort 巧 おを 化に' 隻 'お します。 

string はを 化に 巧 巧で きる 一ぶ の义ネ 列で、 を 化 またはを 化の 一部と してが がで 
き ない ム なれの 义 ぶまで がぶ がの 夕 じな ります。 

巧が できる 文ぶ 列の がぶ をに I ド じみし ます。 


【がが】 

〔巧 い （または タブ 义 义）〕 [巧み] [か ド] [• おぶ〕 〔E [巧 •別 な刊 
〔巧 い （または タブ 义 ぶ）） は 無 化されます。 

[巧 •''>) は" + •• i たは"一" です。 "+ " のとき は 巧 おできます。 

[を' ド] は 1 が lar •の 10 遂 をです。 これがなぃ ときは、 し おぶ〕 じ 少なく とむ 
1 かのを 7: が必 I 髮で す。 

[• をぶ] は 小を •だ U ドの 巧ぶ です。 

また、 一 1 の E- じの よ うじ がをお 化する こ とらで きます。 

latoi, ato し atow] 

[巧い （または タブ 义 ぶ）] [巧み〕 & ぶ 
ろ々 のな がは が of と レが 粟です。 


ち り _值^ それぞれ 《がした を 化を おします。 

义 巧で きなかった 媒 なは 0 をぶ します。 

また オーバー フローし た 場合の おり 値は 不 をです。 
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o • h> 
ib.h> 


tf ( ato む" し 4 が 97 が 0 ぃ 11"】 

tfrXdVn ぃ， atoir 09471 "い； 
tf ("XI が n ぃ， atoir 037971030 "い； 
tf (• 乂 dyn",atowr 、 け 287 ぃい； 





b.binS 


レベル 3 


書 ま# include <ba お c •い 


char *b bmS ( s , n ) ; 

char * s ; /* 义字列 格が j 巧が への ポインタ 幸/ 
int n ; /♦ な 化*/ 


な お I 巧 Win を 2 進を 炭％ の 文み 列に' 隻 みし、 S が衔 すを か 法へ がが} します。 

S がが すが 巧は、 化 巧 34 バイ ト 上なければ なりません。 


ちりが 巧 冷 結果の 义字 列への ポ インタを おします。 
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第 4 章 リファレンス 




# include <basic. h> 


char *b chrS は， ch) ; 

州が ♦$; /* 义 す 列 俗 巧 巧媒 への ポインタ 幸/ 

intch ; /♦ 文ず コー ド*/ 


巧 

お 


巧 

り 値 


义字 コードを 义半 則に 愛が します。 

'变 巧が 果 の义ネ 列への ポイ ンタを 返します。 
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# include < basicO . h > 


void b _ csw ( n ) ; 

int n ; / ♦ on/ off おを*/ 


« HI j カーソル スイッチの on / o だの 巧ぶ を 巧い ます。 

n には ホの 化を 衔 をし よす。 

0 :off 
1 : on 


ちり 値 1 おゥ化はぁり主せん。 
プログラム 巧 




第 4 章 リフ 



char *b d が eS は）； 

ホが *8; /* 口が 义ぞ列 倍 «镇 域への ポインタ*/ 



システム クロックの 日付を " yy / mm / d が の 形式の 文字が にして、 s が おす 領域 
にがが) します。 


ちり 信 I が 巧した 文ず 列への ポインタを 返します。 
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rb.dayS 



ま # indu か <bwicO. h> 


レベル 3 


char *b_dayS(s) ; 

か ar /* が n 义ぞ 列が 拥巧 域への ポインタ*/ 


後 化 I システム クロックの 地口 を 巧 字 1 义字 （" irv ‘ 巧"、" み"、" ホ"、" 木"、‘‘ 金"、 

"止"） の 义ぶ列 じして、 S が衔 すが 域に 格妍 します。 


ちり 值 作ぶ しむ 义夕 列への ポインタを ぶします。 
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ま # include < basicO . h > 


vo!a b ex け ival ) ; 
intval ; /* お 了コー ド*/ 

« m I すべての 巧 巧を プ〇 セスが 超勤し むと きのが おに 戾 して、 がプ曰 セスに 戾ウま 

す。 

オープンされ ている ファイルは すべて クロー ザされ ます。 
val のを 化は、 か 丫コー ドと して 親 プロセス じ わたされます。 

本 巧を をが W する 巧 合は、 この 閒 をが 呼び 化される 前 じ b _ m れ悄 をが 呼び 化さ 
れ ていなければ いけません。 

ち り 值] 唉ウ诚 はあり ません。 
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第 4 章 り フ アレンス 



た lose 



# induce < basic - n > 


レぺ j レ 3 


int b _ た lose けが； 

int か： /* 荡お ファイルの ファイル ホ 等*/ 


« 化か で おお した ファイルを クロー ズ します。 


兵り 巧1 ぶが じ クロー ザした 巧 合は 0 を 返します。 

オープン していむ い ファイルを クロー ダし ようとした ときは、 一2 を 返 します， 
をの 化の エラーのと きじは、 一 1 をぶ し i す。 
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「 b.fcloseall 


レベル 3 



# include か asic * h > 


int b fclosealH ) ; 



bjopen 巧を で 才ー プンさ れたフ アイ ルを すべて ク a — ズ します。 
クローズした ファイル をを ぶし i ず， 
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第 4 章 リファレンス 



feof 


ま # include < basic > h > 


レべ j レ 3 


int か）； 

int fp ; /* な 与 ファイルの ファイル ホ 巧*/ 


巧 _ ^ かで 巧ぶ した ファイルが エンド オブ ファイル （ E 0 の じ 速した かを かを 渊べま 

す。 


ち り t 値 I エンド オブ ファイル でない 媒 合は 0 をぶ します。 

才 ープン していない ファイルを 巧を したと きは、 一2 をぶ します。 
エン ドオブ ファイルの 巧 かは、 卜 •が U 外の 化を ぶします。 
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お etc 


ま 


# include < basic > h > 


レぺ j レ 3 


int b_fgetc けが； 

intfp ; /* なち ファイルの ファイル ホ 号 ♦/ 


植 化 か で 指を した ファイルから 1 义ず說 み 込みます。 


ちり 値 I 正# じ 蘇み 込んだ 巧な、 その コードを ぶします。 

オープンし ていない ファイルを 指ました と きは、一 2 を 返します。 
その他の エラーのと きじは、 一 1 を おします。 
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第 4 章 リファレンス 


b ■ か print, b-il が int, b_sl が mt, 

b-t か mt レベル 3 

書 式 I # inclu か かが ic：0* h> 


void b flpnnt(dval) : 
vend bjlprint り val) ; 
void b slprint (かけ； 
void b-tlprint(tabs) ; 

double dval ; 
int ival ; 
char ♦ str : 
int tabs ; 

樓 化] BASIC から C じ 巧みした ときに LPRINT 义 は、 し PRINT の 引を によつ でかの 

それぞれの 脚を に «供1 され i す A 


引 巧の 巧 

扣巧 

1 

1 

double 

b_ むがが （巧 •か 小を ホを） 

int 

bjlprint ぶが 

char ♦ 

b slpri が （义夕 列） 


また、 BASIC の TAB 巧 をを をんだ LPRINT 义 は、 bjlprint じ «阱) されます. 
は bs は タブ スキ ッ プ のをで ず。 

それぞれの 引を を プリ ンタじ 化 力 します. 


巧 リ值 おり 化は みり まサん A 
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: include <basic. h> 


int b (open (name, mode) ; 

char * name : /♦ ファイル お 化 W 巧 巧への ポインタ */ 
char * mo か ； /♦ アクセス モード*/ 


« 化 J name が衔す ファイルを オープンし i す。 

アクセス モードは、 かの ぶウ です。 




ルが みを おします。 

のと き はれのを を おしま 



つ f write も b た lose, b fread 














ち 4 章 リファレンス 


厂 b— fprmt 


ま 


奋 include なが icO * h > 


レべ j レ 3 


void b ipnnt け）； 
double f ; 


療 化 I 巧 •か 小を 点を 化 f を テキスト 胸が に浆水 しまず。 

なわ、 巧を ぶ 巧が Dj 化な を侦 には 小な ホは つき ません。 


S りぶ W ウ 値は あ 0 ません。 
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-b— fputc 


レベル 3 


書 ま# include < basic •い 


mt b fputc ( ch , fp ) ; 

charch : /♦ 化ん する 义 字*/ 

int fp ; /♦ 巧ち ファイルの ファイル ホ 号*/ 



化 


巧 

り 傕 


义字 ch を、 かで 巧を しむ ファイル じきき 化します。 


巧き 化した 文字コードを おし よす。 

才 ープン していない ファイル を 情を したと きは、 一2 を おします。 
をの 化の エラーのと きじは、 一1 を おします。 
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第 4 章 リファレンス 


「 b-frea 。 


ま 


# include < basic - h > 


レべ J レ 3 


mt biread ( buff , bsize , count , か）； 
void * buff : / * 統み么 み 巧が への ポインタ*/ 
が b _ おが：/* 筑み么 む 巧呂の サイ ザ东 / 
nt count » /* 統み 込む 巧 目 ft 幸/ 
nt か；/ ♦ 巧 当 ファイルの ファイル ホ 皆*/ 


な 化 J かで 指ぶ した ファイルから、 b^sizex count バイ ト 巧 分統み 込み、 bu がが おす バ 

ッ ファへ 倚納 します。 


戾 りな J ぶ 巧に 統み这 んだ巧 « をを おします。 

才 ープン していない ファイルを おら うとした ときは、 一2 を おします 
その他の エラーのと きじは、 一1 を 送し ます。 


参 巧 曲 ft b fopen , b fciose , b fwite 
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レベル 3 

書 ま I # include く ba お c . い 


int b た eads ( bu が， size , fo ) : 

char * bu け；/* なみ 达み巧 巧への ポインタ*/ 
int おが；/* 統み 込みが 议の バイ ト投 */ 
int か；/* がち ファイルの ファイル ホ 号*/ 


樣 _ 能 J ファイルから 1 りかの デー タを バッファ buff じ 蘇み 么 みます。 

バッファ がい ク ばいになる々 •、 EOF 、 ながを みつける と、 ぶみ とみを が f しま 
す。 

戻り 化 I ぶ 除に ぶみ 込んだ 义夕 なを おします。 

才 ープン していない ファイルを 說も うとした と きは、一 2 をぶ します。 

その他の エラーのと きじは、 一 1 を 返します。 


巧怕 R b fwrites . b fopen， b た lose 


-b ■か eads 
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第 4 章 リファレンス 



free 


書 


ま 


# include <basicO. h> 


レべ J レ 3 


int b tree ( ) ; 



スタック 領域の 巧り バイ ト 致を 巧べ ます 0 
スタ ッ クが读 の 巧り バイト をを お します。 
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レベル 3 


書 ま# include く basic •い 


mt b fseek ( fp , ofs , md ) : 

nt か；/* ファイル ポインタを 巧が する ファイルの ファイル をち*/ 

nt ofs ; / * オフセット/* 

nt md ; /* ファイル ポインタの 起, 巧 半/ 


« 能 J かで 巧を しむ ファイルの ファイル ポインタを、 md を お 点と して 0 お バイトを 

分 おか します。 

md は、 みのを 味を らちます。 

0 : たがを おぷ とする 
1 : かが •化 おを 起点と する 
2 : 化 後を お 点と する 


ち り 値 I 化が からの オフセット 化を ぶします。 

オーブンし ていない ファイルを 巧を したと さは、 一2 を 返します。 
をの 化の エラーのと きじは、 一1 を おします。 


b.fseek 
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第 4 章 リファレンス 



口 国1 

rw 

r" 

[ち レベル 3 


ま 


# include < basic . h > 


int b fwrite ( bu む， siz も count , ip ) ; 

void 幸 buff ; /* 巧き 化し おがへの ポインタ*/ 

int おが • /* 巧き がす 巧 目の ず イダ*/ 

int count ; / * 巧き おす 巧 U も 幸/ 

int か；/* S 当 ファイルの ファイル ホを*/ 


巧 HI bu けが 巧す バッファから、 si が xcount バイ ト を 分、 かで 指ました ファイルへ デ 

ータを 巧き 化します。 

[巧 り 巧] お 巧に 巧き 化した 巧 H をを 送し ます。 

オープンし ていない ファイル じ 巧こうと しむと きは、 一2 を 送し ます。 

をの 化の エラーのと きには、 一1 を 送し ます。 
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b.fwrites 


レベル 3 



# include なぉゎ. h> 


int b _ f \ vrites ( bu 化 fp ) : 

char ♦ buff ; /* 巧き 化し 領 巧への ポインタ*/ 
hit か；/* なち ファイルの ファイル ホ 号*/ 


« 化 ゾ 《ツ フア buff じ 入って いる 义 ずがを フ アイ ルに 巧き 化しまず。 


ちり 值 I ぶ 巧に 巧き 达ん だ义夕 巧を おし よす。 

オープンし ていない ファイルに 巧 こ うとした と きは、一 2 を おします。 
をの 化の エラーのと きじは、 一1 を おします。 


# 巧拍巧 b fr の ds, b わ pen, b fwrite 
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第 4¢ リファレンス 


rbg 


fill 


ま 


3 include ( sprite . h > 


レベル 3 


int bg-fill (し pa が， pattern ) ; 

char し page ; / 幸 テキスト ページ ♦ / 

int pattern : / * デ ー ダク タター ン * / 


樣 お I し pa がで 巧ぶ した バックグラウンド テキスト ペー シ を、 pattern でが ぶした デー 

夕で 巧! めつ く し 主す。 

し page には テキスト ページを 巧を します （0 — 1)。 

P が tern じ 巧ぶ する のがは ホの ぶり です。 


ビット 31 — 化； 巧に 0 
ビ ット 15 : 巧 か b (わ 

ビット 14 : ホ f ; 乂わ 

ビット じ 一 13 : 巧 じ 0 

ピット 11 一 8 : パレット ブロック 

ビット 7 — 0 : PCG バター ン 3 -ド 


巧り 值 W ドに づ ミす お f コードを おします。 


0 = iK 巧が で 

— 1 = I 叫が モー ドエラ ー （ I 叫が サイズが 7 が X 5 じのと きな ど) 
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bg 

flAt 


圓 yCl レベル 3 


書 

ま# include < sprit も h > 


long bg get くし page ， xpos ， ypos ) ; 
ch が し pa が；/* テキスト ぺージ * / 
char xpos : / * X 座 巧 幸/ 
char ypos ; / * Y 巧 巧*/ 


な _ 化 J バックグラウンド テキストを 說み 化します。 

しがが には テキスト ぺージ を 指を します （0 〜 り。 

xpos には X がげ、 ypos じは Y 座 •巧を おを します （いずれも 〇〜 が》。 


戾 り JiJ バックグラウンド テキストの コー ドを 返します。 

ぶされ るの がは みのぶ ゥ です。 

ビット 31 — 16 ; 巧に 0 
ビット 15 : をが だ わ 

ビット 14 : 水平な お 

ビット 12 一 13 : 巧 じ 0 

ビットり〜 8 こ バレット ブロック 
ビット 7 〜〇 : PCG パターン コード 

ただし、 一 1 が 返された みなは 瞒面 モード エラーです。 
け 巧が サイ ダが 768 X 引 2 のと きな ど） 


参 巧扣数 bg put 
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巧 4 章 リファレンス 


bg,put- 

霎 ま お include 〈 sprite . h> 


レベル 3 


mt bg put(t page ， xpos ， ypos. pattern ) こ 
char し pa が；/ 幸 テキスト ぺージ * / 
かが xpos i / * X が 巧 */ 
char ypos ; / * Y がな */ 
mt pattern : / * デー タパ ターン ♦ / 


お _ お I バックグラウンド テキスト じ 巧き 込みます。 

し page じ テキスト ペー シを 巧ぶ します の〜 I し 

xpos には X がが、 ypos には Y 伴; 巧を 巧を します （いずれら 〇〜 が)。 

pattern は データ パターン を 巧ぶ します。 

pat 化の じ 巧ぶ する がは 次の 姐 0 です。 


ビット 31 — 16 : 巧に 0 
ビ ット 15 : おか; 乂わ 

ビット U : ホ f •反 お 
ビット 巧〜 じ： 巧; じ 0 
ビッ ト 11>8 : パレット ブロック 

ビット 7 — 0 : PCG パ ターン 3— ド 


ちり 値 U ドに 小す が f コードを おし i す。 


0 = む 巧が f 

-1 = I 邮が モード エラー （ I ■巧が サイズが 7 が X 5 じのと きな ど) 


參巧 M K bg get 
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rbg 


scroll 


レぺ J レ 3 


ま 


# include 〈 sprite , h 〉 


int bg が rolKbg no, X , y) : 

char bgjio ; / ♦ バッ クグラ ウン ド ホ 号 * / 

int X ; / * ス クロ ール X が 巧 幸 / 

int y ： /* スク o— ル Y 巧 C 巧 */ 


接 お) bg _ no で 巧を する バックグラウンド く 0 — 1) じ、 X ， y で おす スク D — ル 座 様を 

錠を します。 


巧り 値 la ドに 示す か 了 コードを おします。 


0 = 正 ホが f 

— 1 = 曲が モー ドエラー （ 1 面 I か • サイダが 7 が X5 じのと きな ど ) 
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ま 4 章 リ ファ 




# include <sprite. h> 


mt bp set(bg n か t pa が， oisp) ; 

char bgno ; /* バックグラウンド ホ 号 */ 

お t し page ; / ♦ テキスト ぺージ * / 

int disp ; / * をぶ モード */ 


レベル 


m _ 巧 J パ、 ック グラウンド テキストの なをを 巧 います。 

bg_no じは バックグラウンド ホ 巧を 巧を します （0 — 1)。 

しがが じは テキスト ページを 巧ぶ します （0 〜 り， 

が sp じは るぶ モー ドを 巧ぶ します。 

1 を 巧ぶ したよ# なじは ぶ 水を けい、 0 をが をした 巧な じは ぶ ホは けいません。 


ちり 値 I U ド じがく す 終 f コードを おし よす。 


0 = ぶ 巧 巧 f 

— 1 = 脚が モード エラー く 脚 ® サイズが 7 が X512 のとき など ) 
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rbg 


stat 


巧 


# include く sprite . h > 


レべ j レ 3 


int bg _ が at 化 g _ no , がし mode ) : 

char bg no ; /* バックグラウンド ホを 幸/ 

char sel mode ; / ♦ モード * / 


« 巧 I 巧ぶ した バックグラウンド のが 巧を 巧べ ます。 

bg _ no じは バックグラウンド ホを を 撥ぶ します の〜 1)。 
が 1 mode じは 满 ベたい 內 巧を 指を します。 


0 : X が 巧 
1 : Y が 巧 

2 : テキス ト ページ （0 〜 1) 

3 : ぶぶ 状態 （0 =ぶ ぶして いない、 1= お示して いる) 


戾 りな」 がし mode になわせて、 をれ ぞの 化を おします。 

ただし、 一 1 がぶ された 巧な は 曲 か モード エラーです。 
(脚が ホイ ザが 巧 8 x 512 のと きな ど） 
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第 4 章 リファレンス 



# include く ba か c. h> 


char *b hexJi け， n ) ; 

char *5; /* 义字列 化 巧が 域への ポインタ*/ 
i が n ; / * な 化*/ 

を 化 n を 16 おを ぶ おの 文字列に 巧 おし、 S が おすが がへ お供し よす。 
S が 巧す がが は、 姑 化 10 バイ トに I 卜 .なければ なりません。 

ちり fill 巧 おが 裝の 文字列への ポインタを ぶします。 
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「 b」nit 


ま 


# include なが icO . わ 


レベル 3 


void b mit ( ) ; 


さお I BASIC から C へ变 みした ときに BASIC と 問 じが おでが がする ための ネリ 巧 化を 

巧い ます。 

かが 化の 的を はかの 巧り です。 

参 f 乂么の 脚が モー ドの ぶ 避 
♦フアン クシ ヨン キーの 内容の お 避 
♦ BASIC Hj フアン クシ ヨン キーの a ；2 
♦ア ボー ト巧 巧の 巧な 
♦化 ft のれが 化 
•力ー ソルの 非ぶ が 


ちり 值 わ J り ィが は々 ウ ません。 
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ま # include < ba お cO . h > 


char 本 b inkeyO ( s ) ; 

char 幸 s ; /♦ キー コード 恪巧镇 [域への ポインタ 幸/ 

概 化 I キー入力 待ちを 巧わずに キー入力を れい、 入力した 义 字を S が 指す がが にお 納し 

ます。 

人力した义芋にはザががが如され^ すので、 S が 巧す® がは 2 バイ ト •.么 をで 


巧り 値 入 如した 文 半への ポインタを ぶし ます。 
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ま # include < b が icO . h > 


char 本 b inkeyb ( s ) : 

char * s ; /♦ キー コード 格が 巧读 への ポインタ 幸/ 

キーの 入力を 待って キー入力を 巧い、 入力した 义 宇を S が 指す 頰键じ 倍が しま 
す。 

人力した 文字には ザが がが々 U されます ので、 S が衔す 巧读は 2 バイ トじ I 卜 •必 愛で 
す。 

戾リ化 I 入力した 义 芋への ポインタを 迟し よす。 
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巧 4 摩 リファレンス 


「 b— input 


ま 


# include か asicO . h > 


レベル 3 


void b input ( prmpt ， [ type , varadr ] • • ••-!); 
char * prm が；/* プロンプト 义ネ 列への ポインタ*/ 
int type : / % 《お 巧ぶ*/ 
void *vara か：/* 济み么 み® 媒の アドレス*/ 


« 化 J prm がが おす プロンプト 义ネ 列を ぶ 示して 入力を 巧ち、 けがに 従ってが 橫し 

va なか から 执 まる がが じ 化を 格納 します。 

义夕 列の 巧な は、 れ pe です くす おさ 一 1 までが が 巧な 入 如と なり ます。 

人み する 《をが 巧を 视の墙 なじは 入 为巧じ "，••で 【乂 切ゥ ます。 

人み デー タ 中に "，"や""" を 化う ことは でき ません。 

け がには、 次 •の攸 を 巧ぶ します。 


-1 : がりを ぶします 《 vara かは 巧を しません） 

1 一 257 : 义ぶ 列の おさ （文字列の おおの ¥0 をを レ おさ) 
0 x 201 义ザ巧 （unsigned char ) 

0 x 204 : 巧 ft 巧 りが） 

0 x 208 : 巧 か 小を 点な ( double ) 


けがと vara か の 巧は、 に I ドの よう にが 化して いなければ なり ま せん。 


け pe 

V が a か の 巧 

卜 257 

unsigned char 幸 

0 x 201 

unsigned char 車 

0 x 204 

int ♦ 

0 x 208 

double ♦ 


戾り值 W ウ化 はありません。 
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レベル 3 


# include < basicO . h > 


int b_int け）； 

double f ; /♦ 巧 巧され る 巧が) 小を 点を*/ 


な お 巧が 小を ホを を 巧 お 巧 じ 交' 巧 します。 


ちりぶ がかした ながを おします。 
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ち 4 章 り フ アレンス 


「 b_ の rint 


f 害^ # include <6がた0.ぃ 


レぺ J レ 3 


void b ipnnt ( val ) ; 
int val : /* が も i 伍*/ 


« 能 I BASIC から C にがが しむと きじ PRINT 义 のかを が おを のとき、 bjprint に 煤 

峭 されます。 

おを を 脚 曲に 化み します。 


ちり 値 W り 化はありません。 
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レベル 3 


b」toa 


9 ま# include < b が ic . fi > 


char 幸 b itoa ( str ， val ) : 

か ar * が r ; /* 义夕列 巧 納が试 への ポインタ*/ 
int val ; / 半 をを 化*/ 


植 __ H り BASIC から C に 巧 おした ときに rrOA 閒 をは、 b_itoa じ锭说 されます。 

をが val を义羊 列に 巧 おし、 S じが 巧す がが へ 悅納し ます。 

S むが 巧す が《 じは、 もを 但 : 13 バイ ト U 上の 巧が が么 愛です， 


戾リ値 《おが 巢の义 ザ 列への ポインタを ぶし i す A 
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第 4 章 リファレンス 



書 ま# include < stdlib •い 


mt bldmem ( n ) ; / * メモリ ブロック の 巧 化 * / 
intn こ/* 巧 f 裝 する 領域の サイダ （キロバイトが 化） 朱/ 


int allmem ( ) ; /♦ 巧 Hj 可能な を メモリが 媒の巧 化*/ 


« お I メモリ が 巧の 巧 化を 巧ぃ ます。 

bldmem は、 メモリ ブロ ックを キロバイト ザ 化で 巧が します。 
n じ 0 を 巧を すると、 健 用 巧 能な を メモリ 領 がを 巧が し よす。 
allmem は、 化 巧 い)* 能な を メモリが がの 巧 化を 巧 ぃます。 

これらの 阳 をに よってが 化した 巧 « は、 g が mem 閱 をな どを 用いて 荆ウ之 
闲 する ことができます。 



巧 巧 •がぶ 巧 じが f しむ 端な には 0 を 返し、 が媒が 巧げ できむ L 



else ( 


printf 
breaK ; 






b 国 lefts 


ま 


# include <basic> h> 


レベル 3 


char *b_le れ S (も s し i) ; 

か ar *s; /♦ お 裝义夕 列 倫が 領 W への ポインタ*/ 
かが *sl; /* 交 ザ 列*/ 
int i ; /♦ 义 をを ♦/ 


概 能 I 义丫則 si のな 巧から i 义夕 分と ゥ化 し、 S が おすが 巧へ 巧が} します。 

S がが すが 健は、 妃化 256 バイ ト じ1卜. なけれ ぶな りません。 

まむ、 si が 巧ず 义ネ 列の おさは、 255 に1 下で なければ なりません。 


ちり 化と ウ 化しむ 义 タタ js への ポイ ンタを おします。 
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第 4 章 リファレンス 


111 ■ド Ml 


レベル 3 



# include < basicO . h > 


void b ImpuUs , size ) ; 

かが * s ; /* 人 义夕 列の 巧 納镇读 への ポインタ*/ 
im おが i /* 人別す るが がの バイトを*/ 


樣 _ お) キ ーボー ドからの 入 知を、 も i 人 size — 1 义 ぶを、 S が 指す がが にがが します。 

si がには、 义ぶ 列の お 0 をが す 寺が を 巧め むが 议の バイ ト をを 術ぶ しまず。 
义字 列の おおじは ’ み)’ が f ホ 加され ます。 

したが 〇 て、 S がが すが 域には 指んで si が一 1 の 义夕が 人 わされます。 

ただし、 2 りじ わたっての 入 刀は できません。 


ちり 值 W •り ではありません。 
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b.midS 


レベル 3 


書 ま # include 〈 basic . h > 


char *b midS (も si ， bgn , count ) ; 

char ♦$; /* おお 义字列 格が} 領绒 への ポインタ*/ 

か が * sl ; /* 义字 列*/ 

intbgn ; /♦ IW 始化 空*/ 

int count ; /♦ 义ぞ を*/ 


植 お I 义字列 si の bgn 义夕 U から coimt 义ぞ だけを とり 化し、 s が おすが 巧へ が納し 

ます。 

S が 巧 卞が媒 は、 お 化 256 バイ ト U . h なければ なり ません。 

まむ、 si が 巧す 义夕 列の おさは、 255 でなければ なりません。 


ちり 巧 とり 化し た 义夕列 S への ポインタを おし i す。 
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第 4 章 リ フ アレンス 



mirrors 


レベル 3 



# include < basic . h > 


char ♦b imrrorS (も si ) ; 

かが * s ; /* おお 义ザ 列な 納镇 巧への ポインタ*/ 
char * sl ; /* 义ネ 列*/ 


植 _巧1 义ぶ列 si の 並びを 前後ぶ にして、 S が 橋す 領域へ が 供し ます。 

S るす 巧す 領域は、 姑 低な 6 W 上 バイ ト なければ なりません。 

まむ、 si が おす 义字 列の おさは、 255 に I’ ドで なけれ ぶな り ま 甘ん。 


巧り 化 化び かえた 义夕列 S への ポインタを おします。 
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レベル 3 


b—octS 


書 ま# include <b が ic . h > 


char *b octS ( s , n ) ; 

char * s ; /* 义芋列 かが お 域への ポインタ*/ 
int n ; /* を 値*/ 


夕お i な 化 n を 8 進を ぶ規の 文字列に 隻 '巧し 、 S が おす 領域へ 巧 的し ます。 

S がが すが 巧は 指 化 13 バイ ト 七なければ なウ ません A 


巧り 化 巧 おが 巧の 义夕 列への ポイ ンタ をぶ します。 
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第 4 そ り フ アレンス 


レベル 3 


9 え# inclu か < が aoh. h> 


void box (x し y し x2, y2, p, Is) ; 
int xl; /♦ 始点 X 悚巧 */ 
int yl ; / * 始点 Y 叱な ♦ / 
int x2 ; / * おぶ X が 巧 */ 
int が ；/* おお Y が 巧 ；*/ 

int p ; / * パ レツ トコ — ド * / 

int Is ; /* ライン スタイル * / 


box 


[m 能 i グラフィック 忡 ‘1 がに おぶ おを 搞脚 します。 

XI じは 姑ぶ X が 巧を 巧ぶ します （一 32768 〜 32767)。 
yl じは おお Y が 巧を 巧ぶ します （一327 が一 3276 の。 
x 2 じは がぶ X 睐; 巧を おぶ し i す （一 327 が一 3276 の。 
y 2 にはが 点 Y が標 をが ぶし it (—お 7 が一 3276 の。 
P には パレット コードを 巧ぶ します （0 — が お 5)。 

I が I がそー ド じより 化 人 イれ がが なります。 

Is には ライン スタイルを おぶ します の-巧 535 )a 


戻り 巧 W り侦 はありません。 
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# include 
# include 
♦include 


<ba8 





X し 


pc; 

Is ； 


い nit( ) ; 
dcreen< 2 , 0 
vpage( 1 ) ; 
for U s 0; 

Xl s 
7l s 
x2 s 
y2 s 
pc s 
Is 5 



い xit(0); 




第 4 章 リファレンス 


K r\j 


r 口一 pi 

レベル 3 


書 ま# include <b が icO •い 


double b_pi (む； 
double f ; / * 倍率*/ 


機 お ド J 询 率 巧を f 怡し む 化を 求めまず。 


戾リ « fx なの 備を 返します。 


夕巧拍 巧 pi 
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rights 


書 


ま 


# include < basic ， h > 


レベル 3 


char * b _ rightS (も sl ， i ) ; 

char *3; ，'* 結 来 义ぶ列 お 斯が读 への ポインタ*/ 
char * s し/* 义ぶ列 */ 
int i ; / * 义义 を*/ 


機 能 I 义ぶ列 si のん 巧から i 义夕 分と りかし、 S が 巧す が 域へ お納 します。 

S がが す領 がは、 ム i 化 256 バイ ト Wh なければ な 0 ま 甘ん。 

また、 si が おす 义ぶ 列の おさは、 255 以ド でな けれぶな りません。 

巧り 化！ と ウ化 した 义 7: 刈 S への ポイ ンタを おします。 
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第 4 章 リ フ アレンス 


レベル 2 


書 ま# include 〈 stdlib •い 


void *bsearch(key ， base, num ， wid 化 . compare) : 

void * key : / * サーチす る デー タを 巧す ポインタ */ 

void * base ; / * が 列を がす ポ インタ * / 

ske_t num» width ; / * が 列 巧ぶ のを、 が列變 ぶの サイ グ */ 

int { * compare) ( ) ; / * compare ルー ナンを がす ポインタ */ 


樓 能] ろを: ぶが width バイトで、 楚 ぶを が num 制の が 列を バイナリ サーチし ます。 

base はが 列を 巧す ポ イン タで レが は サーチす る 化への ポイ ンタ です。 

なわ、 このが 則は あらかじめ W •がに ソー ト されて いなければ なり ま サん。 
com が re は、 サー チす る W とが 列のを ぶを 比 おし、 をの 人 小 脚 がをおす ューザ 
一 か) りぶ する ルーチンを がす ポ イン タで卞 A 

bsearch は、 サー チの 過 おで、 么髮に 化 じて compare が お寸閲 をを げび 化し ま 
す。 

compare は 2 つの 則 もを 夕け とり、 1 ホ U のが もは サーチす る f ぶへの ポイ ンタ、 

2 ホ 1! の 引を は fti ! 別の •裝 ぶへの ポイ ン タが雜 をれ るので、 をの 2 つを 比の して、 
みの W のうちい ずれ かを ぶす 悄を でむけれ ばな り i 甘ん。 



方 • 鎌 • 

$ 

com が re の R り 値 

巧 を 

f — — • 

ft 

麵 

サーチす る 化が 紫ぶ より も 小さい 

0 

サーチす る侦 とを おは 巧し い 

ぶ 

十ー チす る 化が 巧朵 より も 火き い 


M り 化 J 把れ に 化つ かった お 列を: 某への ポインタを 返します。 

乂 つからなかった 場な は NULL を 送し ます。 


參巧 聞 巧 qsort 
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♦include 
# include 
♦include 


く 8tdio,h> 
<8 tdlib, h> 
<8tring «h> 


#def ine MAX 12 


typedef struct 
char 
char 
char 

) ELM; 


♦key; 
tnamel ; 
tn^meZ ; 


/* This table must be sorted by alphabetical 
static ELM t 狐 ble(MAX] s ( 


A が"， 

"Aquarius' 

•， "水 R" し 

Ari", 

"Aries", • 

> 巧 羊 " し 

Cap% 

"Capr icorr 

UJ *"， "山单 

な C，， , 

• Cancer 

"IT し 

Gem% 

"Oenini% 

••巧 子 ••し 

Leo", 

"Leo '， "it 子， • 

Lib", 

"Libra け • • 

•天 ff ••)， 

Psc", 

，， Pi8 が • り • 

••魚， 

む 0，， , 

"Scorpiud' 

U り） 

■ ) , 

s か ", 

Sagittarius 手 "}, 

Tau" , 

， • な uru*'>, 

"巧 牛 >>1 , 

Vir% 

"Vi け 0", • 

1 こ 女"》 



tnaini int ftrgc , char targv( ] ) 

I 

int coflipAr 々 < chair s<, ELM * ) ; 

char *k 巧； 

ELM «p ； 

if (arse < 2) 

exit …； 
key s artfv[ 1 ] ; 

if i (p s (ELM * )b» 夕 Arch(4key , (char 
MAX I sizeof (ELM) , coapare ) ) 
printer ， 打 ot foundVn"); 

else 

printf ( "Xs : X8¥n バ , p->naaiel , 


int 



compare (char * 本 k«y , ELM *elB) 
return (strempt *key , eln— >key ) ) ミ 


拿 け か le , 
ss NULL) 

p— >nAD«2 ) ; 



ま 4 章 リファレンス 



setdate 


レべ J レ 3 


ま 


# include な asicO . h > 


void b setdate ( s ) ; 

か ar ♦§; /♦ 円が をを 卞义ネ 列への ポインタ 幸/ 


機 

化 

システム クロックの H がを なをし まず。 

S が おす 义夕 がは "が/ 09/30— のよう なお 式で 指を してく ださい。 

巧 

り 化 

おり 化は ホウ ま 甘ん。 
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settime 


レべ J レ 3 


« 


ま 


# include <basicO. h> 


void b settime (s) ; 

char *s; /♦ が 刻を をす 义字 列への ポインタ */ 


お ち 良 J システム クロ ッ ク のがが を設 をし ます。 

S が おす 义み 列は —21: が： 30" のよう ながぶ でが おしてく ださい。 


房り 化 W ウ化 はみ 0 ません。 
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ま 4 章 リファレンス 



b 国 S 


1 

ド d レ CO レベル 3 


書 ま# inclu か <basicO. h> 


cnar 来 b spaceS ( s ， n ) ; 

ホが * s ; /♦ かぶした 义ず 列を 份 かする 煩がへの ポインタ 幸/ 
im n ; /* 义ネ 巧*/ 


樣 巧] S の 衛す領 が じ、 n 义夕の 巧 ft 义字 からなる 义夕 列を 作 ホし ます。 

n じ 256 に II ••の 値を おを すると、 n は 0 とみな されます。 
n じ 0 を おぶ すると、 おさが 0 の 义半列 （を 文字列） を か 化します。 
S がが すが 巧は、 化 化な 6 バイ ト に1 上なければ なりません。 

ちり 値 1 かぶした 文字列 S への ポインタを おします。 
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レベル 



H さ _ # include 〈 b が icO •い 


V か d b sprint ( s ) ; 

char * s ; /* を 示义夕 列への ポインタ*/ 
s が 指す 文ぶ 則 を テキスト 脚が にぶ 巧 します。 
ち り ぶ] 戾ウ 化は ホウません。 
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第 4 章 リファレンス 


「 b— stradd 


レベル 3 



# indude なお icO . h > 


ch が* b stradd (も si ， s 2 ， • • • • ， 一り^ 

char * s ; /♦ 连 おした 义ぞ 列を がが する が 巧への ポインタ*/ 

char * sl ; /* 义夕 列への ポインタ ♦/ 

char * ジ； /♦ 义夕 列への ポインタ*/ 


夕 お I なをの 义ず 列を ぷ おした 义字 列を かります。 

速 結した 义字 列の おさが 255 义夕 U 上 じむる 媒 合は、 255 义 ずまで 述 おし、 をれ 
じ L 巧の 义 ザは 连 結され ま サん。 

S が 巧す が 巧は、 始化 2 が バイ ト じ1 上なければ なりません。 

引き をの おみ じは、 こ れ U 卜 •连 おする 父ず 列がない こ とを ぶす 一 1 をが 去し ま 


ちり 値 ぶ おした 义夕 列への ポイ ンタを おします。 
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b—strchr ， b 圓 strrchr ， 

b— がけ ok レベル 3 

害 ま I # include 〈 basic . h > 


int b _ s け chr (が r ， ch) ; 
int b がび chr (な r , ch) ; 
char ♦bstrtok(sU"U^r2); 


char ♦が r ， * str し ♦が。; 
char ch ; 


樣 _ 巧 I b _ が rchr は、 sir の 中の 化れ じみつ かづむ ch の 位 おを ホめ ます。 

b _ s じ rchr は、 S け の 中の 姑 巧 じみつ かった ch のな おを ボ めます。 

b _ strtok は埃染 义字裝 をが r 2 じを まれる 义义 のい ずれ か 1 つの 文'} •: をが rl から 

探し、 みつかった 化 おまでの 义夕 州を ぶめ ます。 

b _ s じ tok の 21" 川に I がの けび 化しで、 が rl にお さ 0 の义夕 列を 巧ぶ すると、 前 
(1|| の W きから お朵 します。 

このと き、 橡 朵义夕 化な はが 【"1 とおなる 文ぶ 化合を 巧ぶ しても かまいません。 

BASIC の が rchr ， か rrchr ， がけ ok がを れ ぞれ展 WI された もので、 C の 巧げ; ライブ 
ラリ じある が rchr ， がけ chr ， が rtok と はれ •巧が 髮な ります。 

b _ がけ ok は、 のがの がの なが 域への ポインタを おします ので、 返された ポ イン 
夕が がすが がを 巧き 巧え てはいけ ません。 

また、 が rl じ おさが 0 でない 义夕 列を 巧ぶ 卞 ると、 U が じぶ された 文字列は 失 
われます。 


ミ り I b _ s れ chr ， b _ s け rchr は、 ch の乂 つかった 做 巧を お します。 

乂 つからな いと きは一 1 を おし ± す。 

b _ がけ ok は、 乂 つかった 义夕 刈への ポイ ンタ をぶ します。 

乂 つからな いと きは、 おさが 0 の义ネ 列への ポイ ンタを おします。 
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第 4 章 リファレンス 


b_^rcmp ， b_^ncpy レベル ミ 

書 ま 1 # include かが icO •い 


int b s け cmp ( s じ 1， op , s じ 2) ; 
void b strncDv ( num , stri, str2) ; 


char *§け1, *§れ2; 
int op , num ; 


機 化」 b_strcmp は、 2 つの 文ぶ 列が r しな r2 を 比較し、 巧を されむ 比較を 件が 化り なつ 

かどう か 期べ ます。 

BASIC の义 •>: 列 比 巧 （け aS <— abc — など） が 故 ItH されたら ので、 C の ライブ ラ 
リ に々 る が rcmp と は 化 巧が がな ウ i す。 

< = や < などの 儿み は、 op にわむ されます。 

OP にがぶ でき るを けは に I ドのと わりです。 


，= • (0 x 3 がの 
’ ==， (0 x 3 d 3 d ) 
|<>’ （0 x 3 c 3 e ) 
•> ぐ （0 x 3 が C ) 
•! = ’ （0 が 13 か 
’ >=• (Ox お 3 か 
，二 > • (0 x 3 c 3 e ) 
•く = • (0 x 3 c 3 d ) 
•= ぐ (0 x 3 d 3 c ) 
•< • が X お 20) 
> • の X お 2 の 


夕 しい 
しい 

巧し くない 
巧し くむい 
巧し くない 
人き いか 巧し い 
火き いかを しい 
小さ いか 等しい 
小さ いか 胥 しい 
小さい 
火き い 


b _ s け ncpy は、 コビーす る义 ザを + 1 を num に 巧を して、 义ぞ 列な r 2 を 文字列 
がけ に コビー します。 

か rl が おすが がは、 num でぶ す バイ ト をの 領域が 必爱 です。 

mim には、 义夕 列の 样ゥを ホす’ ¥ が をを めた 义 字な を 巧を する ので、 述 第は 

si が of (が rl ) のように 指* をし ます。 

num に 0 を 指定す ると、 が rl の义ネ 列は 巧 化しません。 

また、 1 を おを すると、 が rl の义夕 列の おさが 0 じなります。 

BASIC の 文ず 判 代入 （が =— abc— など） が お 削され たもので、 C の 巧が ライブ 
ラリに々 る S じ ncpy と は 仕 巧が 異な ります。 
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mp は、 比が の お 巧、 op におを された 架けが おぶ した 媒 合は 0 U ホを お 
: ぶな の媒 合は 0 をぶ します。 



が rncpy は、 おり 化は み々 i せん * 





第 4 g リファレンス 



書 ま# include < basicO •い 


char 幸 b が! •松 (もむ； 

char * s ; /♦ 文字列 俗 Wfft 域への ポインタ*/ 
double f ; /幸 巧 •か 小を 点を 化 ♦/ 


樣 お] 巧 動 小を •な 化 f を义字 列に 巧みし、 S が おすが 巧 にがおし まん 

巧みず るな 化が むのを のとき じは、 なの 符号が つきます。 

S が おず 領 なじは、 挺 巧の バイ ト Wh の 巧 巧が 么 巧です。 


戾リ巧 巧換 しむ 义夕列 S への ポインタを 返し ます。 
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レベル 3 

害 ま I # include く b が icO •い 


char 幸 b な riSis , n ) ; 

か ar /* 义 羊列悅 が} おがへの ポインタ*/ 

int n ; /* 巧を 化*/ 



機 お I 格を 化 n を义夕 列に 巧 巧し、 S が おす 領 巧に 巧納 します。 

夕 がするな 値が なのな のとき じは、 なの 巧 号が つきます。 
S が 巧す が 巧には、 投低 13 バイ ト la . h の 巧が が么 をです。 


ちり 値 义转! し た 义夕列 S への ポ インタを ぶしまず。 
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ま # include 〈 basic. h> 


char *b s な mgS (ん 1 ， が）； 

char *5; /* 义ぞ列 巧が® がへの ポインタ 幸/ 
int i ; /* がべ る义 字を*/ 

char ♦が；/ ♦ な 当义ぞ 佑が 敏 がへの ポインタ 幸/ 

樣 お I 义ネ 列な でが ミした 文 ザ 列の 化が 1 义 すを、 i 义 すか 化べ た义字 列を 作 化し 、 S 

がが すが 读 へな 納し ます。 

BASI じの S け in がが が 閒さ れ たら のです。 

{じ 2 が じ1.1 ••を 巧ぶ すると、 i は 0 とみな るれ ます。 
i じ 0 をが ぶす ると、 おさが 0 の 义ぶ列 （巧义 ぶが） を 作ぶ します。 

S かがす 頌 がは 少なく とら 2 が バイ ト なければ なり ま 甘ん。 

かぶし た 文ぶ 列 S への ポインタを ぶします。 
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「b 圓 times 



# include < b が icO . h > 


レべ J レ 3 


char 幸い imeS ( s ) ; 

か ar *5; /♦ がが 設定 文字列への ポインタ*/ 


機 能 I システム クロック のがが を • U : mm : ss — のがぶ の义 字が じして、 S が おすが 域 

に 格納し ます。 


戾リ化 作ぶ: した 义夕 列への ポインタを ぶしまず。 
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ま 4 章 リ フ アレンス 


rb-tpalet 


ま 


# include <basicO- h> 


レべ J レ 3 


void b tpalet ( pO , p しが， p 3) こ 
i が f >0, pl ， がが；/* パレ ブト 成れ*/ 


» _ 化 J テキストの パレットを をを をし i す。 

pO 〜 p 3 じは パ レツ トコー ド 0 — 3 じがす るれ コードを 指を しまず。 


ちり 巧 がり 化は あり ません* 
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「 b_tprint 


ま 


i include 〈 b が icO . h > 


レぺ J レ 3 


void い print ( n ) ; 

int n ; /* タブ スキップな ♦/ 


機 _ を J 々ー ソルの がの 化 巧が n よウ 小を ければ カーソル 位; K が n じなる まで スペース 

をを ぶします。 

n よ り 大きい か 巧し ければ 何もり いません。 


ちり 巧 W りが: はありません。 
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巧 4 章 リファレンス 



double cabs < 之）： 
struct complex *2 ; 



巧ぶ をの 給が 化を 求めます。 

Z は、 がぶな をが 納 して ホる com がが 巧 供 造 件への ポイ ンタを 指を します。 


struct complex { 

double X, y ; 



また、 cabs は ドの ぶと I け 1 じが 朱を みえまず。 


sqrt (2— >x* Z— >x + z — > y * z — > y ) 
* リ 化 I なぶを の 化が 値を ぶし ミす。 

夕 巧扣な abs > f かも la お 
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レベル 2 


calloc 


書 ま # include <stdlib •い 


void 本 calloc (n, size) ; 

お ze— tn; /♦ fld 例 要 おの おを ♦/ 

おが t size ; / * か 列を 索の サイダ ♦/ 


樣 巧| をを 浆の 大きさが おが バイトで、 變裝 をが n がの が 列の ための 領 巧を 削り つけ 

ます。 

館 化された が 列は 〇でネ 刀が 化されます。 


ちり 巧 I 削りつ けたが がを 指ず ポインタを おし よす。 

がが が 巧 がで きな か 〇 む とき じは、 NULL を おします。 


お 巧怕 ft free, malloc, realloc 
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第 4 章 リファレンス 



1 

〇 口 I 

■ レベル 2 


• ま # include < m が h . h > 


double ceiUx ) ; 
double X ; 


な お X よウ 小さく ない 姑 小のを なを 求めます。 


* リ值 か uble と しての 巧を をぶ します。 


参巧抽 » む oor > mo が 
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レベル 2 


書 ま # include < conio . h > 


char ♦ cgets ( str ) ; 

char ♦が r ; /* 义ザ列 格納が 巧への ポインタ */ 


m 化) コンソールから 文夕 列を 說み这 み、 をの おさと 义夕 がを をが 列 S れじ巧 おしま 

す。 

S けが 巧す が 读 は、 筑み 込まれる 义ネ 列の 姑大 を 牛 3 バイ ト なければ なりません。 

str 饥 ： 統み 込まれる 义夕 列の 姑乂お 
str [1] : ぶみ 么 まれむ 义夕 列の 义 巧の おさ 
str に〕 ： が納 した 义夕 列の/光 巧 化 巧 



CJ? が S は、 お 'W なれを ぶみ 么レ かおぶ されむ 义字 もが r 〔 0] じ 速す るまで コン ソ 
ー ルから 入 如され る义 字を 巧み おけ、 str じ] から 肋に 悅 がします。 

化， W なけを ぶみ と レと、 それを ヌル 义ぶ （’ ¥ が） じ; おさが えてが 供し ます。 

がみ 么 みが お f すると、 S じ [11 じぶ 巧の 义夕 がの おさを 悅納 します。 



1 ち り 化 

• 

1 一 


1 

# 巧阳巧 


がみ とんだ 文夕 列への ポイ ンタを おし i す A 


なが も g が S 


げび 化しの 削に が r [0] じ統み 込まれる 义宇 列の お 火 おを 化 入して わかな けれ 
ばな りません。 
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第 4 章 リファレンス 


レベル 2 


書 ま# include 〈 direct •わ 


int chdir ( pathname ) ; 

ch が * pathname ; /* 《が ホ デイ レクト リ 名への ポイ ンタ */ 


機 _11り 々レント ディレクトリを が thname によって 指を しむ ディ レクト リじ 《がし i 

す。 

が thname が ホす デイ レクト リ はがな の もので なければ な り ま 甘ん。 



ち り 化| 正 巧 か f ならばぶ のをの も） を おします。 

エラー ならぶ一 1 を おします， 

また、 エラーが 巧 化しむ 巧 合、 が mo と do が irno じ それぞれ C の エラー ホを と 
OS の エラー ホを を セツ ト します。 


夕 巧 H 巧 mkdir , rmciir 
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レベル 


# include <io. h> 


mt chgfa (pathname, atr) : 

char ♦ pathname : /* 曲 任を 巧 巧す るフ アイ ルの パス 名への ポイ ンタ 
int atr ; / ♦ ファイルの 巧 巧 */ 


pathname で 指を した フ アイ ルの 巧を を、 a けで 指 ■をし た试 なじ 巧 おしま ず 
atr で 巧を でき る 成 巧は ir ドの ぶりです。 

0 が 1 : 統み 込み# 用 一 I 

。 M > • 化な 甘で 0 x 00 — 0 x 07 ま で 巧を 

0 が 2 : 巧 •し ファイル ー 

0が4 : システム ファイル」 一 A 

0が8 : ボリ ューム お 一 I 3 つの 中から 1 つ だけ 指を し、 

0x10 : ディレクトリ ーを らに . UC の 0 x00 — 0x 07 との 

0 x 20 :ぶ巧 ファイル 」 力 日 » したがを 没を します。 


ぶが か 了なら ば 0 をぶ し よす, 
エラーな らば一 1 をぶ し よす。 


#defi 

#defi 


<8tdio,h> 
<io, h> 


RDO 

9x01 

HDN 

0x02 

_SYS 

0X04 

VOL 

0X0 另 

DIR 

0x10 

FIL 

0x29 


/« K み 这み專 用 


f ( 
l8e 


chgfa< "V¥CONFIG*SYS. 
r == 0) 

puts r た々 しました 

I 

putsr ホ 81 しました 


RDO 







巧 4 ち リファレンス 


^1 I 


レベル 2 


書 ま# include < io . h > 


nt ch が t け ile , datetime ) ; 

nt む le ; /* 作ぶ; f けを をを がする ファイルの ファイル ハン ドル ♦/ 
nt dawtime : /幸 ファイル のかぶ 【けを ♦/ 


樣 能 I む le でが ぶしむ ファイル のがぶ H がを、 おお mte で巧定 しむ かぶ: H がに' をが し 

ます。 

d がが ime の フォー マッ ト はじ I ドの 姐々 です。 

ビット 31 — 25 : 1980 半からの かが ザを (0 — 99) 

ビット 24 — 21 : り （1 一 12) 

ビット 20 — 16 ; り U 〜 31) 

ビット 巧 一 II : 巧の 一 23) 

ビット 10 〜 5 : か (0 〜 が） 

ビット 4 一 0 : か/ 2(0 〜 29) 


ちり 值 1 ぶ 巧が ぶら ば 0 をぶ します。 

エラーな らば一 1 を おし i す。 
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# include 
# include 
い nclude 
# include 
♦include 


■ 


da 
f n 


9 


成な 
を tt 


*mp ； 


tp) ; 

t in. year - 80 : 
tD_Don ♦ I ; 
tn nday ; 
tB^hour ; 
tm_nin; 
tm^sec ; 
k < pk time ) ; 

RDWR 
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書 ま# include < b が ic •い 


int child ( pathname ) ; 

ホが ♦が thname ; /* ミ 巧す る ファイルの パス 名への ポ インう 


植 お」 pathname で 指* ぶし た 夕れフ アイ ルを メモリ h に 口ー ドし、 丫 •プロ 

かします。 


ちり 値 J とがが f ならば 丫 •プロセス のが 丫 コードを おし ます。 

エラーなら ばれの 巧を 逆し ます。 









レベル 2 










第 4 章 リファレンス 


レベル 2 


書 ま# include <stat. h> 

# include く io. h> 

int chmod (pathname, pmode) ; 

char ♦ pathname : / ♦ モード を 巧を す るフ アイ ルの パス 名 幸/ 
int pmo か；/* アク七 スモー ド 幸/ 


« _ お) が thname で 指を した ファイルの アクセス モー ドを pmo かで 棺 をした アクセス 

モードに 巧が します， 

pmode は、 stat. h でを をされ ている をを SJWRnPE 、 SJREAD 力 \ またはを 
の 2 つを 論 巧 かし たがを 指を し i す。 

化の 化を 巧を すると、 アクセス モードは 巧 巧し ません。 

引を pmode じ 巧を できる 値と その内' 容を iU ドに 示します。 


-chmod 


pmode の值 1 

巧 を 

S IWRITE 

巧き 込みす 

SJREAD 

巧み 込み ザ 

S* ぶ EAD 1 SJWRITE 

筑み 巧き と らじ呵 


巧き 么み呵 でない ファイルは、 統 みおし み 用 じなり ます。 

Human が k では、 S_I WRITE モー ドと S IREAD | S IWRITE そー ド は 同じ 
です。 


ちり 値 I アク七 スモー ドを 义が ずる ことができむ 媒 合は 0 を おします。 

エラー が 起きた 巧 合は一 1 を 返し、 errno じ エラー を 号が セツ ト されます。 
ENOENT は 巧を しむ ファイルを 堯 なでき なかった こ とを 表して い 主 す。 


夕 巧 柏 巧 access, cr が t, た tat, open ， がが 
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chsize 


レベル 2 


書 ま# include < io •い 


int chsize ( handle , size ) ; 

int handle ; /* な当フ アイ ルの フ アイ ルハン ドル */ 

long おが；/* ファイルの 巧 お サイダ */ 


« JIJ handle で おを しむ フ ァイ ルの 大きさを おが で 指定し た 大きさ じ 巧 おします 

この 蝶 合、 ファイルは オープン されて わり、 かつ 巧き 这 みがで なければ なり ませ 
ん。 

ファイルを 火き く した 巧な じは ヌル 义夕 （ザグ） が ファイルの 妓 後に 人き くした 
サイ ズ分 だけを 加され ます。 

また、 ファイルを 小さく した 鴻 をは、 ファイルの お 後から 小を < した 分の デー タ 
が刖 除され ます。 


ちり 化 J ファイルの 火き さを 巧 おできむ 巧 かは 0 を おします。 

巧 おできなかった 媒 をは一 1 をぶ し、 が rno じ U ドの 化が セツ ト されます。 


errno の值 

巧 容 

EACCES 

衔 をした ファイ ルハン ドルは 說み化 し 巧 用 

EBADF 

フ アイ ルハン ドルが 無 巧 

ENOSPC 

デ バイ ス じを きがない 


参 巧柏& close , ぴ e が ， open 


190 





第 4 章 リファレンス 


レベル 3 


ま # include く gra か. h> 


void circle ( x ， y ， r ， p . s , e ， hv ) ; 
ntx ; /* 中心の X が 巧 */ 
nty : /* 中心の Y 巧が */ 
nt r ; / ♦ ホ; を * / 

nt p ： /半 パレット コード */ 

nts ; /♦ 脚 始巧巧 */ 
nt e ; /* 終 f 巧が */ 
nthv ; /* 沿 ザ 李*/ 


m ffi グラフィックが r がに ド!、 MIC 描 巧し ます, 


X には中心の父巧巧をおをし i す （一 お 768 〜お 76 の。 
y に は 中心の Y が 巧を 巧を します 《一 お 7 が一 327 がし 
r には t •をを 巧を し i す の〜 の 76 の。 

P じは パレット コードを 巧ぶ します （0 〜が 535)。 

巧が モー ド じよ りお 火 他が おなり ます。 

S じは f リ の期始 巧を を 巧を します （一が 0 — 36 の。 

佛始巧 おじな のをを おを する と 中心点から 明始 点までの な 媒を裕 脚し ます。 
e じは 円の か f 巧 策を 指を します （一 が〇〜 36 の。 

が f 巧が になのを を おを ずると 巾 •!： •点から お 了 点までの 直線を 描蜗 します。 
hv じは なが ホを 巧を します （0 〜が 535)。 

0-255 で おの 比 ホが hv/256 じな々 i す。 

257 — 655 おで、 巧の 化 ホが 2 が/ hv になります。 

256 でち PJ じなり ます。 


巧り 值 戾ウ 化は ホウ よせん。 


circle 
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rand 
rand 
け 0; 
ran 


rand 

rand 

rand 

ran 

60 ； 

30 ; 

256 


ろ t ; 


i < 
rand 
rand 
rand 
ran 

e ； 

360 

256 



♦ 8206 
♦ 6101 
17 5 2 

% 

; X % % 


♦ 8 2 0 6 
4 6 10 1 
i 7 5 2 

% 

:% % % 





ま 4 章 リ フ アレンス 


广 clearerr cirerr 


レぺ J レ 2 



# include < がか o . h > 


void clearerr ( stream ) ; 
void cirerr ( s じ earn ) ; 

FILE 幸な ream ; /* FILE 巧を ホへの ポインタ ♦/ 


機 _ を J 巧を された ストリームの エラー インジケータ および エンド オブ ファイル 

( EO の イン ジケー タを リセット します。 

一巧 エ ラーイ ン ジケ ータが スト リームに セブ ト をれ ると、 cle がげ r または 
rewind 巧を を 巧ぶ i でを の スト リーム じがす る 巧: 理は エラー じな ります。 


ちり 値 W ウ 化はありません。 


# 巧扣 ft た が お rror 
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書 ま # include <time •い 


clock t clocks ); 


機 化 I プロセスの 使阳 時間を がます。 

clock は、 プ〇 セスの 起動からの 輪 あが 脚を 返します。 

ある 铅 巧の おかと 姑な で clock を 巧び 化し、 をの 2 つのが 点での お •ゥ 化の 笔をホ 
める がで、 をの 化 巧に をした 時が をが をず る杂 がで き ます。 

を のがが! を かが 化で ぶす じは、 マクロ CLK_TCK または CLOCKS_PAR_SEC 
で 削る 必 •をが々 ります。 


巧-り _化) プロセスの おがが からの おせが 閒を 逆し ます。 

むだし、 プロセスの 給进が II リが 得られな いょおを や、 をの 化が ぶ お ザ 化む 巧 削に な 
い 場を は、一 1 を おします。 



sec S (double) (6nd — start) / (double}C し K TCK; 
printf ( • 乂 ld 々 > ら Xld までの 巧： Xld¥n" , N_MIN, N.MAX, sum ) ； 
printfr 巧理じ 要しを 時 M: sec )； 






第 4 章 リフ 



ini close ( handle ) ; 

int handle ; /* ク o — ダす るフ アイ ルの フ アイ ルハン ト 


巧 

能 


ち 

り 化 


handle で 巧を された ファイルを クロー ズ します 


ファイル がぶ 巧に クロー ズ された 媒 合は 0 をぶ します， 
クローグ をれ なかった 場を は一 1 を迟 し、 が rno に EBADF 
これは han が e がと し 〈 ない こを ボ しています。 










-cIs 


レベル 3 


♦ ま# include く b が icO •い 


void cls ( ) ; 


植 推 J テキスト 脚 面を クリアし よす 

なわ 、 b sprint (一 ¥ が c ") を ま 巧した!# 合ら 同じ 結采が 得られます。 


H りぶ 戻り 化はありません。 
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广 C0 わ r 


ホ 


# include か asicO. h> 


レベル 3 


void color ( n ) ; 

intn ： /* ス すなな*/ 


« お I テキストが がの 义夕 « せを 巧を します。 

n じは ホの 巧を を 措を します。 


0=1 
1 = 水を 

2 = 黄を 

3 = む 

4 = 獻 

5 = 水を の 強 巧 

6 = 巧を の 強 巧 

7 = A の 強 お 


8 = 黑 

9 = 木を のリ バース 
10 = 黄を の リバース 
11 = 白の リバース 
じ = 巧 

13 = 水を の 強 巧- リバー ス 

14 = 巧を の 強满- リバー ス 

15 = 白の 強 巧. リバース 


なわ、 テキス トのバ レツ トは bjpal が 巧な で おを します。 


ちり 值 戾ウ 化は あり i せん。 


夕 照明 « b tpalet 
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console 


レベル 3 



# include < basicO . h > 


void console ( ys , yl , fkey ) ; 

int パ；/* ス クロー ル 期 おけ */ 

int yl ; / ♦ スク a — ル 巧を */ 

int 化が；/ 幸 フアン クシ ヨン キー */ 


巧 お ス クロ ー ル 巧の 巧糾 をが 巧* からが 巧み とします。 

本 f 巧を 义 巧を、 カーソルは ホー ム ポジ シ a ンじ移 勤し ます。 
fkey は フアン クシ ョ ン み一 を ホの on / o « の 指ぶ です。 

0 を おぶ すると を ザな し、 1 を 指 去す ると を 示 あ りじなります。 


戾リ化 >>^ゥ化は々ゥミせん。 
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書 ま# include <grapK h> 


void con けが t い） ； 

inti; /幸 a ン トラスト */ 


m Rl 巧が の 3 ン トラストを 0 から 15 の 値で 指定し ます 



■ A - ^ 












推 h は X の ハイ パボ リック （巧 曲線） コサ インを がす 


ち り _fi J cos は X の コサ インを おします。 

cosh は X の ハイ パ ボリ ッ クコ サイン をぶ します， 

かなが 小 化な 化の 媒合 はげ rno じ EDOM が セット され おり 化は 不 を じなり ま 
す。 

オーバーフローが 巧 ホした 場な はが rno に ERANGE 々 f セット され 返り 化は 巧 
みがが いた HUGE _ VA し じむり ます。 

ま む エラー 化 巧は、 m が h が r 閒 もを 化って 巧う ことができます。 



acos> asm, atan， a は n2> m が he び， sm •な 




double 
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mt cpnn が (lormat s れ ing し argument ..]) ; 

char * form が が ring; /* 巧ぶ 义字 列への ポイ ンタ */ 

機 お forma し S れ ing で 指を し た 塞ぶ におって 化 力を' 榮が し コン ソー ルに 化 力し ます。 

form が _string に 巧く 引を は 巧ぶ におって 巧 おされ お 力され ます。 
forma しな ring の' 满乂と 檢 能は prhtf I 巧を と 巧 じ です。 

讳細 じっいて は、 pri が n 巧を を 参照して < ださい。 

なわ、 cprm けは か rintf, が imf [巧を とがな ウ 、なけ （¥n》 を诞 がな 巧げ m¥n) 
には 义み しません。 


[ k り «] 化 如した 义ネ をを ぶします。 
[お 巧扣お か rimf， が〇け， sprintf 
プログラム 巧 




冉 include く conio . h > 


mt cputs (がけ； 

ホ ar ♦が r ; /* 化 力义字 列を おす ポイ こ 


m 化 J 文字列 が r を コンソール じ 化 力し ます。 

ただし 义ネ 列の よちは スル 义夕 （•¥ が） でな 
また 改り 义ネ （'お’） を、 お ，诚 なけ 巧 r ¥ n ) 
ぶし くが なむしたい 媒 なは、 ¥ r ¥ n として 


り 値 I ぶが か 了した ときは、 0 をぶ します e 

エラーが 巧 牛 こした 媒 合は、 0 じ 1外 をぶ しまず 






巧 4 章 り フ アレンス 


pcrea t— レベル 2 

書 ま# include 〈 io . h > 

# include < が at . h > 

int creat ( pathname , pmode ) ; 

char * pathname ; /* かぶす るフ アイ ルの パス おへの ポインタ */ 
int Dmo か；/* アクセ スモー ド * / 


後 化 J pathname で 指ぶ した フ ァイ ルが ななしな ぃ 巧な は、 巧し ぃ ファイルを pmode 

で 巧を した アクセス モー ドで 作ぶ します。 

pathname で 巧ぶ した ファイル がすで じな をし、 アクセス モー ドが: 巧き とみ 口 r の 
巧 合は、 巧が の ファイルの ド) がを 削除して、 巧き 么み片 いこ オープン します。 
pmode はな at . h でを 巧され てぃる をを SJWRITE 、 SJREAD 力 •、 よたは をの 
2 つを 論 巧 かし た 化を 巧ぶ します。 

pmode の 化と その rt がに ついては か mod を參 照して く ださい。 


ち り ji J ファイルが ぶしく か 化されむ 場な は、 か 化した ファイルの ファイル ハンドルを 追 

します。 

ぶしく かがされな かづた 鴻 なは一 1 を おし、 が rno じ U ドの 化が セツ ト されます。 


が rno の 値 

巧 を 

EACCES 

巧ぶ した フ アイ ルは すでにが かし、 謀み 化し が MJ の ファ 
イ ル、 ま たは グイ レクト リ 

EMFILE 

フ アイ ルハン ドルがない 

ENOENT 

バス 名が みつからない 


お 巧扣致 chmod ， close , open 
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ま 


# include 〈 image . れ> 


レベル 3 


void c け （ screen _ sw ) ; 

char screen sw ： /* 巧り 巧え スイッチ * / 


樣 ^ テレビ、 ビデオが がの 巧り 巧え を 巧い ます。 

scr が n SW におぶ でき る 内 おは 次の ぶりです。 


0 :ナ レビ、 ビデオの 巧 化发ボ 

1 ; コンピュータ 脚が のぶ ボ 

2 :ナ レビ、 ビデオげ (おの コン トラストを ドげ て スーパー イ ン ポーズ おが 

3 : テレビ、 ビデオ 映 化の コン トラスト をぶ ホ じして スーパー イ ン ポーグぶ 


本閱 なの 尖 巧 •削に、 sere 州 牌 ft じより 化 Wf 架が モード （5^ x 512、 またはな 6 x 
25 か じして わく 必 巧が々 り よす。 

なわ、 び t (3) をぶ 巧す ると、 テロ ッ パーな おじより コンビ ュータ i ! 巧 化 や ス—パ 
ーイ ン ポーズの 臟 がを ビデオに 結 巧す る こ とがで き ます。 


« り « おり 値はありません。 
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int cscanfUorm が が rmg 〔， argument ぃ.〕） : 
char * form が な ring ;/ * 制 抑 义ザ列 本 / 

m お] コンソールから データを 巧み 込み、 forma しが ring の 巧ぶ じ 従ぅて 巧 巧し、 後に 

がく argument の 巧す フイ ー ルド に 代入 します。 
forma しな ring ののを は scanf と问 じです。 

また 引 巧が gument は、 form が _s け ing のみ' を かがぶ じがが する が' ぶを のポ イン 
夕 です。 


ちり 値 I 化 入した フィールド のをを ぶします。 

代人し なかった フィ ー ル ドは 含み ま 甘ん。 

フイー ルドに 1 つら 化 A しな かづた 場合は 0 を おします。 

说み みの 削に 入力が 巧き てし まった 巧な は EOF を 返します。 



f scanf, scanf, sscanf 
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書 ま# include 〈 basicO . h > 


mt な rlin ( ) ; 


な 能 々ー ソルの 蝶ぶ 位 巧の Y 媒 •巧を 得ます。 


巧 り 値 々ー ソルの Y 坐 巧を おします A 


夕 巧 曲 ft 


pos 



ま 4 車 リファレンス 


r^iime 


レぺ J レ 2 



# include く tim も h> 


char 幸 cume ( time ) ; 
time t ♦ time ; 


概 _ ^ り me _ tS の 化の 時刻 time を义芋 列に 巧 巧し ます。 

靜られ る 义夕 列の 巧ぶ は asctime 闻 おと (巧 じ です。 

ctime は 内部の 巧の な 巧 巧への ポイ ンタを おしま すので、 ぶされ たポイ ンタが 指 
すち かぶを 巧き 巧え てはいけ i せん。 

また、 前 LyJ の 巧び 化しで おされむ 文 ネ 列は 火 われます。 

それに 1外 じら、 な ime は 巧が で locakimeW をを 呼び 化すので、 をれ じ I がに げび 
化された、 localtime 巧な で おされた « を かの のを も おわれます。 


ちり 値 巧汝 しむ 义字 別への ポインタを おします。 


参 巧扣お asctime む im も gmtim も time 
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ifftim 


レ ペル 


double が ftimeUimel ， time2) ; 
time t timel ; /* 弓 I 力， れる化 幸/ 
time t time2 : / * 引く 化 * / 


timel から tim が を かいたが 制を double で おし ます。 

timej おのが 問が がは、 そのまま 引き 巧す るが がで きないので、 この か fftime 
I 均な をけ j いてが リリを を 米め、 か uble で 得る こ とがで き ます。 


timel から tim が をが いた 時間を double で おし よす。 


♦include 

#includ« 


tdio.h> 


time t 
double 


Atii 
for ( i 5 

timeiktii 
diff s d 
printf ri 


0x2ffff 






レベル 



書 ま# include 〈が が化. h > 


div t div ^ number , denom ) ; 

int number こ/* 剤ら れる伯 I ♦ / 

int denom ; / ♦ 剤る fifi 幸 / 

巧 number を か nom で 巧 J ク たがと 糸々 を、 div_t 型の 清を がと して おします。 

div は 巧を 1 ホき 較巧の お算を 巧う 巧を じ、 巧: 巧 系の 适い じよる お 梁の かぶを が; 円 
する ためじ W をされ ています。 

div_t 巧を 体は、 巧 皆仆 きおを 2 つを メンバに 特 つがぶ f 本で、 が ddef.h で U ドの 
よ うじ 巧 巧诗 をれ ています。 

typedef struct { 

int quot ; 

int rem ; 

} div t ; 


ちり 値 I number を denom で 巧つ た 巧 と ホウを divj 巧の « をが としてぶ します。 

W ウ侦 は、 巧を 体の 义が であるが じ ホを して ド さい。 

巧を がの メンバ au が じは 商が、 メンバ rem じは ホウが おり ます。 
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dqso け， fqso け， Iqso け， sqso け， 

巧 so け レべ j レ 2 


害 ま# include くが dlib •い 


void dqso けく da， nj ; 

か uble *ぉ； /* ソートす る K 列への ポインタ （ double お） */ 

intn: /* がが のを おを */ 


void fqso け ( fa ， n ) ; 

む〇 が* fa ; /* ソートす る お 列への ポインタ け 1〇 が 巧） */ 
intn; / 幸 が 列のを おを */ 

void Iqso け ( la , n ) ; 

long ♦ la ; /* ソート す るが 列への ポ インタ （ long 巧） ♦ / 
intn; /* W 列の 變 おな */ 

void sqsort け a , n ) ; 

short * sa ; /♦ ソートす る が 列への ポ インタ （ sho け お） * / 
intn; /* fid 則の 爱 糸を 幸/ 

void tqsort (は， n ) ; 

ch が ♦♦は：/* ソートす るが 列への ポインタ （ポインタ お） */ 
intn; /* « 列のを ぶな */ 


概 HIJ ソートを けいます。 

か so けは double お、 fqso けは float お、 Iqso けは long な、 sqso けは か 〇 けを、 
tqsort はポィ ンタ おの K 列を それぞれ ソー ト します。 

ミを： この 化に 义ザ 列を ソートす る 巧を と して、 strsrt が あり ます。 

が rsrt のな 能は tqso け と 巧 じです々 (、 バブル ソー ト アルゴリズムを 巧いて 
いるので、 サイ ザの 小を いが 別 じがして 巧を 的です。 


ちりな 反り 化は みり ません。 


参巧阳 ft strsrt 
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第 4 章 リファレンス 


レベル 3 

書 ま 1 # include な asic . h > 


int dskf (drive no ) ; 

int drive no ; / ♦ ドライ ブ ホ 号 * / 


機 巧 I drivejio で おを した ドライブの グィ スクの 巧き をな を 巧べ ます。 

drive_no の 指ぶ できる のをは ホの ぶり でず。 

0 : カレント ドライブ 

1 : ドライブ A 
2 : ドライブ B 


ちり « デイ スクの 巧き が W: を バイ ト なでぶ します。 


dskf 
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レベル 2 


書 ま# include < io . h > 


char ♦か asc ( date ) ; 

i が date こ/* 义夕 列に 《おしたい 日付 巧が */ 


樣 _ 能」 date で 指定され た R かが 法を 文ず 列に' 交み し ± す。 

date の 巧な はじ r ドの ぶ々 です。 


d ね SC 


ビット 15 — 9: 1980 ホからの かがが を (0 — 99) 

ビット 8 〜 5 : り （1 一 12) 

ビット 4 〜 0 : 口 （卜 31) 

date の おぶ は、 か cnv 閒 なの W り侦 とが] じ おぶ です。 

がられる 义夕 列は 11 义夕 で、 フォーマット はの! ドの よう になり ます。 


が- 09-29¥0 


か a がは、 のがの 巧の なが 试 への ポインタを おします ので、 返 をれ た ポインタ か 
抱す が 巧を 巧き 巧え てはいけ ません。 

まむ、 前 1口1 のげ •び 化しで ぶされ む スタ 列は 失われます。 


巧り 値 I ぶ 巧 お f ならば、 架' かしむ 义字 列への ポインタを 邀 します。 

エラーな らば NULL を 返します。 


# 照明 巧 か cnv 
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書 ホ # include く io. h> 


int dtcnv (datestr) ; 

char *dat がけ ；/* 《おしたい H け 义夕列 */ 


m _ お I d が es びでおぶ された 义夕 列を Hfl •巧 報じ 巧 おして、 をのが i をぶ します。 

巧を する 义夕 列は 11 文字で、 フォー マッ ト はじ I ドの よ うじ 指を します。 

が- 09-29¥0 

da 化 str の フォー マッ ト は、 d はが I 巧を の戾 り 化と 同じ フォー マッ ト です。 

[* り 値 I ぶ 巧 終 f ならば、 W ドに ボ卞 がぶ でり fl •巧 がをおし ます。 

ビット 15 — 9: I が 0 ホからの 巧が 竿 巧の 一 99) 

ビット 8 — 5 : 巧 （1 〜 じ） 

ビット 4 〜 0 : H (1 — 31) 

エラーな らば、 巧の もを 返します。 


参 巧阳な I d はが 
プログラム 闲 



第 4 章 リ フ アレンス 



int dup ( handle ) ; 

int handle : / * フ アイ ルハン ドル ♦ / 


int dup 2( handle し handk 2) ; 

i が handlel ; / * ファイル ハンドル */ 

int handl が；/* 巧た に 刺 り あてられる ファイル ハンドル 幸/ 

機 お] み! か才 ープン されて いる ファイルの ファイル ハンドルを コピー して、 巧し い ファ 

イ ルハン ドルを か 化します。 

ら との フ アイ ルハン ドルと 巧し いフ アイ ルハン ドルは 、 [lij じ フ アイ ルポ インタを 
化が し ますので、 どもらの フ アイ ルハン ドルを 化っても か i いま せん。 

また ファイルの アクセス モー ドは 义化 しません。 

dup 2 は、 hand ! がが handlel と | i ; J じフ アイ ルを を 照す るよう じしまず。 
handl がが 才ー プン されて いると きは、 まず クローズ じした 後に けいます。 

ちり 化 dup の 場な、 がしい ファイル ハンドルを 返します。 

かがの 冷な は、 化の も （0 も） で ||: •巧 終 f 、 -1 で エラーです。 

il : •旅には、 巧％ 化の ファイル ハンドラ じ ホ I ! の バラ メータの のが） を おしま 

す。 


[]夕 巧扣巧 I 


close , crest , open 
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第 4 章 り フ アレンス 


レベル 2 


書 ま # include な tdlib •い 


char * ecvt (value, n ぶが 化， decptr, か gn が r) ; 
double value ; / * 巧 おすべき 巧 が 小な な 俯 幸/ 
int nd が ts; /♦ 义羊 列の 巧を 术 / 
int * decptr ; / ♦ 小を •巧な 巧を おす ポインタ */ 
int 幸 お g 叩 tr; /* 巧を を 返す ポインタ */ 


概 巧 I 巧が 小を 点 化 value を、 n かが ts で衔 ぶした が 巧の 义ぶ 列に 义巧 しまず。 

化ぶ された 义宇 列の 未 塔に スル 义 み‘ ¥ がを つけ 化え ます。 

value の おなが nd が ts のがを よ り 大きい 巧な は 阳がム 入され、 小さい 場な は义 
ネ 列のう しろに 0 をつ けます。 

dec が r は、 小を, かの 14 巧を 巧す 巧な 侦 で、 0 または fl の 巧 夕の巧 介は 小な 点が を 
巧に ある こと をが します。 

sign が r は. を 値の 巧 ' 4 •を ホず 巧れ i かで、 〇の媒 なは lE の お、 〇な 外の 巧な はなの 
をで ある こ とを ホし ます。 

义ザ 列に' 隻 巧で きなかった がは、 おさが 0 の义夕 列に します。 

が vt は、 内が のがの なが W への ポインタを ぶし i すので 返されむ ボイ ンタが 巧 
すが 巧を 巧き 巧え てはいけ ません。 

まむ、 削时 のがび 化しで おされむ 义字 巧は おわれます。 

なわ、 primf など でら、 ％ e 、 ％ E の 巧ぶ 指を をが 所す ると、 が vt が 呼び 化され 
るので、 それに I 前に が vt で 返されむ 义芋 列は 失われます。 



ちり 化 巧が ! された 义ぞ 列への ポインタを おし if 。 


巧扣巧 i atof, fcvtt gcvt 
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ま を include <io. h> 


藤 nt eof ( handle ) ; 

int handle ; / * 期べ たい フ アイ ルの フ アイ ルハン ドル ♦ / 

巧 能 I handle で 巧ぶ される ファイル カ 《， エンド オブ ファイル 化〇の に 送して いるか 

どうかを 調べます。 

おか; のが 態が エンド オブ ファイル （ EOF ) が 態で々 るみな は 1 を おし、 そうで 
なければ 0 をぶ します， 

エラーが おきむ ときは、 一1 を おし が rno に EKAUF がセッ トクれ ます。 

巨 BADF はフ ァイ ルハン ドルが 適切で ない こと をぶ します。 

巧 聞 巧 I d の rerr > feof > ferror 
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fine SIZE 


<stdio>h> 
<stdlib> h> 
<fcnt し h> 
<8tat #h> 

< io .h> 

16 


n( int argc ^ char >argv[ ] ) 


ch&r 

ch&r 



buf け I 之 B} ; 
♦ file; 
fn ； 
nj 


file = { arge > 1 》 ブ Argv[l) "fiie"; 

if い fn * open(fiU, 0— RDONLYIO^BINARY) ) ss -1) { 
printf ( t open XsVn", f ile ) ； 



while { feof ( fn) ) { 

n s read( fn» buf, SIZE) ; 
printfr，Xd bytes r 一 ded*Vn", n); 


elo»9< fn い 
exit け > ; 





第 4 章 リファレンス 


execi ， execle ， execlp ， execipe, 

execv, execve, execvp, execvpe レべ j レつ 


# include < process . h > 



int execl ( pathname , argO , argl . argn , NULL ) : 

int execle ( pathname , argO , argl . argn， NULL envp ) : 

int execlp ( pathname , argO . argl . argn , NULL ) ; 

int execlpe ( pathname , ar が， argl .’. ar 肌 NULL , envp ) ; 

int execv ( pathname , argv ) ; 

int execve ( pathname , argv ， envp ) : 

int execvpe ( pathname , argv ， envp ) ; 

int exec vp ( pathname , argv ) ; 

char * pathname ; /* •尖れ ファイルの バス 名への ポインタ */ 

かが * ar が 》 * aw し.， * argn ; /♦ 引を への ポイ ンタ リスト */ 
char * argv [] ; / ♦ かを への ポインタ だ 列 幸/ 
char ♦ envp り；/* 巧 巧への ポイ ンタ K 則 */ 


植 化 I 巧し い/ •プロセスを 狂 かして 制 がをおし 主す。 

メモリ では 巧し い予 プロセスは、 げび 化した プロセスの ホに 口ー ドされ ます。 
このむ め、 ロードが でき る だけの メモリ® がが 么爱 です。 
pathname はイ •プロセスの ある ファイル 名の パス おを 巧を します。 

パス おじ 把: 张イ •が あれば、 その 抱 お 乎で 巧し まする 《、 精を がなければ、 " X " ファ 
イ ルを 巧し ます。 

パス おが ビ リオ ドで おわって いるが なは、 が お 子の ない ファイルを 探します。 
がな はを のま ま、 巧し い プロセス じ わたされます。 

パス 名と 弓 1 を あわせて 2 巧 バイト i でで 指を します。 

义卒列 末の ヌル 义字も この バイ ト なにを i れ ますので 化# してく ださい。 

引を として、 お 小が、 argO か argv [の はわた をなくて はなり ません。 
ex がし e が cle 、 ex が Ip ぉよびが が ! pe (閒 ft じ "1" のつ く もの） は、 引を をポイ 
ンタの リス トで わたします。 
argO は攸 け! されません。 

が ecv 、 execvp 、 execve わよ びが ecvpe (巧を じ‘ V •のつ 〈 もの） は、 引を をポ 
インタの が 列で わたしまず。 
argv [0] は使片 j されません。 

e : cecle 、 execlpe 、 ex が ve わよ び ex が vpe (巧 を" e " の つく もの） は envp 引を 
で巧燒 なをの リストを わたし、 巧 巧を お定 します。 
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envp は义 7: 列を 巧す ポインタ のが 列で、 み 文字列は、 


NAME = value 


とします。 

ここで、 NAME は 巧 ょ な' ぶを おで、 value はを の 化です。 

州 vp が NULL の な、 媒 プロセスの 巧 巧を 引き 诞ぎ ます。 

execlp , execipe 、 がが vp わよ びが ecvpe (閒 巧に" p " のつ く もの） は、 path 巧 
巧' 隻 もで デイ レクト リ のがぶ がで さます。 


戻 り 化 I おが 終/しむょ おを は I じのを （0 も） を おします* 

これは おがした プロセス のが f コードです。 
エラーが 巧乂 した 典な は 一 1 をぶ し よす。 

を の 場な が rno じ ド おの 化が セツ トクれ ます。 


1 

errno の 化 

巧 を 

の BIG 

引を リス トが 256 バイト を趙 えてい る 

EMFI し 巨 

オープン フ アイ ルのを が多寸 ぎる 

ENOENT 

フ ァイ ル または パス おが 乂つ からない 

ENOEXEC 

おぶ の ファイルが 义け できない 

ENOMEM i 

丫 •プロセス をぶ がする ための メモリが 不 化して いる 


ぞ席闲 致 abo け， exit ， exit * spawn 1. spawn le . spawn ! p , spawnv , spawnve , spawnvp , 

sy が em 
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く 8 tdio ， 
<stdlib 
<proce ん 


argc I char け tk 


targsl 4 
*env8( 3 
♦ pathridbi 




f 

f 


&rgv 
ar£v[ 
a け V い 
argv い 
NULLs 
パ path 

••inclu 

NULL; 


execi ( pathntt 
pr i nt f ( ' 
execvfpathna 
printf r 
execvs i pathnan€ 
printfr 失 K 
execvp( pathnane 

tfr ホ R 




pexcept 



な include < math . h > 


レベル 2 


double except ( type , name , argl ， arg 2, retval ) ; 
int け pe ; /* を 化が 巧 エラー のタ イプ 半/ 

か ar * name ; / * 例外 ホけ が お化した 供を おへの ポインタ */ 
double ar が；/* I ••沁 巧を 呼び 化しが のがを */ 

double ar が；/* h 紀 巧を 巧 •びが, しがの 引を */ 

double retval : / * デフ オルト のが ウ化 * / 


樣 _ 能 J 巧が なが ライブラリ 悄 をは、 例外 ホげ がな 牛した とき じは m が h が r [巧を を 巧び 

化すよう にかられ ています々 t 、 matherrl 巧を のげ •び 化しを 衙巧 化する ための [划 
もとして、 がが がが W をされ ています。 

が ce がは、 パラメー タを セットして matheiT [巧 ft をげ び 化し、 matherr 閒 をの 
遂す f がに おってぶ ル! な 化を おします。 

けが じは、 を 化が 巧 エラーの タイプを 括ぶ します， 

が 細 じついて は、 m が he ぴ I 巧 もを 参照して く ださい。 

name には、 例外を けが 巧 作した 巧 お: « を轿 巧す る 义ぞ列 （ヌル 义 ずで 終 H へ 
の ポインタを おを します。 

ar が、 arg 2 はむ 化 化 巧 閑を にが 去され た 引を をが 持し ますた f 、 引を が 1 つで々 

れ ば、 argl に悅 供され、 arg 2 は 使 W をれ ± せん。 

retval は エラーが を / fe し たを 化ぷ 巧悄 をの デフォルト の おり 化です。 

け pe ， nam も argl ， ar が， r が val は WiSf 本 exce が ion のみ メ ンバじ 格納され、 をの 
巧ぶ 伴への ポインタが m が h が r 糊を にがされます。 

をして、 013化6口*閱巧からの^^ゥ化が、 例外り 1 化 巧 巧を 巧った ことを ポす化 だ 
ったならば、 巧を 体 exception のメ ンバ retval から 攸 をと り 化して それを 返し 
主す。 

例外 M が 巧 巧を り わな かづた こと をぶ す 化だク たなら ば、 デフォルトの 换り 化で 
ある retval を 送 します。 


ちりな m が heir を 巧び 化して 例外 巧: 巧. をない、 をの おおを おします。 


夕 巧 聞を matherr 
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第 4 章 り ファ 



書 ま 1 # include < が dlib . い 


void exit (が atus ) ; 
void exit (が atus ) ; 

int s は tus ; / * おむ が丫 がの ステータス * / 


« お I ぶが をが させます。 

exit は、 プログラム のが f 前に a 化 xit 期 もで 巧な されて いむ I 均を を、 壁 しむ 
W とぶ のが じけ •び 化します。 

を してす ベての バッファを フラッシュし、 *乂 ぶ才 ープン している すべての フ ァイ 
ゾ レを クロー ズし ます。 

_ が it は 何も 甘ず、 ぶれの かでの みを けい i す。 

姐 巧は、 status じは、 化 巧に 换 f する 場合は ミを と してな ■•言され ている EXIT _ 
SUCCESS を、 そ うでない 媒 なには 去 巧と してな •言され ている KXIT_FAILU 艮 E 
を 七 ット します。 


ちり 值 おり 化はありません。 















巧 如 小を 点 化 */ 


X おを ぶします。 


巧' 1; した 場な 、 EKANGE 
、 math が r 悄 巧を 化って す 











第 4 章 リ フ アレンス 



double fabs ( x ) ； 

double X ; / ♦ 巧が 小 致 •な 化 * / 



巧が 小を 点 値 X の お 対 値を 別 •な し 主す • 


戾 りな 引 救 X の始が 値を ぶし ます。 


「夕 巧 聞 お I abs . cabs , la お 


プログラム 巧 


f include 
♦include 


<8tdio , h> 
<math ,h> 


in( 


double 


for ( i s 


-32; i <= 32 ; いり 
S (double)! / 10,0 
rintf ("fab* け *4, If) 


s Wn，，, X, fabsU い 
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广 fclos ら， fclos ら all — t ；： 巧 


ま 


# include < が & o . h > 


mt fclose ( stream ) : 

FILE 朱 な r の m ; / * FILE 巧 逸が への ポ インタ * / 
int た losealK ) こ 


機 お た loseall はが か n 、 stdout 、 std げ r 、 stdaux , stdprn lU 外の 才ー プン 中の スト リ 

ームを クローズ します。 

fclose はがぶ した スト リーム だけを クローズ します。 

スト リームに 閱述 する すべての バッファは フラ ッシュ され、 また システムが 削り 
つけた バッファ もがか をれ ます。 

ただし、 が tbuf を 化って 削りつ けた バッファ はがな されません。 

がが n ， が dout じがして た 1〇 が を 巧 うと、 入け', 知の リダイレクト が 無 幼 じなり ま 
すので ホな してく ださい。 


9 り _filj た 1〇 がでは ストリームを 化 巧に クローズした 巧な は 0 を おし、 た 1〇 が all では ク 

ローダし む スト リーム のをを 逆し ます。 

ぶが じ クローズで きなかった 媒 なは EOF を 返し i す。 


お 巧 明 巧 I close ， fdopen . が lusli , わ pen . freopen 
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レベル 

# include <stdlib. h> 

char 本 fcvt(value， ndec， dec が r. sign が r) ; 
doule value; /* 'を おすべき 巧 •動 小を ぶ 化 * / 
intnd が；/* 小を 点 ドの が 幼 かを */ 
int ^clec が r ; / * 小を 点 化 おを 茲すポ インタ */ 
int * お gnptr; /* 巧 •を おす ポインタ ♦/ 

樣 _ お I 巧が 小むな もな va い e を义夕 列に' 交 快し、 水 化に ヌル 义 ぶ‘ ¥ がを つけ 加えます。 

ndec は 小を 点 la ドの がれで、 value の 小を 点 化 ドの 巧な が n か c よりら 火き ぃ 場 
介は 叫かむ’ .入され ます。 小さぃ とき は 0 をつ け か 1 文ます。 

を'?: じ I 外は •ぶかされ ません。 

dec が r はむ 端から 小 致 点の なおを ペ i す お辨侦 です。 

0 または a ならば、 小を 点 化; 巧 はん 媒 となります。 

sign が r は value の 巧 V] •で、 0 の 巧な はお、 それに I 外の 場な はれを がします。 

义ぶ 列に 巧が できなかった 時は、 おクが 0 の义夕 列に します。 

た パは、 [ム J がの が 的な 敏试 への ポインタを おします ので、 おされむ ポインタが 
よけす 撕从 を, 巧き 愛え てはぃけ ません。 

また、 が j| 口 I のげ びかし でぶ された 义 •ド 列は 化 われます。 

なゎ、 print などで も％ f、 ％F の， 巧ぶ 巧ぶ を 化 Hi するとた vt が 呼び 化 をれ るの 
で、 を れじ I がい こ た vt で おされた 父ぶ 列は おわれます。 




ぶ 巧され た义ぶ 列への ポインタを 逆し ます。 
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[fdelete- 

書 ま# include く basic . い 


レベル 3 


int fdel が e け name ) ; 

char *f name ; / ♦ フ アイ ルち が 供巧读 への ポイ ンタ */ 



f name が 指す フ アイ ルを 削除し まず。 


お 巧す ると 0 を、 失 おする と一 1 を 返し よす。 
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第 4 章 り フ アレンス 


pfdopen 


レぺ J レ 2 



ま # include な tdio . h > 


FILE 幸 fdopen ( handle , け pe ) ; 

int handle ; /幸 な 当フ アイ ルの フ アイ ルハン ドル */ 

かが 幸 type ; /* アクセス モー ドが が 領媒 への ポイ ンタ 幸/ 



0 が n などで オープンした、 handle で 指を されむ ファイルを スト リーム にが 化; を 
せます A 

け pe は スト リームの アクセス モードを おます る义ネ 列で、 詳しく は fo が n 閒も 
を參 照して ください。 


ち り 值 I ス トリー ムの ポインタを おします。 

エラーな らば NULL をぶ し よす。 

# 巧抽数 du も d 叩 2, た lose , た loseal し fopen ， f reopen » open 



参 inc 
fine 
tine 
♦ inc 
tine 


de 

<std 

de 

<8td 

de 

<fcn 

d* 


de 

< io • 】 

nt arge p 

char : 

chftr 

mi. 

FILE 

け p; 

int 

夕 j > _ 一 

fn; 

j - _ 


BINARY 


fdopen( 








害 ま I # include な tciio. h> 

int お of ( stream ) ; 

FILE * が ream ; /* FILE 巧を 伴 への ポインタ */ 

巧ぶ された ス トリー ムが エンド オブ ファイル （ E 0 の になった かどう かを 淵べ 
ます。 

一 化 エン ドオブ ファイル じなる と、 スト リーム が クローグす るか rewind がを を 
ぶ 巧す るまで、 エンド オブ ファイルが がの まま じなり ます。 



巧り 化 I おかの 化; 巧が エン ド ォブフ ァイ ルで ない 媒 なは 0 を おします。 

エンド オブ ファイルの 媒 なは、 0 U 外の 化を おします。 

巧 閣 お clea 化 rr ， が f， ferror 

化： た of は マクロぶ 巧と 糊な の 脚が が ホウます。 

マク〇 おおで 化いたい 巧な は、 stdio . h を インクルードす る邮に ホの 1 巧を 
ぶか] してく ださい。 


え de む ne MACRO 
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第 4 章 リファレンス 


「ferror 


レべ J レ 2 



# include < が dio , h > 


int ferror は tream) ; 

P'lLE ♦ が ream; / ♦ FILE 巧 造が への ポインタ * 



おを した スト リームの 入 化 力が に エラーが 巧を している かどう かを •间を します。 
エラー が 巧 牛: した 場な は、 ス トリー ムが クロー ザされ る々 >、 または rewind 力 
clearerr 悄を がげ ばれる まで、 エラー が おのま まに なって います。 


ちり 化 


エラー がない よ おな は 0 を、 エラー がみる 巧を は 0 U かの 化を ぶしよ す 















wm7 










BOP 


error は マクロを ぷと 間を 版が あり i す。 

， クロを ぶで 化いたい 媒 なは、 なが 0. h をイ ン クルー ドす る 前に 次の 1 巧を 追々 II してく ださ 


define MACRO 








「fflush 


ま 


# include < がぶ o . h > 


レべ j レ 2 


int が lush ( s な earn ) ; 

FILE * が ream : /* FILE * ながへの ポイ ンタ ♦/ 


樣 _ を」 ホ, カスト リームと 巧 速す る バッファ 巧の デー タヵ 《、 ファイル じち かれて いないな 

らば、 それを ファイル にぶき 込みます。 

これ じより、 ハ* ッ ファが 巧 じな々 ます。 

巧き 么 みおら スト ジー ムは才 ープン した ま i です。 

また、 ファイル ポインタら 巧 化し ま サん。 

人カ スト リームと 巧递 する バッファ 巧に データが あれば、 それは おてられ バッフ 
ァが巧 じな ります。 

データを 徐 てる だけで スト リーム は オープンし たま まです。 

また、 ファイル ポインタ も变 化しません。 

なわ、 が din は、 ぷ がでは バッファを 化って いません を す、 Human が k 巧 都で バッ 
ファ を铃っ ています ので、 が lu ホでは これを フラ クシ ュ でき ま サん。 

ファイル ポインタとは、 ファイル 中の どのな 逆で 説み まきが 巧 •われる かを が铃し 
ている 巧 巧の こ とです。 

ハ* ッ ファを 化って いない スト リーム じがして、 この 巧を を芙 巧し てらが 響は みり 
圭 サん。 

stream じ NULL を おを すると、 すべての 入 化 カスト リーム じがして 巧 巧が 巧 
われます。 

なゎ、 ク曰ー ズやフ ラ ッシュ を 巧わずに exit に I かで プログラムを 終了す ると、 
姑 巧に スト リームに 化 力され た デー タわレ 《ッ ファ じ巧ク たま ま 給 てられて しまい 
ま すので、 必ず が lush してく ださい。 


巧 り 値」 バッファ 巧の データが ぶ おじ 巧き 込めた ときには 0 を 返します。 

指を の スト リーム る レ 《ッ ファを 使って いない々 •、 または 説み 化し 巧 用で オープン 
している 巧 合 じら 0 を 返し i す。 

エラ ーがお きたと きは EOF を 返します。 

stream じ NULL を 指 ミした ときは、 常に 0 を 返します。 


参 巧阳数 た 1〇 が， flushall , が tbuf 

を： XC ではが lu かで NULL が 指を できます が、 化の C コンパイラでは できな 
い 巧 お 性が みるので 注を してく ださい。 
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rfgetc, fgetchar 


レベル 2 


include < なぶ o . h > 


int な etc ( stream ) ; 

FILE * が ream ; /* FILE 巧 道 化 への ポインタ */ 


mt ffiratchar ( ) ; 


おが c は stream で おぶ す るス トリー ム から！ 义字 巧み 込み ます。 
f が tch がは fgetc (が < lin ) と问 じです。 

说み 込んだ 义ザ をぶ します。 

エラー、 i たは エン ドオブ ファイルのと きは EOF を 返します。 
EOF が 逆され た 巧に エラー か エン ド オブフ ァイ ル ど もらが さ きづ 
るた めじは、 feof または ferror 化を をが 巧 j してく だ S い。 


foutc . iputchar , cetc , が tchar 


fgi 

cha. 


BOP 


ope 


NU しし > 


，• け 
putcha 
•closet f 


EOF 








巧 4 章 り ファ 



int fgetpos ( stream , pos ) ; 

FILE * か ream ; /♦ NLE がな 化への ポインタ 幸/ 

か os_t * pos ; /♦ 术 めむ アクセス なおを 化妍 する ポイ ンタ */ 

樣 ち 6 I stwam が 巧す ストリーム のみ i かの アクセス 化 おを ボ め、 pos がが す ポインタへ 

か 納し ます。 

がなる 巧 巧 ホの が I でな W などを けう 場合、 化が 系の ぶいな どじより、 ス トリー ム 
のアク 七ス化 おを おすが がに ぶいが々 るむ め、 fseek やむ が 間む では I •か シア 
ク セス カリ r 文 ない 媒 合が みり ます。 

fge ゆ 0 S は、 をのよう な 1!!] おを 巧し、 巧愤 しやすい プログラムを 扣ぶ するな に 
り L なされて います。 

X じでは か 0 S t 巧は、 が ddef.h で じ I ドの よう じ 巧 巧 i‘f されて います。 
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書 ま# include < が dio. h> 

char *fgets 巧 trmg, n ， が ream) : 

char *8 れ 1 〇 2; /* 說み 込んだ 义字 列を 格が j ずる 領 がへの ポインタ */ 
intn; /* 統み込 も、 义 ザを */ 

FILE * が ream; /* FILE 巧を 体への ポインタ */ 

機 化] S け earn で 巧ぶ する ス トリー ム からな 巧义夕 ‘¥0 •がが われる々、、 ストリームが エ 

ン ドォブ ファイル じなる か、 または 說み 込んだ 文字を が n —1 じなる まで 文ず 列 
を 説み 込みます。 

ぶみ 込んだ 义夕 列の 未 化には ヌル 义 字‘ ¥ がが イオ々 U され、 が ring がす 旨す 領域に 化が 
をれ ます。 

n が I のとき は、 統み 込んだ 义ぶ 列は 巧 文字列 じなりまず。 

ちりな I 巧み 込んだ 义ぶ 列への ポインタを おします。 

エラーが な 生した 媒 なま たは エン ドォブ ファイルを 統み 込んだ 鴻 をは NULL を 
ぶします。 

どちら じよる NULL かは、 わび or i たは feof 巧を をが 用して 巧べ る こ とがで き 
よす。 


巧扣巧 fpUtS , が t も DUtS 
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第 4 車 リファレンス 


厂 filelen が h 


レベル 2 









ま 


さ include < stdio . h > 


int iileno ( stream ) ; 

FILE * が ream ; /* FILE 巧 逆 体への ポインタ */ 


m 

能 


ち 

り 化 


巧ぶ し シスト リーム と I 巧 速して いる ファイル ハン ドルを 期べ ます。 


ファイル ハン ドルを おします。 

お 巧の ファイル ハンドルが スト リームと 悄 速して いる 場合は、 ストリーム 
じ才 ープン したと き じ 削りつ けた フ ァイ ルハン ドルを 追し i す。 

スト リーム が オープン; 巧みの ファイルを 巧たない 場な のがり 値は 小ぶ です 


# 巧明& 


fdopen , iilelength , lopen , freopen 



fileno はマク 曰ぶ 巧と I 划 を 版 とがわり ます。 

マクロぶ 巧で 使いたい 巧な は、 がか 0. h を インク ルー ドす る 前 じかの 1 巧を お 加して 


define MACRO 








第 4 巧 リファレンス 


「files 


ま 


な include く io , h > 


レベル 2 


char ♦ files ( buff . atr ， datetime ， len ， pathname , src atr ) ; 
char 幸 bu む；/* 檢 •糸 バッファへの ポインタ 幸/ 

ch が 朱 atr ; /♦ つけた フ ァイ ルの W 性を 俗納 する が 城への ポ インタ */ 
int *d がが ime ; /* W つけむ フ ァイ ルの がぶ; I けを を 格納す るが がへの ポイ 

ンタ 本/ 

size_t *1 饥： /* 化つ けた ファイルの バイ ト をを 佑 巧す るが 域への ポインタ */ 
か ar * pathname ; /♦ 検 来す るフ アイ ルの パス 名への ポ インタ * / 
char src a けこ/* 巧みす る 城 巧 * / 



pathname と が c _ a じ で 巧ぶ した ファイル を おおし、 乂 つけた ファ イ ルの わ？ 報を 
a け. d がが im も len で 巧ぶ したが 读じ 巧が し、 廣ゥ攸 とし て 兄つ けた フ ァイ ルの 
フ アイ ル 名への ポインタを 遊し ます。 


bufni . フ アイ ルを お 尖す ると き じこの 巧 もが 化);} する バッ ファへの ポ インタ 
です。 


バッファの がんりよ 150 バイ ト必 巧です。 

atr は， 乂 つけた フ ァイ ルの 城 をが 巧寸 るが Wi への ポイ ンタ です。 
atr のがす が 城の サイ ザは 1 バイ ト U h 么 おです。 

* a け じかが! される 健 件 •は、 みビッ トが 1 の 巧 かじ W ドの な 味を ぶして います。 


ビット 0 : 说み 込み# 闲 
ビット 1 : 段し ファイル 
ビット 2 : システム ファイル 
ビット 3 : ボリ ューム お 
ビット 4 : ディレクトリ 
ビット 5 : 地な ファイル 


dat が ime は、 乂 つけた フ アイ ルの 作ぶ H がを 巧納 する が 巧への ポイ ンタ です。 
d がが ime の 巧す がが のサ イダは 4 バイト U 上么 をです。 

また、* da 化 time になが される かが H 時の おぶ はに I ドの 通りです。 

ビット 31 — 25 : 1980 半からの かが 年を (0 — 99) 

ビット 24 〜 21 : り （1 〜 12) 

ビット 20 〜 16 : H (1 〜 31) 

ビット に 一 11 : が (0 〜 の） 

ビット 10 〜 5 : か (0 〜 59) 
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ビット 4 一 0 : 秒/ 2 の〜 29) 


len は、 なつけた ファイルの バイ ト をを 格 供す るが がへの ポインタ でず。 
len の 指す 領读の サイダは 4 バイ トじ I 上 必要です。 

が thname じは、 お 索したい ファイルの パスち への ポイ ンタを 指を します。 

パス 名には ワイルド カードが 使用で きる ので 、 "A : ¥* イ" という 設 をら 呵能 
です。 

src _ a け はお 索 したい フ アイ ルの 试 なを 指を します。 
src ^ a け の おぶ はな 下の ぶり です。 

0 x 01 : 統み 込み 巧 所 
0 が 2 こ 巧し ファイル 
0 x 04 : システム ファイル 
0 が 8 : ボリューム 名 
0 x 10 : ディレクトリ 
0 x 20 : ぶが ファイル 

この src _ a けで 示される 成 巧と、 ファイルの 成な とのを 巧 巧 ( AND ) を 取った 
化が 0 でなければ、 巧 索の がみと なります。 

したが 〇 て、 すべての 议 件を 檢架 のがみ じする « 合は、 0 x 3 F を衔 ぶします。 

また、 統み么 みが 用の ぷ巧 ファイルを お 索の がみ じしよう として、 0 x 21 を 指を 
しても、 すべての ぶ 巧 ファイルと、 すべての 致み 泣み 巧 用の ボリューム 名、 デイ 
レクト リ、 ぶな ファイルが がみと なって し ようこ とじ 化を してく ださい。 

む les 巧を をを 斤した をで、 nfilesW をを エラーが おされる まで 芙巧 する こ とで、 
pathname と src a け で 指を した フ アイ ル すべてを お 索す る ことができます。 


ち り _« J 化 がか イ ならば、 兄つ けた ファイルの ファイル ちへの ポインタを おします。 

なわ、 この ファイル ちは bu « で おを したお 索 用 バッファ じ 作 巧され るた め、 巧 
一の お 紫 用 バッファを おを してむ 1 が閣 R や nfiles 巧を を 巧び 化すと U 前の 内を 
が 失われる こと じを をして く だを い。 

エラーな らば NULL を 返し よす。 


参巧拍 ft chgf も chgft， nfiles 
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nf 

，乂 


de 

de 

de 

か 

de 

de 

ta 

ta 

ta 

ta 

ta 


Jilt i i 

* ♦ f $ ♦ « 

用 ル グルリ ル 
專イフ ベ トイ 
み アム ラク ア 
をフテ W レフ 
みし スいイ 常 
Mn シ^デ 通 


> h 
h ♦ 

• b 
0 i > 
i 1 h 
d d ♦ 
1 1 0 
8 8 i 
< < < 


12 4 8 0 0 
0 0 0 0 12 
X X X X X X 
0 0 0 0 0 0 


o N s L R L 
D D Y o I I 


AAA 

e e e 

d d d e《eeee 
uuu nnnnnn 


レベル 




include 〈 graph, h 〉 


り l ( x し yl , x 2 •が •が 
; /* 始点 X がな 
; /* 始点 Y 座 巧 
; / * 終点 X が 巧 
; /* 終点 Y 化 巧 

/幸 パレット 3 — 


*/ 

*/ 


*/ 


* / 


幸/ 


，ィ ック I 【巧が に ホウ つぶした お ぶ 杉を もる が I し i す 

ぶ おか X 化 巧を 巧ぶ します （一32768-327 が)。 
よ抗ぶ Y 巧が を 巧ぶ します （一 327 が一 327 が)。 
はがぶ X 成 巧を 巧ぶ します （一 お 768 〜 3276 の。 

; 玉 終 成 Y 雌 巧を 巧 化します （一 ；}2768 〜お 76 の。 

: バレット コードを 巧ぶ します の 一 65535 )。 
ミード じよ ウムな 人 値が がむ ります。 



は ホウ i せん A 



♦inelu が 
tinclude 
♦include 


<»t 

<ba 

<gr 


ib,h 
cO ih 
»h>h> 


b_init ( ) ; 
8creen( 2 , < 
vpage ( 1 ) ； 
for ( 1 s 0 
xl 
yl 
x2 
y2 
pc 
fi 


< シ 
rand 
rand 
rand 
rand 
rand 
xl, : 



>wexit(0 》 ； 




ま # include な asic. h〉 


か uble む X け）； 

か ublef: /* 巧 か 小を 点 化 */ 



巧 •助 小 お点侦 f の お 巧 部を ポ めます。 
巧 •か 小を か 化の 巧な がを ぶ します. 
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さ include <math， h> 


double む oor(x) ; 
double X ; 

xia ドで も i 人の なをを ぶめ ます, 


double と しての 粮 をを 茲し ます 


ceil， mo か 











第 4 章 リファレンス 


「flu か all 


ま 


# include < な dio > h > 


レベル 2 


int む usha り （ ） ； 


m 能」 オープンされ ている すべての ス トリー ム じがして Wush をけ います。 

スト リームは クロー ザされ ません。 

また、 ファイル ポインタ も' 实 化しません. 

が 削 じついて は、 f flush I 巧を を參 照して く ださい。 


ちり 巧 J オープンされ ている スト リームの 総 巧を おし ます。 

エラーを ぶす W ウ侦 はぶし i せん。 


夕 巧抽な が lush 


プログラム 巧 


# include <s tdio , h> 

< include <8tdlib>h> 


main< ) 

( 

int n ; 

n s f lushall { ) : 

printf ( り XdH め * treaB 々 <open されて います ♦ Vn，， • n) ; 
exit け）； 

) 


化： パ、 ッフア がいっ ばいに なった とき や、 ス トリ ー ムがク ローグ された とき、 ス トリ ームを クロ 
—ズ しないで プログラムが exit じよって が f したと き じは、 自 勤のに フラ ッシユ カ: む われ 
ます。 

ただし、 プログラム お f 時 じら 助のに フラッシュし ようと して 巧 おした エラーは 無 化されて 
しまいます ので、 この 巧た じは、 巧き とらう とした データが おわれて しまう 可能が が ありま 
す。 
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double fmod(x. y ) ; 
double X ; 
double y ; 


機 お I x / y のが 余 （巧 •動 小を な 化） を か 巧し ます。 

X = ixy + f となる 巧が 小を ホ 化 f を 返します。 
ここで、 i はおを、 nix と レ;) じな 巧の 化です， 


ちり 化 I かな おおを おします。 

y が 0 か x / y が オーバー フロー じなる 場な は げ rno じ EDOM 
をぶ します。 

また エラー 嫂 巧は、 m が herr 供 もを f おって 巧う ことができます: 



夕巧 柏を ceil ， fabs , floor 












ま 4 を り フ アレンス 


-rmode 


ま 


# include < stdio , h > 


レべ J レ 2 


void imode ( ip , mode ) ; 

FILE * か； /* FILE 構を 化への ポインタ 术 / 
int mode ; /♦ フ アイ ル 巧 巧 モード */ 


植 _ 巧 I か が 巧す スト リームの ファイル 巧 お モード {テキス トか バイナリ） を榮 がし ま 

す。 

mode は 0 か 1 を 巧ぶ します。 

0 のとき は' 隻巧 モード < テキスト） じなり、 1 のとき は 無を; 巧 モード （バイナリ） 
じな り えず。 

テキスト モードの 巧な、 入 わじ ゎいて な' 女が ¥ r¥n •をな け ザ n ’ じ、 化か こゎい 
てな け‘ お’ をが 抑な がわ ¥ rV じが かします。 

フ ァイ ルタが モードを 巧が する 媒 なは、 わが n かけ lu か 明を をれ つたが 後に して 
く ださい。 

ちり 值 I 接り iiii はわり ま 甘ん。 
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レベル 2 


fopen —— 

書 ま]# include < stdio . h > 


FILE *! open ( pathnanw ， type ); 

char * pathname ; /* フ アイ ルの パス おへの ポイ ンタ */ 
か ar * けが ； /* ア ク七 スモー ド おがが 域への ポイ ンタ */ 


巧 J り pathname で衔 しむ フ アイ ルを オープン し i す。 

け pe はフ アイ ル アクセス モードを がぶ する 义 •ド 列で、 次の ぶりです。 


1 type の 値 

巧 を 

V 

フ アイ ルを 統み 化す （フ アイ ルは がれ している こと） 

" W " 

がき 么 みのむ めじ フ ァイ ルを 巧 か 作 化する （|【 i ] じ ファイル 
が ある と 則の のがは おわれる） 

" a " 

フ アイ ルの も i おにぶ 加 •巧き 込みを する （フ ァイ ルがない と 

巧が かぶ》 

" r +" 

おが （ぶみ 込みと 巧き 么 み） する （ファイル はが かしてい 

る こと） 

1 

"w + " 

がが （蘇み 么 みと •巧き 込み） のむ めじ ファイルを 巧 化かぶ 
する りが じ ファイルが ある とがの 内が は 火 われる） 

"a +，* 

統 みとみ と 追加 巧き 么 みする （ファイルがない と 巧 化 作 
化） 


けがの 巧ぶ は、 ファイル のかぶ がの アクセス モー ドと ぶ 巧して はいけ ません。 
" a " または " a + " でフ ァイ ルを 才ー プン したがな じは、 ファイル ポインタは ファ 
イ ルの お 後へ が 助し、 オープンが おの? き 込みが 作は ファイルの おおから り われ 
ます。 

" a"、 “a + ’ Xl ホで 才ー プン したみ 合には、 ファイル ポインタは ファイルの 光 お 頁 
じ 化; 巧し ます。 

"r + "、 " W +"、 "a + " が 指ぶ された 巧 かじは、 說 みとみ と 巧き 込みの 闲 方が 可能 
となります （これを ファイル のが 巧の ために オープン する といい ます）。 

しかし、 統 み； ii みから： 巧き 么 みへ、 またはを のぶに 巧る 巧 合には、 が lush 、 
fseek ま たは rewind 牌を によ るバッ ファの 巧き 化 しが 作が 必 愛です。 

ファイル ポインタは feeek 閱巧 により お 勤す る こ と 力 f でき よす。 
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まけ リフア 


ファイル ポインタとは、 フ; 
ている 指 巧の こ とです。 

な 巧の 楽み モードを 指を ず 


り ど の 位 おで 統み普 きが 行われる かを 


ド おの 义 ずを 化 用し ます。 


テキス ト モードで オープン ずる 
人力 時には、 お W なが 夕 r ¥ n •をな 斤‘ ¥ n ’ 
巧 ザ n ’ を が W なれ‘ ¥ r ¥ n •じ 巧換 する 


Wj 時には 改 


.は 


け pe 文字列に 
ル 义 巧： （mode 


オープンした スト リームの ポイ 
エラーが 起きた ときは NULL 


fclose , た loseal し fdopen , terror ， fileno , ireooen , 


打 t argc f cl 

char 

FILE 


file 


if Wp 


print むけ 

( void) fc 
printf (，， 


exit け）； 











# include 〈が dio. h> 


im か rm け （s じの m， form が _s じ ing し argument. • • ) ) ; 
の L 巨 * がが am; /* FILE 巧 逆 体への ポインタ ♦/ 
char 朱 format string; /♦ 萬ぶ 文字列への ポイ ンタ ♦/ 


* を] forma しが ring で 擦を した 巧ぶ に 従クて 出力を 巧が しが ream で 巧ぶ された スト 

リ ームじ 化 力 します A 

わ rm が ~ 5れミ〇な じがく かもは 巧ぶ じ なって 变巧 をれ 化 如され ます。 
forma し string の 巧ぶ と な 能は が inU [ 巧 もと M じ です。 

詳細に ついては、 Drin け閲 巧を 参が してく ださい。 


巧り 値 化 如した 父ぶ 》 をぶ します。 


夕巧 M 巧 


cprmtf, fscanf, printf, sprint f 


ブ a グラム 巧 


f include 
vinclude 


<8 tdio » h> 

< stdlib • h> 


char 

FILE 

if ( 


«fiie 
け P ; 


outf i le 


fp s fop«n( f il« , 
perror( f il© ) ; 
fp = stderr; 


)) *5 NULL ) 


fprintf ( f p 
f printf ( fp 



一け * け n", 
decittal^> ( Xd け n" 
f loating^XXg) Vn 
{ void ) fclose( fp) ; 
exi t ( 0) ; 


hello") 
123) ； 
3. U ); 
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第 4 章 リファレンス 


「 fputc, fputchar 


レべ J レ 2 


# include <stdio. h> 


mt fputc(c. stream) ; 

int c ; / * 化 わする 义字 ♦/ 

FILE * が r の m ; / * FILE 巧 iS 体 


int fputchar (c) ; 

int c; /* 化 力す る义字 ♦/ 


お か utc は、 が ream で 巧ぶ す るス トリー 
fputchar は、 fputctc, stdout ) とが じ 


エラーが 巧す • したおな は、 目 OF をぶ しま 


似 tc ， 似 tchar ， putc， putcnar 


while 


BOP 


たけ）； 











flnclude 

♦include 


く stdio • h> 
<8tdl ib, h> 


^define SIZE 


1024 


arge f char *argv( 


char 

buf 【 SI 艺 E] ; 

char 


PILE 

*fp ； 

file s 1 

large > 1 ) ? argv[ 1 J 

if いけ 

s fopen(file, ，>••)) 


p6rror< f ile) ; 


while ( fget8(buf , SIZE, fp) 
fputs{buf , stdout } ; 
(void け closed fp) ; 
exit け）： 


り fiU"; 

S NU し L» { 


s NULL 》 









第 4 章 リファレンス 


II cavi 


レベル 2 



# include < stdio . h > 


s は e t 【read(bu む er, size, coun し stream) ; 

void * buffer ; /♦ 巧 ミみ 込んだ デー タ をか納 する が 域を 巧す ポ インタ * / 
size t si が； / * ゲー タぶ 1 1 の サイ ザ * / 

お ze t count ;/ ♦ 誠み 込み データぶ 1 1 R 幸/ 

の LE * が ream; /* FILE 巧な 休への ポインタ */ 


m 能 J S じ earn で おぶされた ストリームから si が バイトの おさの データぶ U を count の 

を だけぶ みとみ、 buffer がが すが 域 じが 納し i す。 

ファイル ポインタは、 ぶんだ バイ トを だけ 遮み ます。 

スト リームが テキス ト モードで オープンされ ている 場な は、 化 ‘ W なれ ‘ YrYn •はな 
け ’Yn じが 巧され ます， 

この' 隻; おは、 ファイル ポイ ンタや W ウ飢 じが 巧を 0 ••えません 6 


戾 り な) ぶ 除に ぶみ 込んだ データぶ 11 のむ を おし よす。 

エラーが 巧 化した ょ おな や、 巧ぶ した データの ぶ ii をまで 巧 しないう ちじ エンド オ 
ブ ファイル ぶ OF ) になった ょ 接な には、 count より 少ない をが 送クれ ます。 

夕 巧扣お fwrite， read 
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書 ま# include 〈が dlib •い 


レベル 2 


int む ee ( p け ） i 

void * が r ; /* がかすべき メモリが 械を おす ポインタ */ 


が が I calloc ， malloc ， または reaUocI 冯 を じよって 削りつ けられた メモリを お化し ま 

す。 

P け は W 化すべき メモリが 城を 指し ます。 


巧り 値 I 正 巧お丫 のとき は 0 を 送し ます。 

エラーが 巧 牛した 冷 合は 0 U ホの 侦を 返し i す。 


# 巧阳致 な Iloc , malloc , realloc 


プ a グラムの 


« include 
# include 

♦define B SIZE 


<8tdio,h> 

<8tdlib>h> 


け 24 


char 
for { i 


*P ； 

1： i < 1624 ； 1++) { 
printf("X4d block ", i); 
if Up z Qallocd t B_SI 之 E)) ss NULL) { 

が int む" ■なで 8 ませんで しを > れ"） 
break ; 


p パ ntfr* 巧 し S しを， 
free( p ) ； 

printf (": 解 tt し* した 


Vn 


t け）； 


を： 無効な が r ( calloc ， malloc ， realloc 1 ちを じよって 剤ウ つけられ たのでは ない 锅 域を 指す ポイ 
ンタ） を 指を すると、 その後の 劑 つけに がを を 及は し、 エラーを 起こす 場を があります。 
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^TrAnpinip 


■ ■ ^71 ICII 1 1^7 

レベル 3 



# include 〈 basic . h > 


int fKname(or も Urg が）； 

かが * org ; / * 《化 前 ファイル お 悅巧郎 嫂への ポインタ * / 

char * target ; /* がが 後フ アイ ル お 倚が がが への ポイ ンタ 幸/ 


巧 

能 


戾 

り 值 


org が 巧す ファイルを、 はな et が 巧ず ファイル 名に' 隻 がし 主す。 
化かす ると 0 を、 义! なする と一 1 を おします。 
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巧 4 章 リファレンス 


「freopen 


塞 ま# include た tdio . h > 


レベル 2 


FILE 半 freopen ( pathname . 


aype ; /* アクセス モー ドが 巧が り 連への ポイ ンタ * 
M しじ * が ream ; /* FILE 巧ぶ 化への ポインタ */ 



が ream でが ぶ されむ スト リームを クロー ズ し、 pathname で 巧ぶ し む 
J スト リー ムに护 r たに 剧ウ つけます。 

; tciin 、 stdou し stdeir 、 stdaux 、 stdprn といった ホら かじめ 才 
> ファイルを 冉 削りつ けす るた めじ 化 W します。 

す 削りつ けされむ フ ァイ ルは け pe でが ぶしむ 巧で 才ー プン され 
かと をのの がは fo が nlWft とい J じです。 




uJin ， が dout にがして freo が n をけ う と 人; IWj のリ ダイ レクト 
r ので か •なして ください。 


!* — プン した スト リーム のポイ ンタを 返します。 

I バ 6 化した よ お なは、 もとの ストリームが クローズされ 、 NULL 



fread， fopen 



♦include 

<8 tdio ， h> 

♦ include 

<s tdl ib> h> 

main( int がが , 

char *6irgv 【 

int 

c; 

if < argc > 1 ) ( 

if ( f reop か 
pe) 

ex: 

) 

) 

while ( 

( C S f が tch! 
putchar(c) 

exit(0) 

) 

• 

% 


, "r" , stdin) ss NULL 》 
[ 1 ! ) ; 


BOF) 








pfrex 


レ ペル 




double frexp (ん expptr ) ; 
double X ; /* 巧 勤 小を お 化 * 
int * が P が r ; / * おを をが 供す 



巧 か 小な 点侦 X を 化を m (X = 2" xm ) とがを n にかけ ます 


ちり 化 化を m を おします 


巧を n は が pptr が ホす 位 巧に 
X が 0 の 場合は、 化を、 巧 巧と 


す。 

化ます。 

じなります 



Idexp， modf 











ま 4 巧 リファレンス 



int fscanf ( stream， lormat s け ing し argument . . • ) ) ; 
FILE * が ream ; /* FILE 巧ぶ 作への ポインタ */ 
char *( 01 * 111 が swing ; /* 巧 乂义卞 列への ポインタ */ 



S びの m で 巧ぶ された スト リーム から データを ぶみ 么 み、 form が _ が ring のがぶ 
じ從づ てぶ がし、 緩に 械く argument の おす フイー ル ドに 代入し ます。 

た rm が suing の 内韓は が anf 閒 なと I 刮じ です。 

まむ、 引致 : argument は form が _ が ring のみ 巧 巧 } 巧ぶ じが 化する 巧' が 巧の ポ イン 
夕 です。 


ちりな I 化 入した フィールドの なを 返します。 

化 入し む かづむ フィールド はを みま 甘ん ♦ 

代人 した フィ ー ル ドがない 場な は 0 を おします。 

減み 込みの が j じ 入み がが きて しまった 媒 なは EOF を おします。 
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ま 4 章 リファレンス 


「Tseek 


ま 


# include < が 出化 h> 


レぺ J レ 2 


int fseek (stream, 0 が se し prev) ; 

FILE ♦ が ream こ /* FILE 傅な 化への ポイ ンタ */ 
longoff^t;/* 起が からの オフセット */ 
int が ev ; /* ファイル ポインタ の 起点 * / 


な 化 i な ream で 巧を した スト リーム の ファイル ポイ ンタを prev で衍 をし た 狂な から 

0 がが t バイ ト分移 かし ます。 
prev の 化と がが を la ドに ポ します。 


が ev の 値 

巧 を 

SEEK SET 

ファイルの 化朗 

S ピピ K^CUR 

ファイル ポインタの iJi か 化 お 

S 巨 EK_KND 

フ アイ ルの お 後 


テキス ト モードの スト リーム じがして、 に r ドの いずれ かのを 件 じ 一な しない 
fseek をり ク てはいけ ません。 

• 0 けが t が 0 

• 0 が set がれ ell 巧な でぶ さ れむ 俯で 々り、 なぉかつ が ev が SEEK_SET 

バイナリ モー ドの ストリームの 媒 合は、 ファイルの 化が より 前で なければ、 どこ 
へがが しても かまいません。 

このと き、 ファイルの お f をより 後へ がが すると、 ファイルの 姑 後の 位 巧から がか 
おの 化; 餐 まで、 ファイル じ 0 を 巧き 化し if 。 


ち り _ filj ファイル ポインタが おしく おがした ときには 0 を おします。 

エラーのと きは 0じ1 外を 返します。 

夕_ ミナ ル や プリ ンタ などの、 シーク できない デ バイ スがス トリ ームじ 対 あして 
いる 碟 なじ は 巧り 値は 不惠 となります。 


參巧阳 S れ ell, Iseek, rewind 


265 







巧 4 章 リファレンス 


「Tse か 0S 


ま 


# include < std ! o . h > 


レべ J レ 2 


int fsetpos ( stream . pos ) ; 

FILE ♦か ream ; /♦ FILE 巧を 作への ポインタ ♦/ 

か osj * pos ; /♦ 巧が したい ファイル 化 おを 格納して々 るポイ ンタ */ 

[« ち stream が 巧す ストリーム のょ おかの アクセス 化 おを、 pos が 巧ず ポインタに 悅納 

されて いる 化; 巧に 移が します。 

がなる な 巧? ホの が 1 でが 侦 などを けうみ な、 起み I ホの 适い などに より、 ファイルの 
アクセス 化 おを ぶす がが に邊 いが々 るむ め、 fseek やけ el ] 悄 なでは r かな アク 
セス々 Hr えない 成な が あり ます。 

f がけ (ぶは、 をのよう な 1!!) 逆を 解消し、 巧 W しやすい プログラムを おぶ するな に 
W なされて いまず。 

XC では か 0S t 巧は、 かがが h で iU ドの ようにが な I V されて います。 


typedei long ipos t ; 

がが がす 行す ポ イン タ にかが されて ぃ るフ アイ ル 化 おは、 い! 一の フ アイ ルが ream 
じがして り われた お e ゆ 0 S 悄を によって m 納 された 値では なく ては なり ません。 

房 り 値] 化かす ると 0 を、 失 化する と ou 外を おしまず。 

夕 巧 聞 巧 なが po も む el し fseek 
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書 ま# include < stat •い 


int 似が 化 andl も buff が）； 

int handle ; /♦ な、 =4 ファイルの フ アイ ルハン ドル * / 

S け uct がが ^ bu が が ； /半 なが 俄遂 がをおす ポインタ * / 

が 化」 handle で 巧を される 才 ープン 中の フ ァイ ルに 閑す るが がを bu けがが おす 巧 逆が 

にが 納し ます。 

が at 巧 逆が は S ね t . h でに I •ドの よう にぶ 堯 をれ ています。 


が ruct が at 
dev 


ino t 
か 0 け 


ホ 0 な 
か 0 け 
ホ 0 け 

dev t 


offt 

time 


time 


St dev; /♦ 


が ino; /* 
St mo か ； /♦ 


s し nlink; /♦ 

が一 uW; / * 

なぶ d; / * 

St rdev; /♦ 


な — si z だ / * 

St atime; /♦ 


St mtim む /* 


な ctim む /み 


ファイル ならば ドライ ブ ホが、 デバイスな 
ら ハン ドラ ホ 皆 */ 

巧に 0 ♦/ 

ファイル タイプと フ ァイ ル诚け 
ゲ バイ ス ならば SJFGHK の ビット が セツ 
卜 され、 ファイル ならば S IFREG のビッ 
卜が セット をれ る 

アクセス モード じよって ユーザー （リー 
ド/ライト） の ビットが セット される */ 
なじ 1 ♦/ 

がに 0 */ 

巧に 0 */ 

ファイル ならば ドライブ ホ 号、 デバイスな 
ら ハンドラ ホ 冷 ♦/ 

ファイルの 火き さ < バイ ト を） 幸/ 

姑 終 巧 おりが。 time [均を の おり イ化 と 問じ袭 
お */ 

おお 愛が H 瞬。 time 悄 をの おり 侦と 閒じ矣 
!乂 ♦/ 

おがを が りが。 time 閱 をの 追り 化と 問 じを 
媒 */ 


S り值 I ステータスが 報を 正しく 得た 巧な じは 〇を遂 します。 

エラーが 発 ホした 場合は一 1 を おし、 EBADF をげ rno に セツ ト します 
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「ftell 


レベル 2 


include < がか o . h > 


long f 化り （ s け earn ) ; 

FILE ♦が ream ; /* FILE が 逆 化への ポインタ */ 


化 S けが m で 巧ぶ した スト リーム の おかの ファイル ポイ ンタ を调べ ま- 
ファイル ポインタは、 ファイルの 光城からの バイ ト おでぶ さむます 


がかの ファ イル ポインタを おし i 寸。 

オープン 時 のげ がが " a "、 い aria 外の 才ープ ンでス ト リームを オー 
は 0 を おしまず。 


り 化は イ; ぶとく 


fseek， Iseek 


rgc f c 


le s 
( け p 


lei "rb 
e) ; 


oid ) f Si 
intf (" 
oid) fc 


SEEK JND 
HldVn", 












害 ま # include < tim か. h > 


void れ ime(time が r ) ; 

が ruct timeb * り meptr ; / * tim か 巧 道 件を がす ポ インタ 幸/ 

がかの 時 《りを tim が tr が おす 巧を tim か じがが します。 

が 道 体 tim かは tim か h でを あされ、 tim も millitim , timezon も か tflag の 4 つ 
のメ ンバ からな りよす。 

り me じは グリニッジ 巧が が 1970 ず. 1 り 1 U 00:00:00 から 終ぶ しむげ なが セッ 
トクれ よす。 

millitim じは、 巧に 0 が セット なれます。 

tim が one には、 グリニッジ 巧 ザ もげと 地が がとの ぶ （脚 >1 り） が 分が 化で セット 
5 れ ます。 

time む) ne の f がは、 グローバル' ぶな timezone の {化か ら とります。 

か tflag は、 グローバル 义 を d が light の 化に より、 だげ けり 满 巧が 化ぶ 時に が 幼な 
巧な、 0 U 外の 攸 となり よす。 



房り 化 おり もな は ホり よせん。 


夕 巧 聞 数 asctime , ctim も gmitime ， tim も じが t 





書 ま ] C include < io . h > 


inl ftpack (か list ) ; 

char * か list ; /♦ がり 1 けを かげの お おが 从 への ポインタ */ 

機 能 1 か list でが ぶクれ たがり U がかげ のがが を、 り 時が がに 巧が します。 

がり りげ 分かの が 報は、 か じが の おすが 巧に U ドの 姐り に巧納 します。 

*( かりが 十 0) : 1980 ホからの かけが を (0 — 99) 

* (かりが ，り： り （1 一 じ） 

本 (cltlist - t * 2 ) : IK 1 〜: り） 

幸 （かりが + 3) : げ (0 〜 の） 

* (かじ が + *1) : か W —が） 

* ( clili が + 5) : げ (0 —巧） 

しむが 〇 て、 がり I けを かかの が がをお 的す る 放 域は 6 バイ ト么 巧です。 

巧り 化 I ぷ橫 した I け かがが をに I ドに パ 三す フォーマットで おします。 

ビット 31 — 25 : 198() がからの おけい ドむ (0 — 99) 

ビット 別〜 21 : り (1-12) 

ビット 2() 〜 16 : U (1-31) 

ビット ほ 一 11 : げ (0 〜 の》 

ビット 10^5 : か (0 — 巧） 

ビット 4 一 0 : け/ 2(0 〜 29) 

む pack によって 义 かしたり けがが は、 chK む で 化 川す る ことができます。 
を 巧扣数 ftunpk . かがし がけ t 
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ftunpk 


書 


ホ 


ご include <io. h> 


void 【 tuspkWate い me . d 川が） ； 
int datetime ; * II 時化が 朱 

char * か li が： * がリ 川け 分けの な纳如 域への ポ インタ * / 

[« 能 _] daunimc で 巧ぶ された I けが, If 謀を がり I け ホ かかに' をげ し、 か li が の 巧す 餅 も おにが 

納し ます。 

dawtime の フォーマット はに I ドの 姐り です。 


ピット 31 —ぶ： 19 み） がからの かもけ: •巧 (0 — 99) 

ビット ： M — 21 ; リ (1-12) 

ビット 如 一 16 : 1! り〜:; 1) 

ビット じ 一 11 : げく 〇〜 の） 

ビット 10 〜 5 : か (0 〜 59) 

ピット J 一 0 : げ /2(0 — 29) 

また、 かじが のがす が试 には U ドの 诚〇 にがり 1 けを 分げ のが おが 化 おされます。 

*く か li が 十 0) : 198 U がか ものかん け: •む (0 — 99) 

*(( iUi が^ I ) : り U 〜 じ） 

幸 （かりが + 2) : II (1-31) 

*( かりが + 3) : げり)〜 の） 

* (かりが + " : か (0 — ; 巧） 

* (か li が t 5) : け (0 〜 •巧） 


したがつ て、 小り I け ホ かかの がが が おがされ るが W は 6 バイ ト必 巧です。 

が Ift でぶ めた 川け 化が を. れ uwk にようて がり I けを かかに ぶが する こ とがで き 
ます。 


戾リ化 ^^ゥ嫉はぁゥません。 


参 お 巧 数 む pack ， chgft. が tft 
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「fwrit 


include <stdio- h> 


ze t fwrite く bu が er， siz も count, が ream) ; 

Did * buff が こ/* I 巧き 込 レ データ 格が j が 城 


stream 


stream でが •ぶを 


ルポ インタは、 巧き んだ バイトを だけ 進み i 卞 A 

ルが テキス トモ ー ドで 才ー ブン されて いる 巧を は、 なけ は iiiW 化け 
じぶ 巧され ます。 

橫は ファイル ポイ ンタや W り 化には が 巧を リ えま 甘ん。 


巧き 込んだ グータぶ りのを をぶ し i す， 

が 巧 化しむ 媒 合には、 ccnmt よ り 少ない むがぶ されます A 


♦define SIZE 


<8tdio>h> 

<stdlib>h> 

1024 


nt argc r char Sargv[ } ) 


char 

char 

FILE 

int 


buf [SIZE] 

*fiU; 

»fp ； 


file s ( ら rgc > 1 ) ク ftrgv【ll 
if い fp = fopen(file, "rb")) 
perror ( f ile) ; 
exitU )； 


けむ U "; 

2 HULL) 


while ( (n = f read ( buf » aizeof ( char ) i 
fwrite(buf , sizeof (char ) i n, 
( void 》 fclo がけ p い 
exit け）； 


SIZE, fp) ) > 0) 
stdout ) ; 














include < がが ib. 


か uble value; /* 《橫 すべき 巧 か 小な 戌 化 */ 
int ndig; /* かを 幸/ 

c:har * buffer ; /* 巧 巧义夕 列の お 納巧读 を 巧す 

巧 •がいいを が i か value を ndig のがを で が ntf の％ ミフ 
のなぃ がぶ じ 巧 巧し、 ちれが 小" f 能な 冷な じは％ e フ 
を 巧んだ がぶ の义ザ 列に 义 おし、 bu が er のがす が 域に かがします 
义夕 列の 未が じは ヌ ル义 '户 が’ が f ホ 如され ます。 


atoi, atoi 


プログラム 巧 


tdio>h> 

tdaib.h> 

"がが $3 が 979323 が 


char 

int 

for 


(256J ； 


n <= 100; n ♦ り ( 
id)gcvt(PI / n, 10, buf ) ; 
ntf("PI / %d s Xa¥n け , n, buf) 











7 include < が aph ， h> 


レ ペル 



\’ 〇 1 づ get ( xl ， yl ， x 2, y 2, buf ， size) ; 
int xl : / * 始点 X が 巧*/ 
int y し/ * 始ぶ Y がが * / 
int x 2 ; / * おお X 降: 樣 * / 
int が；/* お 点 Y 呼; 巧*/ 1 

void * buf ; / * 忡 I 化 ゲー タを窥 みと レ镇试 への ポインタ * / 
ini size ; /♦ I が | 化の バイ ト ft */ 



グラフ ィ ック I け 11 がの たが おの 1が| 化 データを、 size バイ ト を々、 buf のがず がが じ 
ぶみ とみ ます。 


xl じは 姑 点 X 伴. 巧を がぶ し まず。 
yl じは 的ぶ Y が 巧を がぶ します。 
x 2 じ はお 点 X 雌 巧を がぶ しまず。 

がに はが 点 Y 伴: 巧を 巧ぶ します。 

蛇 点と がぶ は、 window 化 もで 巧ぶ した クリ ッ ピン グ けミ 巧の 中で なければ なり ま 
甘ん。 

buf には、 ぶみ と レ I 叫が グータを 化納 する 領域への ポインタを 巧ぶ します。 
このが 林は、 si が バイ ト かなけれ ばいけ ま 甘ん。 
size には、 I が I 化 ゲー タの バイ ト なをが ぶします。 

I がが モー ドに より、 じ I ドの バイ ト をを がぶ します。 


16 色モー ド： （お ドッ トを +1) 牛 2 
2 が 色 モード ：お ドットな 

65536 & モード： 拔ドッ トを X 2 
戾リ化 I W ウ もがは ホウ ま サん。 

# 照 聞 & put ， window 
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， getchar レベル 2 

# include < stdio . h > 
int g が c(s け earn ) こ 

FILE * な ream ; /* FILEHI を 化への ポインタ */ 
int getchar ( ) ; 

[« 化 I が tc はが ream で衔 ぶす るス トリー ム から！ 义夕說 み 込みます。 

getchar (i が tc ( stdin ) と 间 じです。 

[* り fi] ぶみ 込んだ 义 字を おします。 

エラー が 巧 化した 巧を または エンド オブ ファイル （ E 0 の を統み 込んだ 場な は、 
EOF を 返します。 

どちら じよる EOF かは 、 ferror i たは feofl 巧を を 使用して 期べ る こ とがで きま 
す。 


夕巧扣 》| 


な etc ， 似 tchar ， getch , getche . putc . 


putchar , ungetc 
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ide 

ide <8tdlibi 


>nt argc 


FILE 



ch 


if (argc 


else 



exit け）； 


が c , getchar は fgetc , fgetchar 巧を と 同じです が、 マク ロを おと 間を の 巧ち が 
クロを をで 使いたい 鴻 合は、 stdio . h をイ ン クルー ドす る 節に ホの 1 巧を 追加 


define MACRO 




芬 include <conio. h> 


mt getch( ) ; 

コン ソー ルから 1 义ぶ试 み么み 
人ん エコー バッ ク はありません 


蘇み; ^ んだ义 ぶを ぶします。 













# include < direct . h > 
char * getcwd ( pathbuf , n ) ; 

char ♦p が hbuf ; /* パス 名を 格 巧す る® 域を 宿す ポインタ */ 
i が n ; /* パス 名の 诞乂お */ 

カレント デイ レクト リの フルパス 名を 的 化 buf が 指す 領域に 格が します。 

パス おの お 火 おは n バイ ト で、 パスち （由を なの ヌル 义 •羊を をめ た） の おさが n 
の 化を 进え ると、 エラー じなります。 
pathbuf は NULL でも かまいません。 

をの 媒 な、 n の 火き さの バッファを malloc 叫な じよって むが 的に 削りつ け、 を 
こじ パス おを が 納し ます。 

この バッファは 後に、 たが 閱 なでが tcwd の W り 化 （剤り つけた バッファの ポイ 
ンタ） を おぶ して 解かす る ことができます。 

R り 巧 I ディレクトリの フルパス 名への ポインタを ぶします。 

エラーの ときは NULL をぶ し、 が rno じ 次の 化が セ ット されます。 



参巧扣 巧 chdir , mk ぶ r , rmdir 
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参 include 
♦include 


<atdio ♦ h> 
<dir«ct , h> 


idefine SIZE け 24 

static char buf [SIZE] ; 


main( ) 

{ 

if (getcwd<buf, SIZE) ss NULL) 
p が rori" が tcwd error"); 

else 

printf ( "cwd is ッ 8 >¥ 0 " , 


buf )； 




etenv 


レベル 2 



# include <stdlib. h> 


char 幸 が tenv (name) ; 

char ♦ name : / * 巧 巧 がをおを おす ポイ ンタ */ 

お 巧 巧 雙をリ ストから name で 巧ぶ される 巧 巧 巧を おの 内な を おがし よす 


が tenv で 追され た 巧 巧' 隻をリ ストの エントリ をが 巧 《おしては いけ ま 甘ん。 
エントリ を 巧が する みな じは、 put 州 V 悄ぞ 《をが 巧! し ます。 

また、 巧 巧' 巧を リスト じが 钱を なえずに ぶされ た义夕 列を 加 じしたい おかは 
が rdup. が rcpy などの 悄 をを 化って 义ぶ训 の コピー を 作ぶ; して、 コピーに がし 
化 I I ; してく ださい。 


が tenv. putenv 閑を は 巧 巧 巧 巧 リス トを アクセス する ために グ 
environ をが iW し よす。 


《ル 巧 



巧 巧ぶ おののが への ポ インタを おし i す。 

巧 巧ぶ をを 巧 できな かづた 冷な は NULL をぶ し よす 









ま # include < io . h > 


int getia ( pathname ) こ 

char * t > athname ; /* 诚忱を 期べ たい ファイルの パス おへの ポイ ンタ */ 

pathname で 巧ぶ された フ アイ ルの 城 竹 •を满 ベます。 

ちり 化 I 11:. 巧 お f ならば おぶされた ファイルの 议 巧を おします。 

城な のフ ォー マッ トは1^ ドの 姐り です。 

ビット 0 : ぶみ 込みが W 
ビット 1 ; 巧 •し ファイル 
ビット 2 : システム ファイル 

ビット 3 : ボリ ューム 
ビット 4 : ディレクトリ 
ビット 5 : 施が ファイル 

なわ、 ビッ ト 3 — 5 までのい ずれの ビット ら化 いていな いみなは 姐が ファイルで 
す。 

エラーな らば一 1 をぶ します。 

かが a 
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♦include 
# include 


<stdio ， h> 
< io • h> 


♦define 

A 

* 

RDO 

0X01 

/» 

H み 込み 專用 《/ 

#def Ine 

A 

• 

HDN 

0x02 

/» 

B しフ T イ ル */ 

♦define 

A 

• 

SYS 

0x04 

/* 

システム フ 7 イ ル */ 

tdef ine 

A 

♦ 

VOL 

0x08 

/* 

Voluo« ラペル » / 

#def ine 

A 

• 

DIR 

0X10 

/» 

デイ レクト リ •/ 

参 define 

A 

一 

FIL 

0x20 

/拿 

a 常フ •r イ ル */ 



r ； 


if Ur = が tfar イ yCONFIC*SYS •，い ss — 1) 
putsr •夕 « し* した."）； 

else { 

if (r k A.BDO ) 

puts み 込み 零 用"）； 

if (r 4 A HDN) 

put 今 （ "a しフ y イ ル"》； 
if (r & A SYS) 

putsT • シス チムフ 7 イ ル"）； 
if (r k A 、 VO し） 

puts( "VolUB« ラペル"）； 
if (r & A DIR) 

putsr ディ レク トリ'）； 
if (r & A_PIL) 

pu け （ "a 常フ y イル 



かぶ; U がの フォー マッ ト はじ I ドの 姐り です。 


ビッ ト 31 〜 25 

1980 ホから の おけ， t がを — 99) 

ビッ ト 2 卜 21 

り （1 一 じ） 

ビッ ト 20 — 16 

11(1-31) 

ビッ ト 15 〜 11 

げ (0 〜 の） 

ビッ ト 10 〜 5 

分 (0 〜 巧） 

ビツ トト 0 

か/ 2(0>29) 


エラーな らば一 1 を 也し i す。 

なわ、 かぶ; りげ はれの むと なる 場なら あるので、 エラー かどう かを がに 
巧 V ; •でがけ リ できない こと じ 化な してく ださい。 

この おり {がは、 む unpk じよって がり I けを 分かに 义 ホす る ことができます 


を 巧 曲 ® I かがし む un か 










ご include < が dio. h> 


りけ が il いが 


のし K * か； ♦ フ アイ ル 化ぶ 作への ポ インタ * ' 



かで がぶ され シス トリ ーム から long サイ ザ 分ぶ み 込みます。 

ぶみ とんだ low の なを おし ます。 

エラー が 巧 1; したよみな または エンド キブ ファイル 化 0 の を 端み とんだ 場な は、 
KOI ，' を 化します。 

ただし、 ス トリー ム かご, ぶみ 込んだ デー タが I，:OF と •がして いる" け & 性が みり 
ま すので、 エラー と エンド オブフ アイ ルの 巧ぶ は ferror と feoH 巧を を 化) H して 
•叫ぶ してく だク い。 



l)ut\v ， pul し cetw 
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ま 4 g リファレンス 


getmem, rismem. qetml, 


nsml 


レベル 2 


m ま# include < stdlib . h > 


void * が tmem ( size ) ; / * メモリ が 城の 馆化 * / 
sbe t おが こ/* 雜 化す る メモリ 锁 嫂の サイズ * / 

int rism が n ( p ， si が）； /幸 メモリが のが •化 */ 
ch が * p ; /* がな する S がぶ への ポインタ */ 
size J size : /幸 が 化する メモリが 城の サイズ */ 

void * が tmKsi が）； /* メモリが 议の 巧が */ 
long size ; /♦ が 化する メモリ 触 嫂の サイ グ 幸/ 

int rlsmKp , size ) ; /♦ メモリ 領域の が; 投 幸/ 
char * p ; /幸 が 化する 谢从 への ポインタ */ 
long size ; / ♦ がかす る メモリ 鉛 域の サ イス ' * / 


お お I メモリが 域の が 化、 ^たは解化をけいます。 

g が mem は、 si が バイ トの谢 域を 確 化し、 をの 谢« を 巧す ポインタを ぶします。 
メモリが 个 化して が « を赌 がで きないと きには NULL を 追し ます。 
rismem は、 が tmem で傕 な: しむ メモリ 巧 域を が 化 します。 

が tm し rlsml は、 引 もの 巧が long で ホる 化は、 をれ ダれ が tmem , rismem と W 
じです。 

rismem で 巧ぶ す る ホイ グ si がは、 g が mem で 巧ぶ しむ ものと 蒂 しくな ければ な 
り よ せん。 が tmemW 外の 似 もで 備 げした が媒 をが 化しようと した 巧な、 
rismem は一 1 を 送 します。 


ち り 值 J 化 巧 •が iT •巧; にお f した 巧な、 が tmem •が tml は赚 化しむ メモリが 巧への ポ イン 

夕 を、 rismem ， rlsml は 0 を おします。 

エラー が难 化した 場な には、 が tmem . g が ml は NU し L を、 rismem ， rlsml は一 1 
を遂 します。 
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♦ include 
♦include 


< fttdio 4 h> 
<dtdlib ， h> 


Idefine B SIZE 1624 



char *p ； 

for (ns 1 ； n <s け 00; n ++ ) { 

print f{"%<iKby ぃ ； ，， • n ) ； 
if ( け 5 が tseotn * B_SI2B ) > t * HULL ) I 
printfrUff で J * しろ， "い 
rl 今 Deii(p» n < B_SI2B ) ； 

printf を メモリを •» 放し » した Vn"> ; 

) 

else ( 


) 


printf (••*» で # 表サん でした • Wn " い 
break ; 


# include く process . h > 



int g がが d ( ) : 


樣 お J 巧び 【中, し プロセス をを がする プロセス ID を 返します。 

プロセス ID じは、 プログラム 案 巧明始 がに をの プロセス じ阐 巧な 巧 化が 
れ ます。 


ちりな プ D セス ID がぶ ります • 









include < が dio . h > 


char * が ts ( buffer ) : 

かが *bu けが；/* ぶみ 込んだ 义 •ドを か 納す るが 巧への ポイ ンタ */ 


m _ お I 巧 準 入 から 改け父 タザ n •がみ i われる々‘、 なが 人力が エンド オブフ アイノ 

ぶ OF ) になる まで 义 列を ぶみ 込み よす。 

ぶみ 込んだ 义乂 列の 木/とじは スル 义 •ド イ がが 1 ホ 加され、 bu けがが がすが 城に 化 そ 
されます。 


戻 り fill ぶみ とんだ 义义 列への ポインタを おします。 

エラー が 巧/!: しむ 場 かまむ は エンド オブ ファイル （ E 0 の をぶ み 込んだ よ おかは 
NU ししを ぶし i す。 

どちらに よる NULL かは 、 （error i むはた of I 均を を 化) H して 渊 ベる こ とがで; 
主 す， 









書 ま # include <stdio. h> 


ml g が w けが； 

FILE * か； /* FILE 巧を 体への ボイ ンタ */ 



かで 衍を された スト リーム から sho け ホイ グ分統 み 么 みます。 

ぶみ 込んだ か ort の 化を おしま 卞 . 

エラー カ ミ お した 媒を i たは エンド オブ ファイル （ E 0 の をぶ みとんだ がかは、 


EOF を遂 します。 


どもら じよる EOF 力， は ferror ま たは feof 閱 をを 化 H ! して 期べ る ことができ ま 






参 include <8tdio,h> 

♦include <8tdlib*h> 

♦include <io, h> 



short s ; 

FILE tfp; 

fp s れ din; 

if ((8 5 getw(fp)) S 2 EOF) ( 
if < ferror( fp) ) { 

perror ( fail 



else if (eof < fp) ) 

printf{"end c 

exit(l); 







print む "number = % 
exit(0) ; 








ま# include < time . h > 


struct Im * gmtime ( time ) ; 

timej * time ; /* が 刻 データの おがが 巧を 衔す ポイ ンタ */ 

植 お I が 亥い ime を グリニッジ 巧带 時に 巧みし、 tm 巧を ホに 格 的し ます。 

が 刻 time は グリニ ッ ジ 巧が が 1970 年 1 H 1 り 0 時 0 分 0 かか らお 過した かお 

で、 time を ザび 化す ことじより がられます。 

tm 巧な がは、 tim も h で に1 ドの よ うじ 寶 言され てぃまず。 

struct tm { 

int tm _ sec ; /* か (0 〜 59) 幸/ 

int /* 々（0 〜 が） */ 

{が tmjiour ; / * B 等 問 の〜 の） * / 

int tm mday ; / * 【1 が （1 一 31) ♦ / 

int tm mon ; / * り （0 — 11、 0 が！… */ 

im tm _ year ; /♦ ザ •(ミ お 化の ホから 1900 をが ぃたを） */ 

i が tm _ wday ; / ♦ 媒 H (0 — 6、 0 が HW ! H ) */ 

int tni _ yd が； /♦ 1 ザを ぶした H か く0〜365、 0 は 1 り 1 H ) */ 

int tm_isd が； /♦ 义が リリ お 巧が 無 巧の 冷な は 0、 

がかの 巧た は 0 W 外 */ 


gmtime は、 内部の がめ なお 试 への ポインタを おします。 

したがって、 gmtime が 呼び 化される たびじ 向 じ 領读に h 巧き され、 前の のをは 
失われます。 

ちり 値 I tm 供を がを 棺す ポインタを ぶします。 

夕 巧 曲 S asctim も ctim も localtim も time 
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de 

de 


< stdio ， h 
< t ime ♦ h> 


struct tD 
struct ta 
time t Itiae; 



u tD s gatine け 1 
(••ただ今の 


し s localtine 
pr れ tfr ただ々 の 




書 ま # include がな ype . い 


int hantozemc ) ; 

intc ; /♦ 义 かする 义 ぶく t •約义 7:) */ 

な お I ザ •巧 义ぞ C をを 的义 ぶに' ぶみ します。 

じは 0 x 20 を C ミ 0 X 7 E 、 ま むは OxAlSc ミ OxDF の 範リ月 巧 じなければ な り ま 甘ん。 
カナは カタ カナに 巧換 されます。 

C の ビット 16 が 1 のと きには、 ひらがな じ 巧 巧され ます。 

シフト JIS 巧ぶ コードで のをが! 义 ぶを ぶし i す。 

义巧 でき な かづむ 場な じは C を おしまず。 

し夕 巧阳 を 1 zentohan 
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ッ ク峭拥 の おぶ 位 おを 設お し i す。 
ラフィック I 叫が の ぺージ を巧忠 します （0 — 
が| がの モード じより、 姑 人 ページを が おなり 
SX 雌な、 y には h 巧 Y 化な をが ぶします。 
、‘、 I 叫が の モー ドに より 化乂 f 的が がな ります 







レベル 3 


書 ま# include <gr が h •い 


int hsv ( hu ， sa ， va ) ; 
int hu ; / * を ffl ♦ / 
int sa ; / * 谋 さ*/ 
intva ; / 幸 明るさ */ 


m 能 I を佈 hu , 巧 さ sa， 明るさ va じが じたを コー ドを 得ます。 

なわ、 を コードは 〇〜 65534 の 化を となります。 

そ れぞれ の おを ザ 化 巧 M は la 下の ぶり です。 

hu : 〇〜 192 
sa : 0 — 31 
V る： 0 一 31 


ちり 値 を コードを ぶします。 


hsv 
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第 4 巧 リファレンス 


rimg— color 


レベル 3 


ま 


# include リ mage . h > 


void img color (hu cal ) ; 

か arhu . cal ; /* を 期 モード */ 


m 能 I I 叫 像と ゥ么 みを りう 巧のと ゥ とみ 忡パ裝 のな 期 袖ぶ （グラフィック パレットの 铺 

£) をけ います。 

hu cal じは ホの 色满 モー ドを 巧を します。 

0 : 16 を モード 

1 : 2 が 化 モード 

2 : 6 お 36 色 モード 


ちり 化 W ウ化 はわり ま 甘ん。 
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「 img_home 


レべ J レ 3 


♦ ま# include <ima が. い 


void imc home(x, y, dir, cnt, wt) ; 
int ん y ; 
char dir ; 
int cn し wt : 


[m 化 I グラフ イッ ク脚 曲の ぶぶ 化 おを おがします。 

X じは 始 点の X がが の〜 51 い、 y じは 始 点の Y が 巧 (0-511) を 指ぶ しまず。 
dir，cnt， wt は それぞれ、 巧が ぶか （1-9)、 なが 1 口】 を （0 — 65535)、 巧ち がけ!！ （0 
一 65535) でず。 

* り 値 1 ゎ^ り（ぉはぁ ゥ ま サん。 


304 



第 4 章 リファレンス 



書 ま# include 〈 ima が •い 


void img _ ht ( xl , yl ， x 2> y 2, も a ) ; 

imxl ; /♦ お 点 X が 巧 */ 

intyl ; /* 始点 Y 樂な */ 

i が x 2; /★• かお X 陳 巧 */ 

int y 2 ： / ♦ がぶ Y がな ♦/ 

charp ; /* グラフィック I 曲 1 がの 巧 能 苗: を */ 

chara ; /♦ 半迭剛 ぶぶ 指ぶ */ 

檐 化 I グラフ ィッ ク 脚が のが お巧糾 とナレ ビ 尚が と のザ适 ロバぶ ホの 制が を 行います。 

XI じは お 点 X が 巧を 巧 おします。 
yl じ は始お Y 库 .巧を 巧を します。 
x 2 には おぶ X 巧 巧を おぶ します。 
y 2 じは か 点 Y が 巧を 指ぶ します。 

P には グラフ ィッ ク脚 がの おぶ がが への ホる 巧ぶ ぶの 没を 巧 無を 椅を します。 

0 : ザ 透明 おがを 没を しない 

1 : ホる 明を ぶを なをす る 

a じは 半透明ぶ ボ のぶ 巧の お 無を 巧を します。 

0 : ホ 透明を ホを ぶ 巧し ない 

1 : 半透明ぶ 示を ち 巧す る 

本 牌を 夕行 前に、 が r が nf 巧を または ぴ U 巧を によ ウ、 スー パー イン ポーズの 化 
お 化ぶ モード ほじ X 512、 または 巧 6 X 2 が） じして ゎく 么を があります 9 
また、 X し y し x 2、 y 2 は •策 脚が サイ ズ じより、 5 じ x 512 のとき は、 0 — 511 ま 
で、 256 X 2 がのと きは、 〇〜 255 までを 指を する こ とがで き ます。 


ちり 巧 M ウ化 はみ り ま サん。 
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「img 


load 


レベル 3 


ま 


# include < ima 併. h > 


int imgJoad(fname ， X ， y ， b) ; 

かが *fname; /* 人 ファイル 名への ポインタ 幸 / 
ntx; /* ロードす る グラ フィ ッ ク师 がの X 雌 巧 * / 
nty; /* 口ー ドす る グラフィック 脚が の Y 睐; 巧 幸 / 
mb ; /* ロード お f 化 巧の なぶ */ 


機 ちり fname がが 卞 ファイルの ゲー タ を、 グラ フ ィ ッ ク|が|师へぶみ么み 主 す。 

ファ イ ルの お 化/ •は、 解 •化が じよ り 次の よう じみ まっています。 


が 巧 子 

面面の モード 

を 1 

• • 

GS 0 

2 が X な 6 1 

• • 一 

16 位 

GM 0 

な 6 X 256 

2 が 化 

GL 0 

2 が X な 6 ; 

が 536 色 

GS 3 

512 x 512 

16 色 

GM 3 

512 X 512 

2 がを 

G し 3 

512 X 512 

が 536 色 


b ; ロードが f 化 巧 


b = を 

n 


か… ド M の 姐り Y が 巧の ドからの ドットな 


よたは 
5 じ 
卜 ♦ット 


2 が i たは 引 2 ド ブト 


♦ ロード 巧 Hi 左 

か 


n … 把' 般户 


GS 0 

GS 3 

GM 0 

GM 3 

GL 0 

GL 3 


32 

16 

16 

8 


0 含 b <7 

0 含 bS 7 


化リ I 不 W 


S りな 正 巧 終了のと きは 0 を、 興 巧が f のとき は 0 U ホを 逆し まず。 


# 巧抽 S img save 
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img— po 





レ ペル 



# include < image . h > 


void img_pos (h eal ) ; 

char h_cal ; / ♦ 柳が 小 •ド 化 巧 W ) 化 データ * / 

II 巧が とり 込みが の 州 怖 ホ が 化 おの M |1 •をい ぃます。 
h cal は、 0 — 2 巧 i での 巧 M で おを します。 



ちり 化 I // j ウ飢 はあり ません。 

~ 一一 
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「 img-put 


ま 


# include <im3ge ， h> 


レべ J レ 3 


void img_put(xl, yl, x2, y2, na, len) ; 
int xl ， yl ， x2, y2, len ; 
void * na ; 


機 お I グラフィック デー タ をを 示します。 

(x し yl ) でぶ をれ るが 巧から < x 2, y の でぶ される が樣 までの お]、 8 ドット ご 
と じ おかしむ がら、 na がが す パ ターン デー タ をを 示します。 

炭ぶ する パター ンゲー タの乂 きさは 256 x 256 ドッ ト です。 

ぶぶ デー タ は、 13 し 0 な バイ ト么 巧です。 

巧り 化 I 巧り f 於は あウ ません。 
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ま 4 章 リファレンス 




# include く image . h > 


mt img save { fname ， ん y ) ; 

char * fname ; / * 化み ファイル おへの ポインタ * / 
im X ; /* セーブす る グラフ ィッ ク 脚が の X が 巧 */ 
iny y ; /* セー ブ ずる グラフ イ ック i 巧が の Y が 巧 ♦/ 


お _ お) グラフィック (巧耐 の データを、 fname が おす ファイルへ 巧き け •，します。 

ファイルの 抢驳イ •は、 がが 獲 じよ り 次の よ うに 決ま ク ています。 


巧 巧 子 

面面の モード 

を 

GS 0 

256 X 2 が 

1 16 を 

GM 0 

2 が X 256 

2 が 化 

GL 0 

2 が X 256 

が 5 がを 

GS 3 

512 x 512 

16 を 

GM 3 

5 じ "じ 

2 がを 

GL 3 

5 じ X 5 じ 

が 536 を 


戾リ值 化 ホが f のとき は 0 を、 が 巧が ィ のとき は 0 U 外を おします。 


参 巧扣巧 img load 
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「■mg 


scrn 


レベル 3 


ま 衣 include < ima が. h > 


void img scrn ( size , mode , disp ) ; 
char size ， mode , disp ; 


が グラフィック 脚 化の モードを 設 ぶします。 

引を は それぞれ 次の よう じ衍 ぶします。 

size (ぶぶ 脚が サイダ） 

0 : 256x256 ドット 
1 : 5 じ X512 ドット 
2 : 7 が X512 ドット 


mode (义 が 【 hfii およびを モード) 


0 

1024 X 1024 ドット 

16 を 

1 

512 x 512 ドット 

16 を 

2 

512 X 512 ドット 

2 が 化 

3 

512 X 5 じ ドット 

が お 6 を 


が SP (ゲイ ス プレイ 解 像 お) 
0 : がが がな 
I : がが 化哦 


ちり 化 / バウ ではありません。 
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# include <image. h> 

void img s がり mg ctlO 〔， img_cdl, img_cd2, img c り 3, img_ctl4)) ; 
char img ctlO ; / * 制 お 巧 ‘' > * / 

int img_ctll, img_ctl2, img_ctl3, img ctU ; / * 制 卿 巧 呼 朱 / 

カ ラーイ メージ ユニッ トに Z-6VT1) の 制御を 巧い 主 す。 
img^ctl じは、 カラー イメー ジ ユニッ トの コント ロー ル コード を 指ぶ します 
(0x00 — OxF の。 

L 巧-り-化 I おり もたは々 りません。 
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「■mg 


が ill 


ま 


# include く image ， h > 


レベル 3 


void img_sti り ( ch ) ; 
char か；/* モー ド*/ 


概 お J 【耐 像と ウ么 みの 鼓を をれ います。 

ch に は刚 化 とり 么 みの そー ド を 指を します。 


0 : 义巧 （が 止 か) 

1 : 巧钱 （が 脚） 


本 間 ものぶ がが じ、 screen 閣 をに より 化 解 化 モード （引 2 x 5 じ、 またはな 6 x 
25 が じして わく 么 巧が あり まず。 

よた、 脚 化と り みを 巧う プログラム のが r 時には、 必ず imc がり 1(0) をぶ 巧 
してく ださい。 


ちり fit W り WU 主々 りません。 
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第 4 章 リファレンス 


■ 

1 

nst 

r 

画 

■■ レベル 3 1 

1 

f ま 

を include < Das ! c ， h > 


mt m が r(i, s な 1， str の： 
imi; /* 比較を HH 始 する 位 庚 */ 
char * なけ；/* 文字列 */ 
char ♦が r2: /* 义ぞ 列 */ 


植 _ 化 J が rl の i ホ H の 文をから 蛇め て、 が r2 と 等しい がかを 巧し ます。 

i じ おぶ する 化は、 化 巧を 1 として 何# H かを を 化で 巧を します • 


ちり 化 I が rl じが r 2 と 巧し いが々 のみった 位 巧を ぶし ます。 

ぶされ る 化は、 化 頭を 1 としたを 化を 返します。 
なければ 0 をぶ します。 
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isalkana, ispnkana, isainmkana ， 
I ~ isp か ana, isgrkana 

書 ま# include が c げ pe ， h > 


レベル 2 


nt isalkana ( c ) ; /* お义夕 または々 ナ义夕 のがぶ ♦/ 
nt ispnkana ( c ) ; / * 巧ん J ぶ •なまた は カナ Vl 統点 のが 追 幸/ 
nt isalnmkana ( c ) ; /幸 巧も义 または々 ナ义丫 のがを */ 
nt kprkana ( c ) ; /* ぶぶ W お义 •羊 （や: りを を レ》 の 判定 */ 
nt isgrkana ( c ) ; /* ぶぶ 【•]* 能义ぶ （巧 を 除く） のがを */ 
ntc ; /* 判定す る义夕 ♦/ 


お 能 I これらの 閲 をは C でリ .え ら れた义 ぶの 巧ぶ をけ います。 

isa ル ana は c が 英义字 または カナ 义夕 であるか 巧 かを がぶ します。 
ispnkana は c が 巧ん J ぶ 点 i むは カナく リ说 点で みる か 巧 かを 判ぶ します。 
isainmkana は c が裝 をぶ または カナ 义义 であるか 巧 かを がぶ します。 

お prkana は C がぶ 小 W 館义乂 く 巧广 J をを レ） であるか 巧 かを、 約を します。 
is が kana は C がぶ ぶ W 能文ぶ （巧 い を 除く） であるか 巧 かを がぶ します。 


ちり 値 をけ を满 たせば 0に1 外の 化を、 满 たさなければ 〇を达 します。 


夕 巧扣お isalnum , isiDrin し iskan ん iskpun . お kmoji 
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isupper, お lower, isalpha, isdigit, isalnum, isgraph, 

isprint, isascii, isspace ， ispunct, iscntrl, 

isxdigit, isodig け， iscsym, iscsymf レベルつ 


書 ま# include < ctype . h> 


int isupper(c) ; /* 乂义 ザの 判ぶ */ 

i が islow が (c) ; /♦ 小 义夕の 料ぶ */ 

int isalpha(c) ; /* 巧 文ぶ のがぶ */ 

int isdigit(c) ; /* 10 進を のがぶ */ 

int isalnum(c) ; /* 奖が? :のが ぶ */ 

int isgraph(c) ; /* ホ い^ 外の ぶぶ ザ 能文 ぶの がぶ */ 

int isprinKc) ; /* 巧 い をを レぶ ぶ" f が 义义の 判ぶ */ 

int isascii(c) ; /♦ ASCII 文 ザの がぶ*/ 

int iss がぴ (C) ; /* 巧 h 义 •?: のがを */ 

int ispunct(c) ; /* ん J 說点 のがぶ 幸/ 

int iscTi け 1(c) ; /* お】 御义 ぶの がぶ */ 

int isx かが t(c) i / * 16 進 巧の’ 间ぶ */ 

int iscKii が t(c) ; /* 8 進 もの 判ぶ */ 

int isc が m(c) ; /* C .U 巧のを)! い •として 化 W できる 义 ザの 判ぶ */ 
int isc が mf(c) ; /♦ じ i； お 的が けの 化ぶ 义ド として 化) りで きる 义ぶ のがぶ */ 
int C : 


療 _ お I これらの 閒 をは C でリ •えられた 义 7: のがぶ を 巧い ます。 

なわ、 これら じは マクロぶ ぶと 悄 巧 版が ホり ます。 

悄を おは たけが . h を、 マクロが は こけが. h を インク ルー ドして 化 用し ます。 
を れぞれ 、（： が ドの 巧 I 哨の である か 巧 かを がを します。 


巧 upper 

裝 大义ネ 

•A’ 〜ス’ （0x41 〜 0x5A) 

islower 

裝小义 ザ 

‘3’ 一 '2’ （0x61 〜 0x7A) 

ほ atpha 

巧义ザ 

‘A’ 〜 •で （0x41 〜 0x5A) 

‘a’ 〜 ‘z’ （0x61 〜 0x7A) 

isd が t 

をぶ 

‘O' —‘ 9’ の x30 — Ox が） 

isalnum 

ち义 ぶ、 をぶ 

•0 •〜 ‘9’ （0x30 〜 0x39) 

•A •〜‘ で （0x41 〜 0x5A》 

• a ， 一 V (0x61 〜 0x7A) 

sgraph 

與义 字、 お兮 、をぶ （巧な を 除く） 

(0x21 〜 Ox な） 

sprint 

笑义ぞ 、お 皆、 を夕 （巧 0 をを む） 

(0x20 — 0x7E) 

sascii 

ASCII 义字 

(0x00 — 0x7F) 
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isspace 

ispunct 


iscntrl 

isxdigit 

isodigit 

iscsym 


iscsymf 


令 n 义 'ド 



东 I 】 削 父 ^: 

16 化む ぶ 北 W 义丫 


« 遮を お I; む H 义ド 
巧义ド 

教ぶ 

アンダーライン 
巧 文ぶ 

アンダーライン 


(0x09 〜 0x01) 、 0x20) 
(0x20 〜 Ox が） 

(0x3A 〜 Ox が） 

(0 が B 〜 Ox が） 
(0x7B-0x7E) 

(0x00 - OxlF 、 0x7F) 

0 •— ‘9’ (0x30-0x39) 

A ‘ 〜 ‘ ド ’ （ 0x41 〜 Ox が） 
a •—‘ r (0 が 1-^0 が 6) 

0 • 〜 7’ （ 0x30 〜 0x37) 
A’ 〜 • で （ 0x41 - 0x5A) 
a •-‘ Z' (0x61 - 0x7A) 
0’ 〜 ザ （ 0x30 — 0x39) 

’ （0 がの 

A •— で （ 0x41 — 0x5A) 
a •〜 V (0x61 -0x7A) 

’ （ 0 がの 


ちり 化 


夕巧阳 致 


を かを 巧 たせば 0 じ I 外の 攸 を、 滿 たさな パれば 0 をぶ します。 
toascii, tolower, toupper 


プログラム 仍 




第 4 章 リ フ アレンス 



isatty 


レべ J レ 2 



# include <io. h> 


mt isatty ( device ) : 

int device : / * フ アイ ルハン ドル * / 

か vi がで 巧を した ファイル ハンドルが 义芋 デバイス （ターミナル、 コン ソー ル、 
プリンタ、 シリ ァ ルポー ト など） であるか どうかを おべ ます。 

ファイル ハン ドルが 义すデ バイ スの 巧な じは 0 U かの 化を 返し、 を うでなければ 
0 を 返します， 


♦include 

♦include 

tinclude 

finciude 

♦include 


argc f c 

char 

int 

file s < 
if ((fn 


rgc 

ope 

erro 

xit( 


? argv( 1 ] ミ 
le, 0 RDON し Y) 
leK 


printf 

if ( iddtty ( fn 

% 4 

else 


むい）； 

0 ) 


closei fn 
exit(0) ; 






iskana, iskpun， 


I ~ お kmoji 


レベル 2 


# include < jfctyp €. h > 

nt iskana ( c ) ; /* カナ 义夕 または 力 十ん J 窥 おの おぶ ♦/ 
nt iskpun ( c ) ; /* カナ'。 J 談 点の 巧を ♦/ 

が お knK ) ji ( c ) ; /* カナ 义ぶ のがぶ ♦/ 
nt c ; /* がぶ する 义夕 */ 



機 お) これらの をは C で* i •えられむ 义 字の 巧を を 巧い よす。 

iskana は C が カナ 义ネま たは カナ 旬 窥 ホで ある か 巧 かを がま します。 
iskpun は C が々 十ん) 蘇 おで みる か 巧 かを 對を します。 
iskmoii は c が カナ 义夕 でみ るか 巧 かを がを します。 


ちり 化 をけ をが むせば 0 U ホの 化を、 « たさなければ 0 を おします。 


ぞ 庶 明 R 」 isal かん islower , isupper , isxdi が t , isd がし ispunct . issfjace ， isalnum , isalkana , 

ispnkana ， isainmkana . isprkana , zentohan 


プログラム 巧 





第 4 章 リファレンス 


iskanji, iskanjiz — 


害 ま# include <ifc け pe . h > 


int お kanji ( c ) こ/幸 巧ず の 1 バイトり のが 定 * / 
int お kanj じ (C) ; /* がぶ の 2 バイト U のがぶ ♦/ 
imc ; /* 巧を する 义ぞ */ 


植 _ 能) これらの 閒 わは C でリ •えられむ 义 ずの 判ぶ をけ います。 

お ka が は C が シフト JIS コードの 1 バイト H であるか 否かを 利 並し ます。 

お ka が 2 は C が シフト JIS コー ドの 2 バイト りで みる か 巧 かを がを します。 

シフト JIS コードの 1 バイトり •… 0 x 81 Sc €0 が F i むは OxEOicSOxEF 
シフト JIS コー ドの 2 バイト [J •••••• 0 x 40 ScS 0 x 7 F または Ox 80《 c《OxFC 


ちりな 朱げ をが たせば 0じ1 外の WC を、 滿 たさなければ 0 を おします。 


お 巧 拍数 j おが n. jisio, jisU ， お じ 
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け oa 


レベル 2 


ま 


# include 〈が 加 b . h > 


char # itoa ( vaJu ら string , radix ) ; 
int value ; /♦ 义 がすべき 巧を 化 */ 

かが ♦が ring ; /♦ 巧みした 文字列を お供す るが がを 巧ず ポインタ 
int ra ぶ X ; /* 签も * / 


*/ 


m 


巧 


value でが をした 較 も 化を 义夕列 （姑 火 お バイト） じ' 巧 巧し、 S け ing の 巧す 缺 
域に 格が します。 

义ネ 列の 米沾 じは ヌル 义が ¥ が がが 如され ます。 

ra ぶ X は value のぶをで、 2 —が の 巧 M で 進 巧を 抬を します。 

らし ra ぶ X が 10 で value の 化 がれの 合は、 父夕 列の 先 巧に マイナス 記吁 （一） 
が ft 加され ます。 


ちり 化 


'をが された 义夕 列を 巧す ポインタを ぶし i す 


# 巧 相 S 」 Itoa ， ulto ん wtoa 


プログラム 巧 


f include 
#include 


<fttdio ,h> 

< stdlib, h> 


in< 


char 


buf [34J ; 
i ； 


t/ hf ろ 
2 8 11 

— > 
f f f f 
u u u u 
b b b b 


• • 

ft ft み tt 
i 0 0 0 0 
) t t t t 


♦ ♦ 


0 d 8 8 8 s w 

0 2 7 3 2 2 n 

!%%%%%¥ 

^ 

f f f f f f 

1 t t t t t t 
n n n n n c 


0 

= 

i 

r 

0 

f 


p p p p p p 


320 







第 4 章 リファレンス 


jisalpha ， jisupper ， jislower, j ほ d 邮， 

jiskata, jishira, jiskigou, j ほ space レベル つ 


# include <jfctype. h> 


int jisalpha(c) ; /♦ を 巧 お 文字の がを */ 
int ジ supper (c) ; /* を か與乂 义夕の 巧を */ 
int jislow が (C) ; /* を 巧 お 小义夕 のが 定 */ 
int jisdi が t(c) ; /* を 巧 ft 字の 利ぶ ♦/ 

わ t ji か ata(c) i /* を 約 カタ々 ナ义 ずの 巧ぶ */ 
int jishira(c) : /♦ を 約 ひらがな 义 すの •約を */ 
int がか igou(c); /* を 約ち J 說点义 ザの 巧ぶ */ 
int jisspace(c) ; /♦ を 角を 只义夕 のがを */ 
int C ； /* がぶ する 义夕 */ 


が _ 能 I これらの 巧を は C でク •えられた シフ トリ S コードでの 义字 のがぶ を 行います。 

jisalpha は C がを 角 を义ネ である か 巧 かを がを します* 
jis 叩が r は C がを 約 巧乂义 ぶで ホる か 巧 かを •約ぶ します。 
jislower は C がを 巧み 小义夕 で々 るかを かを がぶ しまず* 
jisdigU は C が々 約 お •ドで ある か 巧 かを がを します。 
jisk が a は C がを 巧 カタ カナ 义夕 で々 る か 巧 かを 巧を します。 
jishira は c がを 約 ひらがな 义 ぶで々 るか 巧 かを 料ぶ し i す。 
jiskigou は C がを 約ん J 統 お义ネ でみ るか 巧 かを 判ぶ します。 
ii が pace は C が々 約 巧 h 义夕 である か 巧 かを 巧を します。 


巧り 値 ホ 件を が たせば 0 に I 外の 化を、 满 たさなければ 0 を 送し ます。 


# 巧扣巧 jiszen, お 10, jisll. jisl2, iskanji ， わ ka がに 
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書 まさ include がけ ype . い 


int ji な en ( c ) ; /♦ を 巧 义夕の 判を 幸/ 

int jislO ( c ) ; /* を 巧 巧 f ] 义 ぶ、 JIS 巧 一水 带記も J •の 料を 

intjislKc ); /♦ JIS 巧 一水が 巧 ザの 巧を ♦/ 

int jisl 2( c ) ; /♦ パ S 巧 二 水带巧 芋の が定 幸/ 

i が C ; /* 判を する 义夕 半/ 


お が I これらの 悄 もは C でみ えられた シフト JIS コードでの 义夕 のが 

jiszen は C がを 約 义夕 で々 る か 巧 かを 料ぶ します。 
jislO はを 約 巧 fl 文ぶ または JIS 巧 一 小 唯の がみ （非 巧が） で, 
します。 

jisn は C 々 f JIS 巧 一水が 泼 ザで々 る か 巧 かを が克 します。 
j おじ は C るリ IS 巧 二水带 巧夕 でみ るか 巧 かを 巧を します。 


巧り 値 をけ •を满 たせば ou 外の 化を、 满 たさなければ 0 をぶ します, 







< ち tdio>h> 

< jfctype th> 


unsigned short eh 


■■ 


whi 1 


ge tchar 
iskanji 


els 


els 








巧 4 章 リファレンス 


[柳 chr 

# include リ が rm も h> 
unsigned char ♦^^chr(strmg,c); 

unsigned char * が ring; /* サーチが け われる 父ぶ 列への ポイ ンタ */ 
intc; /* サー チず る义ネ ♦/ 

S け お g がが す义夕 列の 中で、 义字 C が 化 かじ おれる 化 おを 巧べ ます。 

本悄 をは、 な rchrl 巧 a の 巧 ザが 化が であり、 文ぶ 列 じ シフト JIS コードの 巧夕 
をを むこ とがで きる と いう 点を 除けば、 お 本のな 巧 能は 间 じです。 

•ぶ •ドは 1 义 ぶと して 役 われ、 シフト JIS コードの 2 バイト U が ヌル 义 ぶ’ ¥ が であ 
ホ 1 ば 1 バイト II ら スル 义 をで みる とが 巧され ます。 

サーチす る义 •ドが 巧 ダの 冷な は、 シフト JIS コードを 化 W し、 この コードの 1 
バイト りを 1 ••化 バイト じ、 2 バイ ト H を ド 化 バイト じぶ ぶします。 

サーチす る义义 がす •所の 冷な には、 ド 化 8 ビットを 化 W し、 I ••化 バイトは ゼロに 
して わきます。 

文ぶ C が がれた 化; K をが す ポインタを 逆し ます。 

文ぶ C が 义ぶ列 にないと きは NULL を おします。 

strchr. istrrchr 
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广柳 cmp 


ま # include < がけ in が h > 


mt 巧 trcmp け じ ingl» s け ing2) ; 

unsigned char * stringl ; /* 义ぶ列 1 への ポイ ンタ */ 
unsized かが * が rin が；/* 义字列 2 への ポインタ */ 


樣 お 本悄 もは が rcmp 悄 をの おず がお肢 でみ り、 义字 列に シフト JIS コードの® ぞを 

巧い ことができ ると ぃう 点を 除けば、 を 本のな 機能は 間 じです。 

お ザは 1 义ぞと してが われ、 シフト JIS コードの 2 バイ ト H が ヌル 义ず ザが であ 
れば 1 バイト H も ヌル 义 半で みる とがが をれ ます。 

なわ、 义ぶ 列の 比較は 次の 大小 I 巧が じよって がわれ ます。 


お巧义 字く々 ナ义 字< 巧 字 


ちり 化 1 义ぶ列 1 と 文ぶ 列 2 の 乂小閒 がを 返 します* 

W ウ侦と その内な は 次の 姐り です。 


ちり 巧 

巧 を 

れ ’ 

な ringl は か ring 2 よ ウ 小さい 

0 

S け in がと か nng 2 は 巧し い 

1!:. 

が ringl は S け infi ：2 よ り乂 きい 


夕 巧 曲® が rcmp 
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pjstrncmp 


レベル 2 


ホ 


# include < わけ in が h > 


mt 巧け ncmp はけ ing し s じ ing 2, n ) ; 

unsigned char 幸 が ringl ; /* 义夕列 1 への ポイ ンタ */ 

unsigned char * が ring 2 ; / * 义字列 2 への ポイ ンタ * / 

int n ; / * 比 巧す る 义夕 を * / 


檐 能 I スタ 列の 比較を 巧い ます。 

本閣 をは か rncmp 閒 をの 巧 ネがお 版で あり、 义す 列に シフト JIS コー ドの 巧ず 
をを むこ とがで きる という 点を がけば、 おネ めな 巧 能は 尚 じです。 
n は 比 ♦交す る 文字を を 指を する ので あり バイ ト 巧を 巧ぶ ずるので はあり ません。 
しむ がって、 が 字は 1 义ザ として 巧 えます。 

また、 シフト JIS コー ドの 2 バイトけ が ヌル ズ タタが ならば、 1 バイト Ufc ヌル 
义 字で々 る とがが します。 

なわ、 わけ ncmp 悄 をは、 次の 火 小 牌を により 比 おを むいます。 


巧 巧义ぶ < カナ 义夕 < 巧 字 


ちり 僅 I 义ぶ列 1 と 义ぶ列 2 のか J 、 供! がを 道し ます。 

W ウ 化と をのの 巧は 次の 化り です。 


ちり 值 

1 

巧 を 

寒 

な 

stringl は S れ ing 2 よ り 小さい 

0 

が ringl と string 2 は 等しい 

ぶ 

S じ in がは か rin }?2 よ り 大きい 


夕 巧阳巧 S び ncmp 
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rjstrrchr 


ま 


# include < jstring > h > 


レベル 2 


unsigned char * j が rrchr (が ring , c ) ; 

un おが ed char * s じ ing ; /* サー チが 巧 ■われる 义夕 列への ポイ ンタ 幸/ 
intc ; /幸 サーチす る义字 ♦/ 


お 能 I S け in がが 巧す 义 '户 列の 中で、 义ネ C が もを をに がれた 位 巧を 满 ベます。 

本悄 なは、 が rrchr 糊 ft の 巧を が あ 版で あり、 ズタ 列に シフト JIS コードの おを 
をを。 こ とがで きる と いう 点を 除り ば、 お 本のな 巧 おは 間 じです。 

巧 芋は I 文字と して 投 われ、 シフト JIS コー ドの 2 バイト H が ヌル 义夕 •¥ がで あ 
れば 1 バイト U も ヌル 义夕 である とがが をれ ます。 

サーチす る义夕 がが ぶの 場な は、 シフト JIS コー ドを 使け！ し、 この コー ドの 1 
バイ ト H を 卜 •化 バイト じ、 2 バイト U を ドれ •バイ トじ なぶし ます。 

サーチす る 义夕が ザ 約の 媒 たじは、 ド 化 8 ビットを 使け j し、 i •.化 バイトは ゼロに 
します。 


ちり 化 I 文ぶ C が 化 後に おれた 化 巧を がす ポインタを おします。 

义乂 C か义夕 列に ない ときは NULL を おします。 


夕 巧扣な strixhr , S け pbrk ， おけ chr 


326 





第 4 章 リファレンス 









fX 口 / 


レベル 3 


書 ま# include <ba お cO •い 


void key ( n , s ) ; 

int n ; /* ファンクションキー ホち 幸/ 
char * s ; / 幸 义卒 列*/ 


檐 _ ^ { 蛛去 おが 惟む ファンクションキー じ义夕 列を をを します。 

n には フアン クシ 3 ン キーの ホを を おを し ます。 （1 一 20)。 

S じは 义み 列を 巧ぶ し ます。 

ファン クシ 3 ン キー じ克 おでき る义ザ 列の おさは 31 バイト まで 巧 巧です P 
を 巧 内な じ 32 バイ ト lai ••を 巧ぶ した 巧な は エラー じなり、 何もし ません。 

BASIC から C じ义 巧し むと さじ KEY 义が key 悄を じ沒悄 をれ ますが 、 BASIC 
の KEY 义 とはが 作が がな ウま すので 化 忘: してく ださい。 

刺が コードは、 @ を辆 じつけ た A — Z ， し ¥，]，]， へ， _ (¥ は ¥¥ じする こと） で 
ぶします。 （例. 

- "は 引 W 巧 （"） をぶ し えず。 


ちり 化 おり 化は ホウ ません。 
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レベル 

# include <ima が . h> 
mt keysns( ) ; 

キー ボー ドの 入力が おを 巧べ ます。 

人み が 巧に よって、 W ドの 化を おします。 

人 如 あり： 一 1 
人力な し： 0 
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pidex 


レベル 


double IdexpU , exp ) 
double X ; 
int exp ; 


XX 2 け P をぶ めます。 


XX 2 ew をが 巧した 結ぶ を おします。 

オーバーフローが 巧 化した 場な は が rnu じ ERANGE 々 f セ 
は、 X と [川 じ 巧 •パが ついむ HUGF ：_ VAL になります。 

アン ダー フ曰 一が が/わし たよ おかは、 errno に ERANGE か セ 
は、 X とい! じ 巧みが ついた 0 になります。 


frexp， modf 


double 


for < i s 


J <= 32, V 

double ) i / 10 
>f か xp け ♦A, 

I > Idexp! X, j ) 








第 4 ま リファレンス 



Idiv 


レべ J レ 2 


include < な dlib 


long number ;/ 幸 圳 b れる f 南 
long お nom • / * 削る 化 * / 


number を denom で糾 った i 巧と 糸 
Idiv はな V> fi •きおを の 除 巧を りう リ 
する ためじ W なされて いまず。 
ldiv_t 巧 俄な 体は、 巧‘，} がき おむ 2 
のよ うじ 巧な， \ •されて います。 


rj 巧の 巧を 体と して おしまず。 

巧 巧. 系の 盛い による が 米の が 1 ぶを が 消 


《じがつ 俄ぶ がで、 std か f.h で U ド 


typedei struct \ 

long quot ; 
long rem : 

} Idiv t ; 


number を denom で 削つ たがと ホ 
/バウ 1化は、 巧な 作 の 义 W でみ る こ j 


/_t 巧の 巧ぶ f 本と して 返します。 
してく ださい。 

じは をり をぶ します。 


IdiV-t 

long 

long 

for (n 


• 0L 
del 


1化 

化； 


け し 


Idiv 
Id 


Xld¥n 











ま # include < graph . h > 


void line ( x し yL x 么 y 2, p ， Is ) こ 
intxl ; /* 始点 X 悚 •巧 ♦/ 
int y し/* 始お Y がが * / 
intx 2; /* おお X が 巧 */ 
int が；/* お 点 Y 座 巧 */ 

int p ; /* パレ ツト コード ♦/ 
int Is ;/ * ライン スタイル * / 

樣 お I グラフィ ック脚がじが热をお脚し業す 

XI には 始点 X が 巧を 巧ぶ します （一3 のが 一： 3276 の。 
yl には 的ぶ Y が. 巧を 巧ぶ し よす （一327 が一 3276 の。 
x 2 にはが お X 化 巧を おぶ します （一327 が〜 3276 の。 
y 2 じ はが お Y が 巧を 巧ぶ します （一 おな 8 — お 7 が)。 
P じは パレット 3 — ドを 巧ぶ し よす の 一が 535)。 

[叫が モード じよ ゥ蛇火 化が がなります。 

Is じは ライン スタイルを 巧を し えず （0 — 65535)。 


ちり 値 I おり 伯は あり ま 甘ん。 
お 巧的お が reen 
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localtime 


レベル 2 


書 ま# include 〈 time . h > 


が ruct tm * localtimeUime ) ; 

time t * time ; / * 巧 刻 デー タ の恪納 領域 を 措す ポインタ * / 


機 ち g | げ刻 time を 化が 時に 巧 巧し、 tm 巧を 体に お 納 します。 

げ劍 り me は グリニ ッ ジ巧带 が 1970 を 1 W 1 H 0 & 黄 0 分 0 げから 鈴 過した かを 
で、 り me 巧を を 巧び 化す こ とじよ り 得られます。 
tm 巧 逆 体は time , h で W •ドの よう に n ,*；* されて います. 


が ruct tm { 


nt tm sec : /幸 

nt tm— min ; /* 

nt tm hour ; / 幸 

nt tm 一 mday ; / 本 
nt tm _ mon ; / ♦ 

nt tm_year ; / ♦ 

nt tm wday : / ネ 

nt tm yday ; / 束 

nt tm isdst ; / 幸 


か (0 — 59) */ 

分 (0 〜 5が */ 

腳 1!1(0 -な）*/ 

贈り 〜 31) ♦/ 

パ （0 - 11、 0 が 1 り） ♦/ 

がり 乂か のがから 1900 を 引いた を） 半/ 
11(0-6. 0々 M ] II がり） */ 

1 ホを 姐した H 仆 (0 〜が 5、 0 は 1 H 1 H ) 
なが 1!!1 巧 巧が おかの 巧 合は 0、 

が 巧の 巧な は 0 U 外 */ 



localtime は、 部の がの なが 域への ポイ ンタ をぶ します。 

したがつ て、 1〇 な Itime がが び 化される たびに 间じ領 がに k 巧き され. 削の 巧を 
はお われます。 

をれ U 外に も、 ctimel 巧を を Bf •び 化すと 、 ctime I 巧を のの なで localtime を 呼び 
化すので、 それに I 削に げび 化されむ、 localtime でぉされた1^がは失ゎれょす。 


ちりな I tm 巧适 がをおす ポインタを おします。 
夕 巧閲巧 asctim も ctim ら gmtime， time 
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ち 4 章 リファレンス 


レベル 3 


害 ま include <b が icO •い 


void locate (ん y) ; 
int X : /* X 雌 巧 */ 
int y ; / * Y 化 巧 */ 


广 locate 


樣 

お 


巧 

り 化 


テキス ト化 巧の X、 y で 巧ぶ したな 巧に 力ー ソルを 巧が します々 
) 处ウ 化は あり ま 甘ん。 
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r^og, logic 


レベル 2 


double lo が 0( x ) ; /♦ おか 10 のがな */ 
double X ; 


log は X の e を 底と する 円な がを を、 1〇が0 は X の 10 を 底と する が 用が をを ホ 
めます。 


log は 1〇 も X を、 1〇 が 0 は logioX を お します。 

引を がれの 巧な どの 小]！:. な 化の よ おかは が rno に EDOM がセッ 
小ぶ じなり ます。 

また エラー 巧 巧 •は、 math が r| 巧を を 化って けう ことができます 


exp， matherr, pow 


# inciuae 

振 inciudd 


double 


for ( i 2 


double) i / 10 


for (i s 


double 


og 











# include < setjmp . h > 
void longjmp ( env ， value ) ; 

jmpjHif env ; /* setjmp じより 七ーブ された スタック 巧 巧 */ 
int value : /* setjmp が 返す （かの ようじ 义 文る） わ^ウ化 幸/ 

が 化」 が tjmp 間を で セー ブ した スタック 巧 巧を が 比して、 対 化する がり mpl 均を のげ び 

化しぶ へがが をが します。 

env は が り mp . h でぶ がされた jmp _ buf おの 《もで あり、 あらかじめ がか np 悄 

むじよ 〇 て スタック 巧 巧が セーブ をれ ていなければ なり ま サん。 

value は、 S が jmp 悄 ft のげ び 化しぶ へ 、 setjmp I 均を の W り W と して 攤 される 化 

です。 

必ず 0 la 外の 化を 巧ぶ してく ださい。 

らし 0 を 巧ぶ すると、 強制のに 1 を 横ぶ しむ こ とじなります。 

ちり 化 I longjmp は、 が り mp 閒 をを 巧び けけ 前に ザび 化して はいけ ません。 

また、 が 化する が tjmp 悄 をのけ び 化しぶ の I 巧を がが turn 义 をぶ ii * した 後 や、 閣 
をから 化け 化したり した 後で Ion お mp をして はいけ ません。 

はかに、 が り mp 閲 なけび 化しが と Ion お mp ザび 化しが でスー パー バイ ザ/ ュー 
ザー そー ドが おな クて いては いけません。 

もし、 J •.おの 巧 止が ぶが 守られて いないが 巧で わ ngjmp を 巧う と、 その後の プ 
ログ ラムの が 作は 化 W をれ ま 甘ん。 

S が jmp [划 をの 巧び 化しぶ へが 巧を 巧す ので、 longjmp の 巧び 化した へは リ ター 
ンし ません。 

S が jmp 悄 をを 畔 •び 化す ルーチン じ わける レジスタが なは、 Ion お mp を ぶれした 
みでは、 ぶしい 化と してが 用す る ことは でき i せん。 

巧 扣 巧 ( setjmp 
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レベル 2 


害 まさ include < io . h > 


lone Iseek ( handle , o が se し origin ) ; 

int handle : /* フ アイ ルの フ アイ ルハン ドル 幸/ 

long offset ; /* おかか らの オフセット （おか J バ イトを） * / 

int origin : / * ファイル ポインタの お •な ♦/ 


巧 お」 handle で おぶさ れた フ アイ ルの フ アイ ルポ インタを origin で 巧ぶ し た 起点から 

offset バイ ト分 巧が します。 
origin の ftft と のがを la ドに ボ します。 


j or おわ の fl 

巧 を 

SEEK-SET 

フ ァイ ルの' 先が 

SE 巨 K_CUK 

ファイル ポイ ンタの おな のが ; K 

SEEK - 巨 ND 

ファイルの おな 


ファイルの 化 如より ら前 へが かする こ とはで き i せん。 

フ アイ ルの お 後より 後へ 巧 斬す ると、 フ アイ ルの おおのな 巧から 巧が パを のか.; K ま 
で、 ファイル じ 0 を 巧き をし よす。 


ちり 化) 巧し い ファイル ポインタの 化 巧を 义 がからの バイ ト なで おします。 

エラーが 巧 化した 場な は 一 1 を おし 、 e び no じ ホの f ぶが セ ット されます。 


errno の 値 

; 巧 を 

EBADF 

フ アイ ルが 無効 

1 

EINVAL 

origin の 化が 無効、 ま たは of わが でが 定 された 位; なが フ 

アイ ルの/ 尤 がか •おより も 前を ぶして いる 


シークが 小が 能な デバイス （ターミナル や プリンタ など） では、 おり 俯は 不 をと 
なり ます。 


參巧阳 巧 fseek, tell 
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♦include 
#lnclude 
# include 
# include 
♦include 

♦define し EN 


main ( int argc , cl 


char 

char 



file 
if ( 


( f n s 



• Ise { 



close ( f n 
exit け）； 



書 ま# include 〈 stdlib . い 


char *ltoa lvalue , shine . ra < Jix ) ; 

long value ; /* 《がすべき long 巧 較巧値 */ 

char * が ring ; /* 巧が した 义宇 列を 化納 する がが を 巧す ポイ ンタ */ 
int raeJix ; /* な Sc ♦ / 

機 お I value で 巧ぶ された long 巧 おを 化を 义夕列 （放火 33 バイト） じを 巧し 、 suing 

力す 巧寸 がが にか 巧し ます。 

义夕 列の むこは ヌル 义夕 •¥() •がが 加され ます。 

なぶ X は value のぶをで、 2 から 36 の 巧 M で 進を を おぶ します。 

らし ra が X が 10 で value がな の 巧 合は、 文み 列の 义頭じ マイナス 记巧 （一) が 
加され ます A 


ちり 化 I 'をが された 义ぶ 列を 巧す ポインタを おしまず。 
お 巧 財 巧 itoa , ultoa . wtoa 
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ま 4 巧 リファレンス 







malloc 


レべ J レ 2 







第 4 章 リ フ アレンス 




aHoc 


レベル 3 


# include <music2. h> 

mt m alloc (t, size) : 

char t; / * トラック を诗 * / 

int size ; / * トラック サイズ */ 

FM 衍を および MIDI のた めの トラ ッ ク バッファを 巧 化します。 
を トラ ッ ク バッファ 巧の データは すべて クリア をれ ます。 
t には トラック ホ 巧を 巧を しまず U 〜の 3》。 
si が じは トラ ック サイ 文を バイ ト なで 巧を します （1 〜が 53 か。 



正が 終 f の 場合は 0 を おします。 

がを の エラーな どの 場 か エラー ホ 可と して、 OU 外の ぶ •のな を おします。 
FM 斤猴が 使! リイ;" r の 端な、 一 1 を 返します。 

なわ、 エラーが みとを のを 味は じ I ドの ぶりです， 


一の 意 ホ 




巧 夕闲閱 なは 無 幼です 
テンポの 衔 ぶが 無 巧です 
トラ ック ホを が 無 巧です 
music cmd e び or 
サイ ス 'の おを が 無 巧です 
メモリー 巧が でき ま 甘ん 
チャン 本 ルを 号が 無 巧です 
が 列の お 迄に 织ウ がみり ます 
巧を ホみ が 無 かです 
巧 装用 巧を は 無 巧です 
MML の义 ぶじ 巧々 がみり ます 
[ ] の 中の 指を じ 巧り が々 ります 
] が々 り i せん 
换ウ おしの 化が 無 巧です 
繰り返し ホを の おを が ありま 甘ん 
繰り おし ホ 号の 指定が 無 巧です 
オクターブのを 号が あ り ま 甘ん 
オクターブの おを が 無 巧です 










エラー のタホ 


じさの 化が お' 巧です 
トラ ッ ク みみが 化り ま せん 
かた ホ •のがぶ がみり i 甘ん 
を w の飢が あり ま 甘ん 
をれ’ の 化が お 巧です 
ナンポの ftft がみり ません 
テンポの fi なが 無 幼です 
さの もれが々 り ません 
巧! ii : のが; がみり i サん 
巧みの 飢が おが) です 
キー コー ドの A だが あ ウ ません 
キー コードの W (が お 幼です 
巧 化が‘ パ •かお 幼です 
} がれり i 甘ん 
{ } の 小に 巧 巧が おすぎます 
{ } の 中 じな 巧が々 り i せん 
Q のがぶ にぶりが あ々 ます 
{ ) の 中の 义 化に ぶりが あ ります 
Y のがぶ にぶりが ホウます 
@ しのがぶ にぶりが みウ よす 
P のがぶ じぶ りが々 りよす 
タイの がぶ にぶりが ホウます 
MIDI ボードが ホウ ません 
MIDI モードに なって ぃます 
MIDI グータ じぶ りかみ りよす 
MIDI むが; デ'— 夕 がた あぎます 
MIDIMML じぶ りが ホ りよす 
MIDI チヤン 木 ルが 無 幼です 
MIDI 巧を のが VJ •が 無 かです 
レシ スタの 巧ぶ が 無 幼です 
9 ch UUI ： をは 化え i 甘ん 


のが 明は、 iU ドの I 巧を 


も I けけ 粟です。 


md pla ん 





第 4 を リファレンス 



III 


I 


レベル 3 



s include < music 2. h > 


int m assign (channel track ) ; 

char channel ;/ * FM 巧 擬の チヤン 本 ル * / 

char けが k ; / * トラック ホ ‘' J . * / 


m 能 J FM 巧稱 または MIDI の チャン 木 ルに トラックを 削り あてます。 

デフ オル ト では、 1 〜 8 チャ 本 ルが それぞれ 1-8 トラ ック じが 化して います。 

まむ、 MIDI ボー ドが 本 f 木 じぶ 装され ている 巧な、 9 一 24 チャン 木 ルは をれ を •れ 
ゲフ オルトで 81 — 96 トラ ッ ク にがおして います。 

9 〜 24 の チャン 木 ルは MIDI ボードの ための チャン ネルで、 MIDI ボードが なけ 
れば 化) りで き ません。 


ち U り 化 I ぶ 巧が f のみな は 0 を おします。 

引を の エラーな どのよ fe な エラーが' •> と してく) W 外の 儿の おを おし ます。 
FM 巧縣が f おが 不口 f のよ おな、 一 1 を おします。 

なわ、 エラーが みと そのな 味は、 m alloc 悄 巧を 萎 照して ください。 
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matherr 


ま 


な include < math . h > 


レべ J レ 2 


int matherr(x) ; 

s け uct が cation ♦x ; /幸 ex がが ion 巧を 体を 精す ポイ ンタ */ 

n * 能 1 を 化が 巧 ライ ブ ラリ の 义けが じ 巧 化した エラーを 化 巧し i す。 

を 攸 ぶ巧閣 もで エラー が 舞/もす ると、 必ず m が herr がげ び 化される ので、 ユー 
ザー は 独 巧の エラー 巧規 をれ う ことができます。 

math が r は、 m が h. h でに I 下の ようじを 碁され ている 巧を 体が がが ion への ポイ 
ンタを 引を に 巧 〇 て巧グ 【•じされます。 

struct exception { 
mt type : 
char 本 name : 

double ar が， ar が， r が val ; 

retval は；^^ ウ侦 */ 


/幸 エラーの 种が */ 

/* エラーの 绣 ホした 巧を おを 指す ポ イン 

夕 本/ 

/* argn は エラー を 起した 引な 


け が はを 化诚 巧が じな 牛した エラー の 神 お (をぶ しよ す。 


かが の 信 

巧 を 

DOMAIN 

引 巧の がが が 化しく ない 

SING 

がを が 正しく ない 

OVERFLOW 

才ー バー フ D — した 

UNDERFLOW 

アン ダー フローした 

TLOSS 

を f 本め じがみ もした 

PLOSS 

がかのに 巧みち した 


name は エラーを ぉこ しむ 明な おを 巧す ポイ ンタ です。 

閒 を 名は ヌル 义 字で がわって います。 

ar がと arg 2 は エラー を 起しむ 引を の侦を 示して います （引を が 1 つの 場を は 
awl じ化斯 されます）。 

retval は エラーが 発义 したを 化 满寡閒 巧の デフォルトの 巧り 化で、 ユー ザー が こ 
こじを 化を 化 入して、 をれ を 巧 おする こと もで きます。 
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m が herr H 身の がり 化は、 エラー かお 巧に 起った かど つかを おがしなければ な 
り ません。 

matherr が 0 を おした 巧な は、 errno じが 化する エラー 化を セット します。 
mathe びが 0 に I ホの 化を おし た 巧た には、 げ rno は' 巧 化し ません。 

このと き、 r が val にを がを 化 入して、 を 化が 巧閱 をの おり 化を 《おできます。 


ち-り J エラー 【口 HU できなかった 巧を には 0 をぶ し、 エラー M がを 巧う ことができ たおた 

じは 0 じ I 外の 化を ぶさなければ なり i せん。 


夕 巧拍 S acos , asin ， atan ， atan 2, cabs ， co も cosh ， exp , hypot , lo も pow , な n ， smh ， sqrt ‘ は n 



fprintf (8t 
return け） 







じ レ; J じ 巧で、 比 お 化 巧が 【 イ 化な 巧で なけ 

! こすもの や、 I 划む などを 巧ぶ すると、 化 
: して ド さい。 


ぶの 侦を おし ます。 










ま 4 章 リファレンス 


画 I 画 




レベル 3 



S include <music2. h> 


uU ni con い cl ， c2, c3. c4, co, c6, c7. c8) ; 

int cl ， c2> c ん c4, c5 ， が .c? • が ；/* ナヤ ンづ •ル */ 


m _ お I FM が赖の チャン 本 ルを 巧ぶ して、 - I け ||| がして いたが がを I け IW します。 

巧ぶ する チャンう 、ルの fi がけ f 了 個に I ドの 喊 かぶ、 おりの 引む に ツ Asr をが ぶし 
シ けれぶな り i せ 八。 

令 チャン 本 ル々： ‘>iASr ならば， 1 一 8 チャン 本 ル 中が か 中が していた チャン 木 ル 
すべてを {响》| します。 

チヤン 本 ルは 1 一 《々:4 巧ぶ でさ ます。 


ち り |1, 伴 ; お！ • の , おた は 《 を おしよ す。 

引む の エラーむ どのよ おな、 エラーが •と して （ UU 外の I じの むを ぶし よす。 
FM み 腺 カ ミ 化) り 小" い) J おな、一 1 を おし ます， 

シ わ、 エラーが とを のぶ 味は、 W alloc 悄 なをを 照して ください。 
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「 md.cont 


レベル 3 



s include <music2. h> 


int md com (channel) ; 

int channel ; /* ビッ ト巧 ぶの チャンう、 ル */ 


おお I FM 巧 路 および MIDI の チヤン ネルを ビットで 概 ぶして、 一が 中が していた が矣 

を f 叫 脚し ます。 

channel にぶぶ する がは、 じ I ドの 姐り です。 


ビット 〇〜 7 : 1、8 チャン 本 ル （ FM 巧 敵) 
ビット 8- な： 9 〜 2*1 チャン; 1、 ル （MID い 
ビット 24 — 31: 巧に 0 


ビットを 1 じしむ チヤンう 、ルの がみを |1 り がします。 

0 または N，ASI を巧定 すると、 巧 d か •小が し ていた チヤ ン ネル すべてを が閒 しま 
す。 


» リ 化 I 1い?; 終い) 場な は 0 をぶ します。 

リ [なの エラーなどの 場な、 エラーホり •と して 0 に 1外 のけ: •のをを おします。 
FM かおを 化り M< "い リ おか、 一 1 を おし i す。 

なわ、 エラーが ''J •とを のな 0^ は、 m alloc 悄 巧を 參 照して 〈ださい。 
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巧 4 章 リファレンス 



int md initO ; 

MIDI 水ート のか 巧 化の みを むいます。 

m _ assign で 巧り あてた トラ ツク は、 mjn れ でが が 化して く ださい。 

MIDI ボードを 使识 する 巧 合には、 必ず の 楽 巧が 後に 尖む してく ださし、。 
MIDI ボー ドを が W しない 場な じは、 义 巧す る么を はあり ま 甘ん。 

MIDI ボー ドがない 巧 かじは、 エラー じな ゥ i す。 



り 化」 iH が 終 f のがな は 0 をぶ します。 

M の I ボー ドがない 钱 合、 エラー ホ 巧が を おし i す。 

FM 巧が か 使け I 不呵の 嘴な、 一 1 を おします。 

なわ、 エラーを をと をのを 味は 、 m alloc 巧 巧を 參 照して 〈ださい。 



m alloc , m init 
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「md 


off 



を include < music 2, h > 


レベル 3 


int md - O け ( channel ) こ 

int channel : /* ビッ ト巧 ぶの チャン 本 ル */ 

3. *LI midi の チャン 木 ルを ビットで 巧ぶ して、 MIDI ボードへの 化 刀を げム します。 

channel に設 ぶす る 化は、 じ1 ドの 姐り です。 


ビッ ト〇〜 7 : 巧に 0 

ビット 8 —の ： 9 〜 24 チヤンえ ル （ MID り 

ビット 2*1 〜 31 : 巧に 0 

ビットを 1 にしむ チャン 本 ルの 化 知を げム します。 

0 または ’ N ’ ASr を 巧ぶ すると、 9 〜 24 すべての チャンえ ルの け ，，ん をげ jh しまず 
MIDI 朱ー ドがない 場な には、 エラー じな 0 ます。 

[ S り 化] II こ •斯 終!^ の 場な は 0 をぶ します。 

リ I 巧の エラーな どの 嘴な、 エラー ホり •と して 〇じ1 外の jU の 巧を ぶし ます。 

FM なが お 化 J り 小" r の J おな、 一 1 をぶ し ます。 

む わ、 エラー ホ •とを のな 味は 、 m alloc 閒 なをを 照して ください。 
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ち 4 章 リファレンス 


md 


書 ま 


機 お 


「ち り 値 



レベル 3 


5 include < music 2. h > 
int md on ( channel ) ; 

int channel ; /* ビッ ト指 ぶの チヤン 末 ル */ 

MIDI の チャンえ ルを ビッ トで 巧ぶ して、 MIDI ボー ドへの 化み を閒始 します。 
channel に 没ぶ する 化は、 り L ドの 姐り です。 


ビッ トト 7 

巧に 0 


ビツ ト 8 〜の 

9 一 24 チヤ 

ン未ル （ MIDI ) 

ビッ ト 24 — 31 

巧に 0 



ビットを I じし た チヤン 末 ルの 化 如を おします。 

0 または， NASr をが ぶす ると、 9 一 24 すべての チヤンえ ルの 化み を W 始し ます。 
MIDI ボー ドがなぃ よみな じは、 エラー になります。 

止が 終 f のよ おかは 0 をぶ し ます， 

り I をの エラーな どの i おな、 エラー ホみ と して OU 外の ぶのを を おし ます。 

FM 巧縣 がな イ; ザの 媒 な、一 1 をぶ し ます。 

なわ、 エラー 添 VJ •とを のな 味は、 m a ル) cl 巧む をを 照して くだない。 
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レベル 3 

9 ま I s include く music 2 •わ 


int md play ( channel ) ; 

int channel : / * ビット がぶ の ナヤ ン末ル * / 


^ を」 ド W 巧 棘 わよ び midi の チヤン 本 ルを ビットで 巧ぶ して、 化 おを |»] おしまず。 

channel にぶぶ する W は、 iU ドの ぶりです。 



ビット 0 — 7 : I 一 8 チャン 本 ル （ FM 巧’ •嫁） 

ビット 8、 の ： 9-24 チヤン 木 ル （ MID り 
ビッ ト 24 〜 31 : 巧に 0 

ビットを 1 じした チャン 本 ル のぶおを W おします。 

0 または ’ N’ASr を 巧ぶ すると、 すべての チャン え ルの 褐 みを [»] 始 します。 

り 値] ii : •巧; お f の 場な は 0 を おします。 

り I 巧の エラー などの 巧な、 エラ— ホ V; •と して 0 じ I ホの 止の ft をぶ し ます。 
FM 巧 蹤か 化け M ;" け 、 MIDI ボー ドがない^^みな、 一1 を 遊し ます。 

なわ、 エラー あ •とその な咪 は、 m alloci 均を を參 照して 〈ださい。 
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ま 4 章 リ フ アレンス 



int md regr igrpno , regno ) ; 

char が pno ; / * グ ルー プホ兮 * / 

char regno ; /幸 レジスタ ホ 号 */ 


樣 _ お) MIDI コントローラの レジスタを 統 みとみ ます。 

MIDI コントローラの grpno で おを した グルー プの regno で 巧ぶ した レジスタ 
を 济み么 みます。 

グループ ホ 呼 grpno は 0 — 15 を 巧を します。 

レジスタ ホみ regno は 〇〜 15 を 巧を します。 

MIDI ボー ドがない よ A なや、 がを しない レジスタを 巧ぶ した 場な じは エラー じな 
ります。 


ち _ り 1 值 I 止が 終 f のみな は 巧み 么んだ レジスタ のの なを おし ます。 

FM が 故が 化け 1イ; 可 か MIDI ボードがない ょ み な、 一1 を 送し ます。 
がかし ない レン スタを 巧ぶ した 巧な、一 2 を 返しまず。 


355 





レベル 3 


^ include < music 2. h > 


int md reg \ v ( grpno , regno , d が a ) ; 
char が pno ; /* グルー ブホ り/* 
char regno ; / * レジスタ ホ v * / 
char data ; / * パ きと レ デー タ ♦ / 


MIDI コン トロー ラの レジ スタに ゲータ を 义き么 みます。 

、り DI コン トロー ラの がか 10 でが ぶし た グルー プの 巧饥〇 で 巧ぶ した レジスタ 
に data でが ぶし た ゲー プを 巧き とみまず。 

グルーブ ホ I '; •が pno は 0、15 をが ぶします。 

レ ジス タホ •，文 regno は （) 一 15 を 巧ぶ します。 

パき 込 レ データ d が a は 0>255 を おぶ します。 

WIDI ボー ドがない 嘴な や、 がか •しない レシ •スタを 巧ぶ した 場な には、 エラーに 
なり よす。 


巧 り 化」 |1: •巧が f のよ みなは、 •巧き 込んだ デー タを 化します。 

FM かみが 化り H;"r か MIDI ボー ドがない よ おた、 一 1 をぶ し i す。 
がか. しない レジスタ をす 行ぶ し た 嘴な、 一 2 をぶ L i す。 
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第 4 章 リ フ アレンス 


md_stat 


が 


さ include < music 2, h > 


レベル 3 


int md が at ( ch 》 ； 

int ch ; /* チヤン 本 ル */ 


機 JLI かで 巧ぶ し む チャン も ルの MIDI ボー ドへの ||| Wj のが 態を, 巧べ ます。 

ch には 9 〜 2 J をが ぶし i す。 

0 または’ NASr を 伉ぶ すると、 9 一 24 すべての チャンえ ルの が 態を •巧べ ます。 
MIDI ボー ドがない 場た じは、 エラー じなり ます。 


ちり 値 


lU ; おお f の 場な は チャン 本 ルの 化 おを ぶし ます。 

このと き、 ch じ 4 托 ぶし た Wi : により iU ドの ように シ ります。 


• ch 々で9 一 24 のとき 


0 : け H . り I 

1 : 化乃|ぃ 


• ch が 0 または ‘ NASr のとき 


ビッ ト〇〜 7 : 巧に 0 

ビット 8 〜な ： 9 一む チヤン 木 ルの が 態 

(ビッ トが () でが ih 中、 1 で ル か い) 
ビッ ト : M — 31 : 巧に 0 


FM 化み が 化 1}! 小口け‘ MIDI 水ー ドがない おな、一 1 をぶ します。 
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「md 圓 stop 


レベル 3 


ま 


# include <music2, h> 


int md stop channel) : 

int channel; /* ビッ ト巧 をの チャン 本 ル ♦/ 


後 能 I FM 巧热 わよ び M の I の チヤンえ ルを ビットで おを して、 满 おを 一時 中が しま 

す。 

channel じ鼓定 する 値は、 U ドの ぶりです。 


ビッ ト〇〜 7 : 1 〜 8 チヤンえ ル （ FM 巧 煤) 

ビット 8 〜な ： 9 〜 24 チヤン ネル （ MIDI ) 
ビット 24 — 31 : 巧: じ 0 


ビットを 1 じした チヤン 木 ルの が おを- •巧 中が し ます。 

0 または ’ NASr を おぶ すると、 おか 满矣 している チャンえ ル すべてを 一が 中が 
します。 


巧り 化 I 1!: •巧が f の 冷な は 0 をぶ します。 

引を の エラーな どの 嘴な、 エラー ホみ と して 0 に I かの 正のを を おします。 
FM 巧が が 化け！ 不 " f の 場な、 一1 を おします。 

なわ、 エラーが VJ •とを のな 味は 、 m alloci 巧を を 参照して ください。 
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第 4 章 リファレンス 


レベル 3 


書 ま# include く music 2. h > 


int md ^ w けく da は） ； 

ch が da 化；/* 化 如 デー タ 幸/ 


機 > ちり MIDI ボードに データを 化 力し ます。 

MIDI ボードに data で おぶ し た デー タを 化 力 します。 
リ Wj データ d が a は 0 — 255 を おぶ します。 

MID し ボードがない 場合には、 エラー じなります。 


巧 り 化 I 化 巧が f の おかは 0 を おします。 

引を の エラーむ どの 巧な、 エラー ホ 巧と して OU ホの 化のを を 送し ます。 
FM が 埃が 化 W 不 口の 嘴な、 一 I を おします。 

なわ、 エラーが 皆と をのぶ ( 4 ^ は、 m alloc 悄 をを 參 照して 〈だを い。 


md_wn 
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レベル 2 


-memccDv 


書 ま# include <s が ng . い 


void * memccpy ( des し ong ， c . size ) ; 

void * かな；/* fe 送 ホの がが を 巧す ポインタ 幸/ 

void * orig ; / * fc ぶたの が 巧 を おす ポインタ ♦ / 

chare ; /♦ おぶ を か f させる 义夕 ♦/ 

size t size ; /* お 送' 《イト & */ 


後 化 I orig が おすが 媒 からかが が おす 错议へ 文字 C がな つかる か、 i たは わぶ した バ 

イ ト をが おび バイ ト じぶ する i で お 送し ます。 


ち り 值」 义字 C までを おぶ したと き には、 かが の C の 次の 化 おを 巧す ポイ ンタを おし 

ます。 

orig 内に 义ず C と 問 じ义ネ がな く、 お ze バイ ト わぶ しむと きは NULL をぶ しま 
す。 


参 巧阳& memchr . mememp , memepy , mem が t 








第 4 章 リファレンス 




memchr 


レべ J レ 2 


void 幸 memchr (buffer ， C ， S1Z か ； 

void ♦ buffer ; / * 巧 おを 巧う 巧 域を 指す 才 

intc; /* 埃 おする 义字 */ 

S た e t size : /* 検 •糸を 巧う バイト 技 */ 


な お I bu けがが おすが 巧から si が バイ トの巧 M で义字 

ちり «! buffer 内の C のは 萬を 巧す ポインタを ぶします。 

义字 C がなかった 巧 合は、 NULL をぶ します。 


夕照 聞 教 memccpy, memcmp ， memcpy, memset 


SIZE 


char 


123456789 ら bed パ 


char 

int 

for 


ch. 

tf 


f, c, SIZE)) ss 
t fovin が n" ) J 

fset = XdVn", d 









memcm 


• include <s 


void *meml ; /* 比 おが 域 1 を おす ポイ ンタ */ 
void * mem2 : /* 比 杉が 域 2 を 巧す ポイ ンタ ♦/ 

おが _t size ; /* 比が バイ トむ */ 

meml 々带 すな (城と mem 2 が おすな りぶ を si が バイト の 巧 [哨 だけ 比較し ます 
2 つのが 媒の のがの 火 小 供が をぷす ド 姐の 化を ぶし よす。 


JK り 巧 


meml は mem2 よ 0 /卜 さ t 
meml と mem2 は 巧し い 

■ 垂 一 

m か n 1 は mem2 よ ゥ 乂 き *• 


memccpy. menichr, memcpy, memcm pi. memicm か m が n が t ， か rcmo 


ude 

ude 


m け 678 お bcdef 
123456789 ABCDBF 


SIZE) 

2¥n"); 

お"）； 


SS 0) 










第 4 章 リファレンス 


memcmpi , mem に mp —一 戸。。 


書 ま# include <s け ing . h 〉 


int memicmpimem し mem2. size); 
int memcm が (meml ， mem 么 size); 

void * meml ; / * 比が S かよ 1 を 巧す ポ インタ 幸/ 
void * m が が • / * 比が がが 2 を 巧す ポインタ * / 
おがい i が：/ 幸 比 杉 バイトを */ 


巧 _ 能 j meml が 巧す 谢 がと mem 2 がが すがが を si が バイトの 热 IW だけ、 人义 ぶ/小 义 

‘?: を [イ 別し ないで 比仪 します。 

menKinc ) i ， memicmp は， 乂 义 ぶ/小 义 ぶを K 刖 しな いに I 外は memcmp 悄软と 
レ! じで 寸。 

また、 memcm が， memicmp は、 悄ぞ がが な る だけで、 巧 能は い] じです。 


戾 _リ _ 化 I 2 つの 悄 がを ぶす ド儿の 値を ぶし よす。 


♦ % 

ちり 化 

巧 を 

れ 

1 meml は mem 2 よ り 小さい 

1 

► 鲁- 

0 

meml と mem 2 は 巧し い 

ぶ 

meml は mem 2 よ り乂 きい 


夕 巧阳巧 memcmp , strcm が 
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de 

de 


e SIZE 

char 

char 



if ((r r 
else if 
else if 



ま 4 ち リファレンス 


memcpy, memmove, 

movedata， movmem レべ j レつ 



# include < string . h > 


void 幸 memcpy ( dest ， source , size ) : 
void ♦ memmove ( dest ， source , size ) ; 
void moveda は ( sourc も dest ， size ) ; 
void movmem ( source , dest , size ) ; 

void * source ; /* わぶ 比が 城の ポイ ンタ */ 
void ♦かが；/* おぶ 先 巧 域の ポインタ */ 
size t size ; / ♦ 牵 とぶ ゾ《 イト ft 幸/ 


巧 _ 化 j source が 巧す が« のがが を、 かがが 巧す がが じ si 之 e バイト わぶ します。 

これらの が 域は、 おなりな づ ていても、 が •しく わぶ が 行われます。 

ただし、 XCU ホの 巧 巧 系では、 memcpy はが 域を おねる とぶし 〈たぶ されない 
巧: 巧. にな ク ている が がれが あるので、 が W をけ う 場な じは 化を してく ださい。 
また、 moved が a は、 化の 锭巧 ホでは づ I をのを がが なるみな が々 ります ので、 こ 
れら巧 W (がには 化ぶ してく ださい。 

source と かが の巧ぶ寒^がおな る ので、 これらの I 巧を を 化 W すると きじは 注な し 
てくだ さい P 

また これらの 脚を は、 か rcpy 阳 巧な どとは がな り、 ヌル 义ぞ ザが じは 巧が、 なく 
おが バイト を わぶ します。 


ち _ り-化 memcpy , memmove はおぶ 化 Sfi 巧への ポ インタ をぶ します。 

movedat ん movmem じは お りが はわり ません。 


# 巧阳巧 memccpy , memchr , memcmp , memset 
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第 4 章 リファレンス 


「 memset, setmem 


レベル 2 


S include な trmg ， h> 


void * memset (mem, c ， s に e) ; 

void setmem (mem, si が， c) ; 

void ♦mem ; / * 义 を 巧め る 期 巧を 巧す ポィ 

int C; /* をぶ する 义字 */ 

size t おが ； /♦ ぶぶ バイ トを */ 


mem がが す の おが バイト を义夕 c で 巧め i す。 


mem が t は义 •ドを 巧め たが 城を 巧す ボイ ンタ をぶ し 
wtinem じは、 返り 値は ホウ i 甘ん。 


meniccpy, memchr ， memcniD， memcpy 


e SIZE 


char 


void 

( void 》 D か 

test { buf ) 
/* setmem 
setneflU bu 
tes t ( buf ) 


2 , 


void 


*p) 


for ( i 


tcha 

tcha 

P ； 

nM ； 


putchar ( 









書 ま# include 〈 music . h > 


mt mjree け rack ) ; 

char tr が k ; / ♦ トラ ッ クお巧 * / 


ft お I FM 巧 源 および MIDI で 似リ する、 tr が k で 措を された トラックの 巧り が 化を 期 

ベます。 


ち y な I 化 巧が f の 巧を は、 巧り みおを バイ ト 巧で おします。 

FM 巧稱 がが iW 不 W の 巧な、 一1 をぶ します。 

圭 む、 楽が デー タの 姑 小が 侍: は 3 バイ トで すので、 巧り をが-が 2 バイ ト U ドの 巧 
なは、 をれ じ 1上 トラ ック にぶき 込む ことは できません。 
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4 章 


i include <stdlib. h> 


Uype)min (ん b); 

( む ' pe)a ; 

(け pe)b ; 

で in は、 a と b を 比 ♦交し、 f かの 小さい ぶを ぶず マクロです。 

2 つの 引を と、 W •ウ侦 の 巧は I ゎ J じ 巧で、 比の が » が ザ 能な 巧で なければ なり まゼ 
ん。 

引な じは、 がが 州を 則き 狂 こすもの や、 I 巧を などを がぶ すると、 期 巧した 結 米と 
がなる 場な が あるので 化を してく ださい。 


2 つの 引を のうち、 小を いん‘ の 化を 返します 


tdio > 
tdlib 


SIZE 


int ] 

ms A け】； 
for ( i s 

0 

printfr* 小の かがが n 








さ include 〈 music え h > 


レベル 


int mjnit ( ) ; 

FW な 敬 （トラックの 榮巧 デー タ、 巧 色） をれ が 化します。 
massign で 削りみ てた トラ ックを デフォルト じがし まず。 

ぶ 巧が f の 巧た は 0 をぶ しよ す。 

FM かが か 化 川 小" の 巧な、一 1 を お します。 






第 4 章 リファレンス 


「mkdir 



巧 include < d ! rec し h > 


レベル 2 


int mKchr ( pathnan 化）； 

char *pathnamei /* 巧ディ レ ク ト リ ^^ 1 へのポ ィ ン タ 幸/ 



pathname で おぶ した、 がしい デ イク レ トリ を かぶ します。 

iF . 巧 終 f ならば、 とのを 《0 U をぶ します。 

エラーむ らば 一 1 をぶ します。 

えた、 エラー が 巧/ 1; し た 巧な、 が rno と doserrno じを れぞれ c の エラー ホり •と 
OS の エラーが みを セツ ト します。 


參巧 聞な chdir， rmclir 
プログラム 巧 1 





書 ま# indu か < io . h > 


char * mktemp(tem が； 
char * temp ; 


機 お」 がを で衔を をれ た 义夕列 をら とじ、 カレント ディレクトリ じな なしない ファイル 

おを かぶし よす。 

引な の temp が 巧す 义夕 列は、 次の よ うじ 没ぶ します。 
char temp [ ] = "s じ XXXXXX " ; 

"か r " はが r たじが 化す るフ ァイ ル おの 化が が々 となり、 " XXXXXX " の 巧; 分を が 
の义 ぶが におき 巧え i ず。 

なわ、 "XXXXXX ••のが々 は、 ぶ， という 义芋 （ァスキー コード 0 がが で 6 义字 
tU . h なければ ならず、 刖の义 义が沿 ざって いむり 6 义 ずに 足りな いと きは エラー 
となります。 

" XXXXXX " のが かは、 後ろから 5 义 ぶかを、 をのが の 時刻の かと か をら とじ 巧 
化しむ 化を 义夕 列に 巧 巧して; K きがえます。 

後ろから 6 义夕 りは、 ぶ 巧， 0 •です 力す、 このよう じして 新た じか 化した ファイル お 
がすで に カレント ディレクトリ じが かする 巧な は、 次じボ すか 刖じ 化づて 巧き か 
えてい きます。 

で •一 ’3’ 一， b ， 一 ’ピー • 一 ’2， 

したがって、 例文 ば" tm が 00044" という 义す 巧が 牛: ホされ、 間 じ おがの ファイル 
がすで じ カレント ディ レクト リ じが かしてい る媒 なじは、 mktemp は 次に 
" tmpa 00044" という ファイル のが 在の お 無を 巧べ、 もし 無ければ、 をの 义を例 
を 返します。 

U ドに、 temp じな をした 文ず 列の 巧 ホの 例を 示します。 

♦ " sampleXXXXX " 一 ，， sam が 6000300" 

♦ " tnn)XXXXXXX ••一" tmpXOlOlOO " 

♦ " TPXXXXXX " 一" TP がに 34" 

r ’ TPOO じ 別" がが 在し ていた 鴻 合） 

なわ、 mktemp は 引を の temp が おす 义ぞ 列を が おを おする ので、 mktemp の 
呼び 化しの 節に temp に 鼓を をれ ていた 义ず 列は 失われます。 

したがっ て、 mktemp の 則を には" で Hi れ た义ぞ 列を 指定して はいけ ません * 
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ち り 化 ] 巧た じ ファイル おがが ホで きむ 鴻合 じは、 をの ファイル 名の 文ぞ 列を 指し示す ポ 

イ ンタを 返します。 

引な が不 化か、 巧た なフ ァイ ル 名を か 化で き ない 媒 合は、 エラー となり、 
NU ししを ぶします。 

[參 巧拍巧 fopen» がけ id open 


373 



8 trcpv 

if (け 


s trcpy 




# include < time . h > 

り 〇 1 り mktime ( time _ pa ) ; 

が ruct tm * time _ が r ; /* tm 俄を 体 じ分梯 をれ た 時 リリが 法 */ 

time けが 巧す 巧ぶ 体 じが 納 をれ ている ローカル 時 I 削を、 time 悄 をが 返す 植と 
M じ おぶ の カレン ダが 問に 巧换 します。 

また、 tm 構ぶ 化の メンバ tm W おん 1の_が がは、 が 巧す るげ じは 参照され ませ 
K が、 '隻巧 後には 化しい 化が 茲: をされ i す。 

化の メンバら、 ぶしい 範 |»1 じ 調 おされます。 

ち り 化] 义 がに 化か 寸 ると々 レン ダげ 11!1 をぶ します。 

お! なず ると、 （一 I ) を time _ t 巧に' をが しむ、 すなわち （timejM — 1) と キヤ スト 
された 化を ぶします。 



# 巧阳巧 tim も gmtim も localtime 


プログラム 例 


♦include 

♦include 


in( 


<stdi 
< tifte 


struct 

tin 

le t 

tin 


double 

dt 

tO- 

dt 

tB—l 

dt 

to-: 

dt 

tm- 

dt 

tm—. 

dt 

tt し 

dt 

tn_ 


tlmel ; 
time2 ； 
diff ; 


ar s 2001 一 


_m<iay s 
•ur s ' 
n ： 0 

C s 0 

idst s 
mkt iffli 


tlmel 


tioe (4time2 ) ; 

diff s 
printf 






書 ま # include < matli •わ 


double modfix , mtp じ）； 
ciouble X ; / * 巧 •が 小を 点 化 ♦/ 

double *i がが r : /* お 巧が を條納 する が 域への ボイ ンタ */ 


後 

ちち 


ち 1 

》 化 


巧 •か 小を 点 化 X を 小 》 郁と 巧を 部に 分けます。 

X と 村 じ 巧 おの 小を がをおし、 X とが じ巧诗 がが いむ おを 部は imp けにな がされ 
ます。 


|]» 巧扣致 frexp， Idexp 
プ □グラム 巧 I 







It ま# include 〈 mouse . h > 


int mouse ( i ) ; 

int i ; /* 巧 能 コード */ 


樣 _ 化 I マウスの 制御を 巧い ます。 

i じ 巧を できる 巧 能 コードは みのぶ ウ です。 

0: マウスの 巧 巧 化、 ソフト キーボードのを ボを 許す 
1 : マウス カー ソルの おボ 
2 : マウ ス カー ソルを; 巧す 
3 : マウス カーソル のぶぶ が 巧の 姐 か 
4 : ソフト キーボードの おぶ をろ せない 


戻 り 值 I i じ 3 を 指ぶ した* おかは、 U ** ド じボす マウス々 ー ソルのを ボが 巧を ぶし ま 

一 1 : ぶが している 
0 : 消えて いる 

i じ 0、 し 2、 4 を おぶ しむ 場な は、 0 を 逆し ます。 
i じ 0 — 4 W 外を おぶ したがな は、 エラーと して 一 1 を 逆し ます。 











play 


書 


ま 


吞 include < music . h > 


レベル 3 


int in play(cl， c2 •け • c ん c5 •が • c7, が）； 

int c し c2, c3, c ん c5, c6, c7. c8 ; / * チヤンえ ル ♦ / 


お FM 巧 おの おぶ しむ チヤン 永 ルに 削り あてた ト ラック データを が 会 開始し ます。 

おぶ ずる チャン 本 ルの 個を が 7 個 W ドの 場な は、 糸り の 引を じ ，NASr をが をし 
なければ なり よせん。 

を チヤン 末 ル々 《’ NASr ならば、 1 〜 8 チャン 本 ル すべてを が朵削 おし ます。 
チヤン 本 ルは、 1 〜 8 が 巧ぶ できます。 


ちりな I 化が; 終 f のょ おかは 0 を应し i す。 

引を の エラーな どの 巧な 0U 外の おのを を おし ます。 

FM がが か 化 川 小 " r の媒 な、 一 1 を おします。 

む わ、 エラーが V; •とを のぶ かは、 m alloci 均な をを 照して ください。 
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* include 
4 include 
♦include 


string ， 

basic0 > 















♦define NASI 
static char 


b ini t 



for (1 


B_trk < 
の _trk< 
m_trk( 
B_trk ( 

m 胃 trk ( 

m_trk( 

/* Par 
strcpy 
strcat 
strcat 
dtrc ら t 
m_trk< 
m_trk< 

/* Par 

strcpy 

strcat 

strcat 

strcat 

n_trk( 

B_trk( 

ft Par 
strcpy 
strcat 
strcat 
strcat 

fflgtrk < 

m trk( 


が 

66 

66 

が 

66 

66 


&ED32E 


T 

お 


4 4 3 5 5 4 

o oo o o o 


0 0 

9 118 8 8 
V V V V V V 

4 5 7 

3 3 3 6 6 6 

g > > 9 d A 

7 7 7 8 8 8 
な g Q q Qf Q 


) 


m_play 






msarea 


レベル 3 


書 ま# include 〈 mouse , h 〉 


mt msarea けし y し x2, y2 ) : 

int xl ; /♦ マウス カー ソルの がか 巧 M の始点 X 悚様 ♦/ 
int パ；/* マ ウス カーソルの 巧が 讲の始 点 Y 雌 巧 */ 
intx 2; /♦ マウス カーソルの がか 巧 I がの がぶ X 媒巧 ♦/ 
int が；/* マウス々ー ソルの 巧が 巧輔 のが 点 Y 碟巧 ♦/ 


[m お」 マウス々ー ソルの お 勤 巧 M を 巧を します。 

XI には マウス カー ソルの おか 巧 M の始点 X 雌 巧を 巧ぶ します。 
yl じは マウス々ー ソルの 巧# 力 制 tti の始ぶ Y 悚 巧を 巧ぶ します。 
x 2 には マウス カー ソ ルの がか 巧 W の お •巧 X が 巧を 巧ぶ します。 
y 2 じは マウス々 ー ソルの おか J 巧 M のが 点 Y 悚 巧を 巧ぶ します。 
かならず 始 ぶが 左上、 巧 •巧が わ ドで なければ なウ ま 甘ん。 

また、 それぞれの おを 可が 巧 M は じ1 下の 姐り です。 


0 ミ xl ミ 10 の 
0 ミ yl 引 006 
xl く X 2 S 10 の 
yl < が ミ 1007 


ち り 值 I 化 巧 お f のとき、 0 をぶ します A 

エラーの とき、 一 1 をぶ します。 
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「のかれ 


ま 


# include く mouse ， h > 


レベル 3 


nt msb 化 （ n , b , t ) ; 

が n ; /* マウス ボタンの が おの おぶ ♦/ 
mb ; /* マウス ボタンの 巧定 */ 
ntt ; /* 巧ち fl 利 削*/ 


« 能 I マウス ボタンが、 がぶ したが® にむ るまでの 巧 間を ぶが します。 

n じは マウス ボタンの が 巧を 巧 おします A 

0 を おぶ する と マウス ボタンを がず まで、 1 を 巧を する と マウス ボタンを 巧す ま 
でのが tl リが测 ぶされ ます。 
b じは マウス ボタンのを もの 巧ぶ をれ います。 

0 でか ボタン、 1 でむ ボタ ン となります。 
t にはが もげ II けの お 乂攸を 巧ぶ します。 

0-65535 までを 指ぶ します。 

0 を 巧ぶ すると、 おぶされ むが おが 巧 化する まで 巧ち がけます. 


巧り 化 1 巧 ちげ II けを ぶします （卜 6553 が。 

ドラ ツグが がわれ た 冷 かはん f 争ち が I 叫を がえ た 冷な は一 1 を おします。 
引む の エラーの 巧な は 一 2 をぶ します。 
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ま 4 章 リファレンス 





mspos 


レベル 3 


finclude 

♦include 

♦include 

♦include 

finclude 


include <mouse. h> 


nt mspos ( x ， y ) ; 

nt *x: /* X が 巧を 化が する' を おを 巧す ポインタ */ 
nt * y ; /* Y 陳巧 を悅 巧す る 愛を をが すポイ ンタ */ 

7 ウスカー ソルの が 巧を 巧を に 化 人し ます。 

< じは マウス カーソルの X 伴; 巧を 化 入す るを をを 巧す ポインタを がぶ します 
/ には Y 呼; がを 代入す る 巧 巧を 巧す ポインタを がぶ します。 

••化 16 ビ ットに X 叱が、 ド 化 16 ビットに Y がが が お ります。 


b— ini t ( ) 

scr66 打 （ 2 

vpage< 1 ) 
Bouse け） 
msarea ( 0 
box ( C f 0 
fflou8e< 1 ) 
locate (い 
puts ( "DO 、 
while ( kl 


: X I & 
10， 
••DOU 
10 , 
••fliOU 


X3dVn 


%3dVn 


b_exi り 0) 





巧 4 章 リファレンス 


广 ms が at 



# include < mouse， iv 


レベル 3 


nt msstaUx , ん b し b けこ 

が * x ; /* X ぶかの がが 巧が がを 巧が する 巧を を 巧す ポインタ */ 
m * y ; /♦ Y ぶ 向の かが 巧 かがを 化が する ぶを を 巧す ポイ ンタ */ 
nt »bi; /* 左 ボタンの が 態を 化納 する 《をを 巧す ポインタ */ 

が * br ; /* ん ボタンの が 巧を 格納す る' をな を 巧す ポイ ンタ */ 


m _ 化 I マウスの がが をぶ をに 化 入し ます A 

X には X ん •向の 扣夕 4 移 かがを 代入す るぶ をを 巧す ポインタを 巧を します。 

一 128 〜じ 7 が 化 人され ます。 

y じは Y が 向の かがが かがを 化 入す る 《巧を 巧す ポインタを 巧ぶ します。 

—じ 8 〜じ 7 が 化 人され ます。 

bl じは 化 ボタンの が おを 代入す るぶ をを 巧す ポインタを 巧ぶ します。 

た ボタンを 押していた 冷 かじは一 1 々ミ、 巧して いむい 巧な には 0 が 代人され ま 
す。 

br には わ ボタンの が 態を 化 人す る义 をを 巧す ポインタを 巧を します。 

ん ボタンを 押してい たお かじは一 1 々!、 押してい ない 媒 なじは 0 力す 化 入され ま 


ち _リ か I i •.化から 8 ビットごと じ、 X の 巧が ホ、 Y のが か 巧;、 を ボタンの が 態、 お ボタ 

ンの状 おがぶ り ます。 
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< 


# include 
♦i 打 elude 
#include 
♦include 






b_ini t ( ) 
さ creen ( 2 
vpMe … 
mouse ( 0 ) 
Ds&r6d( 0 
box け , 0 



located 10 1 
puta( "fflcve 
locat«( 10 , 
epUtS ( ••DOU 
locat«< 10 1 
eputsi "mou 
while (kbh 

fflS 

1 か 




locate ( 0 p 
b_exi t (0) j 



ま 4 ち リファレンス 


m 


stat 



c include < music - h > 


レベル 3 


int m が at ( channel ) ; 

int channel ； / * チヤン 本 ル ホ '' J . */ 


機 お」 FM を おまたは MIDI のか annel でが ぶした チヤン ネルの 化み が 態を 满 ベます。 

channel じは 1 〜 24 を 巧ぶ しまず。 

0 i たは* N’ASr をが ぶす ると、 1 一 24 すべての チヤン 未 ルの が 態を I 巧べ ます。 


戾リ化 山 巧 終 f のよ A なは チヤン 本 ルの が 態を ぶし ます。 

このと さ、 か annel じがぶ した f ぶじよ りじ I ドの よう じな 口 ます。 


♦ channel 力 M 〜 S のとき （木 伴の ド M が お) 


り ： 诚が 小で むい 



♦ channel が 9 一 24 のとき （ MIDI ボード リ Wj) 


0 : が# 中で シい 

1 : が お 中 

ただし、 诚夕 ||| でみ 〇 て も md _ off によって か Jj がげ! h している 巧な が ありま 
す。 

また、 MIDI 水 ー ドがない みな じは、 巧に 0 じむり ます。 

♦ channel か 0 または ’ NASI ’ のとき 

ビッ ト〇〜 7 : 1 一 8 チヤン 本 ルの が 態 
ビッ ト 9 一の ： 9 〜 24 チヤン 本 ルの が 巧 

( MIDI ボー ドがない とき、 ビットは 0 じな ります） 

ビッ トむ一 31 : 我に 0 

ビッ トが〇 で お 会 中で ない、 1 でが お 中で ある こ とを ぶします。 

FN 1 が 職が 化り の 冷な、 一 1 を おします。 
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ま # include <music. h> 


int m_stop(cI， c2, c ん c ん c5 •が， c7 •が）； 
i が cl, c2, c3, c4 •巧， が， c7, c8 ; /♦ チヤン ネル ♦ / 

FM 巧が の チャン 永 ルを お定 してが おを 一時 中が します。 

巧ぶ する チャン 本 ルの 俩 をが 7 が じ I ドの がな は、 ホウの 引を じ ，NASr を 巧 迄し 
なければ なり ません。 

を チャン ネルが ’NASr ならば、 1 〜 8 チャン ネル 中、 巧 かが 矣し ていた チャンえ 
ル すべてを 一が 中が します。 

チャン 木 ルは、 1 一 8 が 巧を できます • 

巧 り 巧] ぶが か f の媒 なは 0 をぶ します。 

引 巧の エラーな どの 巧な、 0じ1 ホの ぶのを を おします。 

FM 巧 猴が似 リイく" f の 冷な、 一1 をぶ し i す。 

なわ、 エラー ホみ とを のな 味は、 m alloc 閱 をを 参照して ください • 
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ま 4 章 リファレンス 


レベル 3 


害 ま# include < music . ti > 


int m_tempo ( tempo ) ; 
char tem が； / * テンポ * / 


植 お FM が换 ぉよび M の I のが お 時の テンポ を 巧を します。 

テンポは、 1 か 問に 4 か 巧 巧を いく つ演夕 でき るかで 巧ぶ します。 

たとえば、 120 を 巧を すると、 4 分 巧な じ 0 巧で 1 分 じなりまず。 

テンポに 巧を できる お 削は、 32 〜 200 でず。 

削り 込み 化 巧 や、 ディスク アクセスな どじ よって、 巧 おぶ 巧 じ 浜 ホが な 生ずる 媒 
合が あ ります。 


巧り 化 I 化 巧 お T の 巧 合は 0 を おします。 

引を の エラーな どの 場合、 0 U ホの 化の なを おします。 

FM 巧 鞭が 化 W 不 "T の 場な、 一 1 を おします。 

なわ、 エラー ホみ とそのを がは、 m alloc 脚を を參 照して ください。 
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画か k 


書 ま# include 〈 music •わ 


int m trk ( t , sO ; 

char t ; / 幸 トラ ッ クホ V */ 

かが * が；/* MML デー タ への ポインタ ♦/ 


m ち g I MML じよ る; 发 み デー タを t で おを した トラック に‘ 巧 きとみ ます。 

MML のがぶ について は、 み 作: 橘が の 「BASIC マニュアル」 み 多 照して くださ 



レベル 3 


ちり 値 I 化 巧が f の 峰な は 0 を おします。 

引を の エラー や MML のがぶ 載りな どの 場な、 0 じ I ホの 正のを を おします。 
FM 巧 おが 化け M ;" い) 媒 な、 一 1 を 送し ます。 

なわ、 エラーが みとを のぶ 味は 、 m alloc 巧を を 妾 照して ください。 
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ち 4 章 リファレンス 


m 


vget 


ま 


さ include <music2 - h> 


レべ J レ 3 


mt m vg が （ VO , ca ) ; 

ch が VO ; /* を 色 ホ V */ 

char ♦ca; / 幸 巧を デー タを 恪納 する fid 列への ポインタ */ 


檐 お I FM をが の VO で おを したを をを 皆の 巧を データを ca が おすが 列に 沒み么 みます。 

VO じは 巧な ホみ を 巧ぶ し i す （1 一 20 ん ただしが〜 200 はを なされて いません）。 
ca じは、 統み 込んだ 巧 化 データを が おする ための::: 次ぶ が 列への ポイ ンタ をが 
ぶします。 

巧を データの がぶ は 次の 地り です。 


char ca [5] [11] ; 



0 

1 一 4 (オペ 

レー タ） 

0 

フィードバック/アル ゴリ 

グム （0 〜 63) 

AR 

(0 - 3 い 

1 

スロット マスク 

の 一 15) 

D1R 

(0-31) 

2 

ウェーブ フォ ーム 

(0-3) 

D2R 

(0 — 3 り 

3 ! 

シンクロ 

(0 ， 1) 

RR 

(0-15) 

4 

スピード 

の 一 25 か 

D1L 

の〜 巧） 

5 

PMD 

の〜 じの 

TL 

(0 —にの 

6 

AMD 

の〜 じの 

KS 

(0 - 3) 

7 

PMS 

(0 -の 

MUL 

(0-15) 

8 

AMS 

(0-3) 

DT1 

く〇 パ） 

9 

し 民 PAN 

(0-3) 

DT2 

(0 — 3) 

10 

細り 


AMS Enable (0, 1) 


h 姐の ぶ 中、 （ ） 巧のを 化は それぞれの データの 巧 M をボ します。 


をを デー タの 詳細に ついては、 本 化 添が の rBASIC マニュアル J を 参照して く 
ださい。 


ちり ぶ I 正 巧が 丫の 巧を は 0 を 返します。 

引を の エラー な どの 巧な 0 に I 外の 化 のをを 送し ます。 

FM 音 漁が が 用 不可の 瑣 合、 一 1 を 返します。 

なわ、 エラーが 号と をのを 味は、 m alloc [巧を を 参照して ください。 
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vset 



# include <music2. h> 


レベル 3 


int m vset (VO, ca) ; 

char VO; /* 巧な ホみ */ 

かが * な； /* 巧を デー タを 巧が して々 るが 列への ポインタ 幸/ 


夕お I が 列に ながして ある FM 巧が 用の 巧を デー タ を、 巧を じ 巧 j * します。 

VO じは 巧を ホ 皆を 巧を します り 一 20 ん ただし 1 一が は 巧« 巧み）。 
ca にはを を デー タを 悅納 して ある 三次 •ぶが 列への ポインタを 巧ぶ し ます。 
巧 色 データの がぶ: は 次の 姐り です。 

char ca [5] り I 〕 ； 



0 

0 

フイ ー ドバッ ク / アル ゴリ ズム 

1 

スロッ ト マスク 

2 

ウェーブ フ ォーム 

3 

シンクロ 

4 

スビー ド 

5 

PMD 

6 

AMD 

7 

PMS 

8 

AMS 

9 

し RPAN 

10 

Miiim 


I 一 4 (オペ レー タ） 


(0-^63) 

AK 

(0-31) 

(0 〜 ほ） 

D 1 R 

(0 - 31) 

の 一 3) 

D 2 R 

の〜 31) 

(0, 1) 

RR 

(0 — 15》 

(0-255) 

D 1 L 

(0 -巧) 

(0 —にの 

TL 

(0 〜じ 7) 

の〜 じの 

KS 

(0 〜 3》 

(0 —の 

MUL 

(0"^15) 

の〜 が 

DT 1 

(〇〜の 

(0 〜 3) 

DT 2 

(0 〜 3) 


AMS Enable (0. 1) 


じの お 中、 （ ） 巧のを 化は それぞれの デー タの巧 M を 示します A 


巧を データの 詳細 じついて は、 本が 添付の 「BASIC マニュアル」 を參 照して く 
ださい。 


ちり 化 1 化 巧 終 f のみな は 0 をぶ します。 

がを の エラーな どの 場合 0 じ [外の 亞の なを おします。 

FM 巧 おがが 用 不可の 巧 合、 一1 を 退し ます。 

なわ、 エラー ホを とを のを ホは、 m aUocI 冯 をを 参照して くだを い。 
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巧 4 章 リファレンス 


I IIIICC 


レベル 2 



# include <10. h> 


char *11 む les(bufi, a な， o がが im も len) ; 

char ♦buff; /♦ 橫来片 レ 《ッ ファへの ポイ ンタ */ 

か ar *atr; /* 乂 つけた フ ァイ ルの 城け を悅納 する がが への ポインタ */ 
int ♦ お t が ime; /* M つけた ファイルの かぶり 時を が納 する 锁议 への ポイ 

ンタ キ / 

size t ♦ ten ; /* 兄つ けた ファイルの バイ ト もを 伉 t 巧ず るが 嫂への ポインタ */ 


巧 お J ファイルの 次の が 袖を 検 •糸し， 34 つけむ ファイル のがが を a び • da 化 tim も len て 

巧ぶ しむ® 媒 じか 納 し、 おり も 6 と して > iL つけた ファイルの ファイル おへの ポ イン 
夕を おしまず。 

buff は、 fil が悄 をで がぶ した 埃 朱 IH バッファへの ボイ ンタ です。 

この 悄 をを げび 化す 酌には、 む les 閣 ft をげ び 化して わかむ ければ なり ま 甘ん。 
a じは、 つけた ファイルの 诚 れを份 巧す るが 域への ポイ ンタ です。 
a け のがす がん 4 の サイ グは 1 バイト U I ••必 巧です。 

* a け じがが J された 成 かは、 み ビットが 1 のがれに iU ドのを 味を ぶして います。 

ビット 0 : 統み 込み# f リ 
ビット 1 : 巧し ファイル 
ビット 2 : シス ナム フ アイ ル 
ビット 3 : ボリ ューム お 
ビット 4 : ディレクトリ 
ビット 5 : 地 巧; ファイル 

d がが ime は、 W つけた ファイル のかぶ H がを がが する が * ぶへの ポイ ンタ です。 
d がが ime のがす が 巧の サイ ズは 4 バイト U I ••必 變 です。 

また、 半 お 化 time じ悅 がされる がぶ H 時の 杉ぶ はじ 1— F の 姐り です。 

ビット 31 〜 25 : 1980 かからの がが すを (0 — 99) 

ビット 24 — 21 : り （！-"12) 

ビット 20 〜 16 : U (1 — 31) 

ビット 15 〜 11 : が (0 —の》 

ビット 10 〜 5 : か (0 —が） 

ビット 4 〜〇 : か/ 2(0 — 29) 
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len は、 乂 つけた ファイルの バイ ト をを 格納す る おがへの ポインタです。 
len の 指す お 域の サイ ズは 4 バイ ト ia.h 么叟 •です。 

む 1 が 脚を をち なした おで、 n む 1 がを エラーが おされる までぶ 巧 •する ことで、 む] だ 
牌 巧で お 去して わいた を 件を 巧た す ファイルを てを おお する こ とがで きます。 

正 巧 か f ならば、 兄つ けた ファイルの フ ァイ ル おへの ポイ ンタ をぶ します。 

なわ、 この ファイル おは bu がで 巧を したお 架 Hj バッファ にが 化される むめ、 I 词 
一の 検朵 W バッファを 巧を してむ 1 が閲技 や、 n む 1 がを 呼び 化すと じ I 前の 内が は 
失われる こと にを •巧; してく ださい。 

エラーな らば NULL をぶ します。 

ch が a， chc む， files 


<stdiQ#h> 

<8tdlib ， h> 


de 

<io ， h> 


e A RDO 


0X01 

e A HDN 


0X02 

« A SYS 


0x04 

e A VOL 


0x68 

e A DIR 


0X10 

6 A 一 FIL 


0x20 

char 

<p8kttern 

1 S •• 

char 

buf(150] 

• 

f 

char 

atr ; 


long 

dt; 


size^t 

len ; 



¥¥u8rVVin 


char 


<naffie ; 


n&ae s files (buf » &atr, &dt , , 
if (name f s NU しし i 

printf ( " なれ " ， name ) ; 

else 

exit …； 

while ( <naffie s nf iles (buf , 4a 
printf ( "Xs れ " ， name ) ; 

exit (0) ; 


NULL 





巧 4 章 リファレンス 



か ze t off が tot ( tag , rzrbe け； 
(け pe ) tag ; 

( identi む er ) member : 


m 化 I offsetof は、 tag の 巧 逆 体での 巧 造 f 本 メンバ member の 化 おを ポ める マクロで 

す。 

は K じは、 tft 逆 作 おを 巧ぶ します。 
member じは、 メンバ 名を 巧ぶ します。 

ビット フイ ー ルドの « を 化は 巧を でき よせん。 


ちり 值 1 t がの « ぶ 化での、 W 道化 メンバ member の 化 i 餐を ぶします。 
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田 


pen 


レべ J レ 2 



再 include < fcnt し h > 
さ include < stat - h > 
を include < io . h > 


int open ( pathname , omode し pmode ] ) ; 
char * pathname ; /♦ フ アイ ル おへの ポイ ンタ 
int omode ; /幸 モ—ド 幸/ 
int pmo(Je ; / * アクセ スモー ド ♦ / 

P が hname でが ぶ した ファイルを omode で 巧ぶ した モ ー 1 
り mo かは ド记 じぶ すを おの 飢み 合わ 甘で 指ぶ します。 

巧な 個の ぶ わを がみな わせる と きは、 OR * I * で つむけ i 卞 


APPEND 


0 CREAT 



0 KDONLY 



RDWR 



RONLY 


BINARY 


0 TEXT 



がきと み 化げ 




みのむ々 にがしい ファ 
、 ファイル がが をして 



ドは 無 •巧と な 


1 EXCf 

フ アイ ルが がかし た媒 なじ ェう 

^ 一 化を ぶす 

レ/、^^ レ 

寒 

寒 

0 _CR 巨 AT ととら じがを しむ , 

i きのみが 巧と なる 


蘇み 巧し がけ！ と して ファイルを 才 

0_ KDWR 、 0 WRONLY を I けけ 去 


ぶみ がきの むめに フ アイ ルを 才ープ ン卞る 

0 RDONLY 、 0 WRONLY を 問 時に お' 去 •できな 


1 TRUNC 

フ アイ ルが がな し ていれば、 フ アイ ルの のをを 空に^ 
0 _RDWR i たは OWRONLY とともに 指ました ミ 


みが 幼と なる 

> 





き とみ 巧 巧！ と して ファイルを 才 ープン する 

• RDONLY 、 0_ RD \ VR を 村が におを できな L 


ー ドで オープン’ 


ー ドで オープン’ 

















巧 4 章 リファレンス 


0 _T 民 UNC は、 巧が の ファイルの 内を をす ベて 讲ウ搶 てて しまい ま 
十な おに 使 W してく ださい。 

omode に 0 _CKEAT を おぶ したと きは、 必ず pmode を おぶ します 
ただし ファイルが すでにが 化して いるが なは、 pmo かは 無 化され ま 
pmo か の WU よ chmod 閒 をでの 巧ぶ と レリ じです. 

戾 りが I オープン された フ アイ ルの ファ イ ルハン ドルを 返します。 

エラーが お/ k しむと きは一 1 を 逆し、 が mo にお の 化が セットな** 

が rno の值 巧 を 


EACCES 

巧ぶ した ファイル おが デイ レクト リ である 

または アクセス モー ドが 连っ ている 

EEXIST 

0_ CREAT 、 0_ EXCL を おぶ し たが 、 フ ァイ 
がかして いる 

巨 M FILE 

オープン する フ アイ ルのを が 多すぎる 

巨 NOENT 

巧ぶ した ファイル おまたは パス おが 兄つ からく 


dup ， dup 2, topen . sopen , umask 






de 

de 

de 

de 

d« 

nt argc i c 

char 

int 

file s ( 
if {(fn 

) 

printf r 
if (clc8 

) 

printf <" 
exit けい 



窠 4 董 リファレンス 



害 ま# include な ra か. h > 


void painUx ， y ， が ; 
nt X ； /* XPK 巧 */ 
nty ; / 幸 Y 惟 巧 幸/ 
nt p ; / ♦ パレット コード * / 



グラフ ィ ック I 則が の X 、 y で 巧を された ホを がが を P で ザ 
X じは が 域 I 人 J の 1 ぶの X 座 巧を おを します （一32768 — 3; 
y じ はが 城 巧の 1 点の Y 巧 巧を 巧を します （一 327 が一 32 
P じは パレット コー ドを 巧ぶ します の〜 6553 お。 

抑が モー ド じよ り 姑 人 化が がな ります。 


反り 化 おり 化は ありま 甘ん。 



screen 









palet 


レベル 3 



# include 〈 graph . h > 


void palet ( p ， c ) ; 

int p ; / * パ レツ トコ— ド 幸/ 

int c ; / * 也 コード 幸/ 



パレット じ 色コー ドを 削り々 てます。 

P には パレット コードを 巧ぶ します の 一が 535)。 

1 叫が モード じよ りお 人 化が 兴なウ ます。 

C にはを コードを が茫 します （0 —巧 535)。 

なゎ、 65536 を モードでは、 1 つの 色を 义 化を 甘る と、 お) 時に 巧迎 する 2 
が 化します ので、 昭か J のじを コー ドと パレット コー ドは レリ じ 化を 巧ぶ し ま 



ゎ^ り化はぁ りません 


screen 



^include 

#include 


<bas ic0 I h> 
<graph ♦ h> 


int 


を ♦ b, c , ん 6 ； 


b-init!) ; 

8cr««n ル 3 1 し 1 ) ; 
vpage( I ) ; 

for (a s 0; a < 2; ぃ ♦> ( 

for (b = 31; b >s 0; b —》 
for {c s 31; c > = 
for (d s 0 
f 


t け）； 








第 4 章 リ フ アレンス 


pperror 


ま # include < が dio , h > 


レベル 2 


void perror(s けぶ が； 

ch が * string ; /* ューザ ーぶ ぶェ ラー メ ツセー ジ への ポ インタ */ 


が _ 能 I 巧が エラー 化 乃 （ std げ r ) じがして エラー メッ 七ー ジを化 知し ます。 

エラー メッセージ はな ring 、 コロン （：）、 をして エラーを 起した ライブラリ じ 
がする システム エラー メ ッ セージ からな ウ よす。 

S じ ing にや: 文字列 か NUL しを がを すると、 システム エラー メ ッ セージの みを 化 
します。 エラー ホみ は、 グロー バルぶ をが rn ひが 化 f りされ ます。 

もし、 errno 力 f 0 じ I k の 化な らば、 perror は卜 も しません。 

シ ス テムエラ ーメ ッ セージは、 が rno を 化つ て エラー ホ み じ がん だ义タ タリの ポ 
インタ か! 列が S げ rli な から 探し 化 されます。 

义 をが S ne び の 化は、 sys が rli が W 列の 紫ぶ をです。 

が mo の 値は 何ら かの 悄 をのげ び 化しげ じ わける エラーの がむ こよつ て' 隻 化します。 
この 閒 なでを 照され る グローバル 巧 もには、 W ド のらの が あ り ます。 


int errno ; / * エラー がみ * / 

int sys nerr : / * が s~errlist の ftd がを ぶを； * / 

char * が 8 e び list [〕 ； /* エラー メ ッ セージの ポイ ンタ Ril 列 */ 


ちり 化 ^^り做はホゥません。 


# 巧阳お （ が rerror 
プ 0 グラム 妍] 









書 ま 巧 include く basicO . h > 


double pi ( ) ; 


後 巧 川の ホ？ r の 化を 米々 ます • 


S り 値 巧 の 化を おします。 


參巧阳 》 b.pi 
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巧 4 章 リファレンス 


「point 


レベル 3 


♦ ま ] include な 巧 ph. h> 

int point け， y) ; 
intx; /* X 雌 巧 */ 
int y ; / * Y が 巧 */ 

Igt お I グラ フィッ ク 脚が 卜 •の お 去が 巧の ドット の パ レッ ト コード を 調べます。 

X じは 满 ベるな の X 巧 巧を 抬 ぶします 卜 32768 〜 32767 )。 
y にはが ベるな の Y 悚 巧を おぶ します （一於 7 が〜 お 7 がし 

ちり 化 1 巧ぶ が-巧の ドットの バレット コードを 返します • 

ただし、 windowl 划を によって 巧ぶ された クリッ ピン グが 域の 範 I 哨外 のがが をす 
ぶした みなは、 たとえ 巧ぶ が 巧に ドットが あった としても、 巧に 0 を 送し i す。 


お 巧扣 な P が t. window 


プログラム 巧 


< る tdio>h> 
<stdlib.h> 
<ba8ic0 ♦>!> 
<graph ， h> 


b; 
c; 
d; 

b.init ( ) ； 

screen ( し 3 , 1 , 1 ) ； 
vpa が…； 

for u s 0; i < see ； いり { 

b = rand ( ) « 2 + 1 ； 
c 5 rand( )*2+1; 

circle(255, 255, け 0, b, 0, 360, 25¢ 

paint ( 255 , 255 , c ) ； 

d s point ( 255 I 255); 

printf ( "palet code s Xd¥n け • d) ; 


# include 
♦include 
♦include 
# include 



b exit け）； 







rPOS I 


書 ホ# include < basicO . h > 


int pos ( ) ; 


樣 化 カーソルの おか 位; R の X がが をが ます。 


兵り 巧 カーソルの X 悚 がをおし ます。 


夕 巧 姑な csrlin 
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ま 4 章 リファレンス 










printf 



# include < が dio. h> 


レベル 2 


int print いわ rma し string し arg . ••い； 

かが * form が -String ; /幸 巧ぶ 义夕 列への ポイ ンタ */ 


« ^ forma し string でが 迄した 巧ぶ に 化って 化ん を' が 巧し、 僚が 【中, 如が dout じ, サ Jj 

します。 

form が -String にがく 引を は、 •巧ぶ に 化 クて変 ホされ 化 力され ます。 

forma しが Hng の 中の フオー マツ ト巧茫 のか お) ia、 ぉよび をれ がを ホす るが と、 

引を arg の 化が W ぉよびを のがは 一致して いなければ なり ま せん。 

フォー マツ ト巧 ぶの 巧ぶ をに I ドに 水し 主 す， 


% [flag] [length] [. cli が t〕 り emype] けが 


"がと け peU 外は 巧 おでき ます。 


フ オー マツ ト 巧ぶ のろ フィールド のの なは ホの 姐り です。 


フイー ルド 

巧 を 

% 

巧ぶ 巧ぶ の 始まり をぶ す 

巧 巧で きない 

むが 

巧 巧、 巧り、 小を ぶ、 8 逃、 16 進な どの 化 力の おがを おぶ 
する 

length 

化み 义 字の お小义 羊を を 巧 ホす る 

がが t 

妃小 巧を、 または 小を お U ドの お 巧を 檢を する 

lentype 

引を の おを おを する 

けが ； 

'巧 おの タイプを 巧を する 


一％" の b しろに わ rm が -String と して 無を 味な 义夕が あると、 そのまま けり j しま 
す。 

ろ フイ ー ル ドの 内容は ホの ぶり です。 


けが】 

flag の 値と のをは 次の 通り です。 
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len が h のがを 内 でんが i , 
巧 おする とん 楠え でか) 


化 如を も だが 化のを のとき は" + " を、 なの ものと き は" 一" を 
つけて 化 力す る 

巧な すると、 なのを のとき のみ‘‘一" をつ け、 ぶのを のとき 
は 巧を をつ けむい 


け •，力を 化が ぶ の 巧のと きは 1 义 すかの 巧 0 を、 ft のをの 
きは"一 ••をつ ける 

巧 ■みする と、 打の なのと きのみ" 一" をつ け、 I じのを のと： 
はや: きをつけない 

flag に •‘ + ••が おおされて いると きは、 このが ぶは お 幼 < 
なる 


けが の 化か 


を 化の 化 如 


げ pe の侦が f 、 も 巨のと き、 小软点 
も 小を 点を かける 

巧が すると、 小を ぶ ド じを 字が あると 
ける 


け pe の 化が g 、 G のとき、 小 お 点 U ドのを 字が di が t でが 
をした が もじ おりなく て も、 切り 橫てや 糸々 な 0 の 削除は 
巧わない 

巧が すると、 小な 点 W 下にを ぶが ある ときの み 小数点に I ド 
かがいて、 糸 分な 0 は 削除す る 


:は無 化さ! 


みする お 小文字を を 10 進を のをを で 指を します。 

如す る义ネ をが len が h より もかない 場合は、 义ぞ のを 側を 巧 巧で 雄 
(マイナス フラグが 巧 ミされ ている と きは ぶ） で 化 力され ます。 
みする 义牟 をが length よりも 多い 巧 合、 ま たは length が 指を されて 
は、 すべての 义 ずを 化 力し ます。 








length を 則を で おを する 巧た じは、 アスタリスク （*) をが 用し ます。 
length じが おする 引な は、 フォー マツ ト化 みする 引を の 前になければ ならず、 
int 巧で なければ なり ません。 


[ digit ] 

ぶが t は 化 力す る 化 火 文 芋を または 小な 点 W ドの がを をぶ の 10 進な の携 をで 巧を 
します。 

がが t を 引を で 巧を する 媒合 じは、 アスタリスク （*) を 使 W します。 

がか じが 応 する 引を は、 フォー マットな Wj する が 巧の辆 になければ ならず 、 int 
巧で なければ なり ません。 

digit のがぶ 乂泌 、およ び 巧が し た 場な の デフォルト 化は 次の 姐り です。 







pe は 化 わする がな のが を 巧ぶ します 
がの 内を はみ の 姐り です。 


lentype 


lone 力 • un - 


sized long である こと を 巧' ぶす 


け pe の 化が 
み gned short 


b 、 0 、 X のと 
ことを 巧を す 


ホ 0 け 


おを 巧 


10 進 巧な 


おを 巧 


おなが 


おを 巧 


おなが 


おを 巧 


巧れ 巧 


cJouble 巧 


double 


•の 10 進 巧を 


2 逝 巧む 


2 巡 おを 


8 進 稼を 


" abeeJef " を 化ぅむ け 池 巧を 


" ABCDEF " を がった 16 進 おを 


か uble 化を 卜〕 がん ddd の 小 巧 点 形ぶ じ 巧み 
てけ •, 如す る 

小を 点 W ドの がをは digit じよ り 指ぶ されます 


double 化を 卜〕 d.ddd e [-] ddd の お ft がぶ < 
がみして 化かす る 

小を 点 W ドの がをは digit じよ ウ椅 をされ る 


double 


巧を の 前 


に 1外 





















double 巧 


double 


か ublef おを、 f フォー マット （小を だ 杉ぶ） ま むは 
e フォー マット （巧を おぶ） のうち、 お 来が おくな 
る おぶ じ' 隻 巧して 化 力す る 

巧を なが一 4 じ r ド または おもが digit より ら火 きく 
な る 巧な は e フォー マツ ト じなる 


おを のがに “ e " の 代わり じ" E " がが われる U ホ 
フォーマット とが じ 




レ义夕 （‘¥0，） でが でする 
、•は か git のをの 义ぶ タリ 


<5 ミ 

i ぶかまでに 出 如しむ ぶ 

ホ, みはが むわない 

:夕 なをが 巧< 

;こ 代入す^ 


S り值 化 刀し た义夕 をを ぶ し i す, 


# 巧 閒 お fprintf . scanf , sprimf 








ち 4 章 リファレンス 



void pset(x ， y, が : 
int X ; / * X 雌 巧 幸 / 
int y ; / * Y が 巧 */ 

int p ; / * パレット コード * / 


療 ち 居 グラフィック 脚が にお （ドット） を裕 脚し i す。 

X には •なを 揃く X が 巧を 巧ぶ します （一327 が一 ぉ 76 の。 
y にはぶ を搞く Y 化 巧を 巧ぶ します （一32768 — ぉ 76 の。 
P じは パレット コー ドを 巧ぶ しまず （0 —が 535)。 

I 叫が モー ドに より 化 人 が おな ります。 


わ5 ウ化はあ ウ ません。 
screen, point 

プ a グラムが I 







put 

1 


■ レベル 3 

1 

書 

ま 

1 # include 如 aph . h > 


void put(x し パ • x 2, が， buf , おが）； 
ntxl ; /* 姑な X 雌な */ 
nt yl ; / * 姑ぶ Y 化が*/ 
ntx 2; /* がぶ X 悚巧 ♦/ 
nt が；/* が 点 Y がが */ 

void * buf ; /* I が I 化 データが が jft ! 列への ボイ ンタ */ 
int si が；/* I が I 化 デー タの バイ ト を */ 


を 能 I buf がぶ すが 列 じがが j された size バイトの I 山] が デー々 を、 グラフィックが I がの お 

ム •おの 曲 域に 描 I が I します。 

XI に は始ぶ X 雌 巧を 巧ぶ します。 
yl じは 姑ぶ Y 雌 巧を 巧ぶ します。 
x 2 じは 終 •が X 化 巧を おぶ します。 
y 2 にはが •な Y がが をが ぶします。 

姑 点と が 点は window です 行ぶ した クリッ ビングが 巧の 中で な ければ いけ ま せん。 
buf じは、 が il 叫す る I が I 巧 i デー タが份 供して みるが がへの ポイ ンタを 巧を します。 
このが 域には、 おが バイ トか 柳が ゲー タが 化納 されて いなければ なりません。 
siz には、 111，1 化 グータ の バイ ト もを 巧ぶ します。 

I 叫が モー ドに よ 0、 U ドの バイ トを をが ぶし よす。 

16 をモー ド： （お ドッ ト巧 ^1) 个 2 
2 がた モード： お ドット わ 
が 5 说色 モード： おドッ ト を X 2 


ちり 巧 わ！ ウ侦 はありません A 


夕 巧阳 S get , window 
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de 

de 



screen! 1 
vpage( 1 ) 
symbol け 
box け ， 0 

が t (し 1 


147 

146 


put<200, 200, 




rPutc, putchar 


レベル 2 


ま 


# include < が dio. h> 


int putc(c. stream) ; 

int c; /* が I 如ず る义夕 */ 

FILE * か ream; / 幸 FILE 巧 逆 体への ポインタ */ 

int putcnar(c) ; 

int c; /* 化み ずる 义み */ 


巧 お I piuc は が ream でが ぶす る ストリーム じ 1 义夕 flWj します。 

putchar は putc ( c , がか ut 》 と お] じじむ り 4 ず。 


ちり 化 J 化乃 した 义 をぶ し i す。 

エラーが 巧 化しむ f お 合は、 EOF をぶ します。 

巧扣 ft ] fputc, fputchar ， が に getchar 
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utc 、 putchar はか utc 、 わ utchar 閒 もと 巧 じで ず々 す、 マクロを 巧と 閒 をの 蜗 おが ありま 
0 

クロを 巧で 巧いたい 巧 合は、 がぶ 0, h をイ ン クルー ドす る 前 じみの 1 巧を 追加して く ださ 


define MACRO 





ま# include く conio . h > 


int putch ( c ) ; 

int c ： /* コン ソー ルに 化 如す る义ぶ ♦/ 


巧 ち g I コンソール じ义夕 C を 化 如します。 

なり 义タ ィ〇 •を、 かけに 巧 おしません。 

山し く 化 ' W なけし むいみな は、 •¥ ドと ザ n •をが けて 化 如して ください。 


ち な I 化 功した 場な はかん した 义ぶ C を邀 します。 火 敗した みなは EOF をぶ します。 
[]» 巧扣 を I cprintf , getch , が tche 
ブロ グラム 巧 




第 4 章 リ フ アレンス 


putenv 


ま 


# include < stdlib . h > 


レべ j レ 2 


int putenv ( envstnng ) ; 

char ♦ envstring ; /* 巧 巧义ザ 列への ポ インタ * / 


m お] 巧し い 巧 巧ぶ 巧の 追加、 ぉよび 1% がの 巧 巧 巧 ft の お 化、 円 I ] 除を 巧い ます。 

饥 V が ring は 次の よう ながぶ の 文ず 列への ポ イン タ です。 


varname = string 


varname はぶ 如、 i むは 化 リ: •する 巧 巧ぶ をの お刖 で、 string は 巧 巧 没' 巧の W です。 
varname がすで に 巧 巧义 をと してが 在す る鴻 合には、 をのな ring をが ぶした 
swing によって おき 巧え、 を うでなければ がしい 巧 巧' 堯 なと して 追加し ます。 
巧の が ring を 巧ぶ する く" varname = "をが ぶ） すると、 v が name を 巧 境から 削 
除し ます。 


ち _リ 化 I 1 じし 〈ぶかし 化 il : •刖 除で きた 場を じは、 0 を おします。 

エラーが 巧 化しむ 媒か一 1 を 也し ます。 


夕巧 M 数 g が env 
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第 4 巧 リファレンス 



long Ig : / * 巧き 化す 化 * / 

FILE * fp ; /* ファイル «を 化への ポインタ */ 



かで 巧ぶ された スト リーム に long サイ ザ かがき 化し ます々 

巧き 化した long の 化を お Lit 。 

ェ ラー が 巧 化し た媒 なは EOF を 追し ます. 


ただし、 スト リーム に 巧き 込んだ データが EOF と 一な している 口け g 性が あり ミ 


すので、 エラーの がぶ は ferror 悄 をを 化 Hj し てが ぶして く ださい。 



が tw , putw , getl 
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レベル 



香 ま# include < がか o . h 〉 


int pu じけ trmg ) ; 

char * が ring ; /* 化 力す る义夕 列への ポイ ンタ 


巧 化 I おぶ しむ な ring を、 巧が ホ I 片 stdout へ 化 力 します。 

このと き 文ぶ 列の が f をぶ す ヌル 文夕‘ ¥ がは 改巧义 夕， 

[ k り it \ 化かす ると 0 を、 火败 すると KOF をぶ します。 





プログラム 闲 


V include 
♦include 

♦define SIZE 

char 


< stdio ♦ h> 
<stdlib>h> 

4096 

buf 【 SI 之 E) ; 


while <s«t8(buf) !s NULL) 
puts (buf ) ; 

exit け）； 









レベル 




> ま」 # include 〈がふ o . h > 

int putw ( sh . な ream ) ; 

short か i / * 巧き 化 す 化*/ 

FILE ♦が ream こ /* FILE 巧を 化への ポインタ */ 

機 お] S けが m で 巧を クれた スト リーム に sho け サイ ズか 巧き 化します 

ちり 値 I 巧き 化した ホ 0 け の 化を 化 します。 

エラーが 巧 牛 こした i おかは、 EOF を 返します。 


tinclude 

参 i 打 elude 


<8tdlo i h> 
<stdlib>h> 


main< 


8hort 

FILE 

if ( (: 


fp; 

getw( stdin) ) 
t { ferror ( 8td 
perror 


EOF 


else if 


exit (ル 

) 

fprintf ( atderr , "n 
putw( 8 , stdout ) ; 
Axit け）； 


%d¥n 







レベル 2 


書 ま 3 include < stdlib . h > 


void qsort ( base ， num ， width , compare ) ; 

void * base : / * も ! 列を 巧す ポインタ ♦ , 

si が wi か h; /* fid 列 おぶ の 巧、 が列楚 ぶの サイズ */ 

nU (* compare) (const yoid 幸， const void 幸 ） ； / 本 

compare ルー ナン を 巧す ポイ ンタ */ 


能 J みがぶ か width バイトで、 巧ぶ むが num 個の が 列を クイック ソートし ます。 
base は ソート する が 列 を おす ポインタ です。 

compare は W 列の 2 つの おぶ を 化が し、 をの 乂小悄 がをおす ユーザー がり j ぶす 
る ルーチンを 巧す ボ イン タ です e 

qso け けソー トの過 巧で、 必 おじ 化 じて compare が 巧す 悄 をを けヴ 化 します。 
comp が e は 2 つの リ I なを 受けと り i す。 り | をに は rtd タリの •楚 ぶへの ポ イン タが摊 
され i すので、 をの 2 つを 比 巧して、 次の もな のう ちい ずれ かを おすよ うじし よ 


m 


qsort 


♦ 

comp) か e の® り 化 

k — 冊 • 

* 

巧 さ 

> 

n 

巧ぶ 1 は 巧ぶ 2 よ ウ 小さい 

0 

がぶ 1 と 巧ぶ 2 は 巧し い 

,1; 1 

變ぷ 1 は 巧ぶ 2 よ り 人き い 1 


ちり 化 

从り iiK はあり よせん。 

を 巧 聞 数 I bsearch 
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praise レベル 2 

ミ include < signa し h > 


mt ra に e ( sig ) ; 

int sig ; /* ぶりたい シグナル */ 


推 能 I プログラムに、 お g で 巧ぶ されむ シグナル をぶ ウ ます。 

sig は signal . h でぶ 巧され む マクロ SIGIN ’ T . SIGABRT , S に TERM のい ずれ 
かを 指ぶ し ます。 sig のな 味を じ 1’ ドに ぶし i 寸 A 



Stg の 巧 

な ホ 

SIGINT 

CTRL+C、 BREAK キーに よる 剖り 込み 

SIGABRT 

m お f 

i 

S に丫 ERM 



si が all 巧 もじ よづ て、 み シグナルの 巧: 巧け い隻 がされて いな いよお かか ま たは、 
SK }_ DF しか 巧ぶ されて いたみな は、 巧知 によって 次の 巧: 巧が 义 U されます。 
SIGINT 巧 シグナルを ぶる と 、 CTRL + C 、 BRKAK キーを 押し たな i なじ 引き起 
こ される 延 巧が ぶむ されます。 

SIGABR 了 巧 シグナル をぶ ると、 abo け 閑を をけ だか, したと さ じ 引き おこされる 
巧 巧と レ; I 巧な 巧 巧が 义 けされます。 

お gnall 巧を じよって、 SIG _ IGN が おぶされ ていた 場な は、 rai がは エラー を 返 
します。 

signal [巧を じよ 〇 て、 なんらかの I 巧を がが ぶされ ていた 場な は、 rai がの 呼び 化 
しに 引きが いてを の I 划を がけび 化されます。 

げび 化された 悄 巧には、 づ I もとして、 raise に 巧ぶ された シグナル お g がを のま i 
'交 •け わたされます。 

げヴ化 をれ む 脚な; 玉、 をの シグナル じみ あった 巧 巧を 巧け をに 、 signal (おも 
SIG _ DFL ) をれ い、 統 いて raise ( sig ) をけ い、 グ フォルト 巧: 巧-じがれ してく 
ださい。 

晴刖 として、 閒 をから リ ターンし てはいけ ません。 

らし、 悄 をから リターンし なければ ならない 巧な、 速やかに 0 じ I 外の 化を «ウ 値 
として リ ターンし てく ださい。 

ra お e 悄巧 は、 をの 化を をけ かってげ だ 化しぶ へ おします。 

これにより、 raise を、 化かけ. h 、 火 敗させる ことが で S ます。 
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害 さ^ 身 include く stdlib . い 


mt rand { ) ; 


機 能」 〇〜 RAND _ MAX の 巧 W のな 似 化を を榮ホ します。 

マクロ 民 AND _ MAX はがが ib . h にぶを されて います。 
srand 牌を でを な 系列を かが 化で さます。 


巧り 値 〇〜 RAND _ MAX の 巧 W の お 化 乱 巧を ぶし ます。 


夕巧扣 な 


srand 


プログラム 巧 





第 4 章 リファレンス 


广 random に e 


レべ J レ 3 


式 # include <basic ， h> 


void randomize u) ; 
int i ; / ♦ れ期 化 */ 


樣 お rndWl なの 託を 系列 のれ 期 化を 巧い ます ♦ 


* リ 化 おり 化は あり ません。 


427 



「rbrk 


ま 


# include < stdlib - h > 


レべ j レ 2 


void rbrk { ) ; 


概 能 I ビープ 巧が の ブレーク 侦 （がが の . h 限 化） をネ乃 巧が おに 戾 します。 

ピー プ巧 巧とは、 malloc 悄 をむ どが 返す メモリ 領域のを 体を いいます。 


戻り 値 W り 化はありません。 


tv . : malloc 巧を など じよって 削りつ けられた メモリが 巧を が •化せず じ、 本 I 巧を をぶ 行して はい 
けません。 
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ま 4 章 リファレンス 




# include <io. h> 


size t read (file, buffer. len が h) ; 

int む le; /* ぶみ 込 レフ ァイ ルの ファイル ハンドル */ 
void * buffer ; / * 統み么 みが 媒を がず ポインタ */ 
size t length ; / * 統み么 み バイトな */ 

植 化 Ole で 巧ぶ された ファイル ハンドルから length バイトを 锐み 込み、 bu バ er がわ 

すが 域 じか 納 しまず。 

ぶみ 込み 化 作は、 巧ぶ した フ ァイ ルの お 在 •化 巧 か ら 始まります。 

ファイル ポイ ンタは 論み 込み 後には、 統み 込んだ 义ネの 次に 逃み ます。 


9 り jij ぶ陈 にぶみ 込んだ バイトを を 返します。 

ファイル じ len が h バイトより かな い バイトし かな ク てい なか 〇 む 巧を は、 

len が h より ら 小さい 侦 じなり ます。 

エンド オブ ファイル （ E0 の を統み 込んだ 巧な は 0 を おしまず。 

ま f •エラーが 巧 化し た媒 なは一 1 を おし、 げ mo じ 巨 BADF が セ ツト をれ ます。 


が rno の值 

1 巧 容 

目 BADF 1 

巧ぶ した ファ イ ルが 無 か、 または フ アイ ルが 誘み 化しの た 

めじ 才ー プン されて いない 


ファイルを テキス ト モードで オープンした 巧を、 おり 値は 案 巧に 說み 込んだ バイ 
卜 をと 巧し く はなり ません。 

これは テキス トモー ドでは、 な 抑 なげ わ お •をな 巧 ザ n •に 巧 後し • その 巧 かした 
な 巧の みを おり 化の バイ ト をに 化 巧す るた めです。 

この 巧みは、 ファイル ポインタ にはが 巧し ま 甘ん。 


# 巧 姑を びの t ， fread, open, write 
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第 4 章 リファレンス 



realloc 


ま 


include < stdlib - h > 


レべ J レ 2 


void 本 rcalloc ( がいに e) ; 

void 术が r; , * すでに 削りつ けられて いる メモリ ブロ ッ ク への ポイ ンタ */ 
si が t お ze; '* 巧 しい メモリ ブロ ッ クの サイズ */ 


後 能 I すでに 削 りつ けられて いる メモリ ブロックの 人き さを ぶ 化します。 

P けは malloc 悄巧 や、 realloc で おされた、 サイ ザを •变 化する メモリ ブロックの 
ポイ ンタ をが ぶし ます。 

si が はがしい メモリ プ で、、， クの 人き さを バイト むで 巧ぶ します。 

火き さを 隻 がしても メモリ ブロ ッ ク の! ん】 がは 义化 しま せん。 

ただし、 がしい メモリ ブロ ッ クの 化; 巧は 巧 化します。 


房 り 征 J J な 削りつ けしむ メモリ ブロックを 巧す ポインタを 追し ます。 

リけ 川り つけられた が« は、 どんな 巧の データ じ 利 W でき るよう じな つてい ま 
す。 

が; 利 ゥ つけげ じ メモ リブ a ッ ク はが かする ので、 realloc の W り もな は 必ずしも 
が r と レ】 じ とは かぎり ません。 

メモリの 不 ぶむ どで がぶ しむ 人き さの メモリ ブロ ック がせ; 化で きない 巧な じは、 
NULL をぶ し、 si が が 0 で々 りが r が NULL でない ときは t との メモリ ブロ ツ 
ク 化されます。 


を 巧 閒 數 


calloc , free， mailoc 
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I ■巧で 


B_SI 之 B 

i ； 

1024: 
"X4d bl 
s reall 
printf 
break ; 

" ns し 表 


B SIZE 
p[Xd) 


を ♦ Vn 




巧 4 章 リファレンス 



書 ま# include く io •い 


int rename ( oldname . newname ) : 

char * oldname ; / * 111 ファイル おへの ポ インタ * / 
char ♦ newname ; /* 巧 ファイル おへの ポインタ */ 

占 h I oldname で 巧 おした ファイル お、 または ディレクトリ おを newname で おぶ し 

たおが いこ 巧が します。 

oldname は 巧な の ファ イル または ディ レクト リの パス でなければ な りません。 
newname に既 がの ファイル、 または ディ レクト リ わを 巧を する こ とはで きませ 
ん。 

newname でが な 〇 む バス おを 衛ぶ する こ とに より、 ファイルを 化の ディ レクト 
リ へがす こ とがで き ます。 

ただし、 が なった デバイス へが かする くた とえば、 ドライブ A から ドライブ B 
へ） こ とはで き ません。 

また、 ディレクトリは お前を 隻 •える ことができる だけで、 お 動す る ことは でき ま 
せん。 

カレント ゲィ レクト リじ がわる （化が から 一が、 i むは 余が じ 一な する） ディ レ 
クト リの おが j を 巧えなぃで くださぃ。 

もしが える と、 その後の かがは が 博し ません。 


房り 化 I 化 巧 終 f ならばぶ のを （0 も） を 返します • 

エラーな らば 一 I を 返し i す。 

また、 エラー が 巧 化し む媒 な、 げ rno と かが rrno じ それぞれ C の エラー ホち 文と 
OS の エラ ー あ 巧 を セットし まず。 


参 巧阳数 ere が， fopen， open 
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第 4 タ リファレンス 


repmem 


レベル 2 


H ま # include 〈が rin を h> 


void repmem く dest, source ， size, n) : 
void ♦ かが ； / 幸 コ ピーえ 巧 健の ポ インタ * / 
void ^source; /* コピ ー尤賴 巧の ポインタ * 
si が t size ; / * コ ピーす る バイトを */ 

intn; /* コビーす るい I を */ 


概 能 source が 巧す ? 巧が の size バイ ト を、 de かが おすが 域 



り f がは あウ ません。 








rewind 


レべ J レ 2 


吝 include < stdio - h > 


void rewmd は tream ) ; 

FILE * が ream i / * FILE 巧 を 体への ポ インタ 半/ 

フ ァイ ル が ream のポイ ン タをフ ァイ ルの 化が へ 巧が します。 

わが kW をで らお] 巧の 削き が ザ 能です が、 fseek 閣 をが エン ドオブ ファ イ 

( E 0 の や エラー イン ジケー タを クリア しないの にがし、 rewind は それらを 
リアし ます。 


わ？ り イか は々 りません 


fseek , む ell 


tdllb. 


char 

«file 

PILE 

け P; 

fUe 

a (argc 

if (( 

fp s fop 


NULL 


perrorf f ile) ; 
exU(l); 

) 

(void け 8e«k(fp, 0 し SEEK END 
priatfCt«ll s XI か Fn", ftell 
rewind( fp) ; 

printfrtell = XI が 打 "， ft 
( void )f close ( fp) ; 
exit(O) : 


))； 















rmdir 


レベル 2 


int rmdir (pathname) ; 

char * が thname ; / * 削除す る ディレクトリ 名への ポ インタ * 

能 P が hname で 指ぶ しむ ディ レクト リ を 削除し ます。 

ただし、 巧で むい ディレクトリ、 カレント ディレクトリ および ルー トブ 
リ を 削な する こと はでき ま 甘ん。 


ちり 值 I ぷ 舞; 换 f ならば 化のを （0 も） を 返します， 

エラーな らば一 I を おし ます。 

また、 エラー が 礎 4: した 場合 > がの 0 と do がけ no じ それぞれ C の エラ 
OS の エラー ホみ を セツ ト します。 


夕 巧 阳 » chdir， mkdir 


•ud« 

ude 


： R1 

R2 


if (mkdir 
が 


IRl )； 


• ♦お"， 
", DI 反 2 
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ホ # include なが ic . h > 


double rnd ( ) ; 



がか 小を おも 値の 供 似 乳な を ホめ ます。 

0 W 1. 1 ホ 巧の 巧 か 小な ホ较の お似 もな が 返 ります。 
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第 4 章 リファレンス 


1 

rsir 


1 

圓 iwi 1 

■ ■ レベル 2 


♦ ま# include < が が化* い 


void r な menu ) i 

機 お I ヒープが 读の ブレーク 化 （笛 巧の. I ••お 化》 を か 期が 巧に おします。 

ヒープ お读 とは、 malloc! 巧を などが おす メモリが 试 のを 巧を いい i す。 

おりが はあり ません。 

ホ： malloc [巧を など じよって がりつ けられた メモリが がを W がせず じ、 本が 巧を 朵巧 しては い 
け ま 甘ん。 
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# include < がが ib . h > 


char ネ sbrk ( incr ) ; 

おが _t incr こ/* ブ レー ク化に 如 巧す る パイ ト巧 本/ 

ヒープ が 巧の ブ レー クが （が 巧の l . ffiW ) じ in びを 如 巧し、 ヒープが 域を 把 娘 
しよ す。 

in び じれのを をが ぶす ると、 をの 化の がかは が 巧され ません。 

巧 おが j の ブレー ク化 をぶ します。 

エラー が 巧 化した 場な は一 1 をぶ し、 が mo じ ENOMEM を セットし ます。 


calloc , free , malloc， realloc 










ま 4 章 リファレンス 


「scam 



# include < か dio. h> 


レベル 2 


int scanf け ormat strmg し argument :. ) ; 

char * forma し string ; / * 巧ぶ 义夕 列への ポ インタ 幸/ 


巧 能 巧が 人 から データを 说 みとみ、 form が _ が ring のがぶ じ 化って 巧 巧し、 みに が 

く argument の フイ ー ルド に 化 人 します。 

また、 か 巧 がが ment は form が _s け ing のみが かがぶ じが 化する 巧 巧を のポ イン 
夕 です。 

forma し swing は 次の 文ぶ のうち、 1 つに 1 1 ••を 含まな く ては なり ません。 


•巧 n 义ぶ (•が : T •、タブ ザ t ’、 なげ ¥ n \ を 化 タブ ザ V ’、 なか ¥ f ’、 诞 ' W み •） 

夕 n 父ぶ をぶ みが ばし ます。 

♦ぶ 巧义ザ 

一巧した 文ぶ のみ、 統み 込みます* 

巧が 入力から ぶみ とまれた 次の 义夕 が- •がしな か 〇 た 巧な じは、 が anf はが 
f します。 


♦パーセント （％) 

次の 巧ぶ で义 みを 巧ぶ します。 
% 〇) (length) けが 


い】 

人知を 巧み 巧 ばし、 デー タを化 入し ま 甘ん。 
また、 引な を お 愛と し i サん。 


[length] 

統み么 レ データの 接 火 おを 10 進を の 巧を で 指を します。 

お 火 巧を 超え た デ ー タは 切りが てられます。 

姑 火 およ りがい データ や衔 をした フォー マツ ト ではを 巧で き ない 文字を 統 み这ん 
だ 巧を、 を 6 义夕 を锐み 込んだ がをは、 length より も おい 义 竿を を 济み么 みま 
す。 
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'ぶが 巧ぶ を抬 おします 


か pe 


入力の 型 


ミ I なの 型 




格を 

2、 8、 1 ん 10 進す ベて 巧 




2 進の おを 


2 進の 巧を 


進の 巧を 


8 進の 嵌な 


16 進の 按を 


16 進の 孩を 


巧 背な しの 10 進 整 ft 


たは long を 巧す ポ 


か 〇け を 梢す ポ 


を 巧す ポ 


か 0 け を 巧す ポ 


long を 巧す ポ 


short を 衔すポ イン 




•なしの 10 進 接を 


巧を つ i 

1 

き の 巧 動 小を 点 化 

巧 号つ i 

きの 巧 勤 小を, だ 値 


^■H 


flo が を おす ポ 


double を おす ポ イン 















第 4 章 リファレンス 



type の值 

入力のを 

引 ft のを 

C 

文字 

ぶ 常は 巧み 巧 ばされ るを h 义 
すが、 この" C" のお定 によつ 

て说 み达 むこ とが 巧 お 

次の 巧な 义夕 でない 文字を 統 

み么レ じは‘‘％ 1S" を 使う 

入力 义芋 列を 悅巧 でき る 大き 

さを らつ义 字が 列を おす ポイ 

ンタ 

S 

1 

义半列 

入 如义夕 列と ヌル 文 芋 ザが を 
がが でき る 火き をを もつ 文ず 

が 別を おす ポインタ 

P 

ア ドレスを ぶす 16 進を 

1 ポイ ンタを 巧す ポイ ンタ 

n 

筑み 込みは 巧な わない 

がかまで じ 入力から 統み 込ん 

だ义夕 をを、 かなが 梢す hit 
おの' 集な じけ; 入す る 

im を 巧す ポイ ンタ 


巧む 义卞じ 1外 じよって ピ- がられて ぃる 义夕 列を 統み 込い ときは、 大 カッコ 〔） 
の 中の 义タセ ットを S (义ネ 列） 巧义夕 のけ: わゥ じ 巧ぃ ます。 

が おする 人カ フィールドは 大カ ッコ にはなぃ 义 羊を 発 化する まで 錠み 化します。 
また、 化かの 义 ずが キャ レット （へ） の媒 合は、 ながの お 作を 巧ぃ i す。 

入み フィ— ル ドは 巧 ゥの义 ぞセッ トの おかの 文字を おな する まで 淡み 化 します。 
ヌル 义み ザが を 除ぃて 义芋 列を が納 するとき は、 "％nc" (n は 10 進を の 巧按） 
とします。 

% c じが おする がをは 义 字が 列を 指す ボイ ンタ で、 n おの 义 ずを 巧が 入力から 济 
み 化し、 ヌル 义 タザが はつけ 加え ま サん。 

%p じが おする 引を はポイ ンタを 巧 卞ポイ ンタ で、 prin がの％ P 巧换 じよ クて化 
たされた データを 說レ 込みむ めのを ぶです。 

%n じが おする 引 巧は、 i がをおす ポインタで、 がを •までに 入力から 說み 込んだ 
文字を が、 引を の ポインタへ 代入 をれ ます。 

このと き、 入力は 巧な われません。 

scanf は ホの 巧 合、 を 白义ぞ を窥み 化す 前に 统み么 みを が 了 します。 

♦ length で 指を した 义ネ をに 速した とき 
•指を どぉり に巧橫 できなぃ 义卒 を說み 化した とき 
♦ 制御 义宇 列と ず 盾す る 义ぞを 読み 化 したと き 
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♦指ぶ した 文す セツ ト じない 义 夕を統 みがした とき 


ちり 化 I 化 入した フイー ルドのを をぶ します。 

%* によって 代入し なかった フイー ルドは をみ ません。 

また、 ％ n による 化 入らを みません。 

フイ ー ルドに 1 つら 化 入し なか 〇 た 場な は 0 を おします。 
济み么 みの 前に 入力が 巧き てし まった 媒 をは EOF を ぉします。 


L 参 巧阳& た canf , がが ， sscanf 
> プ 。グラム 巧 


ま 4 章 リファレンス 


口 W ■ 


レベル 3 



# include <basicO. h> 


void screen (sue, mode, res， diso sw) ; 
nt si 化；/* ぶぶ 巧が サイズ */ 
nt mode : / * 夕 脚が • を モード （ベー ジ） * / 
nt res; /* が 像 お*/ 

nt di が _sw ; / * グラフ イツ ク 1! 巧が が iW 口い 小 nf * / 


m お) テキス トゎ よび グラフ ィ ック I 叫が のれが 化を れいます。 

size じ はぶ 小が! 1 が サイ ズを 巧ぶ し i す。 

0 : グラフィック 256 X 256. テキスト お x 16 
1 : グラフィック 512 X 512、 テキスト が X 32 
2 : グラフ ィ ック 7^ X 512、 テキスト 96 X お 

mode に はぶ I が 1 が • & モード （ベー ジ） を 巧ぶ します。 


• • — 

1 mode 

実 面面 

を モード （ぺ ージ） 

♦ ^ ^ 

0 ' 

1024X 1024 

16 を （0) 

I 

5 じ がに 

16 化 (0-3) 

2 

512X512 

2 がを （0 〜 1) 

3 

5 じ が じ 

が 536 を （0) 


size じ 2 を 巧ぶ し た 冷な は、 mode は 0 のみが 衍ぶ W 能です。 
res じは 解 化 化を 指克 します。 


0 : 化 お 化 度 
1 : なが 化が 

si 巧に 2 を おぶ し む媒 をは、 res は 1 のみが おを" f 能です。 

か spsw じは グラ フィ ッ ク酌 がの 使用 叫* • す’ 口 f を おを します。 

0 : グラフ ィッ ク 巧が 化 用不ザ 
1 : グラフ ィ ックが I が 初期化 
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ぷ SP-SW じ 0 を棺 まする と グラフ ィ ツクを 非を 示に、 1 を 指を する とを ホが おじ 
なります。 

screen 閲 なをぶ 巧す ると、 グラフ ィツ クの クリツ ビングが 域は をボ 脚が サイズ 
と间 一とな り、 テキストが I がの ス クロー ル 巧は、 巧が を かとな ウ ホー ム ポジ ショ 
ン ぉよび 力ー ソル 化 巧は （0, が におを をれ ます。 

また、 テキスト I 巧 曲は なじを ぶが 巧と むり、 スプラ イトが がは SP disp (りを 
ぶれす るまでを かされ ま 甘ん。 


ちり 巧 W ウ侦 はあり よせん。 
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第 4 章 リファレンス 


「setbuf 


ま 


# include < stdio - h > 


レべ j レ 2 


void setbuf はじ earn , bu け er ) ; 

FILE *s じ earn ; /* FILE HI を 作への ポインタ ♦/ 
char * buffer : /* ユーザーぶ お バッファ への ポ インタ * / 


巧 お] stream で衔 ぶす る ストリーム がが 巧け る 入 化 知 バッファを、 システムが ちがの 

じがけ あて むらのから 巧を じ ユーザー がぶ 巧した ものに 交' がします。 

buffer は 巧し い 入 化 カ バッファ を 巧す ポイ ンタ で、 バッファの サイ ザは をを 

BUFSIZ でなければ いけません。 

NULL を おを すると な ream は バッフ ァリ ング されません。 

ぶが がか rr やか daux な どは バッファ リングし ません々 :、 が tbuf じより バッファ 
リ ング する こ とがで き ます。 



W り 化は々 り ま サん。 
fflush , topen， fclose 
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int setjmp ( env ) : 

jmp_buf env ; /* み! か •の スタック 巧 巧を セーブす る 被 W */ 

み！ かの スタ ックを env に セーブし よす。 
em •は Ion お mp I 均む にリ I きわむ され 圭寸。 

setjmp わよ ヴ レ) n が mp [巧を は 非 ロー々 ル かけ 〇 をぶ けし、 ムラー の樣 作な どに 
わぃて、 ぶ •取の 巧を 巧 •だがし、 わよ だ 1 おもからの お 'HtUU ホの シー ケン スを义 ミ i * し 
よす。 

が tjmp 々け f ヴ 化される と、 W 化の スタ ッ ク巧 巧が env じ セーブされ、 ぶに long . 
jmp 悄 むがげ •ヴ 化される と、 セー ブ しむ 巧 巧の リストアが 巧 われ、 け おする がい 
jmp 呼び 化し のが 後に 制が が! 乂 ります。 

Ion お nip 悄 むは、 がり mp をけ び 化すが いこけ び 化して はぃけ ません。 

また、 がり mp をけ だ 化した 悄 巧が r が urn 义を义 けした 後 や、 間 もから 化け 化し 
たりした 後で Ion お nip 悄 なをして はぃけ ません。 

け か (こ、 がり mp 呼ヴ 化しげ と Urn お mp 閒 なげ グ 化しげ で スーパーバイ ザ/ ュ- 
ザ ーモー ドが が なって はぃ パ i 甘ん。 

らし、 し ki の 巧 1い! いながう: られ てぃなぃが 巧で longjniplW なをけ うと、 をのみ 
のプ ログ ラ ムの がかは が 巧 5 れ ません。 

兵り か I ぶが のげ びかし に よ 〇 て スタ ッ ク巧 ょなが セーブ された 巧な は 0 を 送し i す， 

Ion お mp 悄 なのげ ヴ化 しじ よって スタック 巧 巧が リ ストア クれ、 が tjmp に 制 抑 
力 《 がけして きた 場な は 0に1 ホ （ Ion お mp が ft から 受けが された 飢》 を 追し ます。 

longjmo 
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♦include 
♦include 
参 include 

static jnp^buf 



void func 
void func 



if { ( r s set 
puts 

else if (r s 

else if 

fund ( ) 
func2( ) 
exit(O) 


static void 


static 



if (〇ぃ < 


static void 

{ 

static ir 


if ( n ♦+ < 


巧 4 章 リファレンス 



setmode 


ま 


# include ふが 1. h > 

# include < の， h> 


レベル 2 


int setmode け ile ， mode ) ; 

int む le ; /* なち ファイル ハンドル */ 

お t mo か；/* ファイルの 巧 巧 モード */ 


樣 お J む le で おぶされた ファイルの ファイルが 巧モ— ドを 巧 おします。 

巧が でき る モードは 次の ぶりです。 


mode の值 

巧 を 

0 _TEXT 

ナ キス ト モードに 巧 おする 

入み 巧には 化 W な む •わ/ ¥ n •を 议れザ n •じ 巧 巧し、 化 力が 
にはな け夕 iV をが ' W かが ¥ r /¥ n •じ 巧 巧す る 

0 _BINARY 

バイナリ モー ドに' 交 だする 

1 •.おのが かは 巧 われない 


ぶ 巧 setmode は がか n、 stdout、 stdaux、 がかの の デフ オル ト のモー ドを 變が 
する ためじな 1 巧！ します々 1、 化の ファイルに かしてら 化 巧! する こ とがで き ます。 


ち U り な I 化 巧に 巧 おした よもな は、 節の 巧 お モードを おします。 

エラーが 巧 ホした 媒介 じは 一 1 をぶ しげ rno じ ド 2 じの どもら かを セツ ト します。 


errno の值 

巧 を 

EBADF 

巧を した ファイルが 無 幼 

巨 INVA し 

mo かの お定の おり 


1? 巧阳 S ere が， fopen , open 
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# include 
♦include 



♦define SIZE 



main ( 


char 


n 

c 


ifn ： 
ofn 2 
set&ode { 
setDode ( of 
while M n 



) 




第 4 を リファレンス 


「setmspos 


レべ J レ 3 


setmsDos ( x , y ) ; 

X ; /* マウス カーソルの X か; 巧 ♦ 
y ; /♦ マウス カー ソルの Y 嗦:巧 * 


: したが-巧に マウス カー ソルを 巧が します。 

は マウス カーソルの X がな をを 衍 ぶし ます。 

は マウス カーソルの YPK 巧を おぶ しま 卞， 

y じ 巧ぶ でき る 巧 州は、 msarea 間を によって ぶぶ をれ たが M 内で 寸 


コードを ぶし ます。 

らば 正が 巧 r 、 0 じ 1外 ならば エラーです。 


b_ ini t < ) 
screen ( 2 
vpag« (い 
mousd { 0 > 
mdar6A( 0 
box け ， 0 
mouse ( 1 ) 
for ( ; : ) 


0 , 767 , 
767 , 51 


puts ( ••jnou 
puts ( "mou 
puts ( "mou 
canf rxdfXd 一， 
etmspos ( X $ y ) 


¥n 

れバ 


it(0 






レベル 2 


setvbuf ， s が nbf 

書 ま夕 include くが ( Jio . h > 


int selvbuf ( fp , buff , bu む vpe ， butsize ) ; 
void seinbf ( fp ) ; 

FILE * か；/* FILE 械 ぶ 化への ポインタ ♦/ 
char * buff ; / 幸 バッファ への ポ インタ ♦ / 

int bu む ype ; /* ク 《ッ ファ リングの ぶ 化 ♦/ 
size t bufsize ; /* バッファ サイズ ♦/ 

[« 66 が tvbuf は、 fp でがぶす る ス ト リ ームのバッ フ ァ を、 化かに 帷化 したら のから 

buff に隻; 也 します。 

bufsize には、 化 Hj する バッファの 火き さを パイ ト をで がぶ します。 
bu む ype じは、 バッファリング のがぶ じよって、 次 のぶをを がぶ します。 


♦ 

buftyp>e の 値 

巧 を 

_IOFBF 

人 化乃 と も ハ* ツフ アリ ング 

JOLBF 

化ん をけ が 化で バッファ リ ング 

_IONBF 

ハ* ツフ アリ ング なし 


buff じ NULL を 巧ぶ すると、 むがのに size の 火き さの メモリ を 巧 化して それを 
化り！ します。 

が tnbf は、 fp でが ぶず る スト リーム の バッファ リ ング 巧: 巧を 1 义す がか •でぶ け 
する よう じ雙 おします。 

これらの 閒 をは、 必ず フア イ ルを オープン したが 後に 萊 けしなければ なり ませ 
ん。 


ち り 化 I set げ uf はお 背; ならば 0 を、 エラーな らば 0 U 外を 化します。 

^ tnbf は、 ゥ もな はあり よせん。 
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ま 4 章 リファレンス 


々3 り 


レベル 3 



# include 〈basic， h> 
♦ 


double sgmval) ; 
double val ; 


な 化 を 値 val の 巧みを おべ たお 裝を double 型で がます ♦ 


S り 化 巧み じよって、 次の 嫉を邀 します。 


• 冊 

巧み 

ちり 化 

+ 

1 

0 

0 

寒 

—1 1 
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signal 


レベル 2 


書 ま# include 〈signa しい 


void (* signal け 1 も iunc ))( int ); 
ini sig ; / * シ グ十 ル 化 朱/ 

void (* funcHim ) ; /* シグ 十 ルを 夕け 化った 時の 巧: 巧を けう 悄ぞ (への ポ 

インタ 本/ 


巧 能」 削 0 とみ シグナルを •をけ 化った がの 巧: 巧を 鼓ぶ します。 

sig はおが 巧 I . h でぶ ぶされ た マクロ SIGINT . SIGABRT ， SIGTKRM のい ずれ 
かを 巧ぶ します。 

お K のぶ 睐 をに I ドに 小し ます。 


1 寒 

sig の 巧 

* « 

寒 巧 

SIG 1 NT 

じ TKL 卡 C 、 KREAK キー じよる 削り 込み 

♦ • • 一 1 

SIGAHRT 1 

が 巧 お f 

SIGTERM 

プログラム 終 J •のがぶ 


SKiABRT , SKiTKRM は 、 raise IW をに よぅて シグナルを ぶらなぃ 化り 巧づ ミし 
ません。 

i た、 じ' I ' KL + C 、 BKEAK キー による S に INT シグナルでは、 func をげ びが 
しむの も、 必ず その シグナルの デフォルトの 嫂 巧が いわれます。 
rake [巧な によ 〇 て ぶら れた SIGINT シ グ ナルでは、 この signal で 巧ぶ さ れた 
func がけう 巧: 巧? のみが け われます。 

func は signal . h でぶ 巧され む マクロ SIG _ IGN，SIG DF し まむ は閲 をへの ポイ 
ンタ をが ぶします。 

func 悄 をの づ I きむ は、 int 力 M つで、 姐が、 ゥ (ぶはみっ て はぃ け ま せん。 
func の な 味を 次" じ' J ; •します。 
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没ぶ ぶが 削の シグナルを •をけ 化った 時の 巧: 巧の もな を おし よす。 

ェ ラー がが 牛: し むがは SIG ERR をぶ し、 sig の 俯が 無 幼で あ 


EINVA しがが rno : 


















^include 

<s 

ジ include 

<¢1 

#include 

<s 

♦include 

<8 

^include 

<P 



void brl 


if (signal 
pe: 
abi 


for (; ; ) 

pu 

を xi t ( 0 ) ; 


static void br 

{ 

( void)sign 
flushall い 
cputs( ぃ 姐 9 
cputs( ••どれ 
( void 》 getch{ ) 
cput«r ， y033*" 

を xiU 1 ) ; 
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なが 个山な fi なのみ なは > が rno じ EDO 


(切 曲線） サイ ン を, M 1 


卜 されぶ り が. は不 ぶじ 


—バー フロ ーが 巧' 1: し む 嘴な は が rno に EKANGE 
i,J •がが いむ HUG 巨 _VAL じな々 i す。 

む エラー 化 巧-は、 math が r 悄 をを 化づ て； f うこ とが， 



























レベル 2 







ま 4 章 リファレンス 


spawnl ， spawnie ， spawnip, 

spawnv ， soawnve, spawnvp レベル 2 


さ include く process. h> 



int spawnKmflag, path. argO, argl, arg2, … ， argn. NULL) ; 

int spawnle(m む ag, path ， argO, argl. arg2, … ， argn， NULL envp) ; 

int spawnlp(mfla も path. argO, argl, arg2 ， •• argn, NUL し）； 

int spawnv(mflag ， path ， argv ) ； 

int spawnve(mflag. path ， argv, envp) ; 

int spawnvp (mflag, path ， argv) 

int m む ag ; 

char 木 path ; 

char 本 ar が)， 本 argl ， 来 arR2, •••• 水 arjfn; 
char 幸 argv 〔 ] ， 幸 envp [ ] ; 


な お 1 f •プロセスを 巧た にか 化して 义 けします。 

このと き、 f •ブ〇 セスを ぶりす るた めの I •かな メモリ が必 おです。 
mflag の 化に よって、 义む 中の かかを 決ぶ します。 
mflag の 化と のをは 次の 姐り です。 


f 鎌 冊 > ♦ 

麵 

mfl が の 値 1 

巧 を 

P-WAIT 

户プ〇 セスが が f する まで、 が プロセス のがが をが 巧す る 


P が h には 丫 プロセスと して 义れ する ファイル おを 巧 迄し ます。 

抱 娘 / を 巧 咯寸 ると、 ‘X’ をつ けます。 

spawnlp と spawnvp は、 巧 巧 巧 ft path でな 左 しむ デイ レクト リ から ファイル 
をな します。 

Y •プロセスへ のかを は、 义夕 別を がず ポイ ンタ かポイ ンタ のが タリ として わたし ま 
す。 

パス おと 引を を あわせて 255 バイト までで おぶ します。 

义夕列 来の ヌル 义ぶも この バイ ト なにを まれます ので 化な してく ださい。 

户 プロ セ ス への 引な のをが ホ ら かじ め わか ク ている ときは、 spawnl, spawnl も 
spawnlp を 化い ます。 

引を のをが わからない、 つまり 《をのと きは、 spawrw ， spawnv も spawnvp を 使 
います。 

が awnl, sjDawnlp, spawiw, spawnvp は、 執 プロ 七 スの巧 巧を 引 き 解ぎ ます。 

が awnl も S が wnve では、 envp をが i ぅ てす プロ セ スの 巧巧設 をを 巧え る こと がで 
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きます。 

envp は义ぶ 列を 巧す ポインタ のが 列で、 み义 7: 列は、 
VALNAME = value 
とします。 

こ こで VALNAME は 巧 巧 《も おで、 value は その もな です。 
envp が NULL のと きは、 巧 プロセスの 巧 巧を 引き おぎ 4 す 。 


戾リ化 I I! •:巧 お f しむよ おな はおの む （0 も） を おします A 

こ れは起 か J した プロセスの お f コー ドです。 
エラーる パを' la む 冷な は一 1 を 送し ます。 

を のよ みな が rno に ド 北の ィ| 化が セツ トクれ ます。 


erron の fl 

的 を 

の BIG 

f ■ 1 

引を リス トが 256 バイ トを おえて いる 1 

1 

EM の LE 

才ー プンフ アイ ルの おが 多すぎる 

ENOENT 

フ アイ ル i たは パス おが 乂つ からない 

ENOEXEC 

巧ぶ のフ アイ ルが ぶれで きない 

ENOMEM 

户 プロセス をぶ むする むめの メモリが 小 化して いる 


# 巧 か 巧 が eel, がが 1 も が eelp, execlpe ， ががん ex が ve, exeevp, がが v が， abort， exit 
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第 4 章 リファレンス 


レベル 3 


書 まい include 〈 sprite •い 


void SD clr ( cd し cd 2) ; 

intcdl . c が；/* スプラ イト プ レー ン ホみ */ 


お _ U ス プライ トを クリアし ます。 

cd し じが で クリアす るス プライ トプ レー ンの化 W を 巧ぶ しまず （いずれも 0 

〜 255)， 

cdl じ ‘N ASr を 柄ぶ す ると、 cdl は 0 じむ 0 ます。 

じが じ ‘N’ASr をが ぶす ると、 ごが のみの おを じなり ます。 

cdU cd 2 t もじ、 ‘NASr を おぶ すると cdl は 0、 cd 2 は 255 じな 0 ます。 


戾リ化 ^*^り(化はぁゥ ま甘ん。 
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int sp _ color ( p . c , pb ) こ 

char p ; /半 パレット コード 幸/ 
int c : /* カラー コード */ 

int pb ; / * パレット ブロック * / 

ス プライ トのパ レッ トのだ I のな を および 統み 化しを むいます。 

P には バレット コー ドを 巧を します （0 — 15)。 

C じは カラー コー ドを 巧を します （0 —が 535)。 

りこ ‘ NASr を 巧ぶ すると、 カラー コー ドの 託み か, しのみ をれ います。 

pb には バレット ブロックを 巧ぶ し よす （1 一 15 し 

pb に ‘NASr をが ぶす ると、 1 を 巧ぶ しむ ことじなります。 

巧 り 化] なぶが の カラー コードを おします。 
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第 4 さ リファレンス 




夕 include く sprite , h > 

void SD def ( c ん ca , psize ) : 
char cd ; /* パターン コード */ 

char 幸 ca ; /♦ パターン ゲータ をが がして あるが がへの ポインタ 幸/ 
int psize ; /* パ ターン データの サイズ */ 

ス プライ トにパ ターン をぶ 楚し ます。 
cd じは パターン コー ドを おぶ し i す （0 〜 255 し 

ca じは、 パ ターン データを か納 してみ るが 媒 への ポイ ンタを 巧ぶ します。 

こ のが 议 は、 パターン サイ ズ 々：8 X 8 の ときは 64 バイト、 パ ターン サイ； C が 
16x16 のと きは 2 が バイ ト么 がです。 

化納 して わく データの 1 バイ ト わ，、 ス プライ トバ ターンの 1 ドット にが 応 しま 
ず。 

0 — 15 の データを 桥 的して わくと、 をれ がス プライ ト のドッ ト のな じなり ます。 

P おがには パターン データの サイ ザを 巧ぶ します （ん 1)。 

0 を 巧ぶ する と' 《ターン サイ ズ 々《8 x 8 に > 1 を 巧ぶ する と パ ターン サイ ズが 
16x16 にな ります。 

•NASr を 巧ぶ すると、 1 をが ぶしむ こ とじな り ます。 

ちり fill / バウ 値は ありま 甘ん。 
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レベル 



# include < sprite ， h > 


void sp aisp ( ch ) ; 

char ch ; / * ぶ 水 モード * / 

夕 お」 スプラ イトが （スプラ イト、 バックグラウンド） の发 ぶが がを 巧い ます。 

ch には 次の の おを 巧ぶ し ます。 


0 : スプラ イト、 ノ 《ック グラウンドを をぶ しない 
1 : スプラ イト、 パック グラウンドを お 水す る 

ゎ^ りれなはみゥ ま サん。 
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ま 4 章 リファレンス 


-sp 


init 


レベル 3 



# ioclude <sprite. h> 
int spjnit く）； 


な お] ス プライ ト I 叫が をれ 期 化します。 

か 側 化す るら の は 次の 地り です。 


スクロール レジスタ 
ス プライ ト パターン 
ス プライ ト川 パレット 

fi I ii :. •浮; にかが 化で きむ ときは、 0 を おします。 

エラーの とさ （ I がりが サイズが 7 が X 512 のとき など） は一 1 を 返します。 
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「sp 


move 


レベル 3 



# include く sprite, h> 


void spmove (もん y, cd) ; 
chars; /♦ プレーン ホ v 束/ 
int X ; /* X が 樣 */ 
im y; / 幸 Y がが */ 
int cd : /幸 パ ターン コード ♦/ 


3 . !ij スプラ イト パタ— ンをプ レ— ンじ ながし、 ぶぶ 位 巧を 決めます。 

S じは プレーン ホ |パ •をが ぶします の、 にの。 

X じは X 化 巧を おぶ し ます （一16、 100 の。 
y じは Y が 巧を おぶ します （一16 — 1007 し 
cd じは パ ターン コードを 巧を します （0 〜 255 し 

パターン コー ドを 巧ぶ すると、 をの スプラ イ トは むがが J じぶ ぶされ ます。 

X 、 y 、 cd じ ’ NASr を 巧ぶ すると、 U 前に 鼓を クれ ていた f がを 化) りします。 

[ちり 化] J バウ fift は ホウ ま 甘ん。 
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sp— off 


レベル 3 

9 ^ # include 〈 sprite . h > 

void sp _ o け ( s し s 2) ; 

int s しが；/* ス プライ ト プレーン ホ V 幸/ 


夕能 I スプラ イトを 非 ぶぶ が 巧 じします。 

si から s 2 までの プレーンの スプラ イト を ホ おボが 態に します （いずれら 0 
〜 じの。 

si じ ‘ NASr を 巧ぶ 卞 ると、 si は 0 じなります。 
s2 じ ‘ NASr を 巧ぶ すると、 si のみの 巧ぶ じな ります。 

S し s 2 とらじ ‘ NASr を おぶ すると、 si は 0、 ジ はじ 7 じな ります。 


巧り 化 / バウ 化は ホウ ま 甘ん。 
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第 4 章 リファレンス 



ライ ト プレーン がみ 幸/ 

二し ます。 

ンの スプラ イト をぶ/ が おにし ます （いずれら () 一 127)0 
と、 si は 0 じな り よす。 

と、 si のみの おぶ じな ります。 

巧ぶ す ると、 si はんがは じ 7 にな ります。 
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sp-pat 

sprite. h> 
t(cd. ca ， psize) ; 

/* パ タ—ン コ_ ド * y 

. /* パターン デー タを か 納す るが がへの ポイ ンタ */ 

/* パプ— ング —夕の サイ グ */ 

の パ ターン データを おぶ したが 巧へ ぶみ とみます。 

ーン コードを 巧ぶ します （0 —な 5)。 

ーン デー タを 蘇み 么シ がが への ポイ ンタを 巧ぶ します。 

:、 パターン サイ ズが 8 x 8 の ときは 64 バイト、 バター ン サイ ズが 
きは 256 バイ ト么 •おです。 

タター ンの 1 ドットが 1 バイ トの データ じな クて化 納クれ ます。 

) ドット の & が 〇〜ほ の デ ー タ じなり ます。 

《ターン デ— 夕の サイズ •をが ぶします （0 い。 

ると パ ターン サイ ザが 8 X 8 に、 1 を おぶ すると パターン サイ ズが 
ゥ ます。 

^ぶす る と 、 1 を 巧ぶ した ことにな り i す。 



り ま 甘ん。 





♦include 
# include 
♦include 
# include 

»define SIZE 

static char 
static char 


< dtdio I h> 

< basics > h> 

く gr ら ph • h> 

<*pri te • h> 
< 1 いけ > 



I w A ム j ♦ 

pat 1( SIZE 1 ; 



い nit ( 》 ； 

for !i s i < SI 
pa 1 1 い ] s j 
pat2 ミ ij s ミ 

) 

dcr66n< 1 , 3 , 1 ) 1 ) 
sp clr け） 255 ) ； 
ap^off <0, 127) ; 
sp^dispi 1 ) ； 
sp^def ( 0 > pat し 1 ) 
sp 一 def (し pat2 , 1 ) 
for ( i = 0 ; i < 16 
»p_color< ( 
sp_DOve { 0 I 100, 10 
sp_nove { 1 1 け 0 } 20 
9p_pat け， pat2 1 い 
for け = 0; y < 16 
for <x 5 0 
pr: 

putchar( ^ Vi 


8p_4idp( 0) ; 

b exit(0) ; 



式 み include <が か o . h > 


int s が imf ( buffer , !ormal string [， argument - ) : 
char * buff げこ / ♦ 化 乃 グータ か納 が诚 への ポ インタ * / 
char ♦ formal string ; /* 巧ぶ 义 ぶか) への ポ インタ 东 / 


巧 お J forma し string で 巧ぶ したぶ ぶじ 從って 化 別を 《巧し、 buffer が 巧す 娘が じ 化 お 

し ます。 

forma しが ring におく 川 もは パぶ におって をみ され、 化如 されまず。 
forma しが ring の パぶ と 巧 f 框は prin け をと レ ij じ です。 

I ホ 細 について は、 が ntn 肖 致 をを がして ください。 

ちり 化 I |i|Wj した 义ぶ なをぶ します。 

を 巧 閒 ft C が ntf ， か rimf ， primf , sscanf 

プログラム 例 

# include 
static char 



sprintf 
puts (bu 
sprintf 
put8{bu ： 
sprintf 
puts(bu: 
sprintf I 
puts ( bul 
sprintf I 
puts< bu] 
sprintf < 
puts (bul 
sprintf I 
puts ( bul 
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「sp 圓 set 


書 


ま 表 include < sprite > h > 


レベル 3 


int so set ( c , cl ， c 2, pcode ， prty ; ; 
char c ; /* スプラ イト プ レー ン ホけ 幸/ 

m X ; / * X 媒巧 * / 
nty ; / 幸 Y が •お*/ 
nt pcode ; / * パ ターン コード */ 
nt がけ i /* プライオリ ナイ */ 


な 能 ス プライ トの スクロール レジスタ のぶぶ を 行います。 

C には プレーン がみを 4{ t ぶし えず （〇、127)。 

X じは X 蜂; 巧を 巧ぶ します （0 — 1023)。 
y には Y 嗦 こがを おぶ します （0 〜 10 の)。 

が 0 かには、 k わの がぶ、 パレ ッ ト ブロック ホみ 巧ぶ、 パターン コードの かぶを 
しまず。 

PC() か はビッ ト ごと じかの W がと f かを 役ぶ でき ます A 


ビッ 

、 16 — 31 : 

巧に 0 



ビッ 

、 15 

をが 反 わ 

の… 巧が、 1’ 

••おお） 

ビッ 

、 14 

水 ザな ♦ぶ 

の… 巧 準、 1’ 

••反 お） 

ビッ 

、 12 〜 13 

巧に 0 



ビッ 

、 8-11 

: パレ ッ ト ブロ ッ ク ホみ 

(0 —け》 

ビツ 

、 0-7 

: バター ン 

3 —ド （0 一 255) 


pr けには ぶ 小の 巧 化が を 巧を します （0 〜 3)。 

0 : ス プライ ト ぶぶな し 

1 : バックグラウンド 0、 バックグラウンドが、 ス プライ トの W 

2 : バックグラウンド 0、 スプラ イト、 ゾ ぞック グラウンド 1 のが 

3 : スプラ イト、 ノ ぞック グラウン ド 0、 バックグラウンド 1 の 版 

cl ， c 2, pcod も がけに ‘ NASr を愤 ぶす ると、 U 前にな ミされ ていた 化を 化 川し 
ます。 


ち り _值] 山が 終 f しむと きは 0 を 返します。 

エラーが 巧 生した け 巧が サイズが 7 が X 512 のとき など） ときは一 1 を おします。 


夕 巧 聞 S が _stat 
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巧 include < sprite . h > 


int SD stat ( sp， sel mode ) ; 

char が；/* ス プライ トプ レー ン ホみ */ 

char sel mode ; ，幸 モード 幸/ 

巧ぶ しむ スプラ イ ト のスク 0— ルレ シス タ のが おを I 閑べ ます。 
sp じは スプラ イ トプ レー ン ホ‘,; .をが ぶし よす。 
sel wode じは 調べる 内が をが ぶし ま寸。 





ブライ オリ ティ 


X が •が， Y か: 億、 パターン コード、 プライオリティ じついて のが 納は SD set を 
を 照して < ださい。 

ちり 卸 I とがが f のとき はがし mode に 化い、 淵べ む侦 （||: •のを） を迟 します。 

エラーが 巧 牛: したと き はれのを をぶ します。 

sp が t 
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* I じの 巧が H、 むぶ W * 


おがを かなします。 

ん •がを 必し ます。 

イ <11:. な (化の 場れ は、 が rno じは KDOXl 









srand 


レべ J レ 2 
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psscanr 


レベル 2 














r^Stat 



ホ s include 〈が at ， h 〉 


レべ j レ 2 


int stat ( pathname , buffer ) ; 

char 幸 pathname : が 舘 をが むい ファ イ ルの パス お 幸/ 

struct が at *bu 汀が；/* な at 俄ぶ 体を おす ポイ ンタ ♦/ 

夕 _ 8^ pathname でが ぶした ファイル、 または ディレクトリに 間す る t ながを buffer が 

がすげ 说作 じお納 します。 

が at な 作は が 此 h で W — ドの よう じぶ おされて いよす。 


が ruct が 31 

{ 



dcy 1 

が か Y ; 

/幸 

フ アイ ルが がか •す る ドライ ブのホ •,> * / 

ino t 

が ino ; 

/♦ 

がに （） ♦ ./ 

short 

St mode ; 

./♦ 

フ アイ ルタ イプと フ アイ ル 成な 

グィ レクト リ ならぶ S IFDIK の ビット か 


セッ トクれ、 ファイル ならば S IFRKG の 
ビット が セ ッ トクれ る 

アクセス モー ドに よづて ユーザー （リー 
ド/ライト） の ビット が セッ トクれ る 
义 け" f 能 ファイルし X ぶぶ . BAT ) なら 
ば S _ IEXEC のビッ トが セッ ト される 

幸. 

か ort St niink ; / ♦ 巧に 1 本/ 
short が uid : / ♦ 巧に 0 幸/ 

か 〇け S しが d ; /* 巧に 〇东 / 

お v _{ が- rdev ; /♦ ファイル がが かする ドライブの あ V ;. 幸/ 

0 け _t S しおが； /* ファイルの 人き さ （バイトを） */ 

が atime :/* iii が' 蓮が [け を。 time [均を の迟ゥ 化と | け | じ 

お!) i */ 

り me J S し mtime : / * 化が ぶが 【けを。 time 悄 をの おり もな と |,リ じ 

おが * / 

time-t が - Ctime ; * おお 夕化 [けを。 time 閱 をのぶ りたな と ド] じ 

が ) i */ 


M a \ ステー タスが 碟を儿 しく ミな た 場な には 0 を おします。 

エラー がな 化した 媒 なは一 1 を おし、 ENOENT をが rno に セットし ます。 
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# 巧拍巧 がび が， わ tat 


プロ ブラム 妍 


# include 
# include 
I #include 


<9tdio . h> 
<8tdlib. h> 
<stat • h> 


int Argc, char *argv[ ] 

struct 含 tat inf 

ch ら r il ろ； 


fUe 
if (: 


argc > 1 ) ? る rgv 
(file, 4inf ) 乙 = 
perror ( f i 1ft ) ; 
exitd): 


: Tile 


print f { 


s %S 


= 乂 dVn'' , file I inf*s し ミ 


it け）； 
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stc がち stcgfn — ^ 

書 ま S include 〈が ring . h > 


int stc が e ( ext ， name ) ; 

ch が 幸が t ; /* が; 张 f •を 悅納 する がが への ポイ ンタ */ 
cnar * name : /幸 ファイル おへの ポインタ ♦/ 


int stc が n inode ， name ) こ 

char * node ; / * U ファイル おを おがす る 谢 W への ポ インタ * / 
char ♦ name : /♦ ファィル？1へのポィンタ ♦/ 


« ち I ファイル X のがが をり います。 

stc が e は、 name がが す ファイル 六から が 张户 をと ゥ化 し、 ext に 化 供して をの 
义乂 をを ぶしよ す。 

stc が n は、 name がす 行す ファイル おから 卜 •ファイル お （‘ ••と が; 张 户 をげ いた 
の） をと り 化し、 nude じ化納 してを の义 'ド もを ぶし ます。 


ちり 化 がが f \ i たは i : •ファイル の 文ぶ むを おし i ず* 
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[sWck —— 

書 まな include < が ick . わ 



シ 3 イス テイ ッ ク のが 巧を 期べ 
stickno じ 1 をが ぶす ると ジ 3 


ック 2 を 巧べ ます。 




ご、 次の 化を おします < 






第 4 章 リファレンス 


レベル 3 










strb が 


レべ J レ 2 
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strcat, strchr, が rcmp ， が rcmpi, 

— stricmp, strcpy ， s か cspn， strdup レベル 2 


害 まだ include < な Hng. h> 


char * が rcat(stnng しが nng の； 

ch が * が rin が； / * 速 おされる 义を列 を巧寸 ポインタ * / 
char * s け ing 2 ; / * ぶが する 义ぶ列 を 巧す ポインタ * / 

char * が rchr けけ in も C ) ; 

ch が * S け ing ; /♦ 檢朵 •が 巧 われる 义孚训 を おす ポインタ * / 
int C : /* おおす る义ぞ ♦/ 

int か rcmp ( s け mg し string 2) ; 

か ar * が ringl . * な ring 2; /* 比較が け われる 2 つの 义ザ 刈を がす ポイ ンタ 朱/ 
int sUcm |> i ( strtngL ^ nng 2); 

char * な ring し ♦ミがが； /* よけを がり われる 2 つの 文ぶ タリを 巧す ボイ ンタ */ 


int が ncmp (が ringl ， string2) ; 

かが * が ring !. * string 2 : /* よけ 突が り われる 2 つの 义 •ド 列を がず ポイ ンタ */ 


char * が rcDv(s け mgl， が rmg2) ; 

char * が rin が； /* 巧' •/ 化义ザ 巧を おす ポイ ンタ */ 
char * か rin が；/* なツ 乂义夕 列を がす ポインタ */ 

size t s じ cspn(s じ ing し s け ing2》 ； 

char * が rin が； /* お 糸 •がけ われる 义ザ 列を 巧す ポイ ンタ * / 
char *55tnng2; /* 义タ セットを おず ポインタ */ 

char * が rdup (s じ me) ; 

char *s け ing; /* 巧ツ をけ う义夕 列を がす ポインタ */ 
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樣 ちち 木 化が ヌル 文ぶ‘ ¥0 •の タタ 別 じがして 次の が 作を けいます。 


[ strcat ] 

が ringl のう しろに S じ in が を邊 おして 1 つの 义ぶ列 じして、 朱が に ヌル 义ぶ ¥0 
を か 如し ます。 


【 str か rj 

suing 【勺で 义 •戸 C を おお します。 

なわ、 ヌル 义夕 •¥() •も檢 おする ことができます。 


[ strcmp ] 

S け ingl と が ring2 を义 半コー ドの 賴 け: で 比 幸 S します。 
乂义 ぶと 小义 ぶは 杉 •がされよ す。 

[ strcmpi ] 

が rin がと が rin がを 父ぶ コー ドの W がで 比較し i す。 
乂义 7: と 小义 ぶは b (が されよ せん。 

[ strrcmp ] 

が rin がと strinj?2 を义ぶ コードの KH がで 比 おします。 
人义 ぶと 小义 ぶは K 圳 され ま せん。 


[ strcpy ] 

义ぶ 列が ring 2 (木/をの ヌル 义ザ をを レ） を义ネ 列を お供す るが 城が ringl じコ 
ビーし ます。 


【 strcspn 】 

string ! 化 娘から、 が ring 2 にを まれない 义夕か 何义孚 がいてい るかを 調べます。 
[さ trdup 】 

が 域を む 勤 的に 削りつ けて、 をのが 域に S れ ing を コピー します。 

ちり 値 I じ I ドの お ウ飢を おします. 


[ strcat ] 

速 おされた 义夕 列を 巧す ポインタを おします。 
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[ strchr ] 

义义 C のな 巧を おす ポインタを 返します。 

义ぞ がみつ からな かク たみをは NULL を 返します。 


【 strcmp 】 

W ウ化 とそ のの' 待は ホの 姐り です。 


ちり 化 つ 

巧 を 

む 

1 

が ringl は が ring2 より 小さい 

1 垂 •冊 冊 • i 

f 

0 

1 

が ringl と S じ in が は 巧し い 

iH 

S じ ingl は か nng2 よ り乂 きい 


[ strcmpi ] 

が rcmp と || ミ] じです。 
【 stncmp 】 

が rcmp と柯 じです。 


【が rcpy 】 

か ringl を 巧す ポイ ンタ をぶ し よす。 


( strcspn ] 

例义ザ 巧いて いたかを バイ ト をで 应し よす。 

も 4 かからが ring 2 じを i れるズ 芋が ホれば 0 を おします。 

すべてが が nng 2 じを まれて いない 义夕 ならば、 S れ in がのを 於 （ヌル 文ネ はを 
まない） を 返し よす。 


[strdup] 

劑ウ つけられ たがが を 巧す ポイ ンタを おします。 
削りつ けがで きなかった 鴻 合には NULL を 返し まず。 
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ま 4 章 リファレンス 



OLI 口 I ■ V/I 


レベル 2 



こ mclude <が口〇 が h > 


char 本 S け error ( ernuim ) : 

int errnum ; / * エラー が ••支 * / 

お お エラー ホ errnum じん t 化す る エラー メ ッ 七ー シ への ポ インタ を 返 します。 

errnum は、 error， h じ ゎいて ぶぶ をれ ている あ I •少 のみが 巧ぶ できよ す。 

S けが ror は マクロで ぶぶ されて いますので、 おされる 父ぶ 列を がき か 文て はいけ 
ません。 

ぶ ごむた 义 •ド 列を 加 にしたい 場な は、 いった A 化の バッファへ コビーして かご,、 
コ ピーした ものを 化 I にして く ださい。 


ち り 化」 エラーメッセージへの ポインタを ぶします。 

■ ぶぶ されて いない エラー が •パを おぶ ずると、 W り WU 主 小ぶ です。 



♦include 
# include 
♦include 


<8tdio*h> 

< が ring ， h> 
<error • h> 


void 


8ub(Fl し E *t FILE 


sub(stdin, stdout) ; 


void 


8ub<PILE «fp, F 化 E *ofp) 


c; 


while ( (c s getc< fp) ) 
putc(c • ofp) ; 
if ( ferror(of p) 》 I 

fprintf <stderr 
clearerr(ofp) ; 


= EOF) 


Error: Xs¥n" • strerror( errno) 
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strftim 


レベル 2 


include <time. h> 


ze t が r む ime(buf. 


ド 列が J ぶへの ポインタ ♦/ 
こする 义ぶ 列が 城の バイト 巧 
i 巧ぶ 刺 御义ぶ 列への ポイ ン 
/* 巧が される 時 脚が 報 

リ巧 す 俄 近作: に 分が され たげ がけな がを 、 fc 


max はか 化する 义义 列が 域の バイト をを 巧ぶ しまず: 
max は 終端の スル 义ぶイ がを 巧め たバイト をを 巧ぶ 
のム k 人 •おは max — 1 じなります。 
form が じは、 从 ドに 小す がぶ 制が 义夕 がみ 0 ます。 


巧 ■みされ たりの お 前 


悄 なのぶ すがぶ と I け I じ おぶ の媒 


〜 31 のをぶ 


24 時 I! リ 刺での が 削を ぶす 00 —の I 


j 制での 時を ぶす 00 — 12 のをぶ 


いらの 姐 巧 I! をを ぶす 001 〜 366 


かを ぶす 00 —巧のを ぶ 


一 12 のをぶ 


•がをおす 


かなを ぶす 00 〜 59 の 巧ぶ 













り祕を 迸の かめ とずる 1 巧 1 りからの ぶす 迸を ぶす 00 
一 53 のが ド 


りが: を迎 のかめ とする 1 巧 1 n からのぶ 巧 迸を 装す 00 


一 53 のをぶ 


I 


る を おわす 0 — 6 のか; 


•: かで ぶす が纠 


/り/ がで ぶす 


をぶ す 化 おが々 をが け 加えた のが〜 2079 の を ザ 


: •をぶ す 化が が 分を 化り 除いた 00 — 99 の 》 字 


が! 诚 けが 削な?） をぶ す JST の义^ 


%% 


巧 おしむ 文 •ド 列の おさを おします。 

3 が おされた ょ おかは、 巧 ホが 来が max を 巧え てし まう 場な で、 义ザ 列が 域の 内 
がは 不 ぶじな り ます。 


asctim じ cum も cmume . localiime 










#include 
# include 
♦include 


<8tdio.h> 
<basic0 ♦ h> 
<8tick ， h> 


巧ら in ( ) 

1 

int r ; 

い nit ( ) ; 

clsi ) ； 

for {;;) { 

locate ( 10 , 
puts ( ''pu ろ h 
r s strig( 
locate( 10 f 
if (r == 0 

4 

i 

else if ( r 

pu 

else if ( r 
pu 

else if ( r 
pu 
br 


b exit け》； 






strin 


レベル 2 


void St r ins ( source ， dest ) : 

か ar ^ source ; /* が 入す る义宇 列への ポイ ンタ 幸 / 
ch が * かな ；/* 神 入た 文字列への ポイ ンタ 幸 / 

d が t が 巧す 义ぞ 列の 前に、 sour がが 指す 义ぞ 列を す 申入し、 1 つの 义字列 
す。 


dest が おす 义 •を: 列の が 巧は f •々む 大き さがなければ む ウま 甘ん 


わ^ウ化はあウ ません 


♦include 
参 include 

static char 


x6 が 00 


put»<ast 
8trins( 

put8(a8t ) ; 
8trins( ''Sharp 
puts (d れい 







第 4 章 リファレンス 



か ze t s け len(s じ）； 

char ♦が r ; / * 义 半 •列*/ 



义字則 S けの おさを バイ ト をで 水め まず。 

このと き、 义乂 列の 姑 後の ヌル 义ネ ザが はお さに をめ ません。 



が r の おさを おします。 
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strlwr 


ま 


r include <string. h> 


レベル 2 


char * が rlwr ( が r) ; 

char ♦str; /♦ 义ぶ列 */ 


を _ ^ 义ぶ 列な r のす ベての 巧乂义 ぶを 英小义 ぶじ; 巧き 巧え ます。 

化の 义 ぶは 巧 巧し i 甘ん。 


ちりな S けを 巧す ポイ ンタ をぶ します。 


|_ 參 巧 柏 « が rupr 
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書 ま# include < が rin も h> 

void strmfe(ne\v, old, ext) : 

char * new ; / * 巧 ファイル がが が媒 への ポ インタ * / 
char 幸 old; /* 111 フ アイ ル おへの ポイ ンタ ♦/ 

char * ex t ; , * ; 巧 き橫 える 把 おイ- への ポインタ * / 

巧 お] リ •えられむ 巧ぶ から、 次の 杉ぶ のフ ァイ ル おを 姐み なて まず。 

drive : ¥path¥node.ext 

S け mfe は、 old がが す ファイル 名の お; 化イ •を、 e がかが すが; 化/で おき おえ、 
new が おすが がに 化納 します。 
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void s け mfn け name , drv . path , node , ext ) ; 
char * fname ， 本 drv ， 本 path , ♦ node •本 ext ; 

void strm か ( fname ， path , node ) ; 
char 幸 fname . * path ， ♦ node ; 


樣 一化 I s じ mfn は、 drv 、 p が h 、 node 、 e > ct のろが をから ファイル おを がみ 义 てて、 

fname にが 納 します。 

引を と のが 化は 次の 通り です。 


drv 

卜 •ライ 

ブぉ 

path 

パス お 


node 

.た ファ 

ィルぉ 

ext 

抱 敗 f . 



S け mfn では、 それぞれの 引 巧が NULL かどう かを 巧べ よす。 

NULL でなければ、 drv の おじは"：" を、 path のを じは" ¥ "を加 えます。 
また、 node が NUL しでなければ、 node の 巧に" •，•を 加え i す。 


S け m かは、 P が h と node から ファイル 名を がみ 立てて、 fname じがが! します。 
引を と のが おは 次の ぶり です。 

path : パス お （ドライブ おを をむ） 
node : を ファイル お 

らし、 P が h が NULL である々 •、 P が h の おを が" ¥"、 "： "でない ときは、 path の 
换 こ" ¥ "を 加えます。 


ちり 値 おり 化は ありま 甘ん A 


を 巧阳巧 


が rmfe 
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巧 4 章 リファレンス 


strncpy ， strncat ， が mcmp ， 

strnset レべ j レ 2 


書 ま# include < strin んい 


char * s じ neat (s け mg し stnng2, n) ; 

char ♦stringl : /* 义 字の 追 化が 巧 われる 义夕 列への ポインタ */ 

か ar * が rin が； /* 追々 日义 字を をむ 义ネ 列の ポインタ 朱/ 
si が _ tn ; /* ぶ 加す る义ネ を */ 

int が rnemp (か rin が， が ring 么 ru ; 

char * string し *string2; /* よが 5 がむ われる 2 つの 义夕 列を 相* ずポイ ンタ */ 
お zetn; /* 比 校す る义 ザを ♦/ 


Char 本 strncpy(strm れ stnng 2, n ) : 
eh が * が rin が；/* が ザ 先 •义字 列を 巧す ポインタ */ 
eh が * な rin が： /* 巧ツ 乂义夕 列を 巧す ポインタ */ 
sizej n ; /♦ 化が する 义字を */ 

char * が rnseu が in を c, n) ; 

かが * が ring: /* 义夕の 巧き 巧え がな われる 义夕 列への が インタ */ 

eh が C ; /* 巧き おえ 义ザ */ 

size t n ; /* 巧き ホえ を 巧 う义夕 を */ 


« お 水 化が ヌル 义 タザが の 义ネが じがして、 みのが 作を 巧い ます。 


【か meat 】 

が rin が の 後ろに S じ ing 2 の 化が から n 义夕を 追加し、 木 摩に ヌル 文字を が 加し 
ます。 


[strncmpl 

か ringl と が ring 2 のた 巧から n 义 羊を 义ザ コードの 巧 峰で 比較し i す。 
大义 ずと 小 スタは 区が されます。 


[strncpyj 

义夕列 string 2 の 先 巧から n 义ネを が ringl じ 巧 おします。 

が ring 2 の おさが n より も 小さい 場合は、 s れ ingl の おさが n じなる まで 末ち じヌ 
ル义 夕を仆 化します。 

が ring 2 の おさが n より も 大きい 巧な は、 ヌル 文字は がかされ ません。 
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[ strnset ] 

s じ ing の 化れ から n 义夕 かを 义ぶ c に 巧き 換えます。 

が ring の おさが n より も 小さい 媒 なは すべての 义 ザが c に; 巧き 橫え られ ます。 
^ドのゎ^ゥ<ぶをぉします。 


【な rncat 】 

がしい 义ぶ タリを がす ポイ ンタを おします • 


[ strncmp ] 

り 化 と を のの がは 次の 姐 0 です。 








de 

de 


char 


printf ( ぃ】 
strncpy • 

pr int f ( バ j 

strncat I 

print f < ぃ , 

s trncmp 
print む " j 
strnset 




char 幸 か rpbrk (か ringl ， が ring 2) ; 

char * が rin が；/* 検索が け われる 义夕 列への ポイ ンタ */ 
char ♦が rin が • /* 検お する 义ず セツ ト への ポイ ンタ */ 

I 夕 6 良 I 义夕列 が rin が の 中で 义夕训 strings にを まれて いる 义 字を おおし、 姑 かじ 化 お 

する 化 巧を ホめ ます。 

ただし、 ヌル 义 ぶ’ ¥ がは おおできません。 

化が 化 K を 巧す ポ インタを おし i す。 

巧; ちす る义夕 がみつ からない 場を じは NULL を おします。 


夕 巧闲お が rchr, が rrchr 


プ fl グラムの 










巧 4 章 リファレンス 


こ har 本 S け rchr (strmg, c) ; 

: har ♦が ring; /* お 索 がれ われる 文ず 列の ポインタ */ 
int C； /* 検索す る义ネ */ 

义丫 刈が ring の 中で 义す C を おおし、 お 後に 化が する 仏 おを 氷め 
ヌル 义 タタが らお 朱で き よす。 


化 おが •おを おす ポイ ンタを おします。 

巧乂 できむ かった 場な は NULL をぶ し i す 


char 


れ r S "T 】 

C 5 'i, ; 

priotf ("5 
priotf 
printer ミ 
printfO 

























r^strsfn 



# include <s け ing. h> 


レベル 2 


void strsfn け nam も dry ， path ， node ， ext) ; 
char ♦fname, ♦drv ， 本 path ， #nod た 本 ext; 


« 化 J ファイル お た lame を々 解して、 それぞれの 引を じが 巧し i す。 

引を とのが 化は 次の ぶりです。 


か V 

ピライ • 

グぉ 

path 

バス お 


node 

k ファ 

ィ ル お 

ext 

が; お 子 




W ウ fift は ホり よせん。 


が rmfe 
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<8tdio«h> 

< string ♦ h> 


sharp Conputer X6800 > " ; 

abcd6f<hi jklfltnopqr さ tuvwxyz" ; 



suf ix length 


•>%8¥n ^ 

一 >X が n", 


8tr ) ； 

strspn( str , set ) ) ； 









ま # include な tring. h> 


void s けが t(s， n) こ 

char *s[ ] : /* 义ネ 列への ポインタが 列 ♦/ 
int n; /* W 列の 巧 来 & */ 


後 化) S が 巧す 义字 列の が々 I を ASCII コー ドが じソー ト します。 

n にはが 列のを ぶを を おぶ します。 

が 刈の サイ 文が 大きい ときには tqso け 閱 をを 化 W し たけう が 効率的です。 
また、 g か fn し が rb が悄 巧と 組み合わせて 化う と 化が です。 


ちり 値 W り f 於は ありま 甘ん。 


プ Q グラム 巧 I 


む 

de 




ま 4 章 リファレンス 


pStrstr 


レベル 2 


# include < が ring . h > 
char *が[か 1 *( 5 けい 1 だし 5 け山ピ 2 ); 

ch が * が rin が；/* 換 おがみ 文ぶ 列への ポインタ */ 
char * が rin が，/* おお 义ネ 列への ポ インタ * / 

slringl で 巧ぶ されむ お •糸が み义夕 列の 中から、 が rin がで 衔 ぶされ む橫 索义 
におれ じ •巧す ると こ ろの ポ インタを おします。 

お 案文 •ド 列が 义 つかった 巧な はを この ポイ ンタを おしよ す。 

化つ からむ かうた 場 かは NULL を 返します。 


プログラム 妍 


# include 
♦include 


char «8t. 

char *pa 

char 一 

atr = 1\ 
pat s 

printfr’j 
while ( ( 


n app 玉々 







「s か tod 



ff include く stdlib， h> 


レベル 2 


double がけ od ( が r> endptr ) こ 

char * が r; /* 巧 巧す る 文字列 ♦/ 

ホが ♦ ♦endptr ; /♦ 巧 おお /* 化 族を ぶす むめの ポイ ンタ キ / 


« がけ od は义み 刈が r を 倍 M を (double 巧） の 巧 •か 小を ぶ 化に 交 •お します。 

巧みで き る义夕 列の がぶ を U 下にぶ します。 


〔巧い （または タブ 义 ぶ)] [巧 V }〕 [をぶ] し を 夕〕 [ E (または e ) [巧み〕 をぶ〕 
〔巧い （ i たは タブ 义 宇)〕 は 無 化されます。 

[巧み〕 は" + " または"一 "です， 

" のとき は 巧 巧で きます。 

〔をぶ〕 は 1 お Wh の 10 進を です。 

これがなぃ ときは、 【• をぶ] じ 少な 〈とら 1 がのを ぶが 必 をです。 

し なぶ] は 小を 点じ I ドのを ぶです。 

まむ、 一1 の E- じの よう にが もぶ ンた する こ とらで きます。 


が rtod は、 double のを f かとして W 巧で きない 义 ザが おれる と、 巧 巧を そのげ お 
で "Tr ち讲ゥ ます。 

州 かけが NUL しでなければ、 endptr じは 巧 ゥの义 ぶの 化ぶ をを をし ます。 
すべて 义夕 がが 巧で きたなら ば义字 刈が 巧の ヌル 义 タザが のか •おを. 1 义 ずら 义 
巧 か, 米な かつ むなら ば、 义夕 列の 义 巧の 化 おを 設定 します。 


巧り 値 【 巧 おした double の 化を おします。 

才ー バー フロー がが をした 巧な は 0 を おします。 


夕 巧闲巧 strtol, かけ OU し が of 
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まけ リファ 




レベル 2 


char 去 St け ok (が ring し s け ing 2) : 

char * が ringl ; / * トー クンを をむ 义ぶ 列への ポ インタ ♦/ 
char * な rings ; /* い; の ゥ 义夕 をを レ 文ぶ 列への ポイ ンタ ♦/ 

な ぉ I が rin がから、 义 •ド 刈が rin がの ろ 巧 ぷの义 •ドを 【乂; 明ゥ义 ぶと して K 切られる 义 

•ド 列を 卜ー クンと してが ゥ化 しまず。 

レリ- •义夕 刈から 2 [|，1 じ I I ••卜 ー クンを 明り 化す 媒 な、 21リ] をの が rtok の 
S け ingl には NULL を おぶ します。 

このよう じする と、 次の 卜ー クンを 検 おする こ とがで き ます。 

ま た [ィ がり 义 •ドは がけ ひ k I 巧を をけ だ 化すた びじを; 化する ので、 が 加が の もがは 何 
でら か よ いません。 



ちり 化 I W りか, しむ トークンを がす ポインタを おします。 

トークンは すべて スル 义 •ド‘ ¥ がで お f し ます。 

トークンを 明り 化せな か 〇 た J おかは NULL を 化します。 


夕 巧 聞 巧 


が rcsDiL が rs が 1 






第 4 章 リファレンス 


广 strtol 



二 include <sldHb. h> 


レベル 2 


long が rU ) l ( str ， enclptr . radix ) ; 
char け； * 'をが する 义 •ド 列 幸 

char * * が Ki が r; 聲がお パ‘'(; なをぶ 寸 むめの ボ インタ * 

int radix; /* が 巧 巧ぶ *, 

巧 お’' S け tol ゴ义‘ ド 刈が r を邀を radix じした が 〇 て、 巧みり •きおむ じぶ がします。 

ra が X は、 义义 刈が 何 逃 もで ぶょ 乂 ぐれて ぃるかを がぶ します。 

がぶ パ 能む おい 4 け、 〇か卜 如です。 

雙が できる 义 列の 杉ぶ は、 HKlix のがぶ じより がな り まナ。 

を れぞ わの よ おかに 分けて、 じ I ドに/ J; します， 

参 radix が 0 のと ミ 

[•午; い （また; よ タブ 义 ぶ)〕 [巧み] 〔1) で 姑 まもむ ぃ 10 邀 むぶ〕 

L でい （また; i タブ 义 •ド)] 〔巧 ••り [0 で お まる 《 進 むぶ] 

.•おい （よたけ タブ 义 •ド）] 〔な ••り [UBU たは () b) で お まる 2 迦か ド〕 

[今い （i たは ダブ 义 ぶ）〕 L な ••り い) X ( またはり X) で 柄 まる 16 逃が ド] 

[•夕 い （主む は タブ 义 •ド）〕 ゴ始 W され i す。 

:な I ' り は" •"または"-" です。 

のと さは' けおされます。 

•10 遮む •ド’ け、 （) 一 9 までの 义 'ドです， 

: S 遍 むぶ] け、 0 — /までの 义 •ドです。 

[2 迦を •ド] ぶ、 りか 1 C0 义 ぶです。 

:16 邀わ ぶは、 〇〜 9 、 A — F (または a — り の义乂 でず。 

# radix ろ： 2 のとき 

: •夕い （または タブ 义 •ド）] [な1 •り [0B(i たは Ob ) で 的 まる 2 迦 をぶ〕 

: •夕 h (または タブ 义 ぶ）] は辕 化されます。 

: り: が け ••♦••または です。 " V •のとき は' かみ クれ i す。 

!(m(i た; より b ); ぶ、 おくて!^ かまぃ ま サん。 

遮む；*:; は、 0 か I の义 'ドです。 

♦ radix が 16 のとき 

[夕い （または タブ 义 ぶ)〕 [巧 別 〔0X ( または Ox ) で 的 まる 16 遮な ぶ] 

* •个イ いまたは タブ 义 •ド）] はお わ i ごむます。 

〔巧 1，り は ••千 ••またぶ ••一 ••です。 "+ ••のとき は 巧 おされます。 

[(し\( または Ox )] は、 操くて と J かまいません。 
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[16 逃を ぶ〕 は、 0 —ん A 〜 F (まむ; よ a 〜 〇の义 ぶです。 

♦ hkHx が 0、 2、 16 じ I ホのと き 
〔でい （または タブ 义 ぶ)] [巧 V り 〔桥 ぶな ぶ] 

〔•个 : n (または タブ 义 ぶ）] はお 化されます。 

〔巧 引 は" +•• まむ は"一" です A " + " のとき は 巧が されます。 

け} t ぶ;！ む 7:] は、 0 — 9、 A 〜 Z (または a — Z ) の义 ぶの おれから radix 個の 义 
ぶで ず。 

がけ 0] は、 がぶ の 逃を ぶの 巧 I 哨 ホの 义ぶ がみ! れ ると、 がが をを の 時点で が ものり 
ます。 

en か tr が NUL しでなければ、 en かけ じは 巧り の义 ぶの 化 おを 役ぶ します。 
すべての 父ぶ がが がで きたならば 文ぶ 列 おがの ヌル 义ぶ ’¥ が 化 おを、 •父ぶ も义 
巧 化 米な かつ むな らば 义 •ド 刈の 义 如の 化ぶ をぶ ぶ しよ す。 


i * adix 々 fO のとき は、 ( HO は 8 逃 巧の 10、 0 B 10 は 2 逝を の 10 としで かがします。 


ちり 化 I 义 がした long の がをだします。 

オーバー フロー が 巧 化しむ J みな、 れ のん •向 での オーバー フローな らば 
LONG MIN を、 I じの ぶ 向での オーバー フロー ならば LONG MAX を おし、 そ 
れ とともに が rno じ ERAN (; E をな ぶします。 

1 义ぶも 巧 巧で きなかった 每 なは 0 をぶ します。 


夕巧怕 を S け toul . がけ od 


プログラム 巧 



第 4 章 リファレンス 


[strtoul 

害 ま# include <stdlib. h> 

unsigned long strtoul ( str . endptr , radix ) ; 
char * が r ; /♦ 巧が する 义夕列 */ 

char * 幸 end が r; /* 巧が 铃 ケ •巧を おすた々 のポイ ンタ */ 
int ra か X ; / 幸 巧な 指ぶ*/ 

m nt ] なけ oul は义夕 列が r を 進を なか X じしたがって 巧 号 無し 较 をに 夕 おし i す。 

ra か X は、 文 芋が が 何 進を: で おがされて ぃるかを 指ぶ し ます。 

巧ぶ" て巧 な 巧 川は、 〇か卜 36 です。 

夕巧 でき る义ぶ 列の おぶ は、 ra ぶ X の 巧ぶ じよ ウ哭 なり ます。 

それぞれの 媒 なにみ けて、 に I ドに ホし i す。 

參 radix が 0 のとき 

〔巧い （または タブ 义 ぶ）〕 〔巧み] [0 で 始まらむ ぃ 10 逃较 ぶ;） 

[巧い （ i たは タブ 义 ぶ)〕 〔巧み] 〔0 で执 まる 8 進 かぶ〕 

[巧い （よたは タブ 义 ぶ)〕 [巧み] [0 B (または Ob ) で 始まる 2 進を ザ] 
〔•巧い （ i たは タブ 义 ザ)〕 〔巧み] [0 X ( または Ox ) で 始まる 16 進を ぶ〕 
[巧い （または タブ 文ぶ)〕 は 無 化されます。 

〔10 進を ぶ] は、 0 — 9 までの 义 ぶです。 

[8 進を ぶ〕 は、 〇〜 7 i での 义夕 です。 

じ 遊を ぶ] は、 0 か 1 の义 ぶです。 

[16 進を ぶ] は、 〇〜 9、 A — F (または a — む の义 字です。 

♦ radix が 2 のと さ 

[•今 こい （または タブ 义 ず)〕 〔巧み] 〔0 B (または Ob ) で 始まる 2 進を ネ] 
[巧。 （または タブ 义 ぶ）〕 はお 化されます。 

[0 B (または Ob )〕 は、 無くても かまぃません。 

じ 進を'?:] は、 0 か 1 の义 ずです。 

♦ ra ぶ X が 16 のとき 

[巧む （または タブ 义 ぶ)] [巧を] [0 X ( または Ox ) で 姑 まる 16 逃を 夕〕 
〔•金 0( または タブ 义 ネ)〕 は 無 化され ます。 

[0 X ( または Ox )] は、 無く てら かまぃません。 

[16 進を ぶ〕 は. 0 —ん A — F (または a 〜 〇の义 ぶです。 
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ul = strtoul ( 
printf ( ぃ long 
ul s strtoul ( 
printf < "long 
ul = strtoul { 
printf { "long 


♦ radix が 0、 2、 16 U 外のと き 
[夕い （または タブ 义 •ド)〕 〔巧み] [がぶ 巧ぶ〕 

[•今: （1 (または タブ 义 ぶ）〕 はお 化されます。 

け 行ぶ 遞 むぶ] は、 〇〜 9、 A — Z (または a —別の 义夕の もを かから radix 個の 义 
义 です。 

が rtoul は、 おぶ の邀も •ドの おい H 外の 义夕 が媒れ ると、 をのが おでぶ 巧を が もが 
ります。 

州か けが NULL でな ければ、 州 かげ には 巧り の义 みの 化 おを 没ぶ します。 
すべての 义 7: が' 变 みで きたならば 义ホ列 終 巧の ヌル 义夕 寺が 化 おを、 1 义 •ドら 聲 
巧 化 米な かク たなら ば义 7: 州の •化 城の 化ぶ をな 克 します。 

ra ホ X 力 巧 のとき は、 010 は 8 進を の 10、OB10 は 2 進 もの 10 として' ぶ おし i す。 


ちりな 


ぶが した unsigned long の fift をぶ し i す。 

才— バー フローが 巧 化しむ 場な は ULONG MAX をぶ し、 
に EKANGE をな ぶします。 

1 义ぶ ム' 雙 巧で きなかった がな は 0 をぶ します。 


それと ともに げ rno 


参 巧怕数 がけ oul . が ru)d 


<9tdio ， h> 

< string • h> 


char *rp; 
unsigned long ul 





u ^ u - u 
3X3131 
2 X 2 % 2 X 
111 

t 二 M I 二 z 


ま # include h > 


char * strupr け t ring ) こ 

か ar * が ring ; / * 巧換 がけ われる 义ぶ 刈への ポインタ/* 


衡 _ お I 义丫 列が ring のす ベての ぶ 小 文?: を、 巧乂义 ザに; 巧き おえます。 

化の 义 ぶは 义 化し ま 甘ん。 


戾 り 化] S じ ing を 巧す ポインタを 遂 します。 


["參 巧閲数 I が rlwr 


プログラム 巧 





レベル 2 


swab —— 

( ま# include < が dlib •い 


void swab ( source ， destination , n ) ; 

char * source ; /♦ スワ ップを 巧う デー タ への ポイ ンタ ♦ / 

か ar 幸 か stination ; / * スワ ッ プ 巧の デー タ巧納 がが への ポ インタ */ 
int n ; /* スウ ップ をが うグ ータの バイ トを ♦/ 


後 能」 souixe から n バイト コピーし、 拚巧 する バイトの 化 だ、 すなわち 偶を アドレス 

の バイト とがを アドレスの バイ トを 入れ 巧え、 その お义を おが ination に ストア 
します。 

n は 偶を ただで なければ なり ません。 

swab はふつ う、 がな つた バイト 化 びを もった マシン 能へ '隻 がする むめ に f お W し 
ます。 


巧り 化 W ウ もたは ホウません。 


を 巧 聞を swaw 
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ち 4 章 リ フ アレンス 






レベル 2 



さ include な tdlib . h > 


viod s \ vaw ( src , dst ， num ) ; 

int * src ; /* スワップを りう グータ への ポ インタ ♦ / 
int * d が；/* スワ ッ プ 後の デー タ お納が 域への ポ インタ * / 
int num ; /* スワップを けう ゲー タの バイ トな */ 


L 植 能 src から num で 巧ぶ しむ バイ ト分 コビー して、 int 巧と い] じ サイズ （4 バイト） 

を 1 糾 とする デー タの バイ ト のがび をぶ じ します。 

が 米は、 d か にか 納 されます。 

num は 4 の 化 •をで なければ なり ま 甘ん。 


ちり 化 W ウ 値は ホウません* 


を 巧 開 お swab 







pswmem 






「symbol 



s include <graph. h> 


レベル 3 


void symbol ( X. y ， st> h ， V ， mo, p, an) ; 
int X ; / * 始ぷ X が 巧 ♦/ 
inty; /* 的 点 Y 惟 巧 */ 

かが * が； / * 义义列 をが す ポインタ * / 
char h ; /* が 倍 ••お */ 

char V ; / * が 倍 半 */ 
nt mo ; /* フォントの W (が */ 

nt p ; /朱 パレット コード * / 
nt an; / 幸 |"| も ミ 幸 / 


機 ちり グラフ ィ ック 1:1!1 め M. じ义 •ド 列を ぶづ ；し ます。 

クリ ッ ビングが 域は、 window 閒 をで おぶ したおり II になり ます。 
X には 执ぶ X 雌が をが ぶし ます （一327 が〜 3276 の。 
y じは おぶ Y 嗦:げ をが ぶ し i す （一32 な 8 〜 3276 の。 

P じは パレット コードを 巧ぶ します。 
mo には フォント のが 巧を 巧ぶ し 玉す。 


0 : 6x12 
1 : 8x16 

2 : 12 x 24 


an じは | u | わを をが ぶします （0 — 3)。 

1 が 化は 9 がです。 

が にはぶ ぶ •文ぶ 列を 巧す ポインタを がぶ します。 
h じは 巧 •倍 半を 巧ぶ します。 

V にはが 倍 令 •を 梢ぶ し ます。 


ちり 化 > 若り 侦は ありません。 
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# inclu か くが が ib ， h> 


int system (s け in が； 

char * か ring ; / * Human が k 


ン ドの 义ザ 列を 巧す ポイ こ 


機 お J 文ぶ 列 S じ ing を Human が k の コマンドと して コマンド プロ H 

MANa X ) にわたし よす。 

が stem は、 COMMAND. X を 巧す ために がか の 巧 巧 ' 隻 をを 參 ，峭 


S り 化） 山 のを （0 も） で il: •巧が f 、 一 1 で エラー。 

d : •のをの 場な、 おり 化は 狂 かした イプ D セス （ COMMAND . X ) 




sxec し execle ， execlo, execv, execve 





execvp, exit, exit， spa 













第 4 ま リファレンス 


「 tan, tanh 


レベル 2 











レベル 


ゴ include < io . h > 


long telHhandle ) : 

int handle : / * な 、レ t ファイルの ファイル ハンドル * / 

フ アイ ルハン ドル handle のフ アイ ルポ イ ンタ のみ I 化 化 おを 期べ ます。 

がかの 化; 巧を 化 如からの バイ ト なでぶ し ます。 

フ アイ ルハン ドルの 引な が 無 幼の みなは 一 1 をぶ し、 がの 0 じ EBADF か セット 
されます。 

シー クイ;"]* 雌む デバイス （ RS づ 32 じ や プリンタ など） を 巧ぶ したょ おな、 W ゥ値 
は个 ぶと なり ます， 


む el し Iseek 












3 include < がが〇 , h 〉 


FILE * tem が ileWir , |> re む) c ) ; 

かが *dir ; /* かぶ: す るフ アイ ルの パス おのが か * , 

か ar ♦ prefix ; /* が 化する ファイル のぶ 本が か 幸.' 


奋 ii] tern が ile は、 テンポラリ ファイルを バイナリ モードで がが り い"が 十 ピ，） に オー プ 

ン します。 

かぶ; ぐれる テンポラリ ファイルは、 クローグしたり、 プログラムが exit I 均を に 
よって おが お f したげ ぶで、 むが 的に 削除され i す。 

tem がり e は、 オープン された フ ァイ ルが Tl か パむ じか) 除クれ る こと を 化けば、 
fopenUem が 化 w < dir . が efix ). "w + b ") と レリ じが J かを します。 
dir や prefix じついて は 、 tempnam I 巧む をを 照して ド さい。 

tem が ile は、 フ ァ イ ル を1>^がのが的な谢域じかぶ し 、 をの ファイル おを 川い 
てフ ァイ ルを オープン し よす。 

この がが J な 放 W は tem が lam や tmpnam I 均を な どで も 化) りす るた め 、 tempfile 
を 呼び かすと、 それらの IW むが か 化した フ アイ ル をく 巧して しまう ので 化な して 



オープン じぶ; かする と、 
オープン じ 火 I れ卞 ると、 


オープン した スト リームの ポインタを 返します。 
ス ルポ イン タを 追し ます。 
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广 tempnam 


レベル 2 



= include 〈が clio. h 〉 


char 夺 tempnam (か r . pre む X ) ; 

char * dir ; * かぶす る ファイル 'グ|のバス ？；のが々 */ 

char * prefix : /* 化成す る ファイル の 化 本が か ♦ ' 

お 能 tempnam け、 1 がが のファ イル とけ! A ! •なる フ ァイ ル' を 作 化 します。 

か 化された フ ァイ ルン I は、 .1 け; のじ 化り I する テンポ ラ リ ファ イルの^"|邮と して 化 
Hi ナる ことが でさ よす。 

U 、 nwnaw ゴ、 ム k 人' I ' Wl 》 ： UAX 1" U で タミなる ファイル f ; を かぶし i 寸。 
dir には、 パス おを おぶ し ます， 

か 化される フ ァイ ル' パの パス X は dir じなります。 
pr パ ix は、 フ •グイ ル 'パの 化 本が かを がぶ します。 

か化ク U なフ ァイ ル おの i : •フ ァイ ル は、 prefix に トト 化 i しむ 义 •ドみ いこむ りまず。 
pr パ ix におが f . が お i れ てぃる と、 か 化される フ ァイ ル おのが; お f •はを むにな 
ります。 

pr バ ix じが 化 f •がな まれて ぃなぃと、 抱 化 f •は" S が ••じな ります。 

( Iir 々 f 、 々レント ドライブ、 カレント ディレクトリ をを 照す る （ドライブ 六が な 
まむ てぃ シ ぃ， 主た け ハス' グ ，がな よ むてぃ むぃ、 夺リ W バスを 化 Hj してぃる 巧な な 
ど） と さは、 次の こと じ 化ぶ してく だク ぃ。 

が 化した 則で フ ァイ ルを 才ー ブン する がい こ、 々レント ドライブ カレン ト ディ レ 

ク トリ を' を 也寸 ると > か 化した フ ァイ ル' はな をな さな く なって しまぃよ す。 

u ’ mpnaw け、 フ ァイ ル？^ • をのぶ のがの なが 域に か 化し、 をの ポインタ をぶ しま 
寸、 

をのた め、 が 化 lewpiiam や tm が 巧 w など をけ グ化 すと、 しリ: きして んぃ ファ 
イ ル/ をり ij ’ してし まぃます。 

こ の [划 むによ 〇 て か 化された ファイル でが ぶじ （ fopen や 0 が n 悄巧な どで） 

フ ァイ ルを か 化した J みた、 かぶ クれた ファイルは、 。か パむ にが; •される ことは あり 
ません。 

フロ グラマ 01 •ミけ じよって 削除して < ださい。 


を _ 値) け诚に 化かす ると、 か 化しむ 义 7: 列の ポインタを ぶします。 

かぶに 火! な寸 ると、 XULL を 化し i す。 

L # 照 巧 お 【 mpfil じ teinpfil じ inwnain 
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レベル 



書 ま# include く time， h> 


time t time(tp) ; 

tim り 本 tp ; 

概 能 1 システム クロック カ ; 、 グリニ ッシ 巧が げ （ GMT) 1970 句 :. 1 リ 1 li 0 け 等 0 か 0 か 

からが 過し むけ 巧を 水め ます。 

tp が NULL でな けれ ばげ 巧は、 け じら おがされます。 

が汹げ むを ぶします。 




asctime, 佔 me ， gmtim も localtime ， utime， ctime 
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第 4 ミ り フ アレンス 


tmasc 


レベル 2 


include < io . h > 


lar 幸 tmasc (い me 》 • 
it time ; / * I ホ 劍が報 * / 


me で 巧ぶ された 時が が 法を 义ザ 列に 巧 おし、 を 
ず。 

me の 巧ぶ は ドの 姐り です。 

ビット 巧〜 11 : げ (0 〜 の） 


ビット 巧〜 11 : げ (0 〜 の） 

ビット 10 〜 5 : 分 <0 〜 59) 

ビット 4 一 0 : け (0 〜 が/ 2) 

mu のがぶ は tmcm ’ [均を の W り f かとい I じです。 
me よ ウ巧が •かぶ クれ る义乂 刈は、 内 巧; のがの く 
:の悄 巧 をげ だかず とじ Ui けの のがは か: われる こと！ 


I : •巧 お f な らば、 のがの がの バッファ にかぶ • m も 


ならぶ NU し: 


char 


fn s opei 
datet im« 

if Ups 

1 

if ( ( p s 

1 

I 

close ( f n 


VVCONFIG 


RDWR 


NU しし 


時 巧 











「tmcnv 


書 


ま 


? include <io. h> 


レべ J レ 2 


int tmcnv(tim が tr) ; 

char / * 'をが しむ いげ 剑义夕 列 ♦/ 

[« 皆] Urn が じで 巧ぶ された 文ぶ タリを が 《リが 法に がが して、 をの W (をぶ します。 

tim が tr の 巧す 义义 列は、 けを を HU 、 分を MM. かを SS とすると、 。 1 り 1 

MM : SS^ というが ぶで おぶ しよ す。 

tim がけは、 tmasc 1 巧を の 八 (り f がと レ リ じで 卞。 


房り 化 山 化が f ないで、 じ1 ドに 小す フォーマット で 時 タリが 報を 化 し 4 す， 


ビッ t 

、 15 叫 I 

が (0 -の） 

ビッ t 

> 10-5 

か (0 〜 が） 

ビツ t 

、 4 一 0 

げ (0-^ 59/2) 


エラー ならぶ U のむ を おし ます。 


參巧扣 巧 


t HI 过 、 SC 


プログラムが 


<8tdio>h> 

< io • h> 

< f cntl • h> 

< stat > h> 


fn ; 

datetime ; 
d&te ; 
time; 

if ( (date s dtcnv( "90- 07 - 14 ••い < 0 ) 
printf r •エラー ¥n ， > ; 

if ( ( time s tmenv!" 1 2 : 30 : 00" ) ) < 〇 ) 
printf ( "エラー Yn，） j 

datetime s ( (date < く 16 ) \ tine*; 

fn = open("V¥CONFIC.SYS \ 0 一 RDWR); 
chgft ( fn , datetiins) ; 




韋 include 
#include 
# include 
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第 4 ち リファレンス 


me ude < が dio 


で 化が 川! 


tni が ile は、 才 ープン されむ フ アイ ルが むが 的に; 円ぶ され 
fopen ( tm がの m ( NULL)， "w + ピ‘） と い! じ# 山 かを し 主 す。 
twpfik は、 ファイル おを 内が の» のな なり 戌に かぶし、 をの • 
フ アイ ルを 才ー プン し i す。 

こ のがの シ谢村 i は tempnam や tnwnam 1 均むな ど でら 化 H け 
げび 化すと、 を れらの IW もがか 化 した ファイル おを が i してし 
だク い。 


オープンに 化な すると、 オープン しむ ストリームの ポインタ 
オープン にお 敗 すると、 NULL を 返します。 


tmr が ile . tempnam . tmpnam 


♦ include 
# include 


FI し ; 
FILl 


fpr 

fpr 

sys 

sys 









tmpnam 


レベル 2 


書 まゴ inclu か < がが 0 . h > 


char キ tmpnam じれ） ; 

かが * str ; / 幸 かぶ した フ アイ ル おを か納 する が 巧への ポイ ンタ */ 


巧 能 J tmpnam は、 化が ファイルと はがなる ファイル グ, を 作ぶ します。 

か 化された フ ァイ ル おは、 一が のじ 化 Hj する テンポ ラ リファイ ルの 名が j と して 化 
J りする こ とがで き ± す。 

tmpnam は、 ム 4 火 TM!> MAX |i り まで おなる ファイル おを かぶ; します。 

S けは、 か 化した ファイル おを 化が 卞 るが 域への ポインタ ヵ，、 NU し L を 4 巧ぶ しま 
ず。 

如从 をが ぶしむ よ おか、 そのが 域は 把 化で も Ljmpnain 個の 义夕 がが がで きシけ 
れ I でな ゥ ません。 

NULL をが ぶしむ よ 接な、 ファイル おはの がの が 的な 谢械 じか 化されます。 

をのた め、 f が 化 tempnam や tmpnam などを けび 化 すと、 I ••がき してんい ファ 
イ ル'/ I をが してし まいます ので 化ぶ してく ださい。 

この IW 巧が かぶす る ファイル は、 カレント ドライブ、 カレント ゲイ レクト リを 
がが すると、 ぶ 化を なさむ くな 〇 てし ま うので ホな してく ださい。 

この I 划 巧に よって か 化された フ ァイ ル？^ I でが 姐に け 0 が n や 0 が n| おを な どで） 
ファイルを か 化しむ J みな、 が 化された ファイルは、 むがの じ； けされる ことは あり 
ません。 

プログラマの。 巧 じよって 削除して く ださい。 


ち り 化 I かぶに おな) したと き、 S けが NULL の媒 な、 I 勺 部の がの な锁 域の ポインタを お 

し、 S け々 fNU し L ではな いょおな、 が r をぶ します。 

が 化に 火) なする と、 NULL をぶ します。 


夕巧扣 巧 tempnam . tem が le > tm が ile 
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レベル 2 


toascii, tolower, toupper 
■tolower， _ toupper 


香 ま？ include < む >[>6. h> 


int toascii(c) ; 
int tolo\ver(c) ; 
int _tolo\ver(c》 ; 
int toupper (c ) こ 
int toupper (c) ; 

int c : /* 义丫 */ 


機 化」 义夕 c を 次の よ うじ 义 がし よす。 

[todscii] 

义ぶ C の ド 化 7 ビッ ト U 外を 0 じして、 ASCII 义 ド にが 巧し ます。 
ASCII 义乂 をぶ している よ おな はを がし ま 甘ん。 


[tolower] 

义‘ド C が人义 ぶの よ おかは 小义 7: に 化 お しまず。 
人义ぶ iU 外の みなは 义 巧し ません。 


[ tofower] 

义 7: C が人义 ぶの 巧な は小义 ぶに 巧が します。 
人义ぶ W 外の よ おかは 小ぶ です。 


【 toupper 】 

义 ぶ C が小义 ぶの 媒 なは 人义 •ドに 义巧 します， 
小义 •ド W ホの 場 かは 《がし i せん。 


[ toupper] 

义ぶ C が小义 •ドの 巧な は人义 みこ' をが します。 
小义 ぶじ I みのよ おかは イ; ぶです。 

戻 り 化"! 义 おおの 义ぶ をぶ します。 

エラーが のむ i 0 もな はあり i せん。 
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レベル 2 


5 include <time. h> 

void t なが （ ） ； 


int daylight i 



char 幸 uname 〔2] ; 

巧 巧が む TZ にぶぶ されで いる f 柏を 利 W して、 次の' 巧な じ 値を 化 人し ます。 

liin が one : グリニ ッ ジ巧が がと 化 がげ の 目を ぶげ む 

t なぶ me 〔0] : 3 义 ぶの タイム ゾーン 义 •戸 列 
unan 化 [1] : 3 义 ぶの なげが) •巧 節 ゾーン 义ぶ列 
d が li げ I : t のの me [1〕 が 巧 义ぶ列 ( NULL ) ならば 0 

uname 〔1] が 夕义丫 列 ( NULL ) でなければ なが 11リ 測 節 かも 

これ ご, の' 变 むは、 が! がげ を 化う I 巧む にわいて グリニッジ 巧が 時 ( GMT ) をが i ぶ 
げじ雙 巧! すると きじ 化い ます。 

む わ， プロ グラ ム おがげ に むかのに じが t 々け f び 化され i す。 

巧 巧隻巧 TZ には、 ドの よ うな 化を ぶぶ して わき ます。 

JST — 9 (り 本の 場な） 

た とえば AK じ 5 DEF 1 シ らば、 タイム ゾーン 义 •ド 列 は" ABC "、 なげが しお 節 ゾー 
ン义ぶ 刈は " DEF "、 げ ホは 5 げが 1、 なげ 間 期 節は 1 げ llil じな ウ ます。 

至た、 だ 時 I ! リ调 節义 •ド 刈の おのな •ドを 巧 おする々 >、 0 じする と 1 げけリ じな ウま 
す。 

また、 な 時 I ! り 期 節义ぶ 刈がない 巧な は、 だげ 削は なしにな ウ it 。 

巧が おむ TZ がない 場な は、 JST -9 川 かけ けリ） じなります。 

巧 巧が な TZ のな ぶは、 Huma ! ぶ 8 K の コマン ドライ ン でに I ドの よ うじして がう 
こ とがで きます。 

A>SET TZ 二 GMT 0 迎 

む わ、 けぶ は、 グリニ ッン 檢带 時一化ぶ 時で 米め ます。 

むと 文ぶ、 グリニッジ 巧带 時が 3 がのと き 地が がが 13 時で あれぶ、 3 —じ = 一 10 
で、 一10 が 削になります。 








unsigned im val ;/ * 'を おする を 化 * ' 
char * が r こ / * 义ぶ 列を おが1す る がが * / 
intrcix; /* 佑な *! 



ftWi val を义ぶ 列が r じ 'をみ します。 

r かは val が 何邀 を シ のかを ぶし （化 もという）、 必ず 2 から 36 のが レ ti でが ぶし 
ます. 

が r は' 隻お をの 义‘; 刈が f •か 納ま る 人き さで な ければ なり ま せん。 

ちり 化| が r をす 巧す ポインタを おします。 






第 4 章 リファレンス 


HJ け oa 


書 


ホ 


Z include < が dlib* h> 


レベル 2 


char 本 ultoa(\alue. string, radix) : 
unsized long \*alue; , * 'をが すべきが ぎ パが *‘ 
char * が ring ; /* 义ぶ 列の 化 納故域 を 巧す ポインタ * 

int radix ; , * 化を * 


« _ お I む Rvalue を スル 义 •ドが でが f 寸る义 •ド 列に' 巧 巧し、 が ring にお 納 します。 

オーバーフローの チェ ッ ク はれ むれ ません。 

引を radix は、 yalue の 化を で、 2 含 radixS がの おを です。 

父ぶ 列が riiw をか納 する ためじは. 化 人: 说 バイ トの谢 域が 么 をです。 


戾リ 巧 が ring を 巧す ポ インタを 迫し 圭 ず 


參巧拍 巧 itoa， Itoa 


ブロ グラム 例 


♦include 

^include 


<8tdio i h> 
<stdlib>h> 



char buf [ 34 1 ; 
unsigned long ul ； 

for { ul s 0; ul < 1000000 じし； ul ♦= 1 公 000U し 》 ( 
printf (，乂 け lu ; •，， ul) ； 
printf ( %208 •• • uitoa(ul, buf, 2) ) ； 
printf {" が • " ， ultoa(ul, buf, 8M ； 
printf 【 " が • •• ， ultoa(u し buf i 10) い 

print f (" がさ パ ， ul too ( u し buf t 16 ) ) ; 

printf rvn") ; 
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rungetc 


ま 


さ include < stdio , h > 


レベル 2 


int ungetc ( c , か ream ) : 

int c : /* 送され る义夕 */ 

FILE 半 が ream ;/ * FILE 巧 な 体への ポ インタ * / 


« _ 人 >0 ス トリー ムが ream から、 か 前にぶ み 込んだ 义ぶ c を 人 ス トリー ムじ W 

し、 ファイル ポインタを I 义 7: か 《 します。 

S け earn は バッフ アリ ング され、 ぶみ 込みの ために 才 ープン していな ければ なり 
ま 甘ん。 

なわ、 ungetc を 化って EOF をわ^ を うとし てら 無 化さ れ i す。 

また、 S け earn から 何らぶ みとんで いない* おな や、 c が W す ことができな いょおで 卜 
は、 エラーと なります。 

入 乃 スト リーム に W した 义 ぶは、 ^ seek ゃ re \ vind 悄巧をぶけする と； 巧され ます。 


ちり 化 I 人 Jj ス トリー ムじ W した 义 •ドを 化します。 

ェ ラー カバ 6 化し た 場な は EOF を おします。 


ぞ巧阳 を がに petchar . putc ， pu じ har 
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# include 
# include 
♦include 



void 

FILE 


<stdio • h> 
<a tdl ib > h> 
く ctype*h> 


ou し digi り 

け p; 


while 



tfetcha 


if < isditf i 



exit<0 ) ； 




い c s getcha 
if (isdigi 


else 






ungetch 


レベル 2 








unlink， remov 


unlink ( pathname ) 


include 〈がん o . h > 


t rem ひ \e ( pathname ) ; 

YdT 本 pathname ; /* 削除す る ファイル * / 

お ファイル pa 化 name を刖除 します。 

) link と remove はぶぶ されて いる ヘッダ ファイルが がな 
卜お i 米は W じです。 

: •のむ （0ら> で |1 •:が 終 J ’、 一1 で エラー。 

•! 化な 0 がが りよす 力:. れな デバイス ドライバ か、 W みのげ 


de 
de 

t include 


td 
td 
く io ， h> 


• argc f char *argv 【 

if (argc 52 1 ) 

puts< "Udag, 

else ( 

if (unlink 
pr; 
ex: 


exit けい 










using 


レベル 3 


# include <basicO. h> 


char *u お ng(s ， fmt. • • • ) こ 

char *s; /♦ 巧 おした 文夕 列を おす ボイ ンタ */ 
char 幸 fmt; /幸 がぶ 制 抑义 •ド 州への ポイ ンタ */ 

* fmt の I 人 J なにより、 スタック I ••の デー タが double かが ring かを 巧が します 
ぞパぷ はすべ て か uble です。 

なわ、 がぶ 刺抑义 7: は 次の 姐り です。 


が 巧义字 


小な 点 


+ I - 


幸 ♦ 


♦で 巧め る 


小を パ. 


3 斬の 


制御 文字 


"で M んだ だけの 文 •ドを か 


スヶー プ义ネ 

れじ統 く 1 文ぶ を义 羊と してが 則す る 


ド 列を 巧す 









include < utime . h > 


t utinie(pathname. times) : 

* が thname ; / * ぷ小 i ファイルの パス 名 */ 
utimbuf * times : / ♦ utimbuf がぶ f 本 を 巧す ポインタ 

ル pa 化 name のが 巧 U がを tim が に セット します。 

ルは 巧き 込み" f 能で なければ な りません。 
iutime. h でぶ ぶ なれて いる utimbuf 巧の が 逆 (木を がして 
ん。 utimbuf 巧 巧ぶ 作: は U ドの 姐り です。 

utimbuf { 
time t actime ; 
time t modtime ; 


げ はこ の 俄ぶ 作の mo か ime がが じ よって セットされ ます。 
が NULL の 場な は、 がが I けを はみ! かの が リリに セツ トクれ ま 


時を 巧 也で きた ときには 0 を おします。 

がが 化しむ 媒 なは 一 1 を 化し、 errno にかの イ化 が セツ ト され 











uwtoa, wtoa 


レベル 2 
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va—sta け， va.arg, 

I ~ va—ena レベル 2 

害 ま I # inclu か <std が も h> 


viod va start iparam, las は 巧） : 
type va_arg(param, type) ; 
viod va_end(param) ; 
va list param : 


な 化 va_s はけ， va_arg, va_end は、 巧 巧 個の 引 もの 多 照を 夕巧 する ために 用を されて 

います。 

P が am は、 ザ 巧 個の 引を を爹 照す るた めの 巧を です。 

巧 巧 個の 引を をを 照す る閒 をの 先 さ 負で、 va_li が 型の 巧を と してを 呂 します。 
va_sta けは、 param が 巧 巧 巧の 引を のた 巧を 椅 すよう じ纹 をし ます。 
la なが g は、 その 倘 をの 阅 をの 引を のうち、 お 後の 引を の お前を 巧 : をし ます。 
va arg は、 可 巧 巧の 引を のうち、 param が 巧す 引な をげ pe おの 化と して 化り 
化 します。 

そして、 param が 次の 引を を おすよう じ 巧 おします。 

va_end は、 可 巧 似の 引を の 萎 照を が f るせ、 va_s は け， va_a 巧を 化 用した 巧を 

から 呼びが しを へ、 正が じが 巧が おる よう じキ 巧き をし ます。 

va が a け， va が も va end は、 か darg. h で マクロと し て宣宮 されて います。 


II り值 va がが t, va_end は、 おり 饭が ありま せん。 

va arg は、 ザ 巧が ! の 引を のうち、 param が おすかな を、 け が おの 化と して おし 
ます。 


參巧 M 巧 V わ rintf ， vprintf, vsprintf 
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"ABC", NULL 
バ ABC" • "XY2 


Is NULL) 


ま 4 章 リファレンス 


「val 


ま 


# include 〈basic. n> 


レベル 3 


double val ( s ) ; 

かが * s ; /♦ がかを 巧う 义ぞ がへの ポインタ 幸/ 


植 _化1 义ぞ 列を な 化に 巧 おします。 

を 化には. X ぶ AS1C のを 说 （公 H など） をが うこと もで きます。 


ちり 化 巧 お 後の な攸 をぶ します。 
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レ ペル 




nclude <image. h> 


)id V cut (tv sw ) こ 
巧 r tv sw ; / * がが スイッチ 半/ 



— パー イ ン ポーズ 表示が、 テレビ 两巧 のま 示が 巧) を 行います 
SW じ 巧を でき る 巧を はかの 巧 ウ でず。 


0 こ テレビ iST がのを 巧 
1 : テ レビ 巧® の 表示 カット 

た、 かの 巧を の 化み 合わせ じより、 を诗の I 巧 I 巧を 表示す る ことが で S ます 


v_cut (の 
V-Cut (0) 
V cut (1) 


vpa が （ 1) スーパー インポ 

vpage (0) ナレ ビ巧® 

vpage (1) コンピュータ （ 


コンビ ュータ （グラ フィック） 


り 値は あり ま 甘ん 





第 4 章 リファレンス 


レベル 2 


書 ま# include < が ぷ〇. h> 


int vforin け ( が ream ， lormat ， argp け）； 

int vprintf (format, argp な》； 

int vsprintf (buffer, form が， argp け）； 

FILE * な ream ; /* 化 力す るフ アイ ルスト リーム */ 
char * form が ； / * 化み 巧ぶ * / 

かが ♦ buffer; /* 化 力 化义 字巧バ ッファ * / 
va li が arg が r; /* 引を への ポイ ンタ */ 

# include <conio. h> 

mt vcpnntf Oormat， ar のげ）； 

かが format; /* 化 力 巧ぶ */ 

va li な ar がけ ；/* 引な への ポイ ンタ */ 


概 化 vfpri が f , V が ntf , vspri が f ， vcpriiUf 巧を は、 それぞれ か ri が priiUf , sprintf ， 

cprin けと はば 村 じ 巧 館を 待つ 网 なです。 

これらの ぶいは、 化 力し むいかを を 苗: 巧 巧を する のでは なく、 引を リストへの ポ 
インタを 巧を する 点です。 

ろ 巧を の 詳細は、 それぞれ じが おする 閑 巧を を 照して く ださい。 

かが じついて は、 そちらを を 照して ドを い。 

引を リスト への ポイ ンタ arg が r は、 va _ sta け 巧な じよ クて 教: をされ る 巧 変 個の 
引な を參 がする ための 巧 巧を おを します。 

例えば、 が in け 巧を を vprin けを 用いて 类巧 すると、 W すの ようじなります。 

mt pnntfUorm が） 
char 本 format ; 

{ 

va list argptr ; 
int status ; 

va^start ( argptr , forma り； 

がが us = vprintf ( format , argptr ) : 
va_end く argp け》； 

巧 turn (がが us ) ; 


vfprin け， vprintf, 

I ~ vsprintf, vcprintf 
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vpag 


ホ include < graph . h > 


void vpage ( i ) ; 

char i ; / * ぶが ぺー ジの おぶ * / 

グラフィック I がが のろ ページ （0 — 3) のぶ パ ミを する かしない かを ぶぶ しま 
i の ビット 0 — 3 が ぺージ 0 — 3 に それぞれが 化し、 1 (ぶ >^0 N ) または （ 
OF の でぶ します。 

また、 i は 次の よう なお I 哨の攸 にな ウ ます。 


スクリーンモード 


ページ 巧 


1024 X 1024 (16 化） 
5^ X 512 (16 な） 
512 X 512 じ 56 を） 

5 じ X 5 じ （65536 を) 


〇〜 15 


0 一 3 


おり W (はあり ません 








レベル 2 


書 ホ# include 〈 process ， h > 


mt wain ) : 


後 巧 I おん ち 巧して いる プログラム がを 前に まけした 子プ曰 セスの が 了 a — ドを まけ 

化ウ ます。 


* り 信 子プ曰セスのか了3—ドをぉしょす。 
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_1A/ jHfl 

h 

WIUll 

II レベル 3 


ft ま# include < basicO •い 


void width m) ; 

intn ; /♦ 1 巧のを 示义 字を */ 


樣 

化 

煩がの 1 巧の 表 巧义 字を をを を します。 

n は 64 か 96 のど もら かを 巧を して ください。 

m 

り 化 

巧り 化は みり ません。 
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window 


レべ J レ 3 



# include <graph. h> 


void window ( x し yl ， x 2, が）； 
intxl ; /* 抗お X 悚巧 ♦/ 
intyl ; /* お, だ Y 带樣 幸/ 
int x 2; /* 終点 X 離げ ♦/ 
int が；/* 铃点 Y が 巧 幸/ 



グラフ ィ ック I 叫が のクリ ッ ピン グ領媒 のが 巧を 抬 ぶしよ す 
XI じ は始巧 X 媒 巧を 巧を します。 
yl には 始ぶ Y が 億を 衔ぶ し i ず。 
x 2 に はがぶ X 唯; なを 巧ぶ します。 

がには お 点 Y 悚 巧を 巧ぶ します。 

上记 のが 巧の 巧 迄" r 能 巧 I 哨 は、 ぶ 脚が サイ 文に より 〇〜 5 
なゥ ます。 

雌 巧を がぶ すると きは xlSx 2、 yl ミ y 2 となって なければ 



W り 値は あり まサん 



screen 



b_ini り） 
8Creen< 2 
vpage( 1 ) 

wipe( ) ; 
window け 
line け ♦ * 

for { i 2 


wipe い； 
wi 打 dow け 
line(0, I 

b exi t ( 0 











4 章 


フア 


#iDcLu4« 
# include 


ini 


b.ini t ( ) 
screen ( z 
vp& が … 

fill け， I 
wipe( ) ; 
screen ( i 
vpftg« け） 

apage け） 
filKSe, 
apage … 
fill (け 0 
APA<e( 2 ) 
filUl が 
apage ( 3 ) 
fill<2O0 
vpage { 15 
for i i = 


taic0 
々 ph • 

.h> 

h> 

J ； 


•，し 

い； 

767 , 

$1 しけ 

, し 

1); 

1, 200, 200, 

AA 

250 2S0 

%/%/ k 

が， 

ムー V t ムー V 

300, 300 

: Ad. 

350 ， 350 


3000 


it (0 






レベル 

害 ま I # include < io . h > 


size t write ( handle , buffer , count ) ; 

int handle : /* 化 力す る フア イ ルの フ アイ ルハン ドル 单 / 
void ♦ buffer ; /♦ 化 カ データの お 巧 おがへの ポイ ンタ ♦/ 
が ze t count ; /♦ 化 カ パイ トも 幸/ 



接 能 J handle でが ミされ る ファイルへ bu がげ から count バイ トを 巧き 达み ます。 

巧き 込み 化 巧は、 ファイル ポインタの 巧を の 化 置から 始められます。 

フ ァイ ルを 追加 用に オープン しむ 巧を は、 巧き 込み 巧 巧. は エン ドオブ ファイル 
( E 0 の から 始められます。 

巧き 么み 巧: 巧の お f 後 ファイル ポインタは、 巧 巧に 巧 かれた バイ ト軟 だけ 進めら 
れ よす。 


参 巧 柏 ft fwrite , open , read 


ち り な」 ぶ 巧に 巧き 込んだ バイトを を邊 します。 

W ウ化が count よ り 小さい 愤 じなる 瑞合 も々 ります （むと え ば count バイトを 
巧く 前に グイ スク じを きがが がな < なった 巧を)。 

エラーが なをした 媒 をは 一 1 を 返し、 が rno じみの 化が セッ ト されまず。 


が rno の 値 

巧 を 

EACCES 

ファイルが 話み 这み 専用 

EBADF 

フ アイ ルハン ドルが 無効 

ENOSPC 

デ バイ スじ 巧き 領域が むい 


衔定 された フ ァイ ルを テキス トモー ドで 才— プン した 場を 化 力 時に 巧 巧 ザ n ， は 
が なげ ¥ r ¥ rV に 置 きみ えられます。 

この 爱 きおえは 戻り 値には が » を 与えません。 

テキス トモー ドで オープンされ てい る ファイル へぎき 么む 場合に CT 民 L - Z コー 
ド ザ お IA •は、 論理的 エンド ォブ ファイル （ E 0 の として おわれ i す。 

ま た バッファ 巧に CTRL - Z コー ド义 字が々 ると、 デ バイ スへ CTRL - Z コード 
を 巧き 込んだ 時点で が 了 します。 
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プログラム 巧 


# include 
♦include 
♦include 
♦include 
linclude 

♦define SIZE 


<8tdio.h> 

<8tdlib%h> 

< fcntl • h> 

< io • h> 

<9tat «h> 

16 


main ( int Argc, char *argv [ ] ) 

{ 

char buf [SIZE ] ； 

char *file ; 

int fn ； 

int n; 

file s (argc > 1) ? Argvjl) : •file ，； 

if ( (fn = ope 打 （ file, 0 一 RDON し Y I O.TBXT > ) ss 一 1) { 
printf ( "can， t op«n XsXn", file); 
exit(U ； 

} 

while ( teofUn)) { 

n s read ( fill buf, SIZE )； 

< void ) write け il«no( stdout) , buf, n ) ; 

) 

close( fn) ; 

exit (0 ) ； 

) 




ち 4 章 リファレンス 


レベル 2 


書 ま# include < がな ype . h > 


int zentohan ( c ) ; 

intc ; /* 巧 巧す る义夕 （をち 义 羊） */ 


« 巧 I を 巧义夕 C を 半 巧 义ぞに 巧みし ます。 

を 巧义ぞ は、 ぉ 20 〜 0 x 7 E 、 OxAl 〜ぉ DF の ホち 义宇 じが あする 义字 でなければ 
なり i せん。 

を 角 カタ カナ もを 巧 ひらがなら、 ず 巧 カタ カナに 巧 おされまず。 

巧ぶ、 中® ホの 义 宇は、 8 —巧 ビット 日に • •’、 または •••の コー ド、 0 — 7 ビット 
U じ* 点、 半* おなしの カナ コードが 入ります。 


巧り 值 I ず •巧义 ずを おします。 

巧 かで きなかった 冷 合には C のがを をの i iiML ぇす。 


参 厢阳巧 hamo が n 


zentohan 





) 


else 


putchar t c ) 




ユーザー ライブラリの 

かり 方 

ソースファイルの 作成 
コ ン パイル 
ライブラリ ファイル 
ライブ ラ りの か 部 宣言 

り ンク 


C cornel が P 民 0- が K では 巧が ライブ ラ リ 、 IOCS コール ライブラリ 、 DOS 
コール ライブラリ 巧を 巧 供して い ます々!、 これとは がに ユーザー 自 みが オリ 
ジナルに ライブラリ を 作を する こ とがで き ます。 

本 編では、 ユー ザーラ イ ブ ラリ の 作り かたを る ステップ ごと じぶ ベる ととら 
じ、 かぶに々 たつでの ホ おが 巧 じついても ぶべ ていき i す。 



が録 ユーザー ライブラリの 作り かた 


D ソース ファイルの がが 

ライブラリら メイ ン プログラムと 问 巧に、 エ グィ タで ソー スフ アイ ルを 作ぶ 
します。 

エディタの おが 方法、 ぉよび お 作 ホが 等 じついて は、 rHuman が k ュー ザー 
ダ マニュアル J を 参照して くだを い。 
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ソー スフ アイ ルの かぶが がわったら、 コンパイルを 巧ぃ ます。 コン ゾぐイ ル 
は、 じ C コマンドを お 勤す る ことじよ々 巧ぃ ます。 

このと きホ恣 しなければ ならなぃ こ とは 、 CC コマン ドを おがす ると むがの 
にリ ンク までけ クて しま うので、 リ ンク 作浆を 抑止し なければ ならなぃ とぃ 
うこ とです。 

と ぃうのは、 ライブラリの リンクは メイン プログラム ととら じけ う必 がが あ 
るので、 ライ ブラ リの コンパイル 巧 巧で リ ンク をけ うわけ じは ぃかなぃ から 
です。 

をのよう なわけ で、 ライブラリ は オブジ ュクト コード だけ かぶして わけば 巧 
みまず （ XC 巧 •がの ライ ブ ラリ ら オブジェ クト ファイル とし て 化 俄され てぃ 
ます）。 

リ ンク巧 巧の 抑止は、 Fc スイッチ によ々 ミい、 ます。 ライブ ラ リの コンパイル 
を； f う 場た の、 GC コマンドの コマンド ライ ン のか W 例を U ド じぶ します。 

CC /わ おけ1 州. (:迎 

なわ、 じ C コマンド、 わよ ヴ CC コマンドの スイ ッナの が 細に つぃては、 

广 C ユーザー ダ マニュアル J の r 巧 2 が コンパイ ル J を參 照して く ださい。 


568 



付録 ユーザー ライブラリの 巧り かた 


回 ライブラリ ファイル 

C 巧が ライ ブ ラリ の 巧が フ ァイ ルは cl 化 • 1 です。 

ユー ザー がむ 知で ライブラリ を 作 おした 媒 な、 dib . I にがな する こ ともで き 
ますし、 ま た ューザ ーむ みの フ ァイ ルに な する こ とらで きます。 

また、 ライブラリは オブジェクト ファイル （お; 化 で〇) のがぶ でよ いのです 
が 、 ファイルの 巧 巧し ライブラリ ファイル < が お fl ) じな 結して わけば 
何かと 他 利です。 

ライブラリ フ アイ ルへの な线 ぶぶ じついて は/アセンブラ マニュアル J の 「巧 
« が ライブラリアン J を 参照して ください。 
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ET ライブラリの 外部 宣言 

斩 巧に 作ぶ した ライ ブ ラリを メイ ン プログラムから 巧び 化す 巧を、 ライブ ラ 
リ のか 部 宣言、 ぉよび •巧 当 ライブラリで 巧 用す る （巧な の インク ルード ファ 
イ ルでは 米を をの） 記号を なや « 造が などが みる 巧 合には、 これらのを 装が 
必要と なゥ ます。 

上記の ホ 部實蓄 ぉよびを おを 巧う みぶ じは、 m 下の 2 な 巧が あ ります。 

①巧 かじ インクルード ファイル （ユー ザー インク ルー ド ファイル） を 作が 
し、 ここで 外が 宣 喜と を ft を 巧う。 

感 メイ ン プログラム 中で ホ 部を 吾と を おを 巧う。 

巧が じか お しむ ライブラリ が 化 用け: じなんで わり、 多を のプ D グラ ムで使 W 
される ザ お 件が ある 媒 なや、 その ライ ブ ラリ が 使 がす る 構を f 本 や 3 じ 皆を をが 
なをぃ 場を などでは、 ① のみ 法が 巧 効でしょう し、 そうでなぃ 場な じは、® 

でぶ い こ とらあります。 

これ じついて は、 ライブラリ のがぶ ホが ぶぶ、 進 巧して ください。 
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付録 ユーザー ライブラリの 作り かた 



ライブラリは、 メイ ン プログラムの リン ク時じ はじめて おなされます。 

リン ク がには、 リンカの コマンド ライン h じ ライブラリ フ ァイ ルの お前を が 
をし ます。 

U ドに コンパイラ、 ぉよび リンカの コマンド ライ ン のな 作例を ぶし ます。 

CC J が rsam が も C おじ! en . 〇 迎 
ル j が rsampl も 0 がけ len.o clib.l floaUnc.l 迎 

IJi ! の 例では、 ライブラリ ファイル おは、 clib . l となって います々 f 、 ユーザ 
一が ライ ブラ リファイ ルを かぶし むみな じは、 化 わ りじを の ファイル おを お 
ぶして く ださい。 
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な) 音顺 および アルファベット 顺の •ミ 1 は、 すべて rc ライブラリ マニュアル \’〇 しし じ 巧 巧して います。 

巧义夕 

エ 3 —ノ f ツク 

アー 々イバ 6 エディタ 



アーカイブ ファイル 6 エフ ー 

ア ク七ス 25 エラー インジケータ 

アーク コサ イン 51 エラー コード 

ア— クサ イン 51 エラーが 媒 

アーク タン ジュン ト 51 エラー 巧 巧 

アクティブ ページ 67 エラー メッセー ン 

アセンブラ 3 WSE 

アドレス 15 巧閒率 

アニメ ーシ 3 ン 77 エン ド オブフ アイ ル 

アペンド が エンド オブフ アイ ル インジケータ 


ァ ボー ト起 巧. 81 

アラー ム が 

ア レイ チェーン 78 



づ シエ グト 75 

兴 巧が f 53 

イメージ がが 17 

を コード 68 

を モード が 

イ ン クルー ド の 


インクルード フ アイ ル いん 9、 12、 15、 19 


引 & 3 

引な お 9 

引が が 列 53、 55 

引を リスト 53、 55 



與乂义 羊 な 

巧 小义を お 

英 を 字 お 



大文字 

ォブ ジュク ト コード 

オブジェ ク トフ アイ ル…. 
オペ レー テイ ング システム 

稱 プロセス 

巧を データ 

をを ホを 



ホ 字 エリア 

おが 巧 

化 引を 

巧き 込み モード 

が 張子 

おお バッファ 巧 作 供を 

楽 巧 グータ 

化な 部 

化 想 巧り わて 

阔 が データ 


•ぃ ぃ. 33 
ぃ… 50 
…… 10 
ぃ…. 46 

ぷ 、が 
ろ、 じ 
…ぃ. 16 
•5、 18 
…… 15 
ぃぃぃ 67 
""ぃ 67 
が、 47 


34 

•ぶ 


53 

55 

70 

の 


73 

が 

"3 

が 

9 

の 

70 

51 

90 

が 
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B 

クイ ツク ソート 

ま 义ず 

巧說お 

グラ フィ ツ ク趙惭 
グラフ ィ クク 制货] 
ク リツ ビング … 


50 ま 順 


力ー ソル が 

カテゴリー 92 

玻 13 

ヵナ'。) 論 •お 61 

カナ 义节 が 

が 巧 引 巧 13、 化、 の 

がむ 巧 サイ ザの 鼓を 19 

がが 起 巧 19 

カラー 咸件 • 73 

カレント ドライブ 10 

カレント ディレクトリ 10 

獲ず の 

おぶ 巧: 巧閲を 61 

巧 》 3 

[巧软 巧 •ミ 17 

脚を ぶぶ 3 

巧 巧 時間 义 を 59 

巧 巧 テーブル 55 

巧 巧 巧 & 10、 犯 

巧 巧 义字列 15 

田 

キー 66 

紀 巧を を ん 44 

疑似を を 65、 92 

キー 入 刀 19 

がを 部 化 


グリニ プジ 巧维が 15、 59 

グロ— パル 巧な 5、 15、 59 

B 

巧ぶ 义芋 58 

巧を が 4、 9 

コサ イン 51 

聞を お デー タ巧 H 41 

そ プロ 七ス 53、 55 

コマンド 91 

小义す 34 

コモン 巧 *戎 が 

コンソール が 

コン ソー ルが 巧 ホ, 力 84、 85、 が 

コンソールめ: 巧 入力 が 

コン ソール 入出力 20 

コンソール 入 化 力 巧な 50 

コントラスト が 

巧 

か 小 化 の 

な大が の 

おを 巧 巧 能 キー 84 

サイン の 

作 おが ファイル が 

サーチ が 

ホ ブス レッド 90 

第 お ライブラリ 用 巧 a 18 


9 9 8 3 3 
5 5 6 3 1 

3、 


M 巧 M 子ク 


巧が w す 
KI 間 閒巧圳 
Ul がが をな 


シ 


6 3 3 8 1 8 
5 3 3 6 2 6 


♦ 

7 
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50 音 順 


シグナル 54 

シグナル 剤り 込み 53 

が 刻 65、 が 

が 創 化が お 15 

おを 閱& 51 

お&部 51 

システム コー ノレ 15 

システムが 間 59 

シス テ ムバ ッフア 44 

自 ながを 52 

'夷け 速が 3 

英お部 16 

巧を 巧 巧 68 

がを 义ザ が 

巧を 义芋 セット 57、 58 

シフトキー 72 

ま スレッド 90 

10 進な ぉ 

16 進を 33、 64 

が f コード 54 

まが デー タ 74 

ジョイスティック は、 71 

れ巧化 が 


の、 の、 24 


B 

巧 •’单 •ライブラリ の 

を 値 35 

を 化演巧 5 

を f を 巧 第 巧を 51 

を 化を 規 おぶ お 

ス クロー ル 66 

スタック 巧 巧 が 

ステー タス お 報 の 

ストリーム 5、 14、 40、 43 

スト リーム 入 化 力 巧を 13、 が 


スト リーム バッファ が、 44 

ストリーム ポインタ 43 

ス トリ ーム ルーチン 25 

スーパ— イ ンポー 文 が 

スー ィター/ 《イザ モード 78 

スプラ イト 18、 70 

スプラ イト 削妍 の 

ス プライ ト プレーン 70 

ス プライ ト パターン データ 71 

ス プライ ト レジスタ 80 

ス ぺース 66 

スレッド 91 

スレッ ドが が 90 

因 

がが 义字 お 

巧を 35 

巧 巧玻 の 

巧 ft 化 51 

巧な が 52 

おが 化 51、 の 

を 巧 お 大义ネ が 

を 巧ち 小义夕 が 

を 巧み 义芋 62 

を 巧々 タカ ナ义夕 の 

を 巧 巧 白文ず の、 が 

を 巧 巧 統点义 字 が 

を 巧を ネ が 

を 巧 ひらがな 义ぞ が 

をち 文字 58、 6 し 62、 が 

先け 入力 が 

先 さ 負义ぞ お 

H 

巧 巧 38 
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50 音 順 


ソー スフ アイ ル 4、 6 

y — 卜 56 

ソート 巧 能 25 

ソフ トキ ー ボード 77 


B 

タイ マ— 91 

タブ スキップ が 

タン ジェン ト 52 


曰 

化ぶ け 15、 60 

地ぶ げ觀巧 59 

チヤン 本 ル が 

が •か-^ <1 杉 51 

己 

低 ホ 辦人化 如 17 

化かが 人 ルカ 悄 を が 

低 水が 人かん 化か 21 

ゲイ スク 64 

デフ オル H 化 15 

ディレクトリ 37 

ゲイ レクト リ 制棋リ W を 37 

ディレクトリ がが 17 

テキスト I 叫が が 

テキスト そー ド が 

ゲー タタ お 25 

デー タ义巧 関を お 

デバイス ドライ パ の 

グ バイス ドライバ のれ 巧 入 化 力 88 

テ レ ビ 帆が が 

ぶ お 78 

テンポ 70 


テンポラリ ファイル 


14 


D 

トークン が 

がか 76 

ドット 媒巧 な 

ドライ ブ バラ メータ ブロック が 

ドライブ お U 

トラック が 

トラ ッ ク データ が 

トラック ク 《ッ ファ 69 


田 

だげ 問 15 

がげ 削 名 15 


己 

2 進 ft 64 

り 本 15 

U 本 鉛が 化 お义 ぶかが 関を の 

U 本 絡 ライブラリ が 

り本辨 ライブラリが 明 な 18 

入 化み リ ダイ レ クシ ヨン 44 

入出カ ルー チン 40、 が 


日 

ヌル ポインタ 13、 24 

ヌル 义字 57 


D 

バイトを じ 

バイナリずー チ 
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50 音 順 


バイナリ モード 47 

ハイ パ ボリ ッ クコ サイン 51 

ハイノ 、•ボリ ッ クサ イン 52 

ハイ パ ボリ ッ ク タン ジェン ト お 

お 列 31 

パス お 14、 38 

パターン データ 70 

8 逝软 33、 64 

バッ ク グラウンド 71 

バック ブラン ン ド テキスト 71 

バッファ 13 

バッファ サイ ザ 24 

バッファ 化か 似な 29、 57 

ノ 《ッフ アリ ング 40 

ハー ドウ ュア 21 

/ ぞ レット 73 

/ タレ ット色 67 

パレット コード 68 

ず 約义ぶ 61 

半途 リパ制 抑 が 


B 

1け卜 65 

ヒープが 域 の 

ぶぶ 巧 能义ザ 33 

ぶぶ が I が が 

巧が エラー 化 九 5、 44、 が 

巧が 巧 16 

巧が 化 力 が、 44 

巧が 人々 41、 44 

惊带 プリ ンタ化 力 44 

巧が 補助 入が 力 44 

巧举 ライブラリ 25 


B 

ファイル 

フ アイ ル お述乎 

ファイルが 報 

ファ イル化 巧 

ファイルが か视 も… 
フ アイ ル デバ イス … 
フ アイ ルハン ドル … 

ファイル ポインタ … 

フ アイ ル お 

ファンク シヨ ン キー 
フ アンク シヨ ンコ— ル 
フ オー マット 

がが w 

巧ぶな 

が;. 

巧が フォ ー マット … 

巧 か 小を 点が 巧け r ぶを 
巧 •か 小 巧ぶ データ … 

巧 か 小 巧ぶ 化 

ブートが が 

フラグ 

フラグを ぶ 

フラッシュ 


…… じ、 1 んが 

47 

38 

19 

38 

45 

38、 が 

41、 が、 46、 が 

10、 14 

67 

け、 20 

42 

34 

16、 51 

35 

75 

17 

21 

お、 51 

78 

20、 81 

23 

が、 が 


フリー エリア が 

プリプロセッサ 3 

プリンタ が 

プリンタ ポート 75 

ブ レー ク わな 31 

プロセス 53 


プロセス 制が 悄 を 18、 の、 53 

分を が お 


H 

平方 巧 52 


577 





50 音 順 


ベクタ 

ベリファイ フラグ 

'ぶか 化 巧. 

巧 お モード …… 
巧な 



ポインタ 

ボックス 


ぃぃぃ 78 
…ぃ 87 
…ぃ. 64 
は、 41 

…… 9 


12 

が 


B 

マウス 18、 の 

マウス カーソル が 

マウス ボタン が 


マクロ 3、 1 んの 

マクロ お 巧 3 


□ 

メモリ サイ ザ 3 

メモリが か I 巧 お 25 

メモリ ブロック 29 

メモリが 域 31 

メモリ 削り ホて I 均な 31 

日 

义 字が の 

义字 コード 64、 の 

义半 デバイス 39 

义み チェック 17 

义 ホの 分が お 

义夕 巧が け 

义夕 巧が 巧を の 

义字列 


义ぞ列 巧 巧 19 

义字列 铁が閱 を 57 

义夕分 巧 脚 巧 61 

モジュール おを 89 

モード 13 

巧り 化 5 



ユー ザー モード 84 

ユーザー が媒 が 


日 

mn 66 

統み么 み モード 45 


日 

ライブラリアン 6 

ライブラリ ファイル 6 

ライブラリ ルー チン 3 

ラスタ コビー 81 


凸 

リ ダイ レ クシ ヨン が 

リ ミット チェック 18 

リワインド が 

リ ンク アレイ チェー ン 78 



レジスタ 


70、 の 
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13、 35、 57 











田 

洁巧 エラー け、 92 

ロング ワード データ 30 


田 

7 — キング デイ レクト リ 37 

ワード データ 列 30 

劑ウ 込み ラスタ 77 
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アルフ アベ ッ ト順 


凸 

ADPCM 17、 19、 76 •口 

ADPCM 制 削 72 

ANK コード 79 

ANSI が 化 20 

AK 6 

ASCII コード 33、 が 

ASCII 义ぶ 33 

Usssert. h 17、 19、 92 

assert マクロ 19 


ぶ 

13 

clock 悄む じ、 13 

じし 0CKS_PAR SEC 13 

clock t 12 

complex が迎 f 本 16 

conio. h 17、 20、 50 

CRT 73 

CRTC 77 

ctype. h 17、 20、 2 し 33 


3 りを! •わよ び アルフ ァ ペット 晒の 巧 かは、 すべて rc ライブラリ マニュアル \-〇 し Ij じが 巧して います f 

C し IB. 1 

C し K 了 CK 


audio, h 17、 19、 6*1 

AUX 82、 83 


曰 

RASIC ライブラリ 6 } 

basic , h 17 . 19 , 6-1 

b が ic (). h 17 、 19、 64 

KASTOC 64 

BCD おょ W 76 

B (; コント ロール レン スタ 80 

I ミ G スクロール レジスタ 80 

BG テキスト 80 

BOOLEAN 13 

BUFS に 化 24 

BUF S に 44 

BYTK 12 


B 

C lU 巧の ぶ 训 r 

じ ランタイム ライブラリ 
char 巧 


cleareerr [巧を 


33 



12 

じ、 17、 巧 



曰 

DKFAUL'r 12 

S de む nc 3 

2 かむ neMACKO 43 

dire け • h 17、 20、 37 

DMA わぶ 78 

い MA わぶ 刺 抑 72 

DOS コール の 

cbslib. h 17 、 州、 が 

double や.！ 56 

diyIWft 12 

div i 12 

日 

卜こ OF 13、 24 

eof 48 

EOS 13 

げの r. h 17、 20 

exce が ion 棋逆 化 け 

exit 間を 13 

EXIT—FAILURE 13 

EXIT SUCCESS 13 
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アルファベット 順 


B 

fcntl. h 

fctype. h 

feof 

た rrorf 巧を 

なが pos 閒を 

FILE 

FIL 巨 巧を 作: 

FILENAME-MAX 

flo がで！ 

む oat. h 

FM 巧が 

FM •巧 お刺妍 …… 
FOPEN_MAX ぃ…. 

fpos_t 

fseek 悄 Sc 

わ tat 間 & 

れ ell 

ftime 悄巧 


17、 20 

••… 17、 2 しお 

46 

5 

12 

13 

25、 43 

14 

56 

け、 21 

18、 22、 69、 77 

72 

14 

12 

13、 が 

16、 18 

46 

16、 18 


日 

graph, h 17、 2 し 64 


□ 

H-SYNC 77 



# ifdef 9 

# け ndef 9 

image, h 17、 21、 64 

# include 10 

# include た type, h〉 34 

# include <fctpe. h> 34 


# include プロ プロ セッ サ 命令 4 

IN 了 12 

int 巧 じ、 の 

10CS コール 72 

I0CS ルーチン 72 

iocslib. h 17、 21、 72 

io. h 17、 2 し 38、 が 

I PL 81 


田 


jicypc- n 

1 む、 么 <、 01、 〇么 

Jlo が户 コ ト 

lie 巧 ,レ？4た 


Jlo が が ホ 


Jib がー ホ节 

jmp bui 

jstrin ん h 

13 

18、 22 •の 


H 

Idiv 明な … 

Idivt 

LED キー… 
LIB 

lim れん h 

LONG …… 

long 

long 巧 

longjmp [巧 ft 

Iseek 

L tmpnam 


12 

12 

73 

6 

18、 の 

13 

52 

13、 35、 5 も 92 

13 

48 

14 


の 

m が herr [巧れ 

math, h 

MFP 
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MIDI 70 

MIDI が 化 FM 宵猴 け、 の 

MML 70 

mouse, h 18 、 22、 64 

music, h 18 、 22 、 が 

music2. h 18 、 2 んが 



NPILE 


NULL 


14、 25 
13. 24 



81、 90 


s 

path' 隻 ft 53、 5 ん 55 

PCM 64 

PCG 80 

perror I 均を 5 

primf 閒 を 24 

が ocess. h 巧、 23、 お 

が rd がし じ 

回 

rbrk [巧を お 

rewind 46 

rnd 65 

ROM 72 

RS •の 2C 44、 が、 74、 82、 83 

RS •の 2C 闽 線の 人 化み が 御 の 


曰 

sbrk 巧を お 

SEEK.CUR 13 

SEEK_£ND 13 

SEEK SET 13 

setbuf 間を 24、 44 

setjmp 閒を 13、 18 

se り mp.h 13、 18、 2 ん 92 

か 0 け 巧 じ、 35、 42、 56、 の 

signal 阴 を 18 

signa し h 18、 23 

sizeof 12 

size t 12 

sprite, h 18、 の、 64 

がが « をが 16 


stat. h 1 も 巧、 な、 お 

が darg.h 13 、 化、 24 、 が 

stdaux 44、 48 


STDC を别子 



が ddef. h じ、 1 ん 巧、 24、 92 

std が r 5 、 44 、 が 

が din 44 、 が 

がか 0. h 13 、 1 ん 化、 24 、 40 、 お 

stdlib. h 


口、 15 、 巧、 25 、 3 し 35 、 5 し 5 んが 、犯 


stdout 

stdprn 

stick, h 

string, h 

s が がが な が 列 


44 、 が 

44 、 が 

…… 18 、 25、 64 
18 、 25 、 57 、 の 
15 


D 

tell 48 

time 巧を じ 、 18 

timebfll 造 ホ 16、 59 
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timeb. h げ 、巧、 2 ん 59 

time, h 15、 1 もけ、 が 、 59 

12 

time t が 59、 60 

TIMER-D 77 

tm 巧を 体 16、 5 ん 60 

tm が ile 悄 な 14 

TMP_MAX 14 

tmpname 閣を 14 

toupper ノレ ー ナン 3 

TV 3 ン トロール コード 73 

TV のぶが 制が 72 

田 

UBYTE じ 

UINT じ 

ULONG 13 

# undef 10 

# undef MACRO 43 

# under tolower 34 

unsigned char お 12 

unsigned i がを！ 12 

unsigned long お 13、 35 

unsigned short SI 12 

utime 巧 お 16、 け 

utimebuf 構を 化 け 

utime. h 16、 化、 2 ん 巧 

UWORD じ 

田 

va arg マク ロ 巧を； 13 

vajist 13 

va s はけ マクロ 巧を 13 

V-DISP 77 

VOID 12 


アルファベット 順 


void 型 じ 

の 

WORD じ 

□ 

X が 巧 が 

田 

Y 巧な が 

YM2151 77 
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リバ . 

田 

abort 95 

ABORTJOB 3 

ABORTRST 4 

abs 96 

access 97 

a cont 99 

acos 100 

ADPCMAIN 5 

ADPCMAOT 7 

ADPCMINP 9 

ADPCMLIN 11 

ADPCMLOT 13 

ADPCMMOD 15 

ADPCMOUT 16 

ADPCMSNS 18 

a_end 101 

AKCONV 19 

ALARMGET 20 

ALARMMOD 21 

ALARMSET 22 

ALLCLOSE 24 

allmem 153 

apage 102 

APAGE 25 

a— play 103 

arec 106 

asc 105 

a SCtime 108 

asin 109 

assert 110 

a_s は t Ill 

a_stop 113 

atan 114 


atan2 114 

atexit 115 

が of 1 げ 

が oi 116 

が ol 116 

atow 116 


□ 


B_BADFMT 26 

bbinS 118 

B_BPEEK 27 

B_BPOKE 28 

b chrS 119 

B_ じ LR_AL 29 

B_CLR-ED 30 

B_CLR_ST 31 

B_COLOR ぉ 

B_CONSOL ぉ 

b csw 120 

B_CUROFF 34 

B_CURON 35 

b_dateS 121 

bdayS 122 

B_DEL 36 

B-DOWN 37 

B_DOWN_S 38 

B_DRVCHK 39 

B_DRVSNS 40 

B_DSKINI が 

beep 123 

B— EJECT 42 

B_ERA_AL 43 

B_ERA_ED 44 

B ERA ST が 




関数 索 弓 I 


b_exit 124 

b た lose 125 

b fcloseall 126 

b feof 127 

b— な etc 128 

い Iprint 129 

b_fopen 130 

B_FORMAT が 

b^fprint 131 

b fputc 132 

b fread 133 

b_f reads 134 

b_free 135 

b 一 fseek 136 

b fwHte 137 

b_f writes 138 

BGCTRLGT 47 

BGCTRLST 48 

bgjill 139 

bg_get 140 

bg_put 141 

BGS じ 民 LGT 49 

BGSCRLST 50 

bgscroll 142 

じぃが 143 

bgstat 144 

BGTEXTCL 51 

BGTEXTGT 52 

BGTEXTST 53 

b_hexS 145 

b ilprint 129 

BINDAT 巨 BCD 54 

BINDATEGET が 

BINDATE：SET 57 

BINDNO 58 

bjnit 146 

b inkeyO 147 


binkeyS 148 

b_input 149 

BJNS 59 

bjnt 150 

BJNTVC ざ 60 

bj print 151 

b_itoa 152 

BITSNS 61 

B'KEYINP の 

B-KEYSNS 63 

bldmem 153 

B_LEFT 64 

bje れ S 154 

り input 155 

B_LOCATE 65 

B_LPEEK 66 

B_LPOKE 67 

B-MEMSET が 

B_MEMSTR が 

b midS 156 

b mirrorS 157 

b_octS 158 

BOOTINF 70 

box 159 

BOX 72 

b_pi 161 

B_PRINT 73 

B_PUTC 74 

B-PUTM 巨 S 75 

B_READ 76 

B_READDI 77 

B_READDL 78 

BREAKCK 79 

B-RECALI 80 

B_RIGHT 81 

b_rightS 1 が 

bsearch 163 
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B_SEEK 82 

b setdate 165 

b が ttime 166 

B_SFTSNS 83 

b_slpri が 129 

b spaces 167 

b—sprint 168 

いれ add 169 

b strchr 170 

b_strcmp 171 

b_strfS 173 

b— Strings 175 

bstriS 174 

b_ が rncpy 171 

bstrrchr 170 

いけ tok 170 

B_SUPER 84 

b timeS 176 

い Iprint 129 

い palet 177 

b— tprint 178 

B_UP 85 

B_UP 一 S 86 

BUS- 巨 RR が 

艮一 VE 則 FY 89 

B_W 阳 EK 90 

B_WPOKE 91 

REWRITE の 

B WRITED 93 


B 


cabs 

179 

calloc 

180 

C_CLS 一 AL 

94 

C_CLS 一 ED 

95 

C CLS ST 

96 


C-COLOR 97 

C_CU 民 OFF 98 

C-CURON 99 

C_D 巨 L 100 

C_DOWN 101 

C_DOWN_S 1 の 

ceil 181 

C_ERA 一 AL 103 

C_ERA_ED 104 

C_ERA-ST 105 

C.FNKMOD 106 

cgets 1 の 

CHANGE-PR 107 

chdir 183 

CHDIR 108 

CHGDRV 109 

ch が a 184 

ch が t 185 

child 187 

chkml 188 

chmod 189 

CHMOD 110 

chsize 190 

CJNS Ill 

CINSNS 112 

circle 191 

CIRCLE 113 

clearerr 193 

C_LEFT 114 

CLIPPUT 115 

COLOCATE 116 

clock 194 

close 195 

CLOSE 117 

cirerr 193 

els 196 

color 197 
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COMINP 118 

COMMON CK 119 

COMMON-DEL 120 

COMMON_FRE 121 

COMMON_LK じ 3 

COMMON_RD 125 

COMMON_WT 127 

COMOUT 1 の 

CONSNS 130 

console 198 

contrast 199 

CONTRAST 131 

cos 200 

cosh 200 

COUTSNS 132 

C— PRINT 133 

cprintf 201 

C_PUTC 134 

cputs 202 

creat 203 

CREATE 135 

C_RK5HT 136 

crt 204 

CRTCRAS 137 

CRTMOD 138 

cscanf 205 

csrlin 206 

ctime 207 

C_UP 139 

C_UP_S 140 

CURDIR 141 

CURDRV M2 

C_WIDTH 143 

C_WINDOW 144 


B 

DAKJOB 145 

DATEASC 146 

DATEBIN 1 が 

DATECNV 150 

DAYASC 151 

DEFCHR 152 

DELETE 153 

DENSNS 154 

かが time 208 

D に KRED 155 

DISKRED2 157 

DISKWRT 159 

DISKWRT2 1 が 

div 209 

DMAMODE 化 3 

DMAMOV_A 164 

DMAMOVE 1 が 

DMAMOV_L 1 が 

dqsort 210 

DRVCTRL 170 

DRVXCHG 1 の 

か kf 211 

DSKFRE 173 

dtasc 212 

dtcnv 214 

dup 215 

DUP 174 

DUPO 175 

dup2 215 

DUP2 176 


日 

ecvt 217 

eof 219 
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except 

EXEC2 

exect 

execle 

execlp 

execlpe 

巨 X 巨 CON し Y 

execv 

execve 

ら X を cvp 

execvpe 



EXIT 
巨 XIT2 
exp •• 


224 

じ 7 
の 1 
の 1 
の 1 
の 1 

179 
の 1 
221 
の 1 
221 
の 5 
の 5 

180 
181 
226 


B 

fabs 227 

FATCHK 化 2 

FATCHK2 183 

た lose 228 

た 1〇 が all 228 

fcvt 230 

fdelete 232 

fdopen 233 

feof 234 

terror 235 

fflu か の 6 

FFLUSH 1 が 

fgetc 238 

FGETC け 6 

fgetchar 238 

fgetpos 239 

fgets 240 

FGETS 187 


FI し 巨 DAT 巨 188 

filelength 241 

fileno 242 

files 243 

FILES 190 

fill 246 

FILL 1 の 

fix 247 

む oor 248 

む ushall 249 

fmod 250 

fmode 251 

FNCKEYGT 193 

FNCKEYST 195 

FNTGET 197 

fopen 252 

fprintf 254 

fputc 255 

FPUTC 199 

fputchar 255 

fputs 256 

FPUTS 200 

fqsort 210 

fread 257 

free 259 

frename 260 

freopen 261 

frexp 262 

fscanf 263 

(seek 265 

fsetpos 267 

fstat 268 

ftell 270 

ftime 271 

ftpack 272 

ftunpk 274 

fwrite 276 
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B 

G CL 民 ON 201 

gcvt 277 

get 278 

GETASSIGN 202 

getc 280 

GETC 203 

getch 282 

get char 280 

GETCH AR 204 

getche 283 

が tcwd 284 

GETDATE 205 

GETDPB 206 

getenv 286 

GETENV 208 

getfa 287 

getft 289 

GETGRM 209 

getl 290 

が tmem 291 

が tml 291 

GETPDB 210 

getpid 293 

GET.PR 2 じ 

gets 294 

GETS 214 

GETSS 215 

GETTIM2 216 

GETTIME 217 

が tw 295 

gmtiine 296 

GPALET 218 


口 

HANJOB 219 

hantozen 298 

HENDSPIC の 0 

HENDSPIO の 1 

HENDSPIP 222 

HENDSPIR の 3 

HENDSPMC の 4 

HENDSPMO の 5 

HENDSPMP 226 

HENDSPMR 2 の 

HENDSPSC 228 

HENDSPSO 2 の 

HENDSPSP な 0 

HENDSPSR の 1 

home 299 

HOME 2 お 

hsv 300 

HSVTORGB 233 

HSYNCST 234 

hypot 302 



mg_c 01 or 303 

mg-home 304 

mg_ht 305 

mgjoad 306 

mg— pos 307 

mg_put 308 

mg_save 309 

mg 一 scrn 310 

mg_set 311 

mg_still 312 

INDOSFLG 235 

INIT PRN 236 
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INKEY 237 islow が 315 


INP232C 238 

INPOUT な 9 

instr 313 

INTVCG 240 

INTVCS 241 

IOCTRLDVCTL 242 

IOCTRLDVGT 243 

IOCTR し FDCT し 244 

IOCTRLFDGT 245 

IOCTRLGT 2 が 

IOCTRLIS 2 が 

IOCTRLOS 2 が 

IOCTRLKD 250 

IOCTRLRH 251 

IOCTRLRTSET 252 

IOCT 化 ST 253 

IOCTRLWD 254 

IOCTRLWH 255 

IPLERK 2 が 

salkana 314 

sainmkana 314 

salnum 315 

salpha 315 

sascu 315 

sat け 317 

scntrl 315 

scsym 315 

scsymf 315 

sdigit 315 

sgraph 315 

sgrkana 314 

skana 318 

skanji 319 

skanji2 319 

skmoji 318 

skpun 318 


に NS2 お C 257 

isodigit 315 

ispnkana 314 

isprint 315 

isprkana 314 

ispunct 315 

isspace 315 

isupper 315 

isxdigit 315 

itoa 320 


田 


jisalpha 321 

jisdigit 321 

バ shira 321 

が skata 321 

jiskigou 321 

jislO 322 

が sU 3 の 

jisl2 3 な 

"slower 321 

JISSFT 258 

j isspace 321 

が supper 321 

jiszen 322 

JOYGET 259 

jstrchr 323 

jstrcmp 324 

jstrncmp 325 

わじ rchr 326 


因 


kbhit 327 

KEEPPR 2 が 
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key 

keysns 

KEYSNS ••… 

KFLUSHGC 

KFLUSHGP 

KFLUSHGS 

KFLUSHIN 

KFLUSHIO 

KIL け R • 

KJNSMOD 

K_K 巨 YBIT 

K 一 KEYINP 

K.KEYSNS 

K_SFTSNS 



labs 

Idexp 

Idiv 

LEDMOD •• 

line 

LINE 

LOAD 

し OAD 巨 XEC 
し OADON し Y 
localtime ••… 

locate 

LOCK 

LOF232C .•… 

log 

loglO 

longjmp 

Iqsort 

Iseek 

Itoa 


票： の 

261 MAKEASSIGN 281 

262 MAKETMP 282 

263 malloc 342 

264 m alloc 343 

265 MALLOC 284 

266 MALLOC2 285 

267 m_assign 345 

268 m が herr 346 

►269 max 348 

•271 m_co が 349 

•272 md_cont 350 

ぶ 3 mdjnit 351 

md_off 352 

md—oo 353 

md_play 354 

••96 md 一 regr 355 

•330 md^regw 356 

•331 md_stat 357 

•274 md— stop 358 

•332 md wrt 359 

•275 memccpy 360 

•276 memchr 361 

•277 memcmp 362 

•278 memcm が 363 

•334 memcpy 365 

•335 memicmp 363 

•279 memmove 365 

•280 memset 367 

•336 m— fr が 368 

づ 36 MFREE 2 が 

づ 37 min 3 が 

•210 m_in れ 370 

•338 mk が r 371 

づ 40 MKDIR 2 が 

mktemp 372 
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mk い me 375 

modf 376 

mouse 377 

MOVE 2 が 

movedata 365 

movmem 365 

m— play 378 

m が rea 380 

msbtn 382 

MS.CURGT 290 

MS.CUROF 291 

MS 一 CUKON 292 

MS-CU が T 293 

MS^GETDT 294 

MS-IWT 2 が 

MS— LIMIT 296 

MS 一 OFFTM 2 が 

MS_ONTM 298 

MS.PATST 299 

mspos 384 

MS_S 巨 L 301 

MS-SEL2 302 

MS-STAT 304 

msstat 385 

m_stat 387 

m—stop 388 

m—tempo 389 

m_trk 390 

m_vg が お 1 

m vset 392 


の 

NAMECK 305 

NAMESTS 306 

NEWFILE 308 

nfil が が 3 


NFILES 


309 


因 

offset of 395 

ONTIME 310 

open 396 

OPEN 311 

OPEN-PR 312 

OPMINTST 3U 

OFMSET 315 

OPMSNS 316 

OS_CUROF 317 

OS 一 CURON 318 

OSNS232C 319 

OUT232C 320 

OUTLPT 321 

OUTPRN 322 


B 

paint 

PAINT … 

pal が 

PATHCHK 


perror 
pi •… 



POINT … 

pos 

pow 

PRINT ••• 

printf 

PRNINTST 
PRNOUT 
PRNSNS,. 
pset 


•399 

ぶ 3 
• が 0 

•324 

401 

402 

403 
お 6 

404 
が 5 

327 
406 

328 

329 

330 
411 
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PSET 331 

PSPSET 332 

put 412 

putc 414 

putch 416 

putchar 414 

PUTCHAR 334 

putenv 4 い 

PUTGRM 335 

putl 419 

puts 420 

putw 421 


囚 

qsort 422 


B 

raise 424 

rand 426 

randomize 427 

RASSIGN 3 が 

rbrk 428 

read 429 

READ 337 

realloc 431 

remove w 

rename 433 

RENAME 338 

repmem 435 

rewind 43b 

rgb 437 

rlsmem 291 

rlsml 291 

RMACNV 339 

rmdir 438 


RMDIR 340 

rmtemp 439 

rmtmp 439 

rnd 440 

ROMVER 341 

巧 tmem 441 


回 

sbrk 442 

scanf 443 

screen 447 

SCROLL 342 

SEEK 343 

SEND_PR 344 

SE の お C 3 が 

S 巨 TB し OCK 348 

setbuf 449 

SETDATE 349 

SETENV 350 

setjmp 451 

setmem 367 

setmode 453 

setmspos 455 

setnbf が 6 

SETPDB が 1 

SETTIM2 352 

SETTIME 353 

setvbuf 456 

SFTJIS 354 

sgn 457 

signal 458 

sin 461 

$inh 461 

sizmem 462 

SK 巨 Y_MOD 355 

SKEYSET 357 
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S し EEP_PR 358 

S-MALLOC 359 

S-MFRE 巨 3 が 

SNSPRN 3 が 

SPALET 3 の 

spawnl 463 

spawnle 463 

spawnlp 463 

spawnv 463 

spawnve 463 

spawnvp 463 

SP_CGCLR 3 が 

sp.clr 465 

sp_c 01 or 466 

sp_def 467 

SP.DEFCG 364 

sp— disp 468 

SP_GTPCG 365 

S む NIT 366 

spjnit 469 

sp_mov€ 470 

SP-OFF が 7 

sp_o« が 2 

SP_0N 368 

sp.on 473 

sp_p»at 474 

SP_REGGT が 9 

SP_REGST 370 

sprintf 47 ら 

S_PROCESS 371 

sp 一 s が が 7 

spstat 478 

sqrt 479 

sqso け 210 

が and が 0 

sscanf 481 

stat 482 


stcg お 484 

が cgfn 484 

stick 485 

strbpl 486 

が rcat 4 が 

が rchr が 7 

strcmp 487 

strcmpi 487 

strcpy 487 

strcspn 487 

strdup 487 

strerror 491 

s けむ ime 492 

s け icmp 487 

が rig が 5 

strins 496 

strlen 497 

strlwr 498 

strmfe が 9 

strmfn 500 

strm か 500 

strncat 501 

が rncmp 501 

stmcpy 501 

strnset 501 

が rpbrk 504 

が " chr 505 

が rrev 506 

が rset 507 

な rsfn が 8 

が rspn が 9 

な 巧け 510 

が 巧 じ 511 

が rtod 512 

strtok 5 い 

がけ 〇 1 515 

strtoul 517 


594 



聞 数 索引 


strupr 519 

SUPER 372 

SUPER JSR 373 

SUSPEND_PR 374 

swab 520 

swaw 522 

swmem 523 

symbol 524 

SYMBOL 375 

system ごく 6 


□ 

tan 527 

tanh 527 

TCOLOR 376 

tell 528 

tem が ile 529 

tempnam 530 

TEXTGET 377 

TEXTPUT 378 

TGUSEMD 379 

time 532 

TIMEASC 3 別 

TIMEBCD 3 が 

TIMEBIN 3 が 

TIMECNV 3 お 

TIMEGET 3 が 

TIME_PR 3 が 

TIMERDST 3 が 

TIMESET 389 

tmasc 533 

tmcnv o34 

tmp む le 535 

tmpnam 536 

toascii 538 

tolower 538 


tolower 

toupper 

538 

538 

toupper 

♦ ， 尸で 


1 ピ A し c 1 

牛 n A T c で A 

〇ブ u 

0ft1 

1 rrt しじ I ム ー クム 

ム心 A 瓜 .oi A 

igbui i 

で n A niff 

い V 

OAO 

i rvnr lo ^ ジム 

で、 r 戸で r>i OdA 

A V レ i IV ム 

TXBOX 

TXFILL 

TXRASCPY 

で VO 口 If 

〇ク 4 

396 

397 

398 

onn 

1 八 IV じ V 。ブブ 

で vrv» f Ktr^ ^AA 

1 A 八し UN じ 

TXYLINE 

H\J\ / 

が 1 

t 之が t 

の 

uitoa 

1 1 

542 

uJtoa 

A A A ム ▲▲▲ ▲▲ ▲▲ 

C イイ 

ullg だ 1 し ゾ 4** 

▲ ▲ A ム A ▲▲ ▲▲▲ ▲▲ ▲▲aaaaaaaaaaaaAaa ▲ 盖 ▲ M 

Ullgct じ * 1 

J**U 

c バ 

UllllUK パ , 

r TVTf r\r^\7 iiAO 

UIN し、 八 れ 

> 



CAQ 

UdJI お 

UU …だ 

ブ 

uwtos 

□ 


va_arg 


va 6110 

val 

553 

CCl 

va start 

vcprintf 

555 

CCA 

V cut 

VDISPST 

ごご 4 

403 
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VERIFY 404 

VERIFYG が 5 

VERNUM 406 

vfprintf 555 

vpage 557 

VPAGE 407 

vpnntf 555 

vsprintf 555 


の 

wabs 96 

WAIT 408 

wait 558 

width 559 

window 560 

WINDOW 409 

wipe 561 

WIPE 410 

write 562 

WRITE 411 

wtoa 550 


日 

zentohan 564 
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数 
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バッファ 揉 巧 


^ 姑 巧ち） 



memccpy 

バッ ファの 父 •ド 列を 化の バッ ファに コピ • 

一す る 

memchr 

バッファ のの 义 •ド 判を おがす る 


memcmp 

2 の バッファ 内の 义 •ド 列を 比が する 


rm ? 饥 cmpi 

2 つの 触が を 巧 人/小 义 ぶを K み 1 甘ずに 比較す る 

memcpv 

バッファの 义 7: 刈を 化の バッファ じ コピー する 

0 化 rmcmp 

2 つのが り A を 起 人/小 义 •ドを K が 甘ずに 比 おする 

m がの move 

巧ぶ 如 嫂の 内が を 化へ おぶ ずる 


m が Ti が t 

バッファ のを 巧ぶ 义 •ド 列 でれ 期 化する 


movedata 

バッ ファの 义 •ド 列を 化の バッ ファに コ ピーす る 

movn 化 m 

バッファの 义 •ド か 1 を 化の バッファ じコピ • 

— する 

repnieni 

4巧ぶ メモリ ブロックを がを 【"] コ ピーす る 


s が mem 

バッファ 1 ム J を 巧ぶ 义 •ド 刈で かが 化する 


swmeni 

2 つの メモリ ブロ ッ クを 人れ 巧 文る 


swab 

データの 1 •.化/ド 化 バイ トを 入れけ える 


swaw 

グータ の h 化/ド 化 ワード を 人れ 巧え る 



r ページ) 

360 

361 
3 が 


3 が 
365 
3 が 
365 
367 
365 
が 5 
が 5 
3 が 
5 む 


520 


522 


メモリ 割り あて 

r 備 をつ (wrw) C3EE) 

allmem f が リロけ g なすべ ての メモリ を 館 化する 巧 3 

bidmem メモリ ブロックを キロ バイ トが 化で が 化する 153 

calloc が 刈の 谢 がを 削 り あてる 180 

chkml 乂化 Hj メモリ ブロックの も i 火の サイ 文 （バイト） を 米め る 1 が 

free 削り あて 巧みの メモリ ブロ ッ クを «が する 259 

g が mem がぶ サイ ザの メモリ をな! 化する 291 

が tml 巧ぶ サイ 丈の メモリ をが 化する 291 

malloc メモリ ブロ ックを •別り あてる 342 

rbrk ブ レー ク もな をれ 巧) が 態に AaJ す 4 が 

realloc 削り あて 巧みの メモリ ブロ ックの サイ ズ をを; おする 431 

rismcm がが しむ メモリ をが 化する 291 

rlsml 箱が した メモリ をが 化する 291 

巧 tmem が if り している メモリ ブロ ッ ク をす ベて が 化する 441 
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か rk ブ レー ク 化を リセット して ヒープが がを が; おする 442 

sizmem 化り j "]* 能な メモリ ブロックを サイダ 《ワー ド） をぶ める が 2 


文字の み 類と 変換 


CMli を 

) (# 似 

(ページ） 

isalnum 

巧を ぶの がぶ をけ う 

315 

巧 alpha 

巧义ス のがぶ をけ う 

315 

issscii 

ASCII 义 ぶの 對 ぶを 行う 

315 

tscsym 

を) 川で •のがぶ を 巧う 

315 

iscsymf 

な 川での 义如义 夕 のがを をけ う 

315 

iscmrl 

制 抑义 7: の 判ぶ をけ う 

315 

isdi が t 

loiift の 判ぶ をけ う 

315 

isgraph 

お 小け け & 义 ぶの 和 r ぶを けう 

315 

islower 

巧小义 ドの 判定を 巧う 

315 

iso がが t 

8 逝む の 判ぶ をけ う 

315 

isprint 

ぶ 小 •イ 能义 ぶの 判ぶ をけ う 

315 

ispunct 

くりぶ 点の がぶ をり う 

315 

isspace 

巧 n 义夕の 判ぶ をり う 

315 

isuppcr 

裝 人文ぶ の 判ぶ をけ う 

315 

isxdigit 

16 遍 をのが ぶを むう 

315 

toascii 

义 ぶを ASCII コードへ 义 みする 

538 

tolower 

巧 乂义 7: を 巧 小义 ぶへ ぶ 巧す る 

5 お 

toupper 

巧小义 ぶを 巧 人义夕 へ' ぷ换 する 

5 が 

tolower 

巧人义 ぶを 巧小义 すへ 巧 かする 

538 

^toupper 

巧 小义ド をを 人文ぶ へ' を 巧す る 

538 


データ 変換 


(曲 巧ち^ 

(おお） 

( ページ） 

atof 

も 化义ぶ タリを 化が お 巧 •如 小を 点が (にを がする 

116 

atoi 

を 化义夕 刈を 乾な f がに 巧が 寸る 

116 

が 0] 

を W (义ぶ 列を long 巧较 を 侦に 巧が する 

116 

atow 

な f が义夕 列を ホ ort 巧技を 化に 架' おする 

116 

ecvt 

巧 Vf が 巧 •勤少 を 点 fift をむ fift 文す 列に 巧が する 

217 

た vt 

倍が あ 巧が 小を ぶ 値を を 化义字 列に 斐 かする 

230 

が vt 

巧 巧を 巧 •動 小を ホが をな 化义夕 列に 巧が する 

277 



itoa 

おむ を义ネ 列に 巧が する 

お 0 

じ oa 

long 巧較 をを 义乂 刈に' 柴 がする 

340 

がけ od 

义 •ド 列を 倍が おの 巧 か 小を 点 化に 巧が する 

512 

なけ oul 

X 進を のぶす 义 •ド 列を 巧みな し 巧を に' をが する 

517 

が rtol 

を 値义ぶ 列を long 巧 おもに 交' がする 

515 

uiota 

巧 V な しおを を义ネ 列に $ がする 

542 

ultoa 

巧 ••文な し long おお もを 义夕列 じを がする 

5 が 

uwtoa 

巧 VJ •なし か 0 け 巧な むを 义ぶ列 じぶ 巧す る 

550 

wtoa 

ホり け 巧 おを 义ぶ列 じが おする 

5 が 


デイ レクト リ 操作 



( ザ ^ 

(ペー； 〇 

かが r 

ワー キン グデ イレク トリを ぶが する 

1 が 

getcwd 

ワー キング デイ レクト リ をぶ める 

が 4 

mkdir 

サブ ゲイ レクト リ を かぶす る 

371 

rmdir 

サブ ゲイ レクト リ を 削除す る 

438 


フ アイ ル 操作 


r 而巧 まつ 

c 巧 お:） 

C ページ） 

access 

ファイル のが" f なぶを がべ る 

が 

chgfa 

フ ァイ ルの 祕け をぶ がする 

184 

州が！ 

フ ァイ ルの かぶ H 時を が おする 

化 5 

chmod 

フ ァイ ルの。 す" r なぶを 巧 おする 

け 9 

かおが 

ファイルの 人き さを 巧が する 

190 

だ lelength 

ファイルの おさを 巧べ る 

241 

む 1 が 

ファイルを 検朵し ファイル のが 煤を ボ める 

243 

fstat 

ファイル ハン ドルの ステータス 巧 煤を 本め る 

が 8 

が tfa 

ファイルの 城 性を 期べ る 

が 7 

がけ t 

フ ァイ ルの 作 化 H 巧を 巧べ る 

289 

is がれ， 

义ザデ バイ ス かどう かが 1 ベる 

317 

mktemp 

がの ファイル お をげ 化する 

372 

n む 1 が 

次の ファイルの お 補を おおし ファイル のがが を 求める 

393 

rename 

ファイル おを' ぶが する 

433 

remove 

ファイルを 削除す る 

5 が 

setmode 

フ ァイ ルのを; 巧 モー ドを 設ぶ ずる 

453 
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が at ファイル' 六から ファイルの ス テー タスが 媒 をぶ める が 2 

な rsfn ファイル を ドライ ブ や パス おな ど じか 解 •する 508 

unlink ファイルを か j なする 547 

かが C II f けがが を义夕 列に 巧 巧す る 212 

か cnv II 付を ぶす 义ぶ 刈を りが がが に 巧が する 214 

ftpack がり 川け かげの が 維を m ホが 法に' を 巧; する m 

ftunpk li 時が がを がり li げか かの がが にががず る 274 

tmasc げ がが がを 义ぶ 列に 雙 がする 533 

tmcnv げ多 1| を おす 义丫別 をげ ちりが がに 父が する 534 

mime ファイル がが ii りを ぶぶ 卞る 5 が 


ス トリ ーム 入出力 

(ES を） ( お - ぉ ) (スー ジ） 

clearerr ス トリー ム の エラ ー インジケータを クリアす る 193 

clrerr ス トリー ム のエ ラー インジケータを クリアす る 1 が 

た lose ストリームを クロー ズ する 2 が 

た loseall すべての ス トリー ムを クロー ズ する 228 

fdopen フ アイ ルハン ドルで ス ト リームを 才ープ ン卞る 2 お 

feof 巧ぶ ス トリー ムが KOF かどう か 調べる 2 別 

fe び or スト リーム の 人 || fWj がの エラーを おべ る 235 

け lush ストリームを フラッシュ する 236 

f が tc スト リーム から 1 义 •ドぶ み么シ 2 が 

fgetchar 巧带入 から 1 义 •ドぶ み 込 レ 238 

fg がが が スト リーム の アクセス 化 i‘：( を 求める な 9 

f が ts スト リームから 义 •ド 則を ぶみ 么レ 240 

f り eno スト リー ムのフ アイ ルハン ドルを 水め る 2 が 

flushall ずべ ての ス トリー ムを フラッシュ する 2 が 

fmode フ ァイ ルの' 隻 がモー ドを 义 化する 251 

fopen ス トリー ム を才 ープン する 2 於 

fprintf スト リーム へ フォー マッ ト デー タを 巧き と。 254 

か utc ストリームへ 1 义ぶ 巧き 么レ 255 

fputchar 巧が が Wj へ 1 义ん きと レ 2 お 

か りじ スト リーム へ义夕 列を ぶき 込シ 5 が 

f 化过 d スト リーム かり 刮 ぶじ グータを ぶみ 込 レ 257 

freopen ス トリー ムポ イン タ をが 削りつ パす る 261 

fscanf スト リーム から フオー マツ ト デー タを統 み 込む 2 が 
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fseek スト リーム ポイ ンタ をが がする 2 お 

わがが が スト リーム の アクセス 化 おを がが する 2 が 

ftell ファイル ポイ ンタ のれ; 巧を ぶめ る 270 

fwrite ス トリー ムへ 1 川ぶ じ ゲー タを 巧き 么レ 276 

が tc スト リーム から 1 义乂 ぶみ 込 レ 280 

が tc : h が 巧が 人 から 1 义 •ドぶ み 込 シ 280 

がり スト リーム かも ini 巧 データを ぶみ 么シ 290 

gets 巧が 入む かも 1 りお t み 込 レ 294 

がい’ スト リーム かじ > short で! ゲー タ をぶ み么レ 2% 

が lUf 巧; が fiWj へ フォー マッ ト データを バ きと レ *106 

pule スト リームへ I 义 •ド パき 么 シ *114 

putchar 巧 ザ 川 Wj へ 1 义 ぶが さ么レ 4 U 

putl ス トリ ームへ int 巧 データを 巧き と レ 419 

puts 巧が り IWj へ 1 i り! ••さ 込む 420 

putw スト リーム へ ホ 0 け で! ゲー タをパ きと レ 421 

rewind ファイル ポインタを フ ァイ ルの 义 がへ がかす る 436 

scanf 巧ザリ ||, A ) か ら フォーマット データ をぶ み么レ 4 が 

が tbuf スト リーム バッファの お1 巧 【をけ う 449 

setnbf スト リーム バッファ を隻 化する が 6 

が tvbuf スト リーム バッファを 巧が する が 6 

spri が f 义 •ド 列へ フォー マッ トデ ータを かき 込 レ 476 

が canf 义乂 刈から フォー マッ ト データを 娩み レ が 1 

unKOtc ぶみ 込んだ 义夕を 人 乃 スト リームに > ぶ 子 544 

バ printf ポイ ンタ でが ぶし たづ I むを スト リーム ヘリ Wj する 555 

vprintf ポ イン タ でが ぶし たかむ をが' が; iWj へけ || 知す る 5 巧 

vspri が f ポインタで がぶ し たり I をを 义 'ド 刈へ 出 知す る 555 

rmtemp テンポラリ フ ァイ ルを か j 除す る 439 

rmlmp テンポラリ ファイル を 削除す る 439 

tempnam ナンポ ラリ ファイルの ファイル X を が 化する 530 

tmpnam 既 作 ファイル お とは 夕 •る ファイル おを か 化する 5 が 

tempfile ナンポ ラリ ファイルを バイナリ モードで 才 ープン する 529 

い npfile テンポラリ フ ァイ ルを バイ 十 リモー ドで 才ー プン する 535 


低 水準 入出力 

(阳 a る） (な お) (ページ) 

close フ アイ ルを クロー ザす る 1 が 
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creat 

ファ イ ルを 巧 化に 作ぶ する 

203 

clup 

フ ァイ ルハン ドルを コ ピー する 

215 

かが 

ファ イ ルハン ドルを 強制の じが 剤 りつけ する 

215 

eof 

ファイルが EOF かどう か 巧べ る 

219 

Iseek 

フ ァイ ルポ イン タを 巧が J する 

338 

open 

フ ァイ ルを 才ー プン する 

396 

read 

フ ァイ ルから データを 娩み 么 む 

429 

tell 

フ ァイ ルポ イン タの化 おを 求める 

528 

write 

ファイルへ データを パき 込 レ 

5 が 

コン ソ 

ー ル 入出力 



EH.) 


cgets 
じ printf 
cpuls 



getch 

getche 

kbhil 


putch 



vcprintf 


C みお^ (ページ) 
コン ソールから 义ぶ 刈を 讀 みと レ 1 が 
コン ソールへ フォ— マツ ト ゲータ をが きかす 201 
コン ソールへ 义 •?: 列を 巧き 化す 202 
コン ソー ルから フォー マツ ト ゲー タ をぶ みと レ 205 
コン ソー ルから 1 义ぶ 巧み 込 レ 2 が 
コン ソールから 1 义 •ドぶ み 込み エコー バツ ク する 2 が 

キー 人 のが おを 期べ る 327 
コン ソールへ 1 义乂巧 きけ す 416 
ぶみ 込んだ 义 •ドを コン ソールじ>>^す 5 が 
ポ イン タで 巧ぶ した 引を を コンソールへ 化かす る 555 


數値顯 


^ が) 發を 

(巧 吃） 

(ページ） 

acos 

アーク コ サイ ン をぶ める 

100 

が in 

アーク サイ ンを 求める 

109 

が an 

アーク タン ジェン トを 求める 

114 

atan 2 

アーク タン シェン トをボ める 

114 

cabs 

おぶ をの おり 侦を 求める 

179 

ceil 

扣^ 小の 巧む f あを ホ々 る 

181 

cos 

コ サイ ンを 求める 

200 

cosh 

ハイ パ ポリ ッ クコ サイ ンを术 める 

200 

div 

int 巧 巧みつ きをを の 除 •巧を 巧と ホウを ホめ る 

209 

except 

例外な 巧を けう 

224 
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exp 

巧な 悄 をを 水め る 

の 6 

fabs 

巧が 少 をが 化の おがが (を 米め る 

227 

floor 

此 火の おを (魚を 求める 

2 が 

fmod 

が 糸を ぶめ る 

250 

frexp 

巧 か 小な •な攸 をが むがと 巧を がに々 ける 

262 

hypot 

が 約 £ 約 がの おぶ の おさを ぶ々 る 

302 

1 お xp 

巧 か 小な 点 もな のがを がを 求める 

330 

Idiv 

レ) ng 巧な 1，} つき お なの なな をむ •いがと おりを 求める 

331 

loR 

"巧 M なをぶ める 

336 

loglO 

10 を 化と したがを を ホめ る 

336 

w が h が r 

ェラ ー延 巧を 行う 

3 が 

mo が 

巧が 小软点 化を 巧な がと 小む がに 分ける 

376 

pow 

ベ さ來を 求める 

405 

sin 

サイ ン をぶ める 

461 

sinh 

ハイ パ ポリ ッ クサ イン を 求める 

461 

说 1" 

，ドム •がを ぶめ る 

479 

は n 

タン ジェン ト を术 める 

527 

は nh 

ハイ パ ポリ ッ クタ ンゾ ェン ト をぶ める 

527 


フロ セス 制御 


CffilD 

abort 

が exit 

execl 

execle 

execlp 

execipe 

execv 

execve 

execvp 

execvpe 



(後 化) (ページ) 

プロセス をが 巧が f する お 

ブ D グラム 铃 けを にげび 化す 悄 をを 巧が する 115 

引む リス ト によって 丫 •プロセスを おけす る 221 

引を リスト と 巧 巧に よ 〇 てイ •プロセス をぶ 巧す る 221 

引を リストと pa か隻 をに よって イプ ロ セスを ぶ 巧す る 221 

かな リスト 、 P が h ' 巧な、 巧 巧に よって 千 プロセス をぶ むする 221 

引を が 列 じよって f - プロセスを 案れ する 221 

引を W 列と 巧 巧 じよ 〇 て f •プロセスを おれす る 221 

がを が 列と path がを じ よって f •プロセス を类 むする 221 

引を が 列、 path がを、 巧ょ なじ よって 平 プロセスを おけす る 221 

プロ セ ス をが f する 225 



getpid 
rai が 


バッファを フラ ッシュ 甘ず じず プロセスを か 了ず る 

プロ 七ス ID を 求める 

プログラム じがを した シグナルを ぶる 


225 

293 

424 


signal シグ ナル 剤り 込み 化かを 巧う 


458 
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spawnl 引む!； ストに よって f •ブロ セスを' ぶけす る が 3 

spawnle か 巧 リスト と 巧 巧に よって f •プロセスを ぶけす る が 3 

spawnip 引む リストと pa 化隻を じよぅて f •プロセス をぶ 行す る が 3 

spawnv 引を fti ! 列に よって f •プロセス をぶ りする 4 が 

spawnve 川 むかみ I と 巧媒じ よ 〇 て/ ブ d セスを 义 むする 4 が 

が awnvp 引を が 刈と PATH がか こ よって f •プロ 七ス をぶ けす る が 3 

S が tem Human が k の コマン ドを •尖け する ごが 

wait が I もじ 义； i •し た イプ ロ セ スのお f コー ドを I 巧べ る 5 が 


サー チと ソート 

(.虽 1^’ を） 

(巧 化） 

(ページ） 

bsearch 

バイナリ サーチを 义け する 

1 が 

dqsort 

ふ) uble 巧の デー タを ソートず る 

210 

fqso け 

float 巧の グータを ソート する 

210 

lci か ) rt 

long 巧の ゲー タ をソー ト卞る 

210 

qsort 

クイ ッ クソー トを乂 りする 

む 2 

s が ort 

sho け 巧の デ ー タ をソー ト する 

210 

t(|S0 け 

m ■ A 

ポイ ンタ がの ゲータ をソー ト する 

210 

又 ぞ列煤 作 

(巧 巧 石） 

( M ~^ 

(ページ^ 

が rcat 

义义 列を ぶ 化する 

487 

が rchr 

巧ぶ 义 ぶの も i かの 化のを 满 ベる 

が 7 

strcmp 

2 つの 义ぶ 列を 比較す る 

が 7 

が rcm が 

2 つの 义ぶ 列を 比 おする 

が 7 

が rcpy 

义ぶ 刈を コピーす る 

が 7 

S け cspn 

巧ぶ 文ぶ 列の 此 かの 化 巧を 满 ベる 

が 7 

が rdup 

义ぶ 列を コピーす る 

が 7 

が ncmp 

2 つの 义夕训 をみ 火/小 义 ぶを K がせずに 比が する 

が 7 

が rlen 

文ぶ 列の おさを 淵べ る 

が 7 

が rlwr 

すべての 奖乂义 'i: をみ 小义 ザに 义 おする 

が 8 

S じ neat 

义ぶ 列を 追加す る 

501 

が rnemp 

2 つの 义韦 列を 化 おする 

501 

が rnepy 

义夕 刈を コビー する 

501 

strnset 

巧ぶ 义ぶ 列に おきみ える 

501 
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strpbrk がぶ 义 •ド 列 を 巧す 5 か! 

strrchr 巧ぶ 义丫の も;^ をの 化 巧を 網べ る 505 

strrev 义ぶ 列を ぶ Wi じする 5 が 

strset 4 ちぶ 义 •ド 列に ぶ きがえる 507 

S じ S が 巧ぶ 义丫 列に I 外の おかの 化 おを 满 ベる 509 

strstr かが 巧 I パ [を 1 々•ら char 巧 引を 2 を 埃 尖す る 511 


なけ ok 
strupr 


卜ー クンを 巧す 

すべての 巧小义 ぶを 與火义 字 じがが する 
义 •ド 列を 抑 入寸る 


514 

519 

が 6 


が rmfe 

ファイル おの 把が 户を巧 きがえる 

499 

が rm た、 

ファイル おを がぶ: する 

500 

が rm か 

フ ァイ ル/ を かぶす る 

500 

が こがた 

ファイル わ から 把 お 户を とり 化す 

484 

が rb か 

义乂 列から ポイ ンタが 列を かおす る 

が 6 

がが fn 

フ ァイ ル' か L：> ノー ドを と り 化す 

484 

が 巧け 

父ぶ 刈を ASCII コード じ ソート する 

510 

時間 

(曲 巧ち') 

(M W 

(ページ） 

asctime 

がが けな 祐を义 ぶ 則に 巧が する 

108 

ctime 

げ リリを int 巧 おを 侦 から 义ぶ 州に 义 おする 

207 

clock 

プロセスの 化 W げ |1!1 を 求める 

194 

d けむ ime 

時間の 引 巧を けう 

208 

ftime 

システムげ けりを 期べ る 

271 

gnnime 

が 1 削を 巧を もなか ら 巧ぶ 作: じ ぶかず る 

296 

localtime 

げ剑を 化ぶ がに 巧 かする 

334 

mktime 

〇 — カ ルげ 削 を カレン ダ 時 |!il じ 巧 かする 

375 

が r む ime 

がが け •} がを 巧ぶ じし むがって 义ぶ 列に がかす る 

が 2 

time 

システムが 1! リを おべ る 

5 お 

じ 城 

巧 巧げ けりぶ をから 外 がが II け 'をを をを をす る 

540 

日本語 操作 


(閒 数る） crm ) (ページ) 

iskana 々ナ义 7: ま むは カナん J ぶ 点の 巧ぶ を 巧う 318 

iskpun カナん J ぶ 点の 判ぶ をれ う 318 
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iskmoji 

カナ 义 ぶの 判ぶ をり う 

3 け 

isalkana 

み义夕 または カナ 文ぶ の 判を を 巧う 

314 

ispnkana 

與 川ぶな または カナん J ぶ ホの がぶ をけ う 

314 

isalnmkana 

おを ぶまむ は々 ナ义 ぶの 判ぶ をな う 

314 

isprkana 

巧 n をを レぶ, た w 能义ぞ のがを をが う 

314 

i 刷 kana 

夕 n を 除く ぶぶ" r お义 ぶの がまを けう 

314 

iskanji 

シフト JIS コー ドの 1 バイト りの がぶ を 巧 う 

319 

ikanj じ 

シフト JIS コードの 2 バイト けの がを を 巧う 

319 

わけ ncnip 

巧ぶ を 巧む 2 つの 义 7: 例を 比が する 

325 

jstrchr 

巧ぶ をを レ 巧ぶ 义 ぶの 化れ の 化; 巧を がべ る 

3 な 

js じ rchr 

巧ぶ をを レが ぶ义 •ドの ム な 後の 化 おを 震) ベる 

326 

わけ cmp 

巧’ ドを 巧 レ 2 つの 义 •ド 列を 比 おする 

324 

jiszen 

を 所义ぶ のがぶ を 行う 

お 2 

jislO 

をの 巧 f! 义 •ド または JIS 巧 ー ホが おみの が| をを けう 

3 の 

jis り 

JIS 巧 一木が; 巧ぶ の 判ぶ をけ う 

お 2 

jis じ 

JIS 巧— ホが 巧ぶ の tr 玉を いう 

お 2 

jisalpha 

を 約與义 ぶの •阿ぶ をけ う 

321 

jisupper 

を 巧 巧乂义 ぶの tJp ぶを けう 

321 

jislower 

を 約 奖小义 ぶの 判ぶ を if う 

321 

j]sdigit 

を 的 巧ぶ のがぶ をけ う 

321 

jiskata 

をが! カタ カナ 义 ザの 判ぶ を 巧 う 

321 

j お hira 

を 約 ひらがな 义夕 のがぶ を 巧う 

321 

jiskigou 

をめ 川ぶ •かの がぶ を 行う 

321 

jisspace 

を 的 巧 n 文ぶ のがぶ を if う 

321 

hantozen 

t •か 义乂 をを 巧义 ぶに' 巧 後す る 

298 

zentohan 

を 約 文ぶ をず •約义 ぶじ 愛が する 

564 

BASIC 関連 

HBT 肺^ 

(巧 似 

(ページ） 

a cont 

中が なれた PCM のか かを が稱 する 

99 

a end 

PCM のが かを お 利 終 f する 

101 

a^play 

PCM が 巧を 冉ホ する 

103 

a rec 

PCM 結 ホを がう 

106 

a stat 

PCM のか 作を 巧べ る 

111 

a が op 

PCM のが かを 中が する 

113 

asc 

义夕 列の 先が の 义 ネコー ドを ホめ る 

105 
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b bins 軟 をを 2 進な の 父ぶ 列に ぶが する 1 け 

b_chrS 义 丫コー ドを 义 •ドに' がが! する 119 

fix 巧 か 小 を 点 値の なをが をぶ める 2 が 

sgn な fift の 巧‘'; •を 期べ る 457 

b.hexS おむ を 化 進な の义 •ド 列 じが 巧す る 1 が 

b itoa おを を义义 刈に ぶが する 152 

b^octS おもを 8 地 もの 义 •ド 列に 义 かする 1 が 

b >t ぶか 小を 点を を稳 むに ぶが する 150 

val 义ぶ 列を を 化に 《おする 553 

dskf グ ィス クの •かきが W: をぶ める 211 

b_fck) が ファイルを クロー ズ する 1巧 

b fcloseall すべての ファイルを クロー ズ する 126 

b feof がぶ フ ァイ ルが K0F かどう か 期べ る 127 

b なが C ファイル かも 1 义 •ドぶ みと レ じ 8 

b fopen フ アイ ルを オープン する 130 

b fpiitc ファイルへ 1 义 ぶが き 込 レ 132 

b fread フ ァイ ル かも デー タ をぶ み么レ 133 

b f reads フ ァイ ル かも ゲー タを ぶみ 込 レ 134 

b fseek ファイル ポインタ を 巧 かする 136 

b fwrite ファイルへ デー タを 巧き 么レ 137 

b fATit が フ ァイ ルへ ゲー タ を, 巧き 么レ 138 

randomize rnd のかが 化を いう 427 

rnd 巧が 小を 点 を峡 のな 似 化を を おか させる 4 が 

instr 巧ぶ の义 ぶの 化び を 巧し 化す 313 

bjnidS 义 'パリを がり 化す 1 が 

b_leftS 义 •ド 刈を 明り 化す 154 

b_riKhtS 义ぶ 刈を がり 化す 1 が 

bjnirrorS 父ぶ 刈の.、 が: だを K わする 157 

b.s け c:hr 巧ぶ 义 ぶ の おかの 化 おを 期べ る 170 

b. が rrchr 巧ぶ 义 •ドの おおの 化; 巧を 满 ベる 170 

b_ が rings I 义 •ドを 巧を (W、 化べ た义 •ド 列を 作 化する 175 

b が rtok トークンを 巧す 170 

b_ か teS りが を 义ぶ列 に雙 巧す る 121 

b_tim が 時别を 义？: 列 じが 巧す る 176 

b_dayS B お H を术 める 122 

bjree つ 、) — エリ アの 人き さを 巧べ る 1 お 

b ink が S キー人 をが も統 みとった 1 义ネを 求める H8 
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bjnke が キー入 如を けたず ぶみ とった 1 义夕を 求める U 7 

b _ s け iS 稳を 化を 义ぶ 列に 巧が する 174 

b_strfS 巧が 小を 点を 化を 义ぶ 列に' 巧 化する 173 

csrlin 力ー ソル 化; 巧の Y 嗦こ 巧を ポ める 206 

pos カーソル 化 巧の X が 巧を 求める 404 

b _ がが eS スペース だけの 义ぶ 州を 作 化する 1 が 

using スタック h の グータ のを! をが 定 する 5 が 

b が P ベルを 峨らす じ 3 

cIs テキス ト I が I がを $け ぶす る 196 

child 卡 プロ セ スを 口ー ド しぶ 巧す る 1 が 

b exit f •プロセス をが 丫し てが プ〇 セス じら 5 る 124 

width I が 1 がの 1 け义 •ドれ をが をす る 559 

color テキス ト I 卿が の 义夕议 倚 •を おぶ する 197 

console ス クロールけ 巧 M を 没ぶ する 198 

b _ i 叩 ut フォー マッ ト デー タを 入ん する り 9 

bjinput 义 •ド 列 を 人 九す る 155 

locate カーソルを 巧が する 3：15 

b_sprint 义夕列 を テキスト リ 巧が じぶ がする 1 が 

b，iprint を 化を テキス ト | 山が！ {じぶ > J ミす る 151 

bjprint を侦を テキスト 脚 | がに ぶぶ する 131 

bjprint テキス ト师が I ••で タブ スキップを 巧う 178 

b_slprint 义 •ド 列を プリ ンタ にけ Wj する じ 9 

b_ilprint む fift を プリンタ じ 化 力す る じ 9 

b_flprint を 仙; を プリ ンタ じ； れ別 する 129 

bjlprint プリンタに タブ スキップを 化 如す る じ 9 

key フアン クシ ヨン キーに 义夕 刈を なぶす る 3 が 

screen ぶぶ I 叫が の 诚れを 没: ぶす る 447 

が いりな 令 •をボ める 402 

b _ が 川询 率の 倍を をぶ める 161 

b _ が tdate f H ホを なを する 化 5 

b _ が ttime が I がを なぶす る 1 が 

b—csw 力ーソル スイ ツチを ON / OFF する 120 

bjpalet テキスト の パレット をを 茲: をす る 1 口 

b_strcmp 2 つの 文字列 を 比較す る 171 

b が rncpy 义字 列を コ ピーす る 171 

b _ が radd 2 つの 义す 列を ぶ おする 1 が 

bjnit BASIC のか W 化を ま 巧ず る 1 が 


608 



frename ファイル おを 义 がする 2 が 

fdel が e ファイルを 削除す る 232 


apa が 
box 
circle 
con け a が 

fill 

が t 
home 
hsv 
line 



palet 



ps が 

put 

rgb 

symbol 

vpage 

window 


グラフ イ ック のアク テイ ブぺー ジを 巧ぶ する 
水ッ クスを 搞く 
[り 化を 说く 

テキス ト I 叫 iW の コン トラスト をな ぶす る 

ボック ス 描き パレット 也で 命る 

グラフ イッ ク がりが のが! り裝 データ をが 列 じと り とむ 

が 巧を ホーム ポジ シ ヨンに なぶす る 

包 コードを 求める 

絲を 引く 

ぶぶ 5巧 がを パレ ッ ト 色で ホる 

パレ ッ ト してた コー ドを 削り ホて る 

グラフ イッ ク I がりが の 雌 巧の バレット コードを 术 める 

グラフ イッ ク I がりが の 1 点に なを 巧る 

グラフ イッ ク I がりが にが |化 ゲー タ をぶ 小す る 

KGB の 化 コー ドを 調べる 

グラフ イ ック I がりが に义夕 列を ぶ 小す る 

グラフ イッ ク I が I がの み ページの ぶぶ が 餅を けう 

グラフ ィ ック I が I がの クリ ッ ビングが 试 のが 巧を 鼓ぶ する 


102 
159 
191 
199 
2 が 

278 
2 が 
300 
332 

399 

400 
403 


411 

412 


437 

524 

557 

が 0 


wipe グラフ イツ ク I が I がを ミ 巧ぶ する 561 

mg^set 1 【巧 化と ゥ 込みの 鼓ぶ を； f う 311 

mK^still I 則 化と ゥ么 みのぶ ぶを 巧う 3 じ 

rngpos I が I 化と り とみげ の I 叫 加水 が 化 巧を が おする 307 

mg color と ゥ么み リ 則裝 のじ 满補 iF •をむ う 303 

V cut スー パー イ ンポー ザげ の テレビ 悼 I が 炎ぶ を荣リ がする 554 

ぴ t テ レ ビ I がりが と ビデオ 脚 V が をのり 巧え る 204 

me ht グラ フイ ツ ク I が I が と テ レ ビ脚 がの t •途 け)! 制を りう 305 

m 口 save グラフ イツ ク け 巧が の デー タをフ アイ ルに パき 么レ 309 

me load グラフ イ ツク 脚が の データを ファイルから 巧み 么レ 306 

mg_scrn グラフ イツ ク i がりが のモー ドぶ ぶを 巧う 310 

mg_put グラフ イツ ク i がりが の データ をが 巧い こ とり 込む 308 

ke が ns キー 入 知の が 無を がを する 3 の 

img home グラフ イツ ク I ! 巧が のぶみ 化 淀を がが する 304 

mousse マウ スの 削獅を 巧う 377 

msarea マウス カー ソルの が 勤 お 的を 設を する 380 

m か tn マウス ボタン の 指を がを ま でのが 削 を 調べる 382 
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mspos マウス カー ソ ル咕; 巧を が較に なぶす る 3 が 

m が tat マウス のが 態を 調べる 3 が 

setmspos マウ ス カー ソルの 化 おを なぶす る 化 5 

mjilloc トラ ッ ク バッファ を祕 化し クリアす る 3 が 

m _ assi が FX 1 が 城の チヤ ン木 ルに トラックを 削り ホて る 3 が 

m com 一げ 中断して ぃむ 化 おを が |»1 する 3 が 

m free トラックの がり な をぶ める が 8 

m_init FNl 巧蹤 をれ 期 化する 370 

m_play 巧ぶ チヤン 本 ル じが I りみ てた トラ ッ ク デー タを化 矣 する 3 巧 

m_stat チヤン 木 ルの が 巧 をれ 巧 )化 する 3 が 

m が op 巧ぶ ナ ヤン 本 ルの 说# を •げ 小 がする ：化 8 

m _ tempo テン ポを おぶ する 3 が 

m け k MM しじよ る絮ぶ デー タを トラ ツ ク に, 巧き 么レ 390 

m vgel M 色 デ ー タを がかい ことりと レ 391 

m V が t れ 但 デー タを 巧ぶ 巧 色 ホ '' J •の バッファに 巧 おする 392 

mci.cont MIDI や ド\1 がみ; の 巧ぶ チヤン 本 ルの が おのが 閒を りう 350 

md ink MIDI ボー ド のれ 脚 化を けう 351 

md off MIDI ボー ドへの か I 如 をが ルす る 352 

md on M の 1 ボードへの リ Wj を閒 斩卞る 353 

mdj^lay MIDI や FM 斤擬 のがぶ チヤン 本 ルの 化# を W おする 354 

nid re が MIDI コント ローラの レン スタ をぶ み 化す 355 

mdreRW MIDI コント 〇 — ラ も レジスタに デー タを がきと レ 3 が 

MIDI ボー ドへの か Jj が 巧を 期べ る 357 

md_stop MIDI や FM かなの がぶ チヤン 木 ルの が矣 を- •げり， がする 358 

md がけ MIDI ボード じ デー タを化 みする 姑 9 

sp.clr スプラ イトを クリアす る が 5 

sp^color ス プライ トの パレ ク ト但を 《おする 4 が 

sp_ci バ ス プライ トのパ ターン ゲー タ をぶ おする が 7 

sp.disp ス プライ ト のぶぶ 削がを； け 4 が 

sp_move ス プライ ト プレーン のぶ 小れ おを ぶぶ する 470 

sp_off スプラ イト お/ を OFF じする 472 

sp_on ス プライ トぶ 小を ON じする が 3 

sp_pat ス プライ トのパ ターン ゲー タ をが 列 じと ウ む 474 

sp_init ス プライ トパタ ーンを か 巧 i 化する が 9 

sp_set スプラ イト プ レー ン データを セツ ト する 477 

が _ が at 巧ぶ ス プライ ト のが 巧を 調べる 478 

bg^scroll ゾ 《ツク グラウン ドの ス クロー ルが 億を おぶ する 142 
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ンド のな をを 斤う 1 む 

ラ ウン ドの が 巧を 調べる 144 

b 。 む 11 バックグラウンド テキス トを デー タで 巧め る 139 

b 口 put バッ ク グラウンド テキスト じ 巧き 込む 1" 

b 口が t バック グラウン ド テキスト をぶ み么む 1 が 

Wick ジョイ ステ イッ ク のが おを 巧べ る 4 が 

が rie 巧ぶ ジョ イス テイ ックの ボタンが 巧を 巧べ る が 5 


IOCS コール 



B_KEYINP キー ゲー タ のぶみ 化しを 巧う が 

B KEYSNS キー データ バッファが 巧を 期べ る が 

B SFTSNS シフト キーの 巧 ドが おを 巧べ る が 

BITSNS キーの 押 ドが おを 期べ る が 

SKEYSET 人，) な れ たキー コー ドを なぶす る 357 

TVCTRL テレビ コント ロール コー ドを 入力し テレビを 化 作す る 394 

LEDMOD LED キーの モー ドを なぶす る 274 

TGUSEMD 【叫が の モー ドを 制' 御す る 379 

DEFCHR 巧ぶ 巧 タパ ターン を 外ぶ エリアに 巧き 込む 巧 2 

CRTMOD CRT の モー ドを なぶす る 138 

CONTRAST 3 ン トラスト を 巧を する 131 

HSVTORGB HSV みぶ から RGB おぶ に 明り 巧え る 2 お 

TRAP 15 レジスタ じ グータを セットし じ ap # 15 命々 をち 巧す る 392 

TPALET テキス トの パレ ッ トを おぶ する 390 

TPALET 2 テキス トのパ レッ トを おぶ する 391 

TCOLOR テキス トの 々ラーを がぶ する 376 

FNTGET 巧な 巧ぞ パターンを おお ア ドレスへ 說み 込い 197 

TEXTGET おぶ ドッ トが 巧から パターンを おぶ ア ドレスへ 說み 込い 377 

TEXTPUT おぶ ドッ ト悚 巧から パターンを 指を ア ドレスへ 巧き 込む 378 

CL 1 PPUT 巧ぶ クリ ップが 巧に 化ぃ クリ ッ ピン グ巧 巧を 巧う 115 

SCROLL テキス ト / グラフ ィ ッ クの发 ホが 巧の 設 をと 巧 巧を 巧う 3 が 

B CURON 力ー ソルを ON にす る 35 


B_CUROFF カーソルを OFF じする 

反 PUTC tr ぶした 1 バイ ト データを 巧 ホす る 

B_PRINT おおし む 文字列 デー タを 表ボ する 

B COLOR カラー 巧 性を 鼓を する 


34 

74 

73 


32 
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B LOCATE 


B DOWNES 
B-UPS 
じ DOWN 








B 


B KKA S'r 



化 WWMM 


K_KKA~A し 
B INS 
B. DKL 
R_ じ ONSO し 

B Pin’M が 

8 の ’2 :。じ 


がか. りを 作 を 
力ー ソル ui ぶ 
力ーソル ぶぶ 
ぶ ' の 1»1 をが 
々 — ソル 化; 巧 
KS-2 : むじ モー 





制 r ん销 i で幽 I がを が jJ ; 
ソル 化のまで I 山 1 がを m よ 

か . U んぷ i でり • U ; する 
ソル 化ぶ まで リ • u ; •する 
る 

h イ中 人す る 
n h ’ •削げす る 










I が づ:む C 


JOYGK'r 
INIT P ! が 
SNSPRX 




れ か 1 化す 


RKADDI 


夕の比 お チ 


のか 朗 化を 


- タスを, 巧べ る 
をを 巧き 込 t 
-夕 をぶ み 込む 
-ク する 








が 

の 

76 

80 


が 









B_BADFMT イぶ トラ ック をが iW 小口 f 能と する が 

B READD し fi :] 除 データを ぶみ 么。 78 

B FOKMAT 物 巧 フォー マッ トを けう が 

B~DRVCHK おぶ ドライブ のが お チ ュックと が 態な ぶを けう 39 

B _ EJP：CT イジ ェクト を 行う 42 

BINDAT じ BCD li がを げ补 のがぶ にぶ 巧す る 54 

BINI ) A ' rE：SET II り •を けがにぶ ぶす る 57 

' riMKI ミ CD が |!リ を B が I •のがぶ に义 がする 382 

TliV 化が T II が! リをげ I けに ぶぶ する 3 が 

BINDATEGET げかから U がを ぶみ 込 レ が 

DATEB 1 N II りを KCr ) ぶ おから 2 進を; こ义 巧; する 1 が 

TIM がぶ T げ补か ら ii が!!] をぶ みと。 3 が 

TIMEB 1 N H が! りを BCD ぶみ! から 2 遮な じ义 巧す る 384 

DATECNV IM ホを おす 义ド 列を 2 進 ゲー タに义 がする 150 

TIME じ NV 時 I ! リを おす 义ぶ 則を 2 尴 データに がかす る 3 が 

DATKASC 2 邀 ゲー タを II f ホを ぶす 父ぶ 列に 义巧寸 る 1 が 

の MEAS じ 2 逃 データを 《 村! リ をぶ す义ぶ 刈に 义 かする 3 別 

DAYAS じ 2 逃 デー タを をぶ す义夕 列に 义 かずる 151 

ALAKMMOI ) アラームの 巧ん/か 口 f をぶ ぶす る 21 

A し AKMSET ア ラ-- ム のげ 脚と 巧が アド レ スを ぶぶ する の 

ALAKMGET 7 ラーム のげ IIIJ と 巧 巧 アド レ スを ぶみ 込。 20 

ADPCMOUT AI ) P じ M へ デー タを化 みする げ 

AOPCMINP ADPCM から デー タを入 する 9 

ADPCMAOT ADPCM ヘア レイ チューン モー ドで デー タを 化み する 7 

ADPCMAIN ADPCM から アレイ チェー ンモー ドで データを 入み する 5 

ADPCMLOT ADP じ M へ リンク アレイ チェー ン モードで データを 化 力す る 13 

ADPCMLIN ADPCM から リンク アレイ チューン モー ドで ゲー タを 入力す る 11 

ADPCMSNS ADPCM のぶり モー ドを センスす る 18 

ADPCMMO じ ADPCM のぶり をが 削ず る 15 

OPM が T FM 巧 •職に 尹ー タ をが さと。 315 

OPMSNS FM 巧搞の ステータスを ぶみ 么レ 316 

OPMINTST FM 巧搞 1 C に よる 削り 込みを が 抑す る 314 

T 1 MERDST MFP の TIMERD によ る •刹り とみを をり 御す る 姑 8 

VDISPST VDISP の カウンタ の 剖 ウ么 みを がが する 403 

CRT じ R AS GRTC じ なをし む 削 ウ 込み ラスタに よる 劑ウ 么 みを 制 抑す る 137 

HSYNCST H - SYNC の 起が じよる が り 込みを 制が する 234 

PRNINTST プリ ンタの 削り 込みを 制が する 3 が 
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MSJNIT マウスの か 期 化を けう 2 お 

MS_CURON マウス カー ソルを ぶ ホす る 2 の 

MS_CUROF マウス カー ソ ルを がす 291 

MS_STAT マウス カー ソ ルの お ボモー ドを 巧べ る 304 

MS_GETDT マウ スの おが J か と ボタンの ON / OFF を おべ る 294 

MS CURGT マウス カー ソルの が 巧を 巧べ る 290 

MS_CURST マウ ス カーソルの が 巧を ぶを する 293 

MS_LIMIT マウス カー ソルの 移が 巧 的を 没: まする 2 が 

MS_OFFTM マウス ボタン を at すま での B がが を 满ぺる 297 

MS_ONTM マウス ボタンを 巧す i でのげ lllj を 淵べ る 298 

MS_PATST マウ ス カー ソルの パターンを ミ 巧す る 2 が 

MSSEL マウス カー ソ ルを ぶが する 301 

MS _ SE じ マウス カーソルを 巧 技 仰ぶ がする 302 

SKEY_MOD ソフト キー ボー ドの 制 卿を 巧う 355 

DENSNS ••じ •: i の セン スを 巧う 15 ィ 

ONTIME BIOS がおかし てからの おげ II けを 满 ベる 310 

BJN TVCS ベクタの 役ぶ を 巧 う 60 

B ， SUPE 民 スー パー バイ ザモ- ドへの がり 巧え を 巧う 84 

B 一 BPE：EK がぶ ア ドレスから デー タを バイ ト がな で統み 込む 27 

B_WPEEK 巧ぶ アドレスから データを ヮー ドが 化で 統 み这。 90 

B_LPEEK がぶ ア ドレスから データを ロン グゥード ホ 位で 巧み 这む が 

反- MEMST 民 がぶ アドレスから バイ ト 巧を 巧 去して グータを がみ 么む が 

B_BPOKE がぶ アドレスへ データを バイ トが 位で 巧き 么。 が 

B WPOKE 巧ぶ ア ドレスへ デー タをヮ ー ドが 化で 巧き 込む 91 

B LPOKE おを アド レ スへ データを ロング ヮー ドが 化で 巧き 么む 67 

B 一 MEMSET 巧を アドレスへ バイ トをを 巧を して データを 巧き 么。 68 

DMAMOVE DMA わぶ を 巧う 1 が 

DMAMOV_A アレイ チェーン モー ドで DMA おぶ をけ う 164 

DMAMOV L リ ンク アレイ チェー ンモー ドで DMA がぶ をけ う 168 

DMAMODE DMA のぶむ モー ドを センスす る 163 

BOOTINF ブー トが 報を ホめ る 70 

ROMVER ROM のバー ジョンと 作 ホが 巧 口 を諷 ベる 341 

G - CLR_ON グラフ イ ック 脚が を 消ぶ して お ボモー ド じする 201 

GPALET グラフ イッ クの パレット を 設定す る 218 

SFTJIS シフト JIS コー ドを J に 巧 ネコー ドに 巧 おする 354 

JISSFT JIS 巧 ザコー ドを シフト JIS コードに 《がする お 8 

AKCONV ANK コー ドを シフト IIS コー ドに 夕 巧す も 19 
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RMACNV ローマ字 巧が を 巧う 339 

DAKJOB を巧义 をのぶ 点な 巧を 巧う 145 

HANJOB を巧义 をの 半* お 巧 巧を 巧う 219 

OS.CURON カーソルを お ホす る 318 

OS_CUROF カー ソ ルを 消す 317 

APAGE グラフ イ ック I ! 巧が の 巧き 込み ページを なぶす る 25 

VPAGE グラフ イ ック 脚が のぶ イく ページを 沒: をす る 407 

HOME グラフ イッ ク 脚が のぶが 化ぶ を設 をす る 232 

WINDOW グラ フイ ッ ク I 則が じ ウイン ドウを 没を する 409 

WIPE グラフ イッ ク脚 がを’ 消去ず る 410 

PSET グラフ イ ック 脚が じ 点を ぶぶ する 331 

POINT グラフ イッ ク I 曲 1 が {••の 点の バレ ッ ト 3 — ドを 术 める 3 が 

LINE グラフ イッ ク I が I がに 線を 引く 275 

BOX グラフ イッ ク 脚が じ がッ クス を 偏く 72 

FILL グラフ イッ ク脚 がに ボックスを おき 中を 巧る 巧 2 

CIKCL 巨 グラフ イ ック リ 巧が じ I りを 箱く 113 

PAINT グラフ イ ック 脚が を ペイン ト する 3 な 

SYMBOL グラフ イ ック I 叫が に 义夕を 巧く 375 

GETGRM グラフ イッ ク I が I がの 巧み 込みを 巧う 209 

PUTGRM グラフ イ ック贼 がの 巧き 込みを 巧う 3 お 

SP_IN げ ス プライ ト がの かが 化を 巧う 3 が 

SP ON ス プライ トが のぶ 水を ON にす る 3 が 

SP_OFF ス プライ トが のぶ 水を OFF じする 3 が 

SP CGCLR PCG を クリアす る 3 が 

が _D 巨 FCG PCG を 設定す る 364 

SP.GTPCG PCG の統み 化し をけ う 3 が 

SP.REGST ス プライ ト レジスタの 没を を 巧う 370 

SP_REGGT ス ブライ ト レジスタの 統み 化しを 巧う 3 が 

BGSCRLST BG ス クロー ル レジスタの 設 をを 巧う 50 

BGSCRLGT BG ス クロー ル レジスタの 巧み 化しを 斤う が 

BGCTRLST BG コント ロール レジスタの 致: 定を 巧う が 

BGCTRLGT BG コント ロール レジスタの 巧み 化しを 巧う 47 

BGTEXTCL BG テキストを 1 つの コードで 埋める 51 

BGTEXTST BG テキストを 設を する 53 

BGTEXTGT BG テキス トの統 み 化しを 巧う お 

SPALET ス プライ ト パレットの 致を と統み 化しを 斤う 3 が 

TXXLINE テキス ト巧 面に X ちか ラインを 引く 400 
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TXYLINE 

テキス ト闲 がに、’ か 向 ラインを 引く 

401 

TXBOX 

テキスト 1 が 1 がに ボックス を 描 < 

396 

TXFILL 

テキス ト 11 巧め i じボッ クスを おき 中を ホる 

397 

TXREV 

テキスト 1 がりが を fci わ お 小す る 

399 

TXKAS じ PY 

テキスト || 巧 【かの ラスタ コ ピー をけ う 

398 

ABOKTRST 

アボー トフ ラグを リセット する 

4 

IPLKKK 

IPL げの エラー 巧: 巧 (をけ う 

2 が 

ABORTJOB 

ア ボー ト化 巧を けう 

3 

DOS H 

—ル 



CM がを ) C 巧 ぉ ) (ページ) 

EXIT プ〇 グラムを 終]^ する 】80 

GK 了 じ ! IAK キー ボー ドよ ゥ义 •ド コー ドを 人 和して ぶが する 204 

PUTCHAK 义 ぶコー ドを ぶ 小す る 334 

CaMINP !が- む 2 CI "1 絲よゥ I 义 •ド 入み する 118 

COMOUT RS ，232 じ |"| おじ 1 义 •ドけ Wj する 129 

PKNOUT プリンタへ 1 义 •ド 化ん する 3 の 

INPOUT キー 人 如/センス をれ う 239 

IN KEY キー コー ドを 入 如す る 237 

GETC キー コー ドを 人ん する 2 の 

PRINT 义 •ド 別を ぶ パ; する 3 の 

GETS 义 •ド 列を 人 如す る 214 

KEYSNS け; ザ^ 入 別の 入 が 態を 满 ベる 261 

KFLUSHGP バッファを かこして キーボ ード入 如を けう 2 が 

KFLUSHIO バッファを 巧 じして キー ボー ド 人み をれ う 2 が 

KFLUSHIN バッファを 夕 じして キー ボー ド 入力を 巧う 2 が 

KFLUSHG じ バッファを •巧に して キー ボード 入力を 巧う 2 の 

KFLUSUGS バッファを 巧に して キーボ ード入 をり う 264 

FFLUSH ディスクを リ 七ット する 185 

CHGDRV カレント ドライブを 巧ぶ する 109 

DKVCTK し 巧ぶ ドライ ブ のが 態の チェック とな 志を けう 170 

CONSNS I 叫が 化み が 叫 ■能 かど うか 調べる 130 

PRNSNS プリ ンタ 化ん が •ザ 化か どうか 調べる 330 

CINSNS I だ-な 2 CI "] 媒 からの 人み が ザ 能 かどう か满 ベる 112 

COUTSNS RS - の 2 C 1"] おへの 化み が W 能 かどう か满 ベる 132 

FATCIIK がぶ ファイルの ドライブ ホみ と セクタの 閱 ぶを 調べる 182 
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FATCI 1 K 2 人が! A ドライ ブのフ ァイ ルの セクタの 处 おれを •巧べ る 
HEXDSPNIO 巧ぶ ぶかけ 制 抑- モー ドぶ パ:: ウィン ドウの 才 ーブン 

UENI だ PM い ぶ •ドぶ がり 制が- モード お 小 ウィン ドウへの ノーマル お 小 

HENDSFMR 巧 •ド 楚がミ i * 制が- モー ドぶ 小ウ ィン ドウへの リ バース お 小 

HENI 於い: UC 巧 •ドが かけ 制 卿. モー ドぶ パ 巧 ィン ドウの ク a — ス’ 

HENDSPIO 巧' ド' 隻; がむ 制 削 .入ん ウィン ドウの オープン 

HEN’DSPIP 巧ぶ' を おりあ リ 卵 .入ん ウィン ドウへの ノー マル お/ 

HKNDSIMK 巧ぶ ぶ お U 制 抑- 入)) クィン ドウの リバー スおづ ミ 

HP:NDSPIG 巧义ぶ おり 制 削- 人知 ウィン ドウの クローグ 

IIENDSPSO 巧'?: ぶ お U 制 抑 •が说 ウィン ドウの オープン 

HKNDSPSP 巧ぶ 獲 巧け 制 抑 •が輔 ウィン ドウへの ノー マル お 小 

IIENDSPSK 巧 •ドぶ 巧け 制 抑- が輔 ウィン ドウへの リ バース お/】; • 

HENDS い SC 巧ぶ 义 がけ 制 抑 ♦が 削 ウィンドウの クローグ 

CUK い Ky カレント ドライブの ホ •パを 水め る 

GETSS リ ターン キーまでの 义ぶ 列を 人 乃す る 

ぶ T じ 巧ぶ ファ イ ルハン ドルから 1 父' 人 をり う 

FGKTS がぶ ファ イ ルハン ドルから 义 刈 人 Jj をけ う 

>UTC がぶ 义ぶ コードを ファイル ハンドルへ 化 Jj する 

>UTS がぶ 义 •ド 刈フ ァイ ルハン ドルへ dWj する 

-し じ LOSE フ アイ ルハン ドルを クローズ する 

) い KK スー パー バイ ザ モー ドと ユーザー モードの w ウ巧 えを けう 

4 CKEYGT I けぶ ぶ" りお キーの ぶみ 化 しを けう 

JCKP:YST I けぶ ぶ I が お キーの ぶぶ をけ う 

い UTC コン ソール 化 巧け いい 1 バイ ト ゲー タ のぶぶ 

PRINT コン ソールが 巧 化如 • 义ぶ別 データの ぶぶ 

COLOR コン ソール か 化か, J い 战 なの 被ぶ 

LOCATE コンソール かが！ IWj • 々ー ソル 化; 巧の ぶぶ 

DOWN S コン ソー ルが 巧 flWj • 1 け ドス クロール 

UP_S コンソール か 巧リ Wj • 1 け 卜 •ス クロー ル 

DOWN コンソール が 化 MWj • n け ドス クロー ル 

UP コン ソー ルか惭 じ乃 • n り k スクロール 

RIGHT コン ソール が 巧 化/! • n がイ ，•ス クロー ル 

LEFT コン ソール 化 巧 i ‘1 Wj • n が お スクロール 

CLS _ E：D コン ソー ルが 巧 化 如- カーソル 化 巧から 姑 おけん 巧まで i 巧ぶ 

C じ， ST コン ソー ルれ 巧 化片- 似が けが 巧から 力ー ソル 化; 巧まで ぶぶ 

CLS.AL コンソール 化な ; iWj • 脚が •消去 

ERA ED コン ソール 机 巧 化ん- 力ー ソルれ 巧から 斤 もがまで; 内ぶ 


C _ ERA_ST コン ソール か 後 お 力 • 杆左 巧から カーソル 位 おまで 消ぶ 105 

CJE 民 A_AL コン ソール 化 巧 化 力 • カーソルけ 消去 103 

C_INS コンソールが 巧け •• 力 • カーソルけ じ n り 巧 入 111 

C_DEL コン ソー ルが 巧 化 力. 々ー ソルけ から n 巧 削除 100 

C_FNKMOD コ ンソー ルが 巧 ホ, 力- ファン クシ g ンキー 巧の モー ド設志 106 

C 一 WINDOW コン ソー ルが 巧 出力 • ス クロー ル 巧 M のな を 144 

C_WIDTH コンソール 机 お 化 力 • がが サイ グの没 お U 3 

C_CURON コンソール が抱卞 I 片 • 々ー ソル ぶ 水モ ー ドの な 迄 99 

C_CUROFF コ ンソー ルが} も 中 I 丸 • 力ー ソルが ぶぶ モー ドの 鼓を 98 

K_KKYINP コン ソー ルが 巧 入片- キ ーボー ド 入力 271 

K KEYSNS コンソール おお 入ん • キ ーコー ドの 化说み 272 

K_SFTSNS コ ン ソール か 巧 入み •シフト キーが 巧の センス 2 の 

K - KEYB げ コン ソー ルが 巧 人み • キー コード グループ のが 態 姐 か 2 が 

KJNSMOD コンソール かが 入 如- が 入 そー ドの ON / OFF 没ぶ 2 が 

INTVCS ベクタに ア ドレスを なぶす る 241 

ド SPSET プロ セ ス巧 巧! •がが を 巧き シ 3 お 

GETTIM 2 み! かが 《リ を术 める 216 

SE ： TTIM 2 時 《りを 役ぶ する 352 

NAMESTS フ ァイ ル おがが をぶ める 306 

GETDATE 化か. U がを ぶめ る 205 

SETDATE H がを 设ぶ する 3 が 

GKT の ME おか 時 剑 をぶ める 217 

が TTIM 巨 がが をな ぶず る 353 

VERIFY ベリ ファイク ラグの 設 をを けう 404 

DUP 0 フ ァイ ルハン ドルの な 制が ち: を 巧う 175 

VERNUM Human 68 k の バージ 3 ンホ 皆を ホめ る 406 

KEEPPR プログラムを 巧 おが ける 260 

GETDPB がぶ ドライブの ドライ ブ パラメ ー タブ 〇ッ クを 本め る 206 

BREAKCK ブレーク チェックの なまを; テう 79 

DRVXCHG ドライ ブの 入れ 巧え をけ う 172 

1 NTVCG ベクタの 化を 求める 2 が 

DSKFRE ディ スクの 巧り を おを ぶめ る 173 

NAMECK フ アイ ル お を バッファ にお 開す る が 5 

MKDIR サブ ディ レクト リ を 作ぶ する 287 

RMDIR サブ グィ レクト リ を 削除す る 3 が 

CHDIR カレント ディレクトリ を 交を する 108 

CREATE フ アイ ルを がが に 作ぶ する 135 
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OPEN ファイルを 才 ープン する 311 

CLOSE ファイルを クロー ズ する 1 じ 

READ フ ァイ ルから 巧み 込 レ 337 

WRITE フ ァイ ルへ 巧き 込 レ 411 

DELETE フ ァイ ルを が 除す る 153 

SEEK ファイル ポイ ンタ をが がする 343 

CHMOD フ ァイ ル 戌 性を 巧が する 110 

IOCTRLGT デバイス ドライバが 巧 入出力- 装ぶ 巧 おのぶ か 2 が 

IOCTRLST グ バイス ドライバが 巧 入 化 力- 装 巧 巧が の紋を 253 

IOCTRLRH デバイス ドライバが 巧 入 化* • ゲー タの說 み么み 251 

KXTRLWH デバイス ドライバ あ 巧 入 化 力 •データの 巧き 化し 255 

IOCTRLRD デバイス ドライバが 巧 人 化 力- おおを 冷からの 巧み 込み 250 

IOCTRLWD デバイス ドライバが 巧 入け わ • 装ぶ ホ 号からの 巧き 化し 254 

IOCTRLIS デバイス ドライバが 巧 入 化た- 入カ ステータス のぷお 2 が 

IOCTRLOS デバイス ドライバみ; 宿 入 化 力 • 化 カスチ ー タス のぶお 2 が 

IOCT 民 LDVCTL デバイス ドライバ じよ る特 巧： a ント ロールを 斤う 2 の 

IOCTRLDVGT 巧を ドライ ブが 口ー カル かリ モート かを 諷 ベる 243 

IOCT 民 LFDCTL デバイス ドライ ゾ 《じよ るが 巧 コント 〇— ルを 巧う 244 

lOCTRLFDGT 巧ぶ ファイルが ローカル か リモート かを おべ る 245 

IOCTRL 民 TSET デバイス ドライバ じがす る 命令の リト ライ 巧を おを する 252 

DUP ファイル ハン ドルを が 写す る 174 

DUP 2 フ ァイ ルハン ドルを 強が 巧 尊ず る 176 

CURDIR ドライ ブ パス 名を 没: まする 141 

MALL 0 C メモリ が 读を 巧が する 2 が 

MALLOC 2 巧ぶ バイ ト なかの メモリを 巧が する 285 

MFREE メモリ 巧键 をが なする 2 が 

SETBLOCK メモリ ブロ ッ ク サイ ザを 巧 おする 3 が 

LOADEXEC プログラムを ロードして ぶけす る 277 

LOAD プログラムを 曰 ー ドす る 276 

PATHCHK プログラム ロー ドの むめ のが 巧 作 菜 を 巧う 324 

LOADONLY プログラムを 口ー ドす る 278 

EXECONLY プログラムを 業け する 179 

BINDNO ファイルをから モジュールを 号を 巧べ る が 

EXEC 2 プログラムの ロード/ま 巧 7 モジュールを 号の 巧 得を 巧う 177 

EXIT 2 プロ グラム を終丫 する 181 

WAIT プロセス のが 了 コードを ホめ る 408 

FILES 巧を じし たがつ てフ アイ ルを 橫索 する 190 
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NFILES 城な じ 化って みの フ ァイ ルを おおす る 309 

SETPDK 巧ぶ プロセス じ 制 削を わたす 351 

GETPDB み J 化 の プロセスを おす pdba か をぶ める 210 

SETENV 研な を 巧を ぶぶ する ぉ〇 

GETENV 巧が 巧な のの がを とり 化す 208 

VEKIFYG ベリファイ フラグの ぶぶ がが を 巧べ る 405 

COMMON CK common がが じ ブ □ック がが 化する か 期べ る 119 

COMMON_DEL common 触が のブ ロック をぶ ぶ •する 120 

COMMON FKE common 納域の デ ー タ のロッ ク をが 除す る 121 

COMMON LK common 媒 Wi の デー タを ロックす る 1 の 

COMMON RD common が 城の デー タ をぶ み 化す 125 

COMMON WT common が 域 じグー タを •巧き iit / じ 7 

move フ ァイ ル おを 巧 化する 288 

RENAMK ファイル おを 名: がする 338 

FILEDATE ファイル のり W が I 削の 说み化 しとな ぶ 188 

MAKKTMI 》 ナンポ ラリ フ ァイ ルを かぶ; する 2 の 

NEW ド ILK フ ァイ ルを がが じ 作ぶ する 308 

LOCK フ アイ ルの ロックを する 279 

UNLOCK フ ァイ ルの ロ ック をが 除す る 402 

GETASSIGN 化ぶ ドライ ブや化 が ゲイ レクト リ の 刹り 小 ! めが がを 期べ る 202 

MAKEASSIGN 化が ドライ ブや化 が デ ィ レクト リ の •削 り、 H て をれ う 281 

R ASSIGN 化が ドライ ブ おや 化; が デ イ レクト リ おを キャンセル する 336 

S_M ALLOC 巧ぶ バイ ト かの メモリを メインの メモリ 巧 巧から 馆 化する 3 が 

S^MFKEE メイ ンの メモリ 巧 巧! から 赚化 した 巧媒を [ IH かする 360 

S _ PKOCK：SS サブの メモリ 巧が 城 域を 没ます る 371 

DISKKED ブロ ッ クデ バイ スの mV •巧 リード 155 

DISKRED 2 人が I 切 ブロ ックデ バイ スか らおが: データを ぶみ 込む 157 

DISKWRT ブ曰ッ クデ バイ スの かお ライト 1 が 

D 1 SKWRT 2 人 辞 W ： の ブロ ッ クデ バイ ス にが 化 デー タを 巧き 么レ 161 

INDOSFLG OS の ワーク エリア IN’DOS FLG のア ドレスを ポ める 235 

SUP 巨 R JSK スー パー バイ ラ锁 嫂の プログラムを ヤ ブルー チン コー ルす る 373 

BUS 一 ど RR バス エラーな'! ミの W 能け が あるが 绒が 試みち き ザ 龍 かおべ る 87 

KILL PK む 分む みの プロセス を 削除す る 2 が 

T 1 ME-PR 巧 かの タイマーの カウンタ f あ （ミリ か •ザな） を 菊べ る 3 が 

OPEN_PK バックグラウンド タ スク をな おする 312 

GET-PR 巧ぶ ID のパッ ク グラウンド タス ク のを 巧が おを 期べ る 212 

SUSPEND PR スレッドを 強がのに SL 巨 巨 P が 態に する 374 
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お 8 
344 
107 


SLEEP_PR 
S 巨 ND_PR 
CHANGE PR 

その 粗 

过がが t 

getenv 
lo " お mp 

0 がが tof 

perror 

putenv 

abs 

labs 

max 

min 

wabs 

rand 



が and 
strerror 
va 过 rg 
vaend 
va が a け 


スレッ ドを SL 目 EP が 態に する 
スレッドに コマン ド や デー タを ぶる 
バック グラウン ド タス クの义 幼 梅を が 裳す る 


(ページ) 

ぶ邱 エラーを テス ト する 110 

巧 巧ぶ をの 化を 求める 2 が 

七ーブ された スタ ッ ク巧 巧を リストア する 337 

保處化 メンゾ ぐの 化; 巧 を 水め る 3 お 

エラーメッセージ をぶ がする が 1 

巧 巧 巧む の 化を 化 iKi たはぶ 如す る 417 

int 巧 おむ たなの お W 化を 水め る 96 

int 巧 巧を の 給 化を ぶめ る が 

2 つの 引 巧のう も 人: きいら のを ボ める 3 が 

2 つの 引む のう ち 小さ いらのを 求める 3 が 

か〇け 巧 巧を 化の 化が f かを ぶめ る が 

が 似 化を をが 1 •: する 4 が 

スタ ッ ク巧 巧を セーブす る 451 

化 化 化む をれ が 化する 480 

エラー ホ ••りこん f 化す る エラー メッセ ー ジを 期べ る 491 

"I* 雙 個の 引な を 化と して 論み 么 V 551 

" r 巧 個の 引む の參峭 をが f する 551 

" r を M 的の かむ の參 照を Wl おする 551 
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方 0 祝 がさが 

本 巧 干 545 ス巧巧 巧 倍 野 医ち おのの 番の奇 

«子《 器军 美本® 〒お 9-21 巧 木 泉 矢 巧 巿きリ I 巧 174 まが 

巧 這巧需 システム ミ 業 部 案 2 商 晶を面 或 
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